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　　零　ファイナル死体デツドさあ、きっと！







　──とにかく夕陽が〝赤〟かった。

　後は良く思い出せない。五百年前だったか、千年前だったか。自分は何をしていたのか。何な故ぜそこを訪れたのか。何もわからない。そこへと至る過去も、繋つながっていく未来もない、独立した記き憶おく。時の流れから乖かい離りした風景は、永遠じみていた。

　森の奥おくの礼拝堂。跳ね上げ式の木窓は全て開け放たれ、並んだ長なが椅い子すが濃い影かげを伸ばしていた。自分が入り口に佇たたずんで眺ながめていると、ぽつりと腰を下ろした孤こ影えいが動き、顔を半分向けてきた。そうだ、彼はダルマティカを着ていた。聖職者かと思ったものだ。

「……やあ、君か。久しぶり」

　蟲こ惑わく的てきな声だった。

　自分がどんななりだったか、何者だったのかすらよく覚えていないのに、彼が話した内容だけはしっかり思い出せる。言語は何だったろう。俗ラテン語だったろうか。オイル諸語のどれかだったような気もする。自分は訝いぶかしげな顔をした。それは確かだ。

「失礼ですが、何ど処こかでお会いしましたか？」

　覚えがなかった。

「話をしないか。これも運命だ」

　彼が長椅子の隣となりを示し唆さした。自分はわけもわからないままに、何か抗あらがい難がたいものを感じて、歩いて行くと腰を下ろした。

「かつて、君はまだ未来が輝かがやかしいと、かろうじて信じていたね。行く末に希望があるのだと……いや、信じたがっていた。あれはいつだったか。どこだったか。ダマスカスでの祭りの夜だったか。バビロンでの宮きゆう殿でん落成式だったか。それともガリラヤの婚こん宴えんでだったか」

　涼すずしげな声で語る彼に、自分は言葉を失った。息をするのも忘れて身を震ふるわせた。彼の瞳ひとみが、夕陽を湛たたえた彼の瞳が、ああ、見つめてくる。心臓を柔やわらかく掴つかむような眼の光。

「まだ生き続けていたんだな、〝檻の中の男ジエイルマン〟。長過ぎる命だ。救いはあったか？　なかったのか。酷ひどい顔色だ。ちゃんと眠れているか？」

　彼の冷たい手が頬ほおに触ふれる。その指先は性的ですらあった。

「わ、私は、ジェイル？　そのような名前ではない……私は……私の名は」

　戦慄わななく唇くちびるは、反射的にそんな言葉を返していた。私は？　誰だれだと名乗るつもりだったのか。

　咄とつ嗟さに縋すがろうとしたのだ。何度繰り返したかもわからない、平へい凡ぼんな物語に。使い捨ての名前に固こ執しつする事で、自分が置かれた境きよう遇ぐうを忘れられる気がしていた。ありていに言えば、認めたくなかったのだ。愚おろかにも自分はまだ人間のつもりでいた。

「君に本当の名前を付けてあげられるのは私だけだ。君と私はとても似ている。君は先天的で、私は後天的である。君は連続的であり、私は断続的である。違いはそんなもんさ……さあ語り明かそうジェイルマン、逃のがれ得ぬ君の恐きよう怖ふについて」

　彼は運命だと言った。運命。幾いく星せい霜そうを経た今なら、それが決して大おお袈げ裟さな言葉ではなかったとわかる。あの夜、自分は暗黒の未来に一筋の光明を見つけた。忘れ得ぬ福音がもたらされ、縋すがるべき柱を見つけたのだ。




「──爵しやく、伯はく爵しやく！」

　肩を揺さぶる手と呼びかける声に、得える真ま三さん次じは覚かく醒せいした。薄っすらと目を開く。うつ伏ぶせに倒れていた。床ゆかに接していた頬ほおは冷たくなっている。

　霞かすむ視界に映るのは、あの運命の日と同じような夕陽に照らされた、しかしあの時と比べれば見る影かげもないほど朽くち果はてた礼拝堂だった。ひび割われ崩くずれた壁かべからは、晩秋の冷たい風が吹き込んでくる。風化した、という形容詞が相応ふさわしい風景だった。

「私は、倒れたのか……」

　得真がそう呟つぶやけば、彼の隣となりに跪ひざまずいた男は安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。

「心配しましたぞ。流石さすがに朝から休みなしでは無理がありましょう。少し休まれた方が宜よろしいのでは？」

　燕尾服テールコートにシルクハットを被かぶり、片眼鏡モノクルを掛けたその服装だけでなく、丁てい寧ねいな英語で話す口調も大時代的な男──ヴィクター・フランクストン。

「邪じや魔まをして良いものか悩みましたが、余りに長く動きがなかったもので」

　ヴィクターの後ろからそう言ったのは、一目見ただけで剛ごう毅きな性格が伺うかがえる、顔立ちから体つきまで巌いわおのような男だった──リロイ・アルトゥール。

「ありがとう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう返しながら、得真は立ち上がった。少しふらつく。

「それで伯爵、儀ぎ式しきの方はどうなんだい？」

　少し離れ、壁に背を預けている男が、軽い調子で尋たずねた。周囲に光を撒まき散ちらす、造物主が何か過ちを犯したのかと思うほどの美び貌ぼうを備えた男──サイファー。

　そして唯ただ一人ひとり、何の言葉も発さないまま、全員から微び妙みような距離を置き、ひっそりと佇んでいる修道士服姿の青年。

　周囲を囲む四人の同志たちを見回して、得真は答えた。

「肉体の構築までは上う手まくいくんだ。彼が宿るに相応しい、最高の肉体だ。しかし魂たましいが宿らない。何度やっても、何度やっても、何度やっても……」

　胸前で片手の平を返せば、音もなくその上に光の球体が現れた。原子モデルのように、幾重もの光の糸が集まった形状の、その魔ま術じゆつ的てき媒ばい体たいには、目覚める寸前に見る夢のように現実を改かい竄ざんし、奇き跡せきを起こす力があるはずだった。

「私の術に不備がないとするのなら、考えられる要因は二つしかない。どちらも、例え憶おく測そくだとしても、言葉にすらしたくないようなものだが……」

「それは？」

　他の面々を代弁するように、リロイが尋たずね返かえす。

　得える真まは、普ふ段だんの気の弱そうな様子からは想像もつかないような、激しい表情を面に浮かべた。疲れ切って倒れるまで術を使い続けるほどの執しゆう念ねんが両目の虹こう彩さいから溢あふれ、炎となって揺らめいていた。

「一つには彼の魂たましいが、どのような手段を以もってしても届かないほどの、辺獄リンバスの深みへと流されてしまっている場合。つまり、完全に死んでしまっている場合だ。しかし、これはあり得ない。そんな事があろう筈はずがない……」

　片手で顔を覆おおい、自らに言い聞かせるように得真は言う。血のような夕陽が落ち、森の奥おくには暗い夜が訪れようとしている。指の間から虚こ空くうを見つめながら続ける。

「であるなら、原因は一つだ……何者か、私たちではない誰だれかが、彼の蘇そ生せいを試みているのだ。彼の魂がそちらに呼ばれている、それ以外にはあるまい……何ど処この〝真の黒クローダム〟かは知らないが、私に黙だまってそのようなこと、許されるものか」
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　得える真まは歩き出す。夜に解き放たれた獣けもののように。

「行こう、〝四札スート〟たちよ。草の根分けても探し出し、地の果てまでも追おい詰つめて、必ず報むくいを受けさせてやる」







　夜が明けようとしていた。

　その日も、樽たる多た露ろ市に住む多くの人々にとっては、何の変へん哲てつもない一日になりそうだった。一昨日おとといと同じような、昨日きのうと同じような。年の瀬が迫る忙せわしなさはあっても。

　中央区、貧ひん乃の武む町ちよう。

　企業戦士ビジネスマンや学生たちが、各々の戦場に向かって行軍し始めるにはまだ早い。木こ枯がらしだけが吹き抜けていくビジネス街を見下ろす高層ビルの最上階、会議室に集まった十数名の人々にとってはしかし、今日という日は強い衝しよう撃げきを伴ともなって幕を開けた。

「……確かなのですか？」

　誰だれかが発した確認の言葉に、一同に向かい合った席に座る男が頷く。三みつ揃ぞろえのスーツをキッチリと着こなした、シャープな顔の造ぞう形けいが狐きつねを思わせる男──阿あ倍べ野のサイモン。シロネクロによって構成される秘密組織、全日本〝善き屍霊術師ネクロマンサー〟協会の大幹部。

「この情報をもたらす為ため、八名の同どう胞ほうが命を失いました」

　それ程のものである、と。

　沈ちん黙もくが広がるのを待って、阿倍野は続ける。

「ヴィクター・フランクストン、リロイ・アルトゥールの二名に続き、サイファーらしき姿も確認されております。そして、彼らと行動を共にする謎なぞの男が居ると。これは高たか峰みねさんからの報告にあった、得真とかいう者でしょう。現在、幾いくつか潜せん伏ぷく場所の目星もついております」

　ざわめきが広がった。集まった者たちも名の知れた司教級オウンガン・クラスばかりだったが、阿倍野がもたらした情報は、その彼らを唸うならせるに十分なものだった。ここ数ヶ月の間、少しずつ集まってきていた断片的な情報が、一つの形に結実しつつあった。

「クローダムが五人、この町に潜ひそみ暗あん躍やくしている。これは由ゆ々ゆしき事態です。加えて、マトリ女史の推察によれば、彼らの目的は黒の始祖の復活にあるとのこと。その力の強大さ、残ざん虐ぎやくさについては、幾つもの伝承に語られておりますので、皆様もご存知でしょう。見み逃のがすわけには参りません」

　阿倍野は立ち上がると、折り目正しく頭を下げた。

「どうか、お力を拝借したい」

　沈黙──ややあって、幾つかの言葉。

「戦争になりますな、これは……」

「やむを得んか……」

「望むところだ！　我らの力を思い知らせてやろう」

　阿あ倍べ野のは頭を上げると、元々鋭えい利りな目をさらに鋭するどくさせて告げた。

「総力戦も辞さぬ覚かく悟ごでおります。門人の方々にも是ぜ非ひお報せ下さい」

　阿倍野は戒かい律りつに従順であり、つまり慎しん重ちようだった。それは協会の体質そのものだ。これまで、〝悪しき屍霊術師ネクロマンサー〟の起こす事件を後手に回って解決し、表おもて沙ざ汰たにならないようにもみ消してきた。その協会がついに打って出ようという。

　ふと、別の方向から声が飛んだ。

「……〝彼女〟は、参戦してくれるでしょうか？」

　それが誰だれを指すことなのか、瞬しゆん時じに誰もが理解していた。

　戦せん闘とう能力だけを鑑かんがみれば、ここに集まった面々ならば、誰一人〝彼女〟に後おくれは取らないだろう。しかし、戦いに必要なのは剣や盾たてばかりではない。十じゆう字じ架かや旗が、それら以上に物を言うことがあると、歴戦の兵たちはよく心得ていた。

「当然、参加して頂く。彼女にはその義務がありますからな」

　阿倍野の発した答えに、幾いくつか安あん堵どの吐と息いきが漏もれる。







　こうして町の裏側で、殆ほとんどの住民たちには気づかれることもないまま、深く静かに戦の機運は高まっていく。

　火花を上げて弾はじけるときは、そう遠くなさそうだった。








　　一　繁忙ハンボー、最後の日常







「はァアあーアァあー、ダッタン海かい峡きようォー、冬ぅ景色ィー！」

　演劇部仕込みの声量が、カラオケボックスの薄い壁かべを震ふるわせる。コブシが効いてるっつーのか？　マジに女子高生かよって疑いたくなるほど情感たっぷりに、ヅカは見事に演歌を歌い切った。当然のようにイントロから立ちっぱで、そのままどっか飛んでっちまいそーなポーズで〆。マイクはちゃんと小指立てて保持。

「……なんつーか、こんだけうまいと軽くヒくよな」

「マイク要らねーだろ、声でかスギィ！」

　と、ややヒネくれた感想を送るオレとカンヤ。

「本当に上じよう手ずね」

「凄すごいです、オオツカ様！　感動しました！」

　高たか峰みねは瓶びん底ぞこメガネの奥おくから感かん嘆たんのまなざしを向けながら、ソファイアはコバルトブルーの瞳ひとみをキラキラさせながら、パチパチパチ、惜おしみない拍はく手しゆを送る。

「うへへ、ありがと！」

　高峰とソファイアの素直な賞賛を受け、ヅカはらしくなくテレながら大人しく腰を下ろした。いつもなら『もっと褒ほめ称たたえなさいよ』とか言うハズなんだがな。

　今日はテスト返しの最終日、各方面から危ぶまれていたオレの点数も、高峰センセーの献けん身しん的てきかつ粘ねばり強いご指導ご鞭べん撻たつの甲か斐いあって奇き跡せき的てきに赤点を免まぬかれ、なんとか無事に冬休みを迎えることができそうだ。まあギリギリだったけど。

　んで、学校が半日で終わったから、五人で駅前のカラオケ屋に繰り出したワケ……っと、次はオレの番か。ようし、聴きいててくれ高峰、この切なくもソウルフルなナンバーで、オマエの鼓こ膜まくとハートをワシ掴づかみにしてやるぜ！

　オレはマイクを手に取ると、厳おごそかに歌い始めた。

「イィーッアァーィ……シュゥウッステェー……アァィウゥドォン、リィビィエン……」

　オレが生まれる前の曲、物体が落下したときの擬ぎ音おんみたいな名前の米国女性シンガーが歌った、自身が出演した映画の主題歌。まあ英語だから意味はよくわかんねーけど、ラビューとか言うぐらいだから多分ラブソングだろ。

　ヅカのような声量はなくても、演出力でそこはカバー。最初は囁ささやくように、少しずつ盛り上げて……よし、いよいよサビだ！　高峰を目力ＭＡＸで見つめながら、

「エェンどぅアァァ──！」

　と、ガチャリ、入り口の扉とびらが開き、

「失礼しまーす！」

　店員のオネーサンが、焼きソバにチャーハン、スパゲッティーにシーフードピザ、カレーと、オレらの昼メシを満まん載さいしたトレイを片手に入って来た。

「あ、どもです……」

　サビキャンセルして会え釈しやくする。くっ、タイミングバッチリだぜ、悪い意味で！　こういうとき歌い続けられる人っているけど、オレにはそんな勇気も自信もない。

　店員さんがテーブルに料理を適当に置いて去ると、今度はヅカがそれぞれに配り始めた。ヅカ『焼きソバ誰だれだっけ？』、カンヤ『おれおれ』とかやってて、全然場が整わねえ。

「エェンダァ──イヤァアァ！」

　とか、幾いくらオレが喉のどを嗄からしてシャウトしたって、このグダグダな流れは変えられなかった。ヅカとカンヤなんか食い始めちゃってるし。まあ逆の状況ならオレでも食うけどさ。むしろ高たか峰みねやソファイアみたいに、ちゃんと聴きいててくれる方が珍めずらしいよな。

　なんとか歌い終わったオレは二人から拍はく手しゆをもらいながら、コップに少し残ったコーラをズズッと飲み干して立ち上がった。

「飲みモン取ってくるわ」

　ドリンクバーは付けてある。メシ食うならお茶系が欲しいから……と、すかさず、

「あ、あたし緑茶」

「おれウーロン茶よろしく」

　ヅカとカンヤが言った。

「アイヨー、高峰とソファイアは？」

　オレが言えば、高峰もコップを手に席を立つ。

「私も行くわ」

「あ、でしたらわたくしも……」

　腰を浮かせかけたソファイアをやんわり片手で制し、

「貴女あなた、次歌うんでしょ？　取って来てあげるわ。何がいい？」

　ソファイアは両手の指を組み合わせ瞳ひとみを潤うるませると、驚きよう愕がくと感動の入り混じった、どことなく劇画タッチな表情を浮かべた。オーバーリアクション気味だが、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの彼女がやるからか、不自然さは全然ない。

「お、お姉様がっ、わたくしのために、手ずからお飲み物をっ!?」

「またおおげさな……ほら、曲が始まるわよ、何がいいの？」

「あ、で、では、オレンジジュースを……！」

「ＯＫ」

　ソファイアが入れた曲が流れ出す。なんだろ、賛美歌とかかな？　荘そう厳ごんな感じのイントロを背中に聞きながら部屋を出る。

　並んだ扉とびらから漏もれてくる曲でにぎやかな廊ろう下かを歩く途と中ちゆう、オレは高たか峰みねに声をかけた。

「楽しんでる？」

　高峰はオレを一いち瞥べつ、

「おかげさまで。部屋が煙草タバコ臭くさいのには慣れないけど」

「オレの歌どうだった？」

「まあ、感情が籠こもっててよかったんじゃない？」

「なんかビミョーな感想！」

　とかって、話してるうちに廊下は途と切ぎれ、ジュースのサーバーが置いてあるスペースに辿たどり着つく。エレベーターの横にタバコの自販機と大型の灰皿があり、小さなテーブルとイスもあって、部屋で喫きつ煙えんできない人たちが憩いこえるようになってる。この時間はオレらみたいな学生が多いのか、誰だれもいない。少し開いた窓からヒュウと冷たい風が流れ込んできて、暖だん房ぼうにぬくもる空気をかき混ぜている。空は曇くもりで、寒々しい色をしていた。

　カウンターの上に置かれたサーバーからコップにドリンクを注ぎ、備え付けの小さなトレイに乗せながら、オレは遠い空の話をするようにぼんやりと言った。

「もう明日なんだな、全然実感ねーや」

「……そうね」

　高峰はすぐ隣となり、ソファイアのオレンジジュースを注いでいる。オレはチラ見して、

「よくＯＫしたよな、今日。断るかと思ったよ」

　放課後五人で遊ぼうぜと言い出したのは、オレじゃなくヅカだ。さすがに今日は無理なんじゃないかって思ってたが、高峰は意外にも快かい諾だくした。

　修学旅行からこっち、高峰はそれなりに付き合いがいい。波は多た守もりのオッサンが残した文書の解読があるから、いつもというワケにはいかないらしいが、オレらの誘いを受けて何度か一いつ緒しよにメシ食ったりした。カラオケは初めてだけど、今ならそれほど違和感なく思える。半年前の高峰からは想像もつかない。

　それなのに、どうしてオレが意外に思ったかとゆーと、あれは一週間前、テスト明けで心晴れやかだった土曜日のことだ──




「……話しておかなきゃいけないことがあるの」

　大皿に盛られた豆とう腐ふやしらたき、たっぷり野菜や豚肉。オレ会心のみそ鍋なべの用意がバッチリ整った食しよく卓たくにつくなり、高峰はかなりマジな表情で切り出してきた。隣の席のソファイアも神しん妙みような顔をしている。

　エプロン姿で先に座り、オタマからみそを溶とかしていたオレはギクリと背筋を伸ばした。また下半神様関係で怒おこられるのかと思った。研究は進んではいるようだが未いまだにオレはゾンビのままで、つまり性欲は溜たまる一方であり、例えば高たか峰みねが購こう買ばいで売ってる、真ん中にミルク・クリームが入った、どことなくエロティックなフランスパン、ミルクフランスを食べてるだけで前まえ屈かがみになる有様。日に何度か怒おこられたり呆あきれられたりしていた。

「な、ナンすか？」

　オレが尋たずね返かえすと、高峰は少し俯うつむいて、珍めずらしく言いよどむ様子を見せた。

「お姉様」

　ソファイアにやんわり促うながされ、ようやく言葉を続ける。なにやら重大事の雰ふん囲い気き。

「……シロネクロ協会から、出頭要よう請せいが来たのよ」

　協会から？　その時点でイヤな予感がした。夏頃あったこと、ミスター・パンツマンこと阿あ倍べ野のサンの顔を思い出せば、好意的な感情は湧わかなかった。彼らは正義の味方ではあるかもしれないが、オレらの味方ってワケじゃない。

「うへ、今度はなんだよ」

　顔をしかめながら尋ね返すオレへと、高峰は意を決したように話し始めた。

「クローダムの拠きよ点てんが判明したらしいの。彼らは今、この町に集まっているそうよ。協会は近々襲しゆう撃げきを予定していて、参加する人を募つのってる。私とソファイアにも声が掛かったわ。キミも一いつ緒しよにって」

　クローダム、その単語を聞いたオレの脳裏に、苦々しい思い出がフラッシュバックした。ヤツらには幾いくつも借りがある。もちろん怖こわいって思いもあるけど、許せないって気持ちのが強い。修学旅行で奪うばわれちまった〝秘法〟を取り戻す、絶好のチャンスだと思った。

「お、おお、スゲーじゃん！　丁度いいや、ブチかましてやろーぜ！」




　……って、あ、あれ、息巻いてんのオレだけ？　高峰なんかため息ついてるし。

「ど、どーした？　なんか悩ましい感じだけど」

「キミには言わないでおこうと思ってた」

「え、なんで？　オレも呼ばれてんじゃねーの？」

　ソファイアがどことなく申し訳なさそうに口を開いた。

「わたくしとお姉様はほぼ強制ですけれど、屍霊術師ネクロマンサーでもなく協会員でもないフジ様に対しては、協会も無理は言えないのです。お姉様はフジ様に内ない緒しよで行くと仰おつしやいました。わたくしが反対したのです。フジ様の意思を尊重すべきだと」

　オレはジト目で高峰を見た。

「オマエ、またそういうさあ……」

「危ないのよ、わかるでしょう？」

　高峰が少し強めに言ったので、オレはぐっと詰つまった。カンタンな相手じゃないのはよく知ってるからだ。

　ソファイアが言葉を継ついだ。

「大規模な戦いになることが予想されます。フジ様をお守りするという意味では、お姉様のなされようとしたことは正しいのでしょう。ですがわたくしは、一いつ緒しよに来て頂ければ心こころ丈じよう夫ぶに思います。お姉様、フジ様は頼たのもしいお方ですよ？」

「……別に私も、足手まといだとは思ってないわ」

「フジ様は、どうされますか？」

　二人にじっと見つめられ、オレはひそかに感動していた。ソファイアがオレを頼たよってくれたのも嬉うれしいし、高たか峰みねが正直に話してくれたのも嬉しかった。認められてるカンジがした。前みたいに置いていかれるのはイヤだし、期待には応こたえたい。

「行くよ、決まってんだろ！」

　鍋なべの火加減を調節しながら、上じよう機き嫌げんでオレが言えば、高峰はまた深いため息をついた。

「おいおい、んな心配すんなって、オマエも見ただろ？　オレの新しい〝力〟！　確かにクローダムはヤベーけど、今のオレならラクショーッスよ！」

　握にぎり拳こぶしを誇こ示じし、下した唇くちびるを突き出しながら、オレは必要以上に明るく返す。

　高峰は眉まゆをひそめる。

「あれは本当に危なくなるまで使わないでって、言ったはずよ」

　修学旅行から帰ってから得た、なんかよくわからんスゲー力。怒いかりを込めて殴なぐりつけると、殴ったものが爆ばく発はつして吹っ飛ぶんだ。原理からしてよくわからない。高峰に見せてみたところ、今みたいに止められた。

「キミを人間にする研究と一緒に調べてみてるけど、全然正体が掴つかめないの。どんなリスクがあるか知れたものじゃないわ。だから絶対やめて、良いわね？」

「わかってるってば……まあ、とにかく食おうぜ、煮にえすぎちまうよ、な？」

　そうやってオレが話を切って、食事が始まったが、高峰はずっとアンニュイな様子だった。自信作のみそ鍋、口からビーム出るくらいウマかったのに。




「──なんとなく、かな」

　高峰の呟つぶやきで、みその香かおりのする一いつ瞬しゆんの回想から舞まい戻もどるオレ。

「え、なにが？」

「だから、カラオケに来た理由」

　自分の分だろうホットレモンティーをカップに注ぎながら、高峰は続ける。

「なんとなく、〝普ふ通つうの高校生としての日常〟に浸ひたりたかったのかも」

　その横顔は妙みように寂さびしげで、オレはおもむろに抱だきついて求婚したい衝しよう動どうに駆かられた。ウブな気持ちに焦じらされるまま、咄とつ嗟さに軽口を返そうとする。

「な、なんか縁えん起ぎでもねーなー、それ。まるでこれから……」

　──死にに行くみたいな。

　その言葉が冗じよう談だんになってないことに気づいて慌あわてて呑のみ込こんだけど、高たか峰みねにはバレちゃったかな。オレへと顔を向けてきた。

「昔お父さんがね、どうしても戦いに往かなきゃいけなくなると、お母さんと私を町に連れ出してくれたの。レストランで外食をしたり、デパートで買い物をしたり、のんびり散歩したり。私は事情も知らないで、そのときを楽しみにしてた。お父さん、普ふ段だんは家から出ようとしなかったから」

「なるほど、超インドア派はオトーサン譲ゆずりか、筋金入りだな」

　高峰は少し笑った。

「そうね……それでね、いつだったかお父さん言ってたわ、『自分が守ろうとしているものをしっかり見ておきたい。何の為ために戦うのか知っておけば迷わないし、辛つらくても頑がん張ばれるから』って。そんな気持ち、少しわかるの」

　……どう返事をしたらいいやら。戦う覚かく悟ごについて、半年前までフツーの男子高校生だったオレに、何が言えるだろう？　オレにとっての非日常は、高峰にとっての日常だ。オレが友だちと遊んでるときも、高峰は独ひとりで戦ってきた。

　高峰は穏おだやかだった表情を引ひき締しめ直してから、再び口を開いた。

「ねえ不ふ二じ君、今からでも考え直すつもりはない？　協会には私から言っておくわ」

「いや、行くよ一いつ緒しよに」

　そうオレが首を横に振れば、高峰は形のいい眉まゆを下げた。

「キミまで私たちに付き合う必要ないでしょう？」

「いいから、いいから、水みず臭くさいコト言うなって」

　オレは『これ以上語る口はないぜ？』ってカンジに、小さなトレイを両手で持って歩き出した。必要ないだって？　アルよ、大アリだ！　オレが一番守りたいモンなら、確認するまでもなく今ココにあるんだ。『あ、ちょっと、もうっ！』とか言いながらオレの後について来る、生き真ま面じ目めで肩かた肘ひじ張はりまくった女の子。

　何度も『守ってやるぜ！』なんて言うのは恥ずかしいし、恩着せがましい気がする。口で説明するくらいならオレは黙だまって守るだろうな守りたくて守るんじゃなくて守ってしまう者が真のナイト。

　部屋に到着してガチャリ、扉とびらを開く。

　途と端たんに流れ出してくる澄すんだ歌声。ソファイアだ。膝ひざを揃そろえて座ったままマイクを両手で持ち、体を左右に揺すって拍を取りながら歌っていた。その仕草は可愛かわいらしくもあり、また、ベッドの子どもを寝かしつけてる母親のような雰ふん囲い気きもあった。

「お帰りなさいませ、ありがとう御ご座ざいます！」

　と、ソファイアが天使のニッコリ。歌の途と中ちゆうなのに律りち儀ぎだな。

「気にしないで」

　高たか峰みねはソファイアの前にオレンジジュースを置いて座る。オレもカンヤとヅカの前に飲み物を配ると、そっと席についた。二人とも身振りでオレへと感謝を表してくる。そして再開される歌。もう終わり際だけど。

　んー、この声、前にも聞いたことあるけど、癒いやされるわあ！　なんて穢けがれなさだ……人じん跡せき未み踏とうの山やま奥おくにひっそりと湧わいてる天然水よりも澄すみ切きってるぜ。カレー食うのも忘れて聞き入っちまう……

　オレが心洗われるあまりに半分成仏しかけたところで曲が終わり、

「──す、すごい！　すっごーい！」

　ヅカがスタンディング・オベーションし始めた。あ、スタンディング・オベーションってなんかエロいな、ベーションのあたりが。心のメモ帳にストックしておこう……

「ビビるわあ……マジビビるわあ」

　と、カンヤも信じられないといった風に首を振りながら拍はく手しゆしている。ソファイアの歌声がそうさせたのか、二人の動きはどことなくオペラじみていた。

「お、お耳汚しを！」

　緊きん張ちようの残る表情で、ソファイアはペコリと頭を下げた。

「ねーねー、ソファイアちゃん、やっぱり演劇部入らない!?　アナタなら絶対スターになれるって！」

　ヅカのヤツ、また勧かん誘ゆうしてる。これで何度目だ？　ソファイアは高峰とオレからそうそう離れるわけにもいかないんで、毎度丁てい寧ねいに断っているみたいだが。

「申し訳ありません、いつもお誘さそいは嬉うれしく思うのですが……」

　ソファイアが眉まゆ毛げを下げて言えば、

「ううん、いつでも待ってるから、気が向いたら宜しくね！」

　アッサリ引くけど諦あきらめない、不ふ屈くつのバイタリティには感心するばかりだ。

　と、次の曲が流れ始め、カンヤがマイクを手に取ると、イントロ中に言った。

「高峰さんホントに歌わないでイイん？」

「あ、うん、私は聞いてるだけで楽しいから」

　高峰は両手を軽く振った。まあそうだよな、目立つの嫌きらいだもんな、ちょっと残念。高峰だってかなり歌上手いから聞きたかったんだけど。

　まあそんなカンジで、フリータイム六時間を余さず使い切ったオレら。カラオケ屋を出たときには、冬の短いもう日は完全に落ちていた。

　たくさんの明かりが点ともる駅前、ビュオッ！　木こ枯がらしが吹いて街路樹を揺らし、オレたちのマフラーや制服の裾すそを躍おどらせた。

「──さァむッ！」

　縮めた体を自ら抱だきしめて、ヅカが身み震ぶるいする。

「雪でも降りそうね」

　薄うす曇ぐもりの空を見上げながら、高たか峰みねが言う。

「そーねー……あ、そうそう！　雪といえばクリスマスよ、クリスマス！」

　ヅカはキラッと目を光らせて言った。

「え、それどういう繋つながり？」

「わかりそうで、イマイチわかんねーぞ」

　口々につっこむオレとカンヤ。

「ホワイト・クリスマスって言うじゃん。ねえ、パーティーしようよ、五人でさ。男二人はどーせヒマだろうから良いとして、高峰さんとソファイアちゃん、どうかな？」

「うおォい待て、聞き捨てならん！　人を寂さみしいヤツみたいに言いやがって、イメージだけで決め付けてんじゃねーぞ！」

「そーだぜ、オレら予定ギュウギュウだっつーの、なーユマっち！」

「お、おうよ、ギュウギュウのミッチミチだ！」

　いきり立つオレとカンヤ、ヅカがジト目を向けてくる。

「どんな予定があるっつーのよ？」

「そ、そりゃアレだよオマエ、クリスマスなんだから……な、カンヤ？」

　オレとカンヤ、お互いをチラッチラッ！

「お、おう、当然な、クリスマスといえばアレだよな、ホラ、オレら二人で、な？」

「そうそう、えと……あ、そう、人生ゲーム！　人生ゲームやるんだよ！」

「すっごい寂しいな、それ？　口から出まかせ言うなっての」

　ヅカはオレらを一いつ蹴しゆうし、再び高峰とソファイアに笑顔で向き直る。

「んーでさ、どうかな？」

　話を振られた二人は、どことなく陰かげりのある表情で顔を見合わせた。あれ、ナンか微び妙みような反応……と、たまーに鋭するどいときもあるオレは、その様を見てピンときた。きっと二人とも、果たせなくなる可能性がある約束はできない！　とか、ンなコトを考えてるんだきっと。

「──やろうぜ！　オマエらだって、別に用事はねーだろ？」

　オレが言うと、高峰とソファイアが視線を向けてきた。

「え、ええ、ですが……」

　伺うかがうように注がれるソファイアの視線を受け止め、高峰はふと表情を緩ゆるませた。

「そうね、やりましょうか」

　ソファイアは目を丸くした。ヅカが歓かん声せいを上げる。

「ホント!?　やった！　じゃあ場所とかはおいおい決めるとして、各自ちゃんと予定空けとくよーに。アンタも、ねっ！」

　ヅカにパーン！　肩を叩たたかれ、カンヤが顔をしかめる。

「いちいち叩くなって！」

「叩きやすい位置にあるんだもん。さ、お腹減ったしファミレスでも行こー」

　トントン、弾はずむ足取りで歩き出すヅカを先頭に、ゾロゾロ、皆で移動する。駅前の賑にぎわいの中を泳ぐように。他愛もない話をして、白い息と一いつ緒しよに笑い声を流していく。

　パーティーやろうって発想はなかったけど、実はオレ、もう高たか峰みねへのクリスマス・プレゼントは買ってあったりする。当然ソファイアのも。日ひ頃ごろの感謝も込めて、かなり奮発した。ここんトコずっと高峰ン家ちでお世話になってて、オヤジからの仕送りが結構貯まってたから。食費は一応出してるけど。

　多分、気づかれてない。気づかれないように頑がん張ばった。ネット通販で購こう入にゆうし、代金着払いでウチに届くようにして、買い出しを装ってウチに行って……とか、我ながら念入りなコトだ。アレをちゃんと渡すためにも、無事に帰って来なきゃいけない。

　並んで歩くオレと高峰が一同から少し遅れたとき、口にした。

「──オトーサンがしてたのって、多分こういうコトなんじゃねーかな」

「うん……」

　小さく頷うなずく高峰。

　上う手まく言葉にできないけど、帰って来るべき場所との繋つながりを持っておくコトが大事なんじゃないかって思う。誰だれかとこうやって約束をしたり、愛情を再確認したり、そういう覚かく悟ごの決め方もあるんだろう。

　ああ、日常が過ぎていく。多くの人にとっては明日も明後日あさつても変わらないでやってくると信じられるだろうそれを、オレは名な残ごり惜おしく思っていた。多分、高峰もソファイアも。

　ファミレスで夕食を済ませてから、ゲーセンに行って少し遊んでいると、

「──っと、アタシそろそろ帰らないと」

　ヅカがケータイ画面の時計を見ながら言った。タイムオーバーだ。

「んじゃ、丁度いいし、おれも帰るわ」

　と、カンヤ。

　ゲーセンを出て、駅のバス停まで行って二人と別れるとき、丁度走りこんできたバスに乗り込みながら、ヅカが振り向いて言った。

「ね、クリスマスまで行かなくても、また遊ぼうよ。ユマっちも奇き跡せき的てきに補習なかったんだし、時間あるでしょ？」

「おう、そーだな……って、奇跡じゃねーよ、実力だ」

　二人を見送り、オレたちもバスに乗った。時刻は午後七時を回っていた。

　窓の外に流れていく景色は、駅前から遠ざかるほど暗くなる。今日一日が楽しくて充実してた分、終わり際はなんだか寂さみしい気分だ。高峰とソファイアもそんな風に感じてるんだろうか？　バスの中でも、降りてからも、会話は少なかった。文明のエアポケットのような、時代に忘れられたかのような、郊こう外がいの暗く寒い夜道を歩いて、高たか峰みね邸ていに帰り着いた。

　……そーだ、ここが、これが、今のオレの日常だ。

　高峰とソファイアは風ふ呂ろに入ってから、地下書庫へと下りていった。今日も研究すんのか。それってオレのためなんだよな、ありがてえ、ありがてえ……こっちもサボッてるワケにはいかねーぞ。

　テレビを消して、ソファーから立ち上がる。リビングの引き戸を開け、縁えん側がわに出る。吐と息いきが凍こごえる。

「──うー、さむ……」

　ゾンビなのに寒さが味わえるってのは、出来が良いってことらしいけど、感覚のオン・オフができたらもっと便利だったのにな。世の中そう上う手まくはいかない。上着羽織って来るべきだったぜ。

　縁側から庭に下りると、日課の鍛たん錬れんを始めた。鬱うつ蒼そうと茂しげった木々が形作る闇やみの中に、セブンさんの動きを思い返し、それをトレースしていく……

　ヒュッ！　風切る拳こぶし、パシィンッ！　布をはたくような、踏ふみ込こみの足音。

　拳を放つとき、強く握にぎってなかったのはどうしてか？　肩の力を抜ぬいていたのはなぜか？　蹴けりを放つとき、両足のつま先は内側を向いていたか、外側を向いていたのか……動きや技の一つ一つに秘められた意味や名前を教え、間違いを正してくれる人はいない。

　八や尾お先生と戦ってたとき、オレは戦士だった。セブンさんから託たくされた覚かく悟ご、あの人が磨みがき上あげた武術が、オレと共にあった。あのときのオレなら理解できただろう。でも、もうわからない。借り物の力は身についてはくれなかった。だからこの半年、自分で考えて、自分で問いかけて、自分なりに答えを出してきた。今日もそうする。

　ヒュッ！　パシィンッ！

　今のオレには必殺技〝爆ばく発はつする拳〟がある。高峰に止められはしたが、使うことになるだろう。クローダムのヤツらはべらぼうに強い。

　まず高峰と、その師し匠しようであるマトリ先生までも圧あつ倒とうしたヴィクター。残ざん忍にんで狡こう猾かつなヤツだった。高峰を殺されかけた怒いかりは忘れもしない。

　次に、リロイとかいう、剣を使うヤツ、コイツも強かったそうだ。オレは暴走してたから覚えてないけど、高峰とソファイアが言ってた。

　そしてサイファーと、その上司らしい得える真まとかって男。波は多た守もりのオッサンとカナちゃんの親子愛を弄もてあそんだコイツら、マジ許さざるよ!?　〝爆発する拳〟は手加減は不可能っぽいが、する必要はねーだろうな……

　ヒュッ！　パシィンッ！

　要は当たりさえすればいいんだ。拳自体に威い力りよくは要らない。どうしたらコンマ一秒でも速く相手に打だ撃げきが当たるか、コンセプトはそれだ。それのみ追求しながら鍛たん錬れんを続ける。クローダムどもをブチのめすために。

　……何よりも、三人一いつ緒しよに、生きて帰るためにだ。







　そして迎えた翌日、土曜日、襲しゆう撃げき決行当日。

　目が冴さえて眠れず寝不足気味なオレと違って、メシんとき見た限りでは、高たか峰みねとソファイアはいつも通りだった。ホント、肝きもが据すわってるよな……ああクソッ、落ち着かねえ！

　いきなりストレッチしてみたり、庭に出て鍛錬してみたり、掃そう除じを始めてみたり、テレビを点つけてみたり消してみたり、ソファーでウトウトしたり、それらを一定のローテーションで繰り返してみたり……オレがそんな風に過ごしているうちに、リビングの柱時計が午後四時を告げて鳴った。

　ズルズルズル、なぜかうつ伏ぶせになって廊ろう下かを這はいずり回ってたオレの元に、朝食と昼食時以外、相変わらず地下にこもってた高峰とソファイアがやって来た。いつ着替えたのか、高峰はワイシャツとセーターの上からジャケットを羽織り、ソファイアは真っ白なコートにモコモコな帽ぼう子しを被かぶっている。

「……なにやってるの？」

　怪け訝げんそうな高峰を見上げて、オレは答える。

「あ、えーと、ホフク前進の練習を」

「なんでそんな……」

「え、なんか軍隊行動的なコトするんだろ？　必要かなと思って」

「いや、匍ほ匐ふく前進はしないと思うわ、普ふ通つうに」

　高峰の困こん惑わくしたまなざし……あ、あれ、オレ錯さく乱らんしてた？　ヤベエ緊きん張ちようしてる。ササッと立ち上がると、ソファイアが微笑ほほえみを向けてきてくれた。

「弛たゆまぬ鍛錬、お疲れ様です。そろそろ時間ですので、フジ様もお召めし替かえ下さいませ」

「お、おお、おおう、わ、わかった！」

　急いで二階の自室に向かい、適当に着替えを済ませる。えーと、どれにしよう……ダッフルコートでいいよな、防ぼう御ぎよ力りよく高そうだし、あったかいしな。バサリと羽織る。

　さて、いよいよだ。フツーの毎日が終わる。

　フンッ！　鼻息噴ふいて気合を入れてから、一階へ。待っててくれた二人と一緒に高峰邸を出る。空は昨日から引き続き曇くもりで、もうかなり暗くなっていた。

　バスに乗って駅まで向かう。そこから人の行き交うビジネス街を十分ほど歩けば、シロネクロ協会本部、天あめ水み戸とビルディングが目の前にディドゥーン！　と出現。ミラーコーティングされた外がい壁へきが冬の日差しを受けて、冷たく輝かがやいている。

　二人の後に続いて自動ドアをくぐる。明るく清潔なロビーに受うけ付つけ嬢じよう以外の人ひと影かげはない。前来たときはサラリーマン風の人たちが何人かいたのに、妙にだだっ広く感じる。空気がシンと張はり詰つめているカンジがする。嵐あらしの前の静けさってヤツか。

　ぽつんとブースに座っている受付のオネーサンが、にこやかに会え釈しやくをしてくれる。高たか峰みねとソファイアが歩み寄って名乗れば、すぐさま紐ひものついた入館証が用意された。

　高峰たちは行く先がわかっているようで、何も言わずにスタスタ、エレベーターに乗った。会話もないままに降りて、見覚えのある赤あか絨じゆう毯たんの廊ろう下かを歩く……あーやべ、緊きん張ちよう度どマックス。右手と右足が同時に出そう。やがてたどり着いたのは、オレとソファイアが阿あ倍べ野のサンを向こうに回してやり合った、あの会議室だった。

　扉を開けて中に入ると、イスと机の並んだ広い空間に、結構ミッチリと人がいた。騒さわがしくはないが、静かでもない。入り口付近にいた人たちが、オレらたちを見て『お？』という顔をしている。

「──あらん、来てくれたのねぇ」

　と、もの凄すごく甘い、水アメってカンジの声がした。

　視線を向ければ、人ごみの中から歩いてきたのは、ワンピースにロングボレロ、長い黒くろ髪かみが印象的なオネーサンだった。おおう、スッゲー、オーラ！　周囲の風景が一気に書き割りになっちゃうみたいな、なんていうか、まつ毛長い系の美人だ。

　さすがにＴＰＯを読んだか、類たぐい稀まれなる伸しん縮しゆく性せいを誇ほこるオレの鼻の下も自重したようだが、普ふ段だんなら伸びてただろう。十三キロメートルぐらいは。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　と、高峰が会釈をし、

「お爺じい様のお加減はいかがですか？」

　続けてソファイアが問いかける。

「ただのギックリ腰だからぁ、大だい丈じよう夫ぶよぉ。ありがとぉ」

　美人さんはおっとりにこやかに答えた後、やや置いてけぼり感を味わっていたオレへと視線を向けてきた。

「貴方あなたが不ふ二じ由ゆう真まくんねぇ？　初めましてぇ、私は花はな山やま花か梨りん。花山菊きく五ご郎ろうの孫でぇす」

　花山、菊五郎……？　花山……ハッ!?　オレの脳裏に閃せん光こうの如ごとく蘇よみがえったのは、ソファイアの男破威オツパイプレスを受けて男を破は壊かいされ、鼻血を流していた老人の顔だった。

「え……花山のジーサン？」

「そっそ」

「う、うわー、似てないッスね!?」

　ジーサンと同じＤＮＡを保有しているとは、到とう底てい思えない造ぞう形けいだ。

「それ、褒ほめてくれてるのぉ？」

　花か梨りんさんはウフフと笑った。

「今日は、花梨さんも？」

　と、高たか峰みね。

「ええ、一いつ緒しよに行くわぁ、宜よろしくねぇ」

「心強い限りです」

「こちらこそぉ、高峰さんが来てくれてぇ、頼たのもしいわぁ」

　高峰が頼もしいのは知ってるけど、その高峰が心強いって言うくらい、花梨さんって強い人なのかな？　全然そんな風には見えない。てか、それを言うならここに集まってる人たち、パッと見全員フツーの人たちって感じだ。弱そうってワケじゃなくて、フツーに町の人。大規模な作戦とかいうのに、もっとイカツい人たちじゃねーのかと……まあオレ、マンガとかでよくある『うっ、なんだアイツ、スゲェ気だ、タダモンじゃねえ！』みたいなのわからんから、ひょっとしたらメチャクチャ強いのかな……

　……ん？　ソファイア、何キョロキョロしてんだ？　気になって横目で見ていると、やがて表情を輝かがやかせて、タタッと隅すみの席に向かって走っていった。向かう先には、キッチリした服を着たオニーサンがいた。大学生くらいか。誰だれと話すこともなく、ひっそりと座っている。

「シャローム、お兄様！」

　……え、ソファイア、今なんつった？

[image: ]

　オニーサン？　そう呼ばれた青年は、スッと切れ長の瞳ひとみをソファイアへと向けた。

「やっぱり来たのか。危ないからやめろと言ったのに」

「そうは参りません。わたくしも協会員ですもの。お兄様が来て下さったなら、何の危険がありましょうか。ああ、それにしても、お久しぶりです……」

　楽しげなソファイアと、無表情な青年が、対照的な様子で話しているのを眺ながめていると、オレと同じく視線を向けた高たか峰みねが言った。

「ソファイアのお兄さんよ」

　花か梨りんさんが言葉を継つぐ。

「ああ、不ふ二じくんは知らないのねぇ、そりゃそうかぁ。あれがぁ、アクセルロッドのもう一人の天才い、ルビウス君よぉ」

「へええ……」

　似てねーっつーなら、あっちもだな。顔は似てんだけど、なんか雰ふん囲い気きが。兄妹ってそんなもんか？

「──失礼」

　と、後ろから声がしたので振り向けば、オレらが入ってきた扉とびらンとこに……げっ、出やがった、阿あ倍べ野のサン！　思わず構えるオレ。

「御歓かん談だん中のところ申し訳ないが、そろそろブリーフィングを始めたいので、席について頂けますかな？」

　阿倍野サンは部屋の面々に向けて言ってから、オレたちを一いち瞥べつした。

「今度は雲くも隠がくれせずに来てくれましたか」

　うへー、開口一番からおっかねえ！

「火急のことですから。ところで阿倍野さん、マトリ先生はいらっしゃらないのですか？　お姿が見えないようですが」

　高峰は、ほんのり皮肉味の言葉をスルーして尋たずねる。

「体調がよろしくないらしい。あの方も見た目に反して御高齢でいらっしゃるから、無理して頂くわけにも参りませんからな。今回は意見役として参加して頂く。その分、弟子である貴女あなた方の働きに期待させて貰もらうとしよう」

　阿倍野サンはそう言うと、授業前の教室にも似た雰囲気の部屋を縫ぬうように、前へと歩いて行った。

　う、うおおッ……プレッシャー！







　　二　リヴ・フリー・オア・旧講堂







　ブロロロロー、オレたちを乗せた車が、東京都下とは思えないほど畑ばっかりのアスファルト道を行く。車種はバン。映画でマフィアの実働部隊とかが乗ってそうな、黒くろ塗ぬりのいかにもなヤツ。

　とっくに日は暮れてて、曇くもってるから月も見えず、辺あたりは暗い。ほとんど唯ゆい一いつといっていい光源、一定間かん隔かくで設置された電灯が、フォン──フォン──と左右を通り過ぎていく。他に車の影はない。

　ここら辺は似にる花ばな区、高たか峰みねの家から中央区を隔へだてた反対側にあたる、樽たる多た露ろ市の外はずれだ。

「んー……」

　後部座席の真ん中に座ったオレが、眉み間けんにしわを寄せて唸うなっていると、右みぎ隣どなりの高峰が顔を向けてきた。

「どうしたの？」

「あ、いや、なんでオレたち、本隊と別行動なのかと思ってさ。みんな一いつ緒しよのがよかったんじゃねーの？」

　オレらの他にも幾いくつか、少人数の別働隊があるらしいけど、戦力分散させて大だい丈じよう夫ぶなんだろーか？　危ないんじゃね？　左隣のソファイアがやたら静かなのも気になる。本隊に組み込まれたお兄さんのコトが心配なんじゃねーかと邪じや推すいしてみる。久しぶりに会えた家族っぽいのに別々とか、阿あ倍べ野のサンのいやがらせか？

「適材適所だな」

　そう答えたのは、助手席に座った短たん髪ぱつの男だった。肩にケープのついた、イギリスかどっかの探たん偵ていが着てそうなカンジのロングコートを羽織っている。名前は霧きり江えサンっていうらしい。協会を発つとき、花か梨りんさんから紹しよう介かいされた。名字だか名前だかわからない。

「え、あ、はい？」

　今までろくに喋しやべらなかったのに、いきなり口を利いたんで驚いた。スゲーシブい声。

「軍隊を構成する兵士に最も必要なのは、『同じであること』だ。突とつ出しゆつし過ぎた力を持つ奴やつはかえって邪じや魔まになる。俺おれや、あんたらのような。わかるか？」

「は、はあ……」

　ぶっちゃけ、よくわかんねッス。

「貴方あなたはぁ、協調性がないだけじゃなぁい？」

　運転席の花梨さんが、笑いながら言った。霧江サンはその横顔に視線を向ける。

「最近本は読んでるか？」

「忙しくて全然よぉ」

「良いもんだよ、読書は。心の栄養素だ。俺おれは、シュティルナーの〝唯ゆい一いつ者しやとその所有〟ぐらい読んでない奴やつとは、大体話が合わない」

「なぁにそれぇ、どうせ難しいんでしょお」

「お勧すすめするよ」

　な、なんだこの二人の会話、噛かみ合あってんだか、噛み合ってないんだか、聞いてるだけで車くるま酔よいしそうだ。

「──さぁて、着いたわよぉ」

　花か梨りんさんが言って、車を路ろ肩かたに止めた。

　窓の外に広がるのは、豊かな緑に囲まれた、大学のキャンパスだった。比良坂高校ウチよりも全然広い。内外を隔へだてる塀へいはところどころ途と切ぎれ、何本か公道が敷しき地ち内ないを突っ切っている。オープンなカンジだ。幾いくつかデカい建物があって、窓にポツリポツリと明かりが点ついているが、辺あたりは静かだった。こっちは裏口側に当たる。

　ここがクローダムの拠きよ点てんらしい。

　なんか、もうちょっと違うの想像してたんだけどな。人里離れた森の古城とか、山ン中に建つ塔とうとか、謎なぞに包まれた地下施し設せつとか、そんなん。遠くに行くのかなーとか。思ってたより身近で、拍ひよう子し抜ぬけしたっつーか。けどよく考えてみると、逆に怖こわいな。日常にひそんでるってカンジがしてさ。家ン中で変な虫見つけたときの不快感ってゆーか。

　後は指示があるまで車内で待機、なんだけど……う、うわー、会話がまったくねえ！　緊きん張ちようと気まずさでおかしくなりそう。こ、これは、オレが何とかすべきなのか!?　学校であったちょっと面白い出来事を粉ふん飾しよくして、小こ粋いきなジョークを織り交ぜつつ語るべきなのか!?

　錯さく乱らんしたオレが、クラスメイトの忍おし野のの人には言えない下半身関係の特とく殊しゆな性せい癖へきを語ろうと口を開きかけたとき──ザッ！　運転席のダッシュボードに置かれたゴツい無線機が、短いノイズを発した。

『──本隊より各分隊に伝達。本隊が途と上じようにて敵勢力と接せつ触しよく、交戦を開始しました。各自行動に移って下さい。繰り返します……』

　通信係だろう男性の声が告げる──と同時に、ガチャガチャッ、バタム！　運転席と助手席のドアが同時に開かれ、花梨さんと霧きり江えサンが飛び出した。静から動への移り変わりは唐とう突とつだった。うちょ、ちょっと待って！　もう始まってんの!?　まだ心の準備が！

　うろたえるオレの横で、高たか峰みねは深呼吸をすると、ガラッとスライド式のドアを開けた。

「絶対に離れないでね」

　そのセリフ、もっと別のシチュエーションで聞きたかったッス……結けつ婚こん式場とかで。

「お、おう！」

　高たか峰みねに続いて暖だん房ぼうの効きいた車内から出れば、夜の寒さが肌はだをチリチリと刺した。

「花はな山やま班、動きます」

　と、花か梨りんさんは無線機に話しかけている。無線機からは、『長は谷せ川がわ班、動きます』『藤ふじ田た班、準備完了した』など、他の分隊からの報告っぽい声もチラホラ聞こえた。

　霧きり江えサンはバンのトランクを開き、何か長いものを取り出してる……うわ、あれって、日本刀じゃねーか、ポン刀！　ぶ、物ぶつ騒そうだなオイ！　まあ戦いに行くんだから物騒なのは当たり前なんだろうけど。でも、あー……やっぱ殺したりすんのか？　それはさすがにちょっと抵てい抗こうが……と、背後でガララ、バタム！　ソファイアがドアを閉めた音でハッとなる。

　なんか、スゲェ不思議なカンジがした。昨日まで学校行ったり、ダチとカラオケ行ったりしてたのにな……あ、膝ひざが笑いそう。ここまで来たら覚かく悟ごしなきゃな。

「──それじゃあー、行きましょっかぁ」

　花梨さんは、これからコンビニにでも行くような調子で言うと、早足で歩き出した。その斜ななめ後ろに霧江サン、続いてオレたち三人。アスファルトの公道から大学内、レンガ敷じきの歩道へと入り込む。電灯はあるにはあるけど少なくて、木々も生おい茂しげってるから見通しが悪くて、夜の闇やみが濃い。

　オレはブリーフィングで聞いた内容を、頭の中でおさらいする。えーと、これから向かうのは旧講堂。新校舎が建った今はもうほとんど使われてないそうで、クローダムたちはそこに集まってるらしい。本隊は正面から、オレらは裏から突とつ入にゆうする。作戦目標は当然、クローダムの儀ぎ式しきの阻そ止し。オレらの場合は個人的に、コレに秘法の奪だつ還かんも含まれてる。んで後は、術を使うときに一般人に見られないように注意する。コレはまあ、ネクロマンサーじゃないオレには関係ねーがな、と……

　ソファイアのヤツ、まだなんかボンヤリしてる。そういや、本隊はもう戦ってんだっけ。相手は誰なんだろ？　ヴィクターか、サイファーか、オレらの知らないヤツかな。そりゃ気にもなるよな。

「──オニーサンのコト、心配なのか？」

　オレが小声で言うと、ソファイアは顔を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだって、オレらで頑がん張ばって、ソッコー終わらせよーぜ」

　続けるオレに、戸と惑まどいがちに微笑ほほえむソファイア。足早な歩調に金の髪かみが乱れる。

「ああ、いえ……ありがとう御座います。そうですね、お兄様のことが気にかかる、というのは、その通りです。けれど、多分フジ様の仰おつしやってるような意味ではなく……」

　一いつ瞬しゆんためらってから、ソファイアは続けた。

「……お兄様は別れ際に、わたくしが本隊でなくて良かったと言っておりました。確かにこの作戦、本隊にはかなりの危険が予想されます。陽動の役も担うのですから。しかし……あの口ぶりでは、まるで……」

「ストおップ」

　ひそめられた花か梨りんさんの声に、オレらは会話を止めて立ち止まった。

　大きな建物をぐるりと迂う回かいしながら伸びる歩道の先は、ちょっとした広場になっていて、ベンチが幾つか並んでる。歩道は更さらにその先、黒々とそびえ立つ建物のシルエットへと続いている。事前に見せられた地図によれば、あそこがオレらの目指す旧講堂だ。

　そして広場には、幾つかの人ひと影かげが蠢うごめいていた。いち、にい、さん……四人。ある者は片足を引きずり、ある者は何かを求めるかのように片腕を上げたまま、音もなく徘はい徊かいしている。見るだけで背筋が寒くなる光景。うわ、あれって……！

「〝半自律型〟ですね」

「そうねぇ、やっぱり警けい戒かいされてたかぁ、まあ当然よねぇ」

　苦々しそうな高たか峰みねの言葉に、花梨さんが答える。口調は相変わらずおっとりしているが、蠢く影たちに向けられたまなざしは驚おどろくほど真しん剣けんだった。

「どうすんだ？」

　オレは高峰に尋たずねる。

　半自律型──オレを殺したのと同じヤツらだ。無理やりこの世に繋つなぎ止とめられ、苦痛と悲しみに呻うめきながら彷徨さまよい続ける魂たましいのカケラたち。

「個人的には、彼らを放って置きたくはないわ。でも、花梨さんの判断に従います」

　高峰の目は鋭えい利りな光を帯びている。ああいう苦しげなゾンビを見て、コイツがこんな顔をするのを、前にも見たことがあった。

「どう思う？」

　花梨さんに尋ねられた霧きり江えサンは、一歩前に出て言った。

「鳴子代わりだな。まず確実に感覚共有はしてあるだろう。避さけても良いんだが、ここら一帯に配置されていると考える方が自然だ。あの数なら倒してしまった方が良い」

　花梨さんはオレらを見て、

「じゃあ倒してぇ、一気に講堂まで走る、それで良いかしらぁ？」

「はい」

　高峰がどこからか、ゴツいナイフを二本取り出しながら、凛りんとして答えた。ソファイアに続いてオレも頷うなずき、いつでも飛び出せる体勢を取る。ドクン、ドクン……心臓が鳴る……

「『セルフオー』──」

　高峰が言葉を紡つむごうとしたその瞬しゆん間かん、シュッ！　その目前に、いきなり鞘さやに入ったままのポン刀が突き出された。き、霧江サン!?　なんだ急に？　ビビった！　つんのめった！

「そいつは使うな。あんたの身体能力調整アジヤストは強力だが、消しよう耗もうが激し過ぎる。あんたらは切り札だからな。ここは俺おれたちに任せてもらおう……花梨、頼たのむ」

「おっけぇい……『密命オーダー・世界の合言葉は森エメラルド・フオレスト──絡み合えエンタングル』、木々よっ！」

　花か梨りんさんはゆったりと、まるでピアノ奏者が鍵けん盤ばんを叩たたくときのように両手を持ち上げると、鋭するどく振り下ろした。片手五本、計十本の指先から、緑色の光を帯びたラインが放たれ、地面に突つき刺ささる──と、ボコボコボコッ！　歩道に敷しかれたレンガが盛り上がった。

「え、な、なんだ、モグラ？」

　オレが驚おどろきの声をあげる。地面の隆りゆう起きはボコボコッ！　広場の方へと向かっていき、四人のゾンビの足元でボゴオッ！　弾はじけた！　同時にシュル、シュルシュル、シュバッ！　何かが飛び出して、ゾンビたちに巻きついていく。グルグルグル……あれって、植物のツルか!?　見れば、隆起が行き過ぎ、耕されたみてーになってるトコには、サワサワサワ……季節外れの花が無数に咲き乱れていた。

「植物のゾンビよ」

　高たか峰みねが答えてくれるのに、オレ驚きよう愕がく。

「ちょ、そんなんアリ？」

「花はな山やま一族に伝わる秘術らしいわ。どうやって対話しているのか、誰だれにもわからない」

　そりゃあなあ……植物に魂たましいがあるっつーのにまず驚いたわ。クラシック聞かせるとイイとか、どっかで聞いたけど。

「──『自己制圧セルフオーダー・加速アクセラレーシヨン』、左脚」

　と、ツルがゾンビたちを完全に飲み込んだとき、シブイ声と共に霧きり江えさんが飛び出した──うわ、速え！　稲いな妻ずまのようにジグザグと地を奔はしるその軌き道どうのうちに、僅わずかな光を照り返し、幾いく度どかの閃せん光こうが奔った。次の瞬しゆん間かんには、もう四つの首が宙を舞まっていて、ボファッ！　空中で塵ちりになって消える──ズザッ！　霧江サンが足を止める。その左手の鞘さやにはポン刀が『いや、自分何もしてないっすよ？』って、そ知らぬ顔で収まっていた。

　う、うおお、スゲェッ！　ポン刀ってあんなに斬きれんのか……

　花梨さんが生み出した植物がザアッと風に吹かれて散り、同時に頭を失ったゾンビたちもボロボロと崩くずれていく。

　左足のつま先を地面に立て、足首をグリグリと回している霧江サンへと、花梨さんは気き遣づかわしげに言った。

「足、大だい丈じよう夫ぶぅ？」

　霧江サンは鼻を鳴らす。

「疲労はあるが何てことはない、鍛きたえてるんでな。走るぞ。他のが寄ってくる前に」

「行きましょう」

　高峰の言葉に頷うなずいて駆かけ出だした。オレたちは一いち丸がんとなってダダダダ、冬の夜風を切きり裂さいていく。白い吐と息いきを棚たな引びかせて。女性三人と並走するなら、それぞれの男破威オツパイの揺れ方を密ひそかに見比べて吟ぎん味みするぐらいは高校生男子のまっとうな嗜たしなみだが、さすがにそんな気分でもない。夜の向こうに見える古びた講堂は、この状じよう況きようがそう感じさせるのか、悪あく魔まの棲すむ城のように恐おそろしげに見える。

　──と、なんだアレは？

　歩道の途と中ちゆう、木々の梢こずえが張り出してきて影かげが濃くなっている辺あたりに、ぽつんと人影が一つ、立ちはだかっているのが見えた。モッズコートのファー付きフードを目ま深ぶかに被かぶり、その顔は闇やみの奥おくに沈んで見えない……

「だ、誰だれだ？　ゾンビか？　敵？」

　オレの問いに答える声はない。そのまま霧きり江えサンはグンと加速した。キィン、涼すずしく刀の鍔つばが鳴る。

「ちょ、ちょっとぉ、霧江ぇ！」

「立ち止まるな、斬きり開ひらく──『自己制圧セルフオーダー・加速アクセラレーシヨン』、右脚！」

　声音に焦あせりを滲にじませる花か梨りんさんへと、背中越しに言葉を残して、霧江サンは再び稲いな妻ずまと化した。一気に人影へと接近すると、キン、と左手の親指でポン刀を鳴かす──閃せん光こうが奔はし──らない！　代わりに鈍にぶい音がゴッ！　霧江サンの体が一いつ瞬しゆんブレたかと思えば、そのまま前のめりに倒れ伏した──え、何が起きた!?

「んもおぉ、一人で先走るからぁ！」

　花梨さんは走りながら両手を閃ひらめかせ、ラインを前方、人影の目前へと飛ばした。

「『密命オーダー・塊茎の槍チユーベランス』、木々よっ！」

　花梨さんのオーダーが放たれれば、ボコボコッ！　地を割ってぶっとい根っこが何本も飛び出してきてギュルルル！　絡からまって鋭えい利りな槍やりと化した。

　切っ先を向けられたモッズコートが、再び動いた。静から動への転てん換かんは激しい。片手を持ち上げ、

「『横紙破りデイスオーダー』」

　低い声で呟いた。男だとわかる。その指先から数本のラインが奔り、根っこの槍に突つき立たてば──メリメリメリッ、逆再生の映像を見ているように根っこが解けた。

「えっ!?」

　驚おどろきの声を上げる花梨さんへと、男はコートを翻ひるがえして接近した。蚊かでも追い払うかのように片手を振り、花梨さんの顎あごへと横からトンと手ての甲こうを当てるような裏うら拳げんを放った──カクン、花梨さんが膝ひざから崩くずれ落おちた。

　何一つ反応できなかった。あまりに一瞬の攻こう防ぼうすぎて。

　オレ、高たか峰みね、ソファイアは距離を置いて足を止めた。講堂は目と鼻の先だというのに、ユーレイみたいな男には、それ以上一歩でも踏み込むことを許さないような気配があった。これが殺気ってヤツだろうか？　背筋がチリチリした。

「ディスオーダー？　そんな……」

　ソファイアが半ば呆ぼう然ぜんと呟く。高峰の表情にも緊きん張ちようの色がある。何か凄すごい術なんだろうか。わからないが、なんとなく、術を消すっぽいのは理解できる。

　オレは二人を守るため急いで前に出ると、男の前に立ちはだかった。

　男はまた、静かに佇たたずんでいる。フードの奥おくには闇やみがある。闇の奥から視線を感じる。嵐あらしと嵐の間、ここは台風の目だ。さっき吹いた嵐は、霧きり江えサンと花か梨りんさんを吹き飛ばした。これから同じように吹ふき荒あれるだろう。

「……アンタも、クローダムなのか？」

　戦いの予感に低くなった声でオレは尋たずねる。

「〝名無しエマノン〟と呼ばれている」

　小さく、聞き取りづらい声で、短い返答があった。

　そしてまた、嵐が来る──







　ヒュボッ！

　風を切り唸うなり上あげる拳こぶし。先に動いたのは相手だった。エマノンだかロマノフ王朝だかしらねーが、その動きは洗練されていて、ためらいがない。

　繰り出された右拳が、オレの顔面に迫る。片手で払うか──いや、フェイクか！　胴どうへと滑すべり込こんでくる左の手刀を、身を捻ひねって掠かすらせる──

「ソファイア、不ふ二じ君にオーダーを！　強化系のオーダーなら、横紙破りデイスオーダーを受けても影えい響きようは少ないはずだわ！」

「心得ました！」

　高たか峰みねとソファイアが短く言葉を交わす間に、エマノンの攻こう撃げきは三発オレに命中している。クソッ、ツエーなコイツ！　こっちの隙すきを的確に突ついてきやがるぜ。一撃一撃は重たくないけど鋭するどくて、筋肉や骨の隙間を狙ねらって正確に打ち込んでくる。当たればじわじわと痛みが来る、毒針のような打だ撃げき。対するオレの拳は、一度カス当たりしたけど、オーダーもないんじゃ、まるで効いてねえ。

「『勅命オーダー・歴戦の勇士ギデオン』、フジ様！」

　ギュンギュンギュンッ！　よーっし来たぜ、このパワー！　栄養ドリンク五十本くらい一気飲みしたみたいなパゥワ！　完かん徹てつでフルマラソン全力疾しつ走そう行けちゃうほどのパゥワーだ！　覚かく悟ごしとけよ、今度ちょっとでも掠ったら、月まで吹っ飛ぶぜ！

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」

　そして、高峰が駆かけ込んでくる。メガネも外して準備は万ばん端たん、必勝パターン入ったかな、コレ！

　エマノンは、高峰の振る片手、ナイフの一いつ閃せんをかわしつつ、オレとの挟はさみ撃うちを避さけるよう、玄人くろうとじみた足運びをしながら片手を振った。

「『横紙破りデイスオーダー』」

　白い輝かがやきを帯びたラインがオレと高たか峰みねに突つき立たち、シオシオシオ……うわ、若じやつ干かんオレ、しおれちまった！　細マッチョみたいになってる。

「……くっ！」

　高峰が呻うめき声ごえを漏もらした。いつもなら戦い始めたら声も出さないのに、あのコミュ障状態から戻されちゃったっぽいな──と、その一いつ瞬しゆんに生まれた高峰の隙すきに、エマノンの手刀が忍しのび込こむ──おっと、やらせねーよ！　オレは下半神様をフル稼か動どうさせて飛び込む──ガッ！　手ての甲こうでそれを打ち払い、体が流れるままに腰を入れて、ウリャア！　正せい拳けん突づき──クッソ、当たったけど、体たいさばきで流された。こりゃダメだ。

　……使うか、アレ。それしかねーか。

　こんだけ打ち合えば、相手の力量はある程度わかる。コイツ、絶対にヤバい。底が見えない。叩たたけるうちに叩かねーと、取り返しのつかないコトになる気がする。オレはもう二度と誰だれかに、高峰を傷つけさせたくはない。あんな思いはもう二度としたくないんだ。あんな無力な思いは。

　まばたきをする。一瞬の闇やみの中にフラッシュ・バックする。傷ついた高峰やソファイアの姿が。クローダムたちの哄こう笑しようが。それらは胸の内で火に変わる。炎となって燃え始める。身をぬくもらせる、心地よい暖かさじゃない。痛みを伴ともない身を焦こがす熱だ。

「──ゥゥゥウウオオオオッ！」

　オレは叫さけんだ。

　エマノンの繰り出してきた拳こぶしが、ドッ！　胸の真ん中に埋うまるのも構わず、無理やり拳を突き出した。赤熱し、ドクンドクンと鼓こ動どうを感じる拳を──ガッ！　エマノンが残る片手でそれを受け止めた瞬しゆん間かん、

　──ドッゴオォンッ！

　爆ばく音おんが夜をつんざき、エマノンが宙を舞まった。同時にオレも、インパクトの寸前に受けた一いち撃げきによって後ろによろめいた。ズザッ！　片足で踏ふん張ばる。エマノンはズザザザッ！　両足で地を削けずりながら後退し、やがて止まった。互いに弾はじかれた形。

「……む」

　小さく呻くエマノン。爆ばく発はつに巻き込まれたコートは煤すすけ、オレの拳を受けたその片腕は、肘ひじから先が消しよう滅めつしていた。焼けたことで血管が塞ふさがったのか、血は出ていない。ブスブスと煙けむりを上げている。

　震ふるえるオレの頬ほおが、自然と笑みを形作った。

「は、ハハッ……ふハハはっ！」

　なんて威い力りよくだ！

「不ふ二じ君！　駄だ目め、やめなさい！」

　高峰の言葉は鼓こ膜まくを震わせても、毒々しい熱に炙あぶられて黒く焦げ付き、歪み始めた心を震わせはしなかった。

　拳を受けた胸の中心がズキズキと痛んでいる。多分肋ろつ骨こつが折れてる。その痛みが嬉うれしくすらある。いっそもっと痛めつけてくれ。悲しませてくれ。絶望させてくれ。それらはきっと、この炎をさらに煽あおるだろう……

「──アアァァァァアッ！」

　咆ほう哮こうと共に駆かけ出だした──ドン、ドン、ドドンッ！　地を蹴ける一歩一歩が小さいが強い爆ばく発はつを生み、オレは異常なほどに加速していく──離れていた距離を一いつ瞬しゆんで詰つめて、拳けん闘とう一いち撃げきの間合いに到とう達たつ。

　ヒュボ、ボ、ボッ！　オレの繰り出す拳を、エマノンは少しずつ後退しながら、左右に避ける。拳が空振りするたび、チリチリチリッ！　冷えた大気が焦こげる音がする。

　一方的に拳を繰り出すうちに、間近、フードに隠かくされた闇やみの奥おくから、エマノンの視線がオレの顔を舐なめる感覚があった。

「……随ずい分ぶんと楽しそうに戦うんだね」

　楽しそうだって？　あ、オレ、ずっと笑ってたのか？

　余よ裕ゆうがあるから笑ってたんじゃない。さっきからずっと必死だ。心の奥に怒いかりがあって、体を突つき動かしている。それは確かにオレのものなのに、こうして幽かすかに物思う醒さめた意識の一部とは、どんどん乖かい離りしていくみたいだ。

「イイモンだぜ、大事なものを、この手で守れるってのは、なァッ！」

　笑みの形に歪ゆがんだ唇くちびるが、ほとんど勝手に言葉を紡つむいだ。その間も体は動き続ける。爆発を伴ともなう踏み込みが、拳の速度を増していく。

　……そうだ、守るんだ。どんな暴力だって、その為ためなら許されるはずだ。

　高たか峰みねが何かを叫さけんでいた。やめろとか、落ち着けとか、そんなことを。ソファイアが心配そうにオレの名を呼ぶのも聞こえる。二人の言葉をうっとおしく感じる。見えない鎖くさりとなって、手足に絡からみつくようだ。オレはそれを引きちぎるように、ボボッ、ボッ、ボボボッ、猛もう攻こうを続ける。

　エマノンはオレの拳を警けい戒かいしてか、まったく打ち込んでこなくなった。避けに専念し始めたようだ。こっちの攻こう撃げきは当たらないが、オレの爆発的な踏み込みは直線的回避を許さず、不用意な後退をさせない。これは動的な持久戦だ。

『──ザッ！』

　と、花か梨りんさんの倒れている辺りからノイズが響ひびき、

『本隊より各分隊に伝達！　ルビウス・アクセルロッドの裏切りにより本隊は半はん壊かい！　これより撤てつ退たいする！　各分隊も直ちに戦せん闘とうを止めて撤退せよ！　繰り返す！　ルビウス・アクセルロッドの裏切りにより、本隊は壊かい滅めつ、撤退する！　各分隊も──』

　切せつ羽ぱ詰つまった声が喚うめき始めた。電波の向こうは騒さわがしい。背後で爆発音が轟とどろき、悲鳴が木霊こだましている。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとしたソファイアの呟つぶやきが、めまぐるしく動き続けるオレの耳に届いた。なんだって、撤てつ退たい？　逃げろだって？　冗じよう談だんじゃねえ！

「オオ、オオオ、オオオオッ！」

　繰り出す、拳を繰り出す。オレはもう逃げない。絶対に逃げたりしない。このままエマノンとやらを、そしてクローダムどもを皆殺しにするまで治まらない。オレは燃え盛る炎だ。回り続ける車輪だ。

　ソファイアは花か梨りんさんに駆かけ寄よると、地面に落ちていた無線機を拾い上げた。

「も、もしもし、何があったのです!?　もしもし！」

　呼びかけること数度、

『……ソファイアか？』

　無線機から静かな声。凪ないだ水面のような。

「お……お兄様ですか!?　なっ、なぜ、どうしてなのです!?　裏切ったと……」

『無事なら、そのまま帰れ……お前の兄はもう居ない』

　グシャアッ！　破は砕さい音おん──そして、ノイズ。

「あ、お兄様、お兄様っ！」

　ソファイアが必死に呼びかける声を聞いても、自分でも驚おどろくほど心は揺らがなかった。一いち撃げき放つごとにオレの中に不純物が削そげ落おち、暴力的な欲求だけが高まっていく。

　高たか峰みねが声を上げた。

「退くわよ不二君、すぐにやめなさい！　不二く──」

「黙だまってろ！」

　叩たたきつけるように、乱暴な言葉を返す。オレが高峰にこんなコト言うなんて、自分で少なからず驚いた。その一いつ瞬しゆんの隙すきに、オレの側面へと回り込んで攻こう撃げきを避よけながら、エマノンは後退しようとした──逃がすか！

　執しゆう念ねんから来る動物的な反射で、オレはそちらに拳を繰り出す。威い力りよくは要らない、触るだけでいい。速く、ただ速いだけで──コツン、エマノンが上げた、残る片腕に触ふれる──ドッゴオオォォォンッ！

　さっきよりも明らかに大きな爆発が、エマノンを再び吹き飛ばした。両腕を失った体が宙を舞まうのを見て、オレの顔が歓かん喜きに歪ゆがむ。よおおおし！　やった、やってやったぞ！　どうだ、オレは強い！　無力じゃない！　そうだ、今ならセブンさんにだって……

「──『命令オーダー・再生リジエネレーシヨン』、僕自身」

　エマノンは呟くと、ヒラリと宙返りして、スタン、こともなげに着地した。その姿を見て、オレの笑みが凍こおりつく。

　アイツ、なんでだ？

　なんで、両腕があるんだ？　吹っ飛んでたじゃねーか、今!?　再生したのか？　ゾンビでもないのに？　あ、おい、ちょっと待て、その場所はヤベエ……

「オーダー!?　そんな──」

　高たか峰みねの言葉と同時に、振り向きざまにエマノンが両腕を閃ひらめかせた。ズド、ドッ！　片手の手刀が高峰の腹部に、もう片手がソファイアの腹部に、それぞれ埋うまる。

「うっ!?」

「くはっ!?」

　短い悲鳴を上げて崩くずれ落おちる二人を、エマノンは正面で屈かがむようにして、肩で支えた。ぐったりとしたソファイアの片手からゴトリ、通信機が落ち、高峰の両手からカランカラン、ナイフが落ちた。

「ウ、うウ……」

　オレの怒いかりが、天てん井じよう知らずに燃え上がる──なぜ届かない？　なぜ殺せない！　オレならやれるハズだ。だってこんなに強いじゃないか！

「ウガアアアアアアアッ！」

　駆かけ出すオレの足が地を踏み、爆ばく発はつ──

「『密命オーダー・世界の合言葉は森エメラルド・フオレスト──絡み合えエンタングル』、大地よ」

　エマノンが素早く片手を振った。ボコオッ！　踏み出したオレの足を受け止めたのは、地面から爆発的に生えてきたツルだった。それはシュルシュルシュルと片足に絡みつき、瞬またたく間まに下半身に蔓延はびこると、そのままの勢いで上半身までをも覆おおい尽つくした。

「ぐ、ぐうううっ！」

　ギシ、ギシッ！　奥おく歯ばを噛かみ締しめて踏ん張ってみても、首から下はまったく動かない。なんでコイツが、花梨さんと同じ技を使えるんだ？　なんてのは、考えたトコでオレにはわかりっこない。それより問題は、

「お、オイ、やめろ、どうする気だ！　うぐぐ、うがあっ！」

　エマノンは高峰とソファイアをそれぞれ両肩に担ぎ上げると、身動きできずにいるオレをフードの奥から一いち瞥べつしてきた。

「その拳が、誰だれかを守る為ためのものだとは思えない」

「な、なんだ、何が言いてえ!?」

　唇くちびるがねばつく。食いしばりすぎた歯の間から血が出てるようだ。

「受けてみた印象では、それは破は壊かいしか生まない拳だ。誰も救わない。君はそれに酔よって、彼女たちから意識を逸そらした。だから、こうなる」

　エマノンが踵きびすを返す。木々の闇やみの向こうへと。心臓が嫌いやな音を立てて跳はねた。

「ま、待て、待てって、うオ、おイッ！」

　ギシ、ギシッ！　全身の筋肉も引きちぎれんばかりに暴れる。体が異様なほどに熱い。子どもの頃ころ、肺はい炎えんにかかったときみたいだ。荒あらく吐はき出だす吐と息いきは、もうもうたる白煙に変わる。合わない歯の根の間からヨダレが垂れて地面に落ちれば、ジュウッという灼しやく熱ねつの音色が聞こえた気がした。

「何様だよテメエ、返せ、ソイツらを！　返せよ、ブッ殺スぞ！」

　エマノンは冷たい闇やみを背負って、一度振り向いた。

「守りたいものがあるなら、目を離さないでおくことだけが大切なんだ。君は強い。でも、省みることを知らない強さは悲しいだけだ」

「お、おい、待て、待ってくれ、頼たのむ！　ソイツ……ソイツらを返してくれ！　なあ、オレが悪かったのか？　謝るよ、何でもする！　頼むよ、おい！」

　二人を担いだエマノンが、深く暗い夜の向こうへと歩き去っていく様を、ギシギシギシ、オレは叫さけびながら見つめていた。

　目ン玉が零こぼれそうなほど見開いた目から涙なみだが零れて、冷えた頬ほおを温かく伝った。意味のわからないおかしさがこみ上げてきて、唇くちびるがいびつな笑みを形作る。

　なんなんだ、二人をさらって何がしたいんだ？　殺すならオレを殺せ。オレを追い詰めたいのか？　狂くるわせたいのか？　それなら効果てきめんだ。

　やがて精神をなぶり殺すような数秒が過ぎ、エマノンが完全に姿を消したとき、

「──ッアアアアアアアアアアアア！」

　オレは絶ぜつ叫きようした。顔面からあらゆる液体が飛び散った。

　どうしてだ？　なぜ？　なぜ、守れない？

　いつもいつも、いつもこうだ！　何が足りないんだ。努力か、想いか、その両方か。確かにオレは半はん端ぱ者もので、何一つ満足にやり遂とげたことはなかった。でも初めて、絶対に譲ゆずれないことを見つけたのに。

　オレは叫び続けていた。冬の乾かわいた空気に喉のどが裂さけ、血の匂においがする咳せきが出るほどに。そうしているうち、やがて胸の奥おくから、巨大な熱量を伴ともなった何かがせりあがってきた。ゴボゴボと液体が煮にえ立つような轟とどろきが、オレの体内に木霊こだまする。内圧が高まるにつれ、時間の流れは鈍にぶく粘ねん性せいを帯び、空間は色しき彩さいを失っていく……




『不ふ二じ由ゆう真まよ』

　灰色の世界で、泡あわが弾はじける音色にも似て、誰だれかがオレに囁ささやいた。音ならぬ声で。オレの体の奥おく深ふかくに、どこか遠くに続く穴がぽっかりとあるのを感じる。そのさらに奥で、何か大きなものが首をもたげる気配がした。

『聞こえたぞ、天を貫くお前の咆ほう哮こうが、地を染めるお前の慟どう哭こくが。辺獄リンバスの片隅まで響ひびいてきたぞ。何をそれほど悲しむのか？』

　──また、何もできなかったから。

『そうか、私が貸し与えた力では足りなかったか……』

　口ではずっと間延びした叫び声を上げているのに、オレは思考の声で対話していた。明け方の夢にも似た酩めい酊てい、ぼんやりとした不思議な感覚があった。記き憶おくが蘇よみがってくる……コイツは確か……そうだ、竜りゆうだ、赤い竜。

『案ずることはないよ。お前の大事な者たちは浚さらわれはしたが、まだ殺されてはいないだろう。追いかけて、取り戻せば良いだけさ』

　──まあ、当然、そうするけど……アイツ、強すぎんだよ。アイツだけじゃない。どいつもこいつも化け物ばっかりで、勝てる自信ねーよ。

『ならば、更なる力を望むか？　お前が今より深く私を受け入れるならば、それだけ私も力を貸してやれるのだが』

　──よくわからんけど……そうすりゃ、強くなれるのか？

『なるさ。敵かなう者などおらぬ』

　──そうか、強くなれるなら、なんでもいいか。アイツらに勝てるなら……けど、ああ、本当に、本当の本当に、それでいいのか？

　鼓こ膜まくにエマノンの言葉がこびり付いてて、決心を鈍にぶらせていた。

　破は壊かいするだけの力？　守ることを知らない力？　どんな力だっていいじゃないか。必要だったら使う。それがどうしていけない？　傷つけたって、殺したって構わない。オレから大切なものを奪うばおうとするヤツなんて。何がいけない？

　……でもな、でも……

『まだ悩むのか。それほど失うことを恐おそれ、無力に嘆なげきながらも』

　──高たか峰みねも言ってたんだ。アンタの力は使うなって。いや、高峰だけじゃない、リンバスに逝いった皆がそう言っていた。オトーサンや瑠る衣いちゃん、セブンさん、波は多た守もりのオッサンと佳か奈なちゃんの父娘も。今なら思い出せる。

『力に身を委ゆだねることはしたくない。しかし、大切な者を諦あきらめることも出来ない。そういうことかね？』

　──ああ、オレは……どうしたらイイんだ……どうしたら……

『ならば救ってやるよ、哀あわれな不ふ二じ由ゆう真ま。私はお前の友だちだから』

　──え？

『愛を知らねば苦しむこともなかったろう。私にも身に覚えがあることだ』

　クアァァ……牙きばの並んだ口が開かれる気配がした。

　──どうするつもりだ？

『破壊するだけの力、確かにそうだ。私はそれしか知らない。だから、破壊することでお前を救うよ。それぐらいの干かん渉しようなら、今でも可能だ』

　体内で熱が高まるのを感じる。竜りゆうの口から紅ぐ蓮れんの炎が迸ほとばり、怒ど濤とうのように押し寄せて、オレの心を埋うめ尽つくした。熱い、熱い！

　何もかも焼き尽くす業ごう火かの中に、幾つもの風景が浮かび上がる。

　初秋、修学旅行の日々。楽しげなクラスメイトたち。すれ違う父と娘の悲しみ──ソファイアと二人、高たか峰みねを探して走った晩夏。マトリ先生の不敵な笑み。カーバンクルとの約束──八や尾お先生との戦い。セブンさんとの修行。万ま里り王おと瑠る衣いちゃんとの出会い──初夏、初めてのデート、街灯の下で待ち合わせ。オレは死んで、ゾンビになった。高峰の泣き顔。

　遡さかのぼる記き憶おくが、炎に呑のまれていく。

　──何だこれ!?　熱い！　やめてくれ！

『愛憎も苦楽も共に同じ、お前を苦しめるもの全すべてを焼き尽くそう』

　竜が嗤わらった。凄すさまじい恐きよう怖ふ。オレがオレでなくなっていく恐怖。口から溢あふれる咆ほう哮こうが、悲鳴へと変わっていく。風景が色を取り戻していく。オレを縛いましめているツタが焼け落ちていく。

　怖こわい……ああ、怖い、オレは……何が……

　……何、が……

　何が……怖いんだ？




　どさり、地面へとしりもちをついた。

　両手足を地面に投げ出したまま、虚こ空くうを見つめる。

　そのままどれくらい経ったか、やがて地面に手をついて立ち上がった。ぽつり。すっかり冷たくなった頬ほおを、数すう滴てきの雨あま垂だれが打つ。

　空を見上げ、

「……さむっ！」

　小さく呟つぶやくと、身を抱いた。鼻から息を吸えば、冷たい空気に鼻の穴がヒリヒリした。

『──ザッ、応答せよ、花はな山やま班、無事か？　こちら鬼おに丸まる班、応答せよ……！』

　焦あせったような声が聞こえてきたので、曇くもり空ぞらから視線を下ろす。少し離れたところに無線機が転がっていた。

　……取った方がいいのか？

　そのまましばらく見つめていると、不規則な足音が聞こえてきた。視界を横にズラす。ヨロヨロと歩み寄って来た誰だれかが、無線機を拾い上げるのが見えた。

「ゴホッ……花山班の霧きり江えだ。襲しゆう撃げきを受けて意識を失っていた。状じよう況きようは？」

『ああ、生きていたか……本隊は敗走し、我々も既すでに集合場所まで戻っている。状況報告は後だ、一ひと先まずそこから離れろ。危険だ』

「了解した」

　男の人が渋しぶい顔で話しているのを、オレはボンヤリと眺ながめていた。なんか左手に細長いモン持ってるけど、アレって……ポン刀？　本物か？　まさかな……でもよく周りを見てみれば、ナイフとか落ちてるし、女の人が倒れてるし、地面はめくれ上がっててフツーじゃない……映画とかなんかの撮さつ影えいか、これ？

「おい不ふ二じ少年、聞いた通りだ、一ひと先まず戻もどろう。高たか峰みね女史とソファイア女史は？」

　男の人は言いながら、女の人を担ぎ上げた。おお、お姫ひめ様さま抱だっこだ。女の人、細身だけど出るトコは出てて、うわー、イイ眺ながめだろうなアレ、羨うらやましい。くったりした女体ってイイよな。オレならそのままグリグリと顔面を押し付けてるなー……

「……不二少年、何を呆ぼけている？」

　男の人が、真っ直ぐオレを見つめて言った。

　オレは押おし黙だまったままだった。雨足は少しずつ強くなっている。髪かみの毛けやコートの表面が水を吸って、重たくなってくる。浅い夢から醒さめるように現実感が一気に押し寄せてきて、やがて全身が震ふるえ始めたのは、寒さゆえではなかった。

　男の人がオレを呼んだであろう、不二少年という名前には、全く聞き覚えがなかった。それを皮切りにして、すっかりわかってしまったからだ。オレに何もわからないことが。

「おい、どうした、怪け我がでもしたのか？」

　訝いぶかしげにしている男の人へと、オレは戦慄わななく唇くちびるで尋たずねた。

「え、あ、あの、オレ、オレは……オレって……誰だれだ？」







　そっからのコトは、よく覚えてない。軽いパニック状態だったのかな？　断片的な風景、ツギハギな記き憶おくが、オレの中に残っている。

　──霧きり江えサンと名乗った男の人が運転する車の中。エグ味のある芳ほう香こう剤ざいの匂におい。窓の外、雨に滲にじんだ街灯が描く、流星のような軌き跡せき。

　──広い空間、どっかのガレージか倉庫のような。湿しめったコンクリートの、クセになるような匂い。裸はだか電でん球きゆうに照らされた、集まった人たちの、深刻そうな表情。

「まさかアクセルロッドが裏切るとは……」

「ルビウスの独断だろう？　ソファイアは襲おそわれたらしいじゃないか」

「しかし、やはり別格だな、アクセルロッドのナンバーズは……」

　ボソボソと語る、オレにはカケラも理解できない内容の会話。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「クローダムに何かされたの？」

　オレにかけられた、幾いくつかの気き遣づかわしげな言葉。なんて答えたかは覚えてない。

　──また車内。窓の外はネオンに照らされる町並み。流れるテールランプ、雨あま粒つぶを弾はじくビニール傘がさ、早足で歩く人たち……

　──そして今、オレは学校の校長室みたいな、会社の社長室みたいな雰ふん囲い気きの部屋にいた。立っているオレの左手側に窓があって、ブラインドが下りている。右手側にはソファーと机一式、目の前にはいかにも高級そうな、箱みたいな机。それを隔へだてて、革張りの椅い子すに腰を下ろしたオッサンがいる。生まれたときから眉み間けんにシワがあったんじゃないかって思わせるような顔してて、オレにやたらと鋭するどい視線を注いでくる。

　なんか怒おこられてるトコだったっけ？　思い出せない。

「──なるほど、何らかの術かも知れませんな」

　オッサンが言うと、オレの右みぎ隣どなりに立ってるオネーサンが口を開いた。さっきお姫ひめ様さま抱だっこされてたヒトだ。こっちも険しい顔。

「出来るんですかぁ？　人の記き憶おくを操るなんてぇ」

　あれ、なんかコレ、オレの話してるっぽい？　二人の顔を交互に見る。この人たち、オレとどういう関係だったんだろうか。

「不ふ二じ君は人ではない。どれほど人に近いとはいえ、魂たましいに隙すきもあるでしょう。ただ記憶を奪うばわれただけならまだ良いが、もっと厄やつ介かいなものである可能性もある」

　な、なに？　オレが人でなしって話か？　いきなりディスられてる？

「えぇと、それって？」

「〝最も忌むべき秘薬ゾンビパウダー〟ですよ」

　オネーサンが息を呑のむ。オッサンは言葉を続ける。

「貴女あなたたちを襲おそった謎なぞの術者は横紙破りデイスオーダーを使ったのでしょう？　失われた術に通じたクロネクロならば、習得していてもおかしくはない……まあ憶おく測そくに過ぎませんがな。貴女がたが気絶していなければ、もう少し判断材料もあったかも知れませんが……」

　会話が途と切ぎれ、悩ましげな沈ちん黙もくが訪れる。

　オレは小さく手を上げた。

「あ、あのー、ゾンビとかパウダーとか、言ってる意味よくわかんないスけど……とりあえずオレ、どうしたらイイんですかね？」

　ギンッ！　オッサンの目が再びオレに向けられる。

「これから幹部会がある。詳くわしい沙さ汰たは其方そちらで決定されるだろうが、我々の管理下に置かせてもらうことになるだろう。君の記憶喪そう失しつが本物なのか、演技なのか、判別ができない。野放しにするわけにはいかん」

　え、オレ、管理されちゃうのか？　なんかイヤだな。よくわかんねーけど……

「ちょ、コレが演技だったらオレ、アカデミー賞モンですよ！　演技なワケないでしょ、どう見ても！　意味わかんねー！」

「証明できるかね、それを」

　え、しょ、証明？　記憶喪失の証明って、ど、どうやるんだ？　えーと……

「わ……ワカリマセーン、右も左もわかりませーん……いちたすいちは……さん？」

　オレがよだれを垂らしそうな顔をして言うと、オッサンはため息をついた。

「それは記き憶おく喪そう失しつとは違う何かだ。まあ、判別する方法もなくはないんだが……」

「んなっ、じゃあ早くそれやって下さいよ！」

「君に死んでもらうことになるが、良いのかね？」

「は!?」

「君が死んで魂たましいの状態になれば、霊導索ラインを繋つないで深くまで調べることができるのでね。本来なら二度目以降の復活は不可能に近いが、聞けば君はもう三度も復活をしているらしいじゃないか。試してみるかね？」

　……何言ってんのこのオッサン？　ふ、復活とかって、死んだら死ぬでしょ！　ちんぷんかんぷんのオレが絶句していると、オネーサンが見かねた様子で口を挟はさんできた。

「阿あ倍べ野のさぁん、それはちょっとぉ……」

　オッサンは席から立ち上がりながら返す。

「そういう方法もあるという話です。会議が始まるので私は行きますが、花はな山やまさん、不ふ二じ君を勾こう留りゆう室しつに連れて行って下さい。見張りの人選はお任せします。詰つめている徒弟フーンシと正術師カンゾから選んで下さい」

「はぁーい」

「心得ておられるとは思いますが、彼に必要のない情報を与えぬように。それでは」

　オッサンが部屋を出て行ってから、オレもオネーサンに連れられて部屋を出た。

　長い廊ろう下かを歩いてエレベーターに乗る。板チョコみたいに並んだボタンを、オネーサンの綺き麗れいな指先が押した。ここは二十階で、行き先は十階らしい。ゴゥーン……エレベーターが動き出す。

「逃げようとしないのねぇ？」

　花山さんが階数表示を見上げながら言った。

「え、や、やっぱ逃げた方がイイんスか？」

　オレがキョドると、オネーサンさんはクスクス笑った。

「お互い、相手に尋たずねるようなことじゃないよねぇ」

　おお、う、美しい……記憶なくしてるってのに美人さんが微笑ほほえむと意味もなく嬉うれしくなるってのは、こりゃ男の本能ってコトかな。

「や、ぶっちゃけ、どーしたらイイやら……逃げたって帰る家もわかんねーし、とりあえず言うとおりにしとこうかなって……それにオレが逃げよーとしたら、えと……花山さん？　邪じや魔まするんでしょ？」

「まあねぇん……あんまり気は進まないけどぉ、仕事だしねぇ」

「進まないんスか？」

　エレベーターのドアが開き、話を続けながら、並んで廊ろう下かを歩く。十階はさっきの二十階と比べて、無機質なカンジだった。飾かざり気けが一切ない。コンクリートうちっぱなしの壁かべに、マンションの各部屋についてるっぽい、頑がん丈じようそうなドアが並んでいる。

「貴方あなたたちを守ってあげられなかったことにぃ、責任感じてるのよぉ……まぁ、貴方は覚えてないみたいだけどさぁ……っと、着いたわぁ、入って、どうぞぉ」

　と、促うながされて入った部屋……うっわあ、見事になんもねえ。椅い子すと机だけだ。窓すらない。天てん井じようにエアダクトはあるけど、人が通れるほど大きくない。

「外にいるからぁ、何かあれば声をかけてねぇ、それじゃあねぇ」

　バタン、背後で扉とびらが閉じられ、ガチャリ、重たいカギの音。マジで閉じ込められた！　外からかけるカギとか、本格的じゃねーか……しかも部屋側にドアノブがないっつーね！　背筋がゾッとする。

　スゲー不安だが、まあどうしようもないな。オレはとりあえず椅子に座ると、机に両りよう肘ひじをついて両手の指を鼻の前で組み、頭よさげな人が考えるときにするっぽいポーズをとった。振ったらカラカラ音がしそうな、頼たよりない頭の中身をフル回転させ始める。

　記き憶おくの底を漁あさってみれば、教室っぽい風景とか、通学路っぽい風景が、散り散りに思い出された。オレは高校生なのか？　他にも幾いくつかポロポロと出てくる。なんだか辺へん鄙ぴなトコにあるっぽい、デカい庭の洋館……これがオレん家ちか？　夜の遊園地、廃はい工こう場じよう、どっかの遺い跡せきっぽい風景……なんじゃこりゃ？　……ユマっち？　これはアダ名か？

　互ご換かん性せいを持たない記憶の大半は、モヤモヤと形を成さずに消えてしまう。オレの脳内はまるで枯かれ果はてた荒こう野やか、焼き尽くされた焦しよう土どのようだった。心の奥おく底そこに、正体不明の衝しよう動どうだけがじんわりとある。どこかに行かなきゃいけねーよーな、何かをしなきゃいけねーよーな……

　……あー、ダメだ、ラチがあかねーや。別のコト考えよう。

　この建物。ここ、一体なんなんだ？　スゲーデカいビルみたいだ。勾こう留りゆう室しつとか言ってたけど、こんな部屋があるとかって、フツーじゃないよな。警察署か？　んーなら、あの人たちは警察官？　いや、違う気がする……言ってたセリフとか、宗教っぽい？　警察でもないのに人を拉ら致ちするって、犯罪なんじゃねーの？　やべー組織なのか？　阿あ倍べ野のとかってオッサン、死んでもらうとか真顔で言ってたしな……うわ、脂あぶら汗あせ出てきた。

　こりゃー早いトコ逃げる算段つけとかねーとヤバそう……でも、何とか部屋から出られたとしても、ビルの構造もわかんねーし、見張りが何人いるのかとかもわかんねーんじゃ、すぐ捕つかまっちゃうだろう。なんとか情報が欲しいトコだ。

　……んー、花はな山やまさんとの会話から、色々と聞き出せたりしねーかな？　よーし、ここはヒトツ、オレの華か麗れいな話術で！

「──あのー、花山さん、います？」

「いるわよぉ、なぁに？」

　お、いたいた、よかった。

「花はな山やまさん、彼氏とか居ないんですか？」

「居ないわよぉ、どぉしたの、いきなりぃ？」

　ほうほう、フリー、と……早速情報ゲット！

「いやー、美人なのに勿もつ体ないないなと思って……あ、ところで、花山さんたちの属してる組織って、どんな集団なんスか？　やっぱケーサツ？」

　よーし、これスゲー自然な流れじゃね？

「内ない緒しよぉ」

　チイッ!?　このさりげなさでもダメか！　しかし諦あきらめるわけにはいかんのだ！

「ソッスカー……あ、あの、花山さん、えと、何か趣しゆ味みとかって──」

　その後も、あくまでさりげない会話に混ぜて幾いくつか聞いてみたが、見事にかわされ続けた。わかったのは花山さんのコトばっかりだ。花山花か梨りん、二十二才独身、好きな食べ物は和食……って、美人さんの個人情報は嬉うれしいかもだが、脱だつ出しゆつの役には立たねーよ！　組織のコトは言わずもがな、オレ自身のパーソナル・データすら教えてくれなかった。

「──ごめんねぇ、色々と答えてあげられなくてぇ。逃げられたらぁ、私たちけっこう、困っちゃうからさぁ。貴方あなたが最後の希望なんだからぁ」

　さ、最後の希望？　そんな大層な存在なのかオレ？　ますます自分がわからねーぞ。

「どういう意味スか？」

「内緒ぉ」

　クッ、花山さん、ガード固えッス……







　　三　ブレイキング・ズドドドーン！







　しかし、よく考えると花はな山やまさんも大変だよなー、廊ろう下かで立ちっぱとか。疲れないのかな。交代とかするのか？

　……と、つらつら考えているうちに、ふと気になった。そーいや、ここに入れられてからどれくらい経ったんだろう。三十分くらい？　時計がないとわからないもんだ。今何時くらいなんだ？

　オレは無意識のうちに、自然な動作でポケットからケータイを取り出していた。時計は午後十一時半を示している。もう夜中か……確認して、そのまま仕し舞まおうとして……

　うおォい!?　ケータイ、あんじゃん！

　これでどっか、家とかケーサツとかに連絡すれば……って、圏けん外がいかよ！　なんでだ？　あんまし覚えてないけど、車内で見た風景からすると、ここら辺って結構都会っぽかったよな？　部屋になんか電波遮しや断だんする仕掛けでもしてあるんだろーか……やっぱりコエーぞこのビル！　そしてこの組織！

　仕方ないので電話するのは諦あきらめ、ピッピッピ、ボタンを操作してみる……うん、やり方とかは忘れてないな。

　えーと、メールは……遊ぶ約束とかだ。この〝ヅカ〟ってヤツと仲が良かったみたいだ。文面からすると女子っぽい。あと〝カンヤ〟ってヤツ。クラスメイトかな？

　電話帳には……お、〝父〟とかある。オレのオヤジかー、どんなヒトなんだろ。仲良かったんだろうか。息子に忘れられちゃってたら、やっぱ悲しむかな……

　──と、オレの指がピタリと止まった。

　画面には、データフォルダから再生された画像データが映し出されていた。女の子だ。露ろ出しゆつ度どの高い服を着てて、そういうのは慣れてないのか、両手であちこち隠かくし、赤い顔でこっちを睨にらみ付つけてきている。他にもデータは幾いくつかあって、何気ない日常の中から切り取られたフレームの中に、時折この女の子は現れた。どこかの家のリビングで、学校らしい校庭で、にぎやかな街角で、旅行だろうか南の島で……このケータイの持ち主は、この女の子に結構ご執しゆう心しんだったらしい。

　誰だれだろう、わからない……わからないけど、この娘こを見ていると、からっぽの頭の底が熱くなってくる。オレはどこかに行かなきゃいけない。でもドコに？　なにかをしなきゃいけない。でもなにを？　わからない。焦しよう燥そう感かんだけが、胸の奥おくにカリカリと爪つめを立てる……

「──おゥ、コラ、エロゾンビ……！」

　ん？

　オレはケータイから顔を上げてキョロキョロ。今なんか聞こえたぞ、押し殺したようなヒソヒソ声が。でも部屋にはオレ以外、誰だれの姿もない。

「えと、花はな山やまさん、今なんか言いました？」

「んんー？　言ってないけどぉ、どうかしたぁ？」

　だよなー、男の声っぽかった。空耳か？

「あや、なんでもないッス」

　と、部屋の中を見回していると、

「ボケが、見張りを呼ぶヤツがあるかよ！　バレたらどうする！」

　また聞こえた！　一体どこから……

「だ、誰スか？」

　ヒソヒソと返す。

「あ？　俺おれだ俺、万ま里り王おだ！　良いから無む駄だ口ぐち叩たたくな！」

　ま、まり……誰？　どこにいるんだ？　声はすれども姿は見えず……うわ、なにこの現象、ひょっとしてオレの妄もう想そう？　女の子の画像データ見てから、なんかちょっと自分おかしくなってる気もするし……

「おうテメェ、詳くわしい話は後だ。こっから出してやる」

「マジすかァッ!?」

　芽生えた焦しよう燥そう感かんは、今やナニがナンだかわからないほど耐たえ難がたくふくらんでいて、ワラにもすがりたい心境だった。これが例え空耳だったとしてもだ。

「デケェ声出すなっつってんだろうが！　今度余計なことを言うと口を縫ぬい合あわすぞ！」

「う、ウィス……」

「ったく、アホウの面めん倒どうは見切れねェぜ……良いか、出たきゃ俺の言う通りにしろ。まずあのドアを開けるんだ。女に開けさせろ。できるか？」

　……うわ、これ空耳だとしたら随ずい分ぶん口が悪い空耳だな。チンピラみたい。

「えと……た、多分」

「よし、やれ」

　ヒソヒソ声で話していると、

「さっきから、どうしたのぉ？　ぶつぶつ言ってぇ、何かあったぁ？」

　外から花山さんの声が飛んできた。今しがたオレが叫さけんじまったからだろう……よし、やってみるか。頭の中でちょっと考えてた作戦を、実行に移すときだ。

「あ、えと、オレなんだか、記き憶おくが戻もどりそうで……あ、ああ……！」

「え、本当にぃ？」

「オ、オレは……誰だ？　誰なんだ……ぐうっ、頭が、頭が、割れるように痛い……くっ……オレとはいったい……うごごご！」

　ガシャーン！　はい、ここで机を盛大に倒す！

「うわああーっ、頭があー、わっ、割れるうー！」

　どうだ、この演技！　まあ若じやつ干かんワザとらしいかもだが、記き憶おく喪そう失しつのオレがやったら信しん憑ぴよう性せいがあるんじゃねーか？

　実際、花はな山やまさんはかなり慌あわてた様子だった。

「ま、待ってねぇ、今開けるからぁ、お、落ち着いてぇ！」

　ガチャリとカギが開き、続いてドアが開く──と同時に、ドッガァンッ！　派手な破は壊かい音おんと共に、うわ、天てん井じようからなんか降ってきた！

　驚おどろいて目をやれば、そこには町中でいきなり話しかけられたら思わず財布出しちゃいそうな、凶きよう悪あくな面つら構がまえの男が！　エアダクトが壊こわれているのを見るに、どうやらあそこから出てきたみたいだ。これって……上からマリオ!?

　豹ひよう柄がらのいかにもヤンキーっぽいジャケットと、黒いタイトなレザーパンツに包まれた肉体は、顔の怖こわさとは裏腹に、かなり貧相っぽかった。服の上からでもわかる。両手足とか中に棒でも入ってるのかってカンジだし、胴どう体たいはペッタリしていた。不自然にヒョロくてまるで蛇へび、アンバランスでキモい……と思ってたら、

「──スウゥゥッ！」

　男が息を吸い込むなり、ボコンッ！　肉体が一気にふくらんだ。ミチイッ！　と、服がはち切れそうになっている。な、なんだあれ……ヨガの奥おう義ぎ!?

「あ、貴方あなたはぁ……!?」

　部屋に半歩踏み込んできていた花山さんが驚いてる隙すきを逃のがさず、男はダッシュし、

「オッラァアッ！」

　火の出るような前蹴りヤクザキツクを放った──ドッカァン！　扉ごと蹴りつけられた花山さんは吹っ飛び、反対側の壁かべに背中からぶつかると崩くずれ落おちた。

「うわ、ちょ!?」

　ヒデェ、容よう赦しやなさすぎだろ!?　花山さんオレを心配して来てくれたのに、まさか蹴り付けるなんて、こっちの罪悪感がマッハなんだが？　てか女の人蹴ったらいかんでしょ！

　ちょっと言ってやろうと思い、眉まゆをグイと上げて口を開きかけたが、

「ボケッとしてんじゃねェ、走れエロゾンビ！」

　男は叫さけびながら止まらずに走って、部屋を出て行ってしまった。後ろも見ないで。ハイ、オレの正義感、行き場なし……

「クッ……花山さん、マジでスンマセン！」

　オレも慌てて駆かけ出だす。

　てかさっきから、エロゾンビってナンだよ……オレのアダ名ってユマっちっていうんじゃねーのか？　エロゾンビなんてアダ名、もし小学生が付けられたら登校拒きよ否ひになりかねんぞ……そもそもこの男、オレとどういう関係？　うーますます不安だ。オレはどんな人生を歩んできたんだ？

「え、えと、まり……お？」

　廊ろう下かに出て、少し前を走る男の背中に声をかける。

「サンを付けろ！」

「ま、万ま里り王おサン！　えと、オレ実は今──」

　記憶喪失なんスよ、と続けようとしたとき、

「『密命オーダー・世界の合言葉は森エメラルド・フオレスト──刑死者縛りハングドマンズ・ノツト』、大地よぉ！」

　背後から声、そして、ゴウッ！　走るオレたちを追い越して一いち陣じんの風が吹いたかと思えば、ザワザワザワ、コンクリの壁かべもリノリウムの床ゆかもびっしりとツルに覆おおわれ、目に優しそうな緑の葉が茂しげりまくっていた。

　オ、オレは……夢でも見てるのか？　と思わず立ち止まったオレの足首にシュルルルッ！　ツルが巻きつき、ガバアッ！　浮ふ遊ゆう感かんと共に、目に映る景色が反転した。

「うおワあ!?」

　ぐあー、頭に血がのぼる！　逆さかさ吊づりにされた！　な、な、なんだよコレ!?　クッソ、なんでこの状態になってるのがオレなんだ？　これが女の子なら、スカートをはいた女の子なら、誰だれもが幸せになれただろーに！　ああ、オレは錯さく乱らんしている……

「──迷ってたのよねぇ、ホントはぁ」

　ワサワサ、草木を揺らす柔やわらかい足音を引き連れて、逆さまの花はな山やまさんが歩いてくる。蹴けられたのが効いているのか、まだ少しおぼつかない足取りで。

「不ふ二じくんが何かを思い出してぇ、自分の意思で此こ処こを去るならぁ、私、それを止めようとはしなかったかもぉ。だからぁ、他の見張りはつけなかったのよねぇ。でもねぇ、その男は駄だぁ目め。そんな悪党についていったら、ろくなことにならないわぁ……」

　オレの隣となり、オレと同じく吊つられた万里王サンがシャキン、ナイフを抜ぬき払はらった。

「ハッ！　都合の良いセリフ吐いてんなァ？　どう思ってようが、ハァッ！　テメェは行動しなかったんだろうが、オラッ！　迷って行動しなかった奴やつが、言い訳すんなや」

　言葉を交わす間に、万里王サンは腹筋で上半身を跳はね上げては、巻きついたツルに一いち撃げき、二撃加えている。けど固いツルはなかなか切れないようで、葉っぱが舞まうばかりだ。

「……何の責任もない貴方あなたたちと一いつ緒しよにしないでよねぇ、盗人ぬすつと猛たけ々だけしいって言うのよねぇ、こういうのぉ……さ、観念しなさい、岸きし谷たに万里王ぉ」

「チッ！　ナイフじゃ歯が立たねェか……仕方ねェ、動くなよ、エロゾンビ！」

　と、万里王サンが腰の後ろに手を回して取り出したのは……え、ピストル!?　平たくて長い、剣けんみたいな銃じゆう身しんを持つ独特のシルエット、リボルバー・タイプのヤツだ。そのメタリック・シルバーな輝かがやきに、ジタバタしていたオレは思わず硬こう直ちやくした。

　──ガンッ、ガァンッ！　鼓こ膜まくを劈つんざく銃じゆう声せいが二つ響ひびけば、オレと万里王サンを縛いましめていたツルが弾はじけ飛とんだ。ビュ、ビューリフォー！

　浮ふ遊ゆう感かん、ドサッ！　背中に衝しよう撃げき、イッテテ……まあ、普ふ通つうに床ゆかに落ちてたらもっと痛かったかもだが、生おい茂しげった草木が受け止めてくれたんでそれほどでもない。

　即そく座ざに身を起こせば、片かた膝ひざ立だちになった万里王サンが、銃じゆう口こうで花はな山やまさんを狙ねらっているのが見えた。息を呑のむオレ。鼻をツゥンとつくのは、心ざわつかせる火薬の匂においだ。硝しよう煙えんっつーんだっけか。

「そんなものまで用意してたのねぇ……『密命オーダー・盾となれプロテクト・ヴアイン』、木々よぉ！」

　花山さんが片手を上げれば、シュルルルッ！　ツルが花山さんの前に集まり、壁かべを形成する……お、おいおい、さっきから何が起きてるんだ？　これは現実なのか？

「逃がさないわよぉ？」

　壁の向こうから花山さんの声。確かにその言葉通り、周囲の壁は既すでに、丈じよう夫ぶそうなツルにビッシリ隙すき間まなく覆おおわれている。オレらが向かっていたであろう前方、廊ろう下かの突き当たり、非常階段へと続くドアにもツルが絡み付いて、開きそうもない。さしずめツルの牢ろう獄ごくだ。

「いいや、逃げるぜ、全力でな」

　万里王サンは片手の拳けん銃じゆうを油断なく花山さんに向けながら、もう片手で懐ふところからなにかを取り出した。ナンだあれは、黒い缶かんジュース？　万里王サンはそれにガブリと噛かみ付つくと、ガキンと金属音を立てながら、歯で何かを引ひき抜ぬいた……鉄の輪っかみたいな、ピン？　おいおい、あれってまさか……!?

「目ェ閉じろや、エロゾンビィ！」

　叫さけぶと同時に、万里王サンはそれを非常階段のドアへとアンダースローで投げた。慌てて両手をクロスして目を覆うオレ──

　カッ、ズドォンッ！

　閃せん光こうと震しん動どうが行き過ぎて、ヒャァッとかヒィッとかそんなカンジの声が喉のどから漏もれた。舞まい散る葉っぱや波打つツルが、目に見えない衝撃の形を描き出す。やっぱ手しゆ榴りゆう弾だんかよ！　チビりそうだ。

「──オラ、行くぞ、立て！」

　万里王サンの叱しつ咤たにヨロヨロと立ち上がった。足は震ふるえ、耳鳴りがキーン。吹っ飛んだツルの下から現れた焦こげたドアを、万里王サンが開けるのに、転げるようにして飛び込んだ。万里王サンは間かん髪はつ入いれずにドアを閉めると、非常階段を駆かけ上あがっていく。オレもワタワタと後に続く。

　別に万里王サンのコトを信じたワケじゃない。片や魔ま法ほうみてーに植物を使う美女、片やピストルやら手榴弾を持ってる男……両方ブッ飛び過ぎてて、どっちを信じるべきかなんて、判断つかねーよ。ならオレは、胸の奥おくにずっと燻くすぶってる衝しよう動どうに従うだけだ。外に出たい。出なきゃいけない。少なくとも花はな山やまさんと一いつ緒しよにいたら、その渇かつ望ぼうは満たされそうもない。

　蛍けい光こう灯とうに白々と照らされたフロアに、ダンダンダンダン、オレらの足音が響ひびく。

「──ま、まり、万ま里り王おサン！」

　オレはチラチラッ、拳けん銃じゆうが気になりながら声をかけた。うわー本物だよ本物……どうやって手に入れたんだろう。大だい丈じよう夫ぶか？　日本の銃じゆう刀とう法ほう。

「なんだァ？」

「に、逃げるなら、下なんじゃねーんスか？　ハァハァ……なんで上に？」

　そんなんよりもっと他に聞かなきゃいけないコトがある気もするけど、あまりに色々ありすぎて、脳の許容量オーバーしてる。感覚も色々マヒしてるっぽい。何から聞いたらイイのかも全くわからねーし、とりあえず今は目の前のコトに集中だ。

「下は無理だ、襲しゆう撃げきに備えてゾロゾロ集まってやがるからな。聞こえんだろ、足音がよ」

　その言葉の通り、非常階段のフロアにはオレらの足音以外にも、ガンガンガンと幾いくつもの足音が響いて来ていた。下からだ。まだ小さいが、オレを怯おびえさせるには十分。

「ちょ、絶体絶命じゃないスか！　他に道なかったんスか!?　あのほら、アンタが出てきたダクトとかさァ！」

　自然と責めるような口調になって言えば、ギロリと睨にらまれた。

「あんなモン通れねェよ。入るときゃア、プラトーンさんからオーダー貰もらって体細くしてたんだ。オラ、弱音吐はいてる暇ひまがあったら、足動かせ足ィ！」

　プラトーンさんだのオーダーだの、なんのこっちゃと思うが、まあいまさら戻もどれないコトはわかってる。さっきのは、恐きよう怖ふ感かんから出たただの愚ぐ痴ちだ。

「ど、どこまで、ハァハァ、い、行くんスか？」

「とりあえず二十一階だ。そこまで行きゃアなんとかなる」

　ズダダダダダ、マシンガンの銃じゆう声せいのような足音が響く。今何階？　十七階か……ハァハァ、これっていったい、何ーズ・ブートキャンプなんだよ……てかこの人スゲェな、走りながら喋しやべっても、息が全然乱れてない。まるで息してないみたい。

　と、十八階を過ぎて、階段を折り返し、十九階に続くドアを見上げるところまで来ると、万里王サンとオレの足は同時にキュキュッと止まった。

　頭上、踊おどり場ばに人ひと影かげが一つ。確かアレは……霧きり江えサンだ！　左手にポン刀の収まった鞘さやを持ち、右手を柄つかに添そえた姿勢で、オレたちを見下ろしている。

「──チッ！」

　舌打ちするが早いか、万里王サンの右手が跳はね上あがった。銃身バレルが銀色の軌き跡せきを描く──

「『自己制圧セルフオーダー・超速度反応ハイパー・リフレツクス』、視覚系」

　霧江サンの渋しぶい声、その直後、ガァンッ！　銃声と、ギィンッ！　濁にごった鉄の音が同時に響き渡った。耳がおかしくなるような残ざん響きよう。

　……万ま里り王おサンが銃じゆうを撃うったコトは確かだ。なのに、霧きり江えサンは変わりない姿勢で立っている。刀が抜かれたのかどうかすら、見えなかった。でも、霧江サンは立っている……万里王サンが外したのか？　そうだと思いたい……それともまさか、斬きったのか？　弾だん丸がんを。オレはゴクリと唾つばを飲んだ。万里王サンも銃を構え、険しい顔したまま動かない。

　銃じゆう声せいの残響が消える頃ころ、霧江サンは言った。

「戻もどれ、不ふ二じ少年。俺おれは花か梨りんほど優しくない。間合いに入れば容よう赦しやはしない……まあ、このまま睨にらみ合あいを続けるのでも、まったく構わんがな」

　んなコト言わずに御容赦願いますよォ！

　ダンダンダン、階下からの足音はオレたちの焦しよう燥そうを煽あおるように、どんどん大きくなってきてきている。

「おいエロゾンビ、テメェが行け」

　と、顎あごをしゃくる万里王サン。

「え……ど、どこに？」

「突つっ込こめっつってんだよ！　テメェなら何回か斬られても平気だろうが。その間に俺が仕留める。時間がねェ、早くしろ！」

「い、いやいやいや、平気なワケねーじゃん、そんなの！」

　腰を引いてブンブンと首を振るオレに、万里王サンは汚物でも見るかのような視線を向けてきた。

「なんだァ？　最近少しは肝きもが据すわってマシになってきたかと思ったが、やっぱヘタレかよ、テメェは。このカスが！」

「い、いや、最近とか言われてもですね……あ、ちょっ!?」

　オレが記き憶おく喪そう失しつだってコトは、また伝えられなかった。オレが日ひ和よったコトに罪悪感を覚えるよりも早く、また、罵ば倒とうされたコトに傷付くよりも早く、万里王サンはダァンと一度大きな足音を残して、霧江サンへと突とつ進しんした。

「ウォラァアァッ！」

　ガン、ガァンッ！　銃声が二発──ギャギィンッ！　注目していたからか、今度はかろうじて見えた。十字に空間を切きり裂さいた刀の軌き道どうと、二つの火花が。うへ、マジにあの人、弾丸斬ってる！　直後、身を低くした万里王サンが至近距離に到とう達たつ──すくい上げるようなアッパーと、振り下ろされる刀が交差する。激しくブレる二人の姿。万里王サンの背中に遮さえぎられて、ここからじゃよく見えない。

　ドゥンッ！　銃声と同時に、シャギィンッ！　刃先が二度三度、三日月の縁ふちをなぞるような軌き跡せきを描き、シュザバッ！　鋭するどい音がして、何かがドサリ、重い音を立てて転がった……え、ちょ、あれ……腕!?　拳けん銃じゆうを持った腕が……

　ど、どーなってんだ？　クソ、見えない！　映画館行ったとき、クライマックスで前の席に座高が高い人が座ったときのようなもどかしさだ。

　上半身をヒョコヒョコ左右に動かしながら、手に汗あせ握にぎって見守っていると、

「──く……!?」

　突とつ然ぜん、霧きり江えサンが血相を変え、一足飛びに距離を取った。そのままガチャリ、十九階のドアを開くと、コートの裾すそを翻ひるがしてその向こうに消える。そしてバタン、強引にドアは閉じられた。一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　……え、なに、どーしたんだ？

「オラアッ！　走れ、役立たず！」

　万ま里り王おサンはダダダダ、そのまま階段を駆かけ上あがって行く。

「え、あ、お、オゥス！」

　固かた唾ずを呑のんで見守っていたオレも、何がなんだかわからないが、遅おくれないように慌あわててダッシュした。エロゾンビから役立たずに格下げか。まだ前の方がよかった……のか？

「ま、万里王サン、ナニしたんスか？」

　声をかけると、万里王サンは左手を持ち上げて見せてきた……げえっ、手しゆ榴りゆう弾だん！

「アイツの目が良くて助かったぜ。ピン抜ぬくのまで、キッチリ見えたようでな。最悪自じ爆ばくしようかと思ったんだがよ」

「う、うわ、アブネェ!?」

　逃げようにも、それほど広くない階段内だ。慌てふためくオレ。もっと大事にしましょうよ、自分を！

「ビビんなや、レバー外れなきゃ爆ばく発はつしねェよ」

　ブンブン！

「ちょ、ふ、振らないでイイッスから！　それより、う、腕、大だい丈じよう夫ぶなんスかそれ？」

　どう見ても大丈夫じゃないと思うが、結構ピンピンしてるのが驚おどろきだ。

「あァ？　今いま更さら何言ってんだテメェ？　驚くほどのことかよ」

　い、いや、驚くほどのコトだろ、ソレ……右腕ってそんな軽いモンか？　全然痛そうじゃねーし、なんか血も出てない。腕飛んだらもっと血とかドバドバ出たりしねーもんか？

　万里王サンをチラチラ見つつ、二階分を一気に走破し、二十一階に到とう着ちやく。

「──おゥ、手が足りねェ、テメェ開けろ」

　急せかされてドアを開け、非常階段のフロアから飛び出して廊ろう下かを走る。二十一階の廊下は絨じゆう毯たん敷じきで、壁かべも艶つやのある暗色の木製だったり、天てん井じようのライトはシャンデリア風だったりして、なんだか高級なカンジ……と、バァン！　背後からのけたたましい音に振り向けば、今しがたオレたちが入ってきたドアが開き、

「──居たぞ、こっちだ！」

「逃がすな！」

　追っ手らしき人たちがゾロゾロ駆かけ込こんで来た。こんな近くまで追いつかれてたのか！　花はな山やまさんと霧きり江えサンの姿もある。

「き、来てる、万ま里り王おサン、来てるよォー！」

「アホか、言わんでもわかるわ！　走れ！」

　オレたちは叫さけびながらがむしゃらに走る。やがて廊ろう下かが途と切ぎれ、ラウンジっぽい開けた場所に出た。高級そうなソファーやテーブルが並び、観葉植物が置かれている。正面、壁かべ一面の窓からは、どこか世紀末的な夜景が眺ちよう望ぼうできた。雨にぼやけながら輝かがやいている。こんなときでもなければ、ワイングラス片手に見下ろして、支配者気分に浸ひたりたいカンジだ。オレ多分、未成年だけど。

　ヒュッ！　万里王サンが躊ちゆう躇ちよなく片手を振り、手しゆ榴りゆう弾だんを投げた──前方の窓ガラスへと。え、そっちスか!?　と驚おどろくヒマもなく、カッ！　ズドォンッ！　空気を焦こがす衝しよう撃げきが、オレの身を炙あぶって通り過ぎた。続いてヒュオォ、派手に砕くだけ散ちった窓ガラスの向こうから、冷たい風と雨が吹きつける。

「──よし行け！」

　万里王サンの言葉と、背後から迫る圧力に押されるように、窓際に立つ……うわあ、股こ間かんがキュッてなるぜ！　いわゆるタマヒュン状態。腰を引いたまま、頭だけ突き出すようにして見下ろす……あれ、ハシゴどころか、雨どいすらないぞコレ。

「行けって──ドゥフッ!?」

　どこに？　振り向いて、尋たずねようとしたオレの腹に、ドカッ！　衝撃──え？　ちょ──片足を蹴けり上あげた姿勢の万里王サンと、その背後にズラリと迫った追っ手たちの姿が、ヒュンと遠ざかる──浮ふ遊ゆう感かん、そしてヒュゴッ、強い風に翻ひるがえるダッフルコート──ミラーコーティングされたビルの外がい壁へき、暗い夜空、止まったように見える雨あま粒つぶ、町の夜景が、視界でグルグル、グルグル回り始める……

「ウヒョオエェェェェエ────（ドップラー効果）!?」

　お、オ、落ちてるゥー！　や、や、ヤバい、ヤバイ！　パラシュートなんかねーぞ！　け、蹴ったよな？　万里王サン、オレのコト蹴り落としたよな？　なんてコトしやがんだよ、あの人！

　身を切るほど冷たい雨粒混じりの風、耳元でゴオゴオと鳴っている……あー、死んだな、コレは……どう考えても助かりそうにない。恐きよう怖ふが限界を突とつ破ぱして、頭の中は真っ白だ。

　ああ、オヤジ、カーサン、先立つ不孝をお許し下さい……って、オレ両親の顔すら思い出せねーじゃねーか！　コレちょっと悲しすぎんだろ！

　クソッ、何かねーのか、何か、思い出……あ、そういえば、あの画像データの女の子、何者だったんだろうな。オレの彼女とか？　だったら嬉うれしいな、可愛かわいかった……も、もうキスは済ませたのかな？　ひょっとして、そ、その先まで？　キスの先……キスの先って……それってグシャァァァァァァアアアアアアアアアアアアッ！




　…………………………、……………………




　………………、が…………、……




　あ……う、あ……




「が、ぐ……ごボッゴボボッ！　ゴビュッ！」

　生温かく鉄てつ錆さび臭くさい液体が、喉のどの奥おくから大量にせり上がってきて、湿しめった咳せきと共に流れ出ていく。霞かすむ視線の中には、雨あま粒つぶを振りまく暗い夜空と、光をもたらす街灯がある。黒と白モノクロの美しい対比。

　オレは背中から落ちたようだった。とてつもない衝しよう撃げきを受けた体は、仰あお向むけに倒れたまま動かせないどころか、感覚すらない。

　まだ生きていて、しかも意識があるってのは驚おどろきだ。けどもう、そう長くはないだろう。視界はどんどん暗くなって、体はどんどん冷たくなって、スゲェ眠たい。

　オレの中身はカラッポで、死にたくないとか、絶対に死ねないと思えるほどの、能動的な何かはなかった。必死に生にしがみつくほどの、確定的な何かが。うつろな体の内側に、弱くなっていく鼓こ動どうが響ひびいている……

　──ドゴシャッ！　少し離れたところに、何か重たいものが落ちる音がした。それが何なのか、気にしていられる状じよう況きようじゃない。

　続いてガチャリ、何かが開く音と、カツカツ、近づく足音。けどオレは、もう首どころか眼球すら動かせない。まあ、いまさらどーでもいいか……とにかく眠いんだ。それじゃあ、おや、す、み……

　と、オレの両目が閉じる寸前、スッと何かが、目の前に突き出された。

　……ん？

　誰だれかがいる……誰だ？　オレの真横に屈かがんでいる。目が、霞んで、よく見えない……なん、だ、これは……雑誌？　街灯の明かりを頼たよりに、何とか焦しよう点てんを合わせて見れば……

　──ドックゥンッ！

　壊れかけた体の隅すみ々ずみまで響き渡る、ドラでも打ち鳴らしたかのような鼓動！　これは……ポルノ雑誌だ！

　妄もう想そうの余地がないほどに露ろ骨こつで、だがそれゆえ圧あつ倒とう的てき、有無を言わさぬパワーを感じさせる実用性ッ！　カラーページの見開きでは、クッキーおかきもあられもない姿のオネーサンたちが、男を前のめりにさせずにはいないポーズをとっていて、その上に『キミこそボクらの天使エンジエル』とか、『聖女に出会った日』とか、俗っぽいアオリ文句が幅を利かせている。

「──ヒャッハァー、エロスだァー！」

　ガバッと上体を起こしたオレの膝ひざの上に、パタンと閉じられた雑誌が、ポスッと投げ落とされた。ポツポツと雨が、表紙の艶あで姿すがたをふやかしていく。

「相変わらず、でたらめな再生能力をしていますね……」

　え、再生能力？　って、あ、あれ……オレ、なんともねえ!?　傷ひとつない体はカッカと火ほ照てり、雨に冷え込む夜にモウモウと湯気を立てている。

「……はァ!?」

　なんだコレ、ウソだろ？　確かにオレ今、死にかけてたのに！　何が起きてるんだ？　夢でも見てたのか？　だとすると、どっから夢で、どっからが現実なんだ？　今オレは起きてるのか？　寝てるのか？　ワケわかんねえ！

　記き憶おく喪そう失しつなのと相あい俟まって、未いまだかつてないほどの混乱に見み舞まわれながら、オレはさっきから声をかけてきていた人ひと影かげを見上げた。

　……うっわ、怪あやしい！　あまりにも怪しすぎる、フルフェイス・ヘルメットにスーツ姿の男が、そこにはいた。ナンだよこの人、オレこんな人と関わりあったの？

「どうしました？」

「え、いや、あのオレ、今、上から落ちて……？」

「ええ、想定通りの脱だつ出しゆつルートです」

　男は屈くつしていた膝ひざを伸ばして立ち上がると、斜ななめ後方にクイッと首を向けた。

「そちらは、大丈夫ですか？」

　どうもココ、表通りから一本入り込んだ、ヒト気のない通りらしい。オレが座り込んでいるのは車道で、少し離れたトコに雨を受けるもう一つの影かげがあって、声をかけられるとモゾモゾと動いた。

「あァ……グホッ！　流石さすがにちとツレェが、まァ何とか……オーダーで強化しといてもらって助かったぜ」

　あ、万ま里り王おサンだ、落ちてきたのか……てかあの人も無事なのか。もうわけわからん。

「むしろ腕が斬きられたことが驚きですよ。相当固くしてあったのですが」

　どうやら万里王サンと知り合いっぽいフルフェイスの男は、車道の脇わきに止めてある乗用車へとツカツカ歩き、ガチャリとドアを開くと、颯さつ爽そうと運転席に乗り込みながら続けた。

「まあ、話はドライブがてら聞きましょう。不ふ二じ君、その本は差し上げますから、読むのは後にして、取とり敢あえず乗って下さい。追っ手が来ます」

　その言葉通り、表通りからは幾いくつもの足音と、懐中電灯らしきボンヤリした光が近づいて来ていた。

　物思う暇ひまもあればこそ、オレは巨きよ大だいすぎる混乱を抱かかえたまま、急いで後部座席へと飛び乗った。







　──旧講堂とはいっても、設備などは綺き麗れいなものだった。今でも幾いくつかの授業は行われているし、教員会議でたまに取とり壊こわしの意見がちらほら出たりはするものの、現役ではある。

　教きよう壇だんを中心にした半円、同心円の階段状に並んだ席の最前列に腰を下ろし、熱心な生徒が授業中そうしているようにノートＰＣを弄いじっていた得える真まは、ふと手を止めて顔を上げると、窓際に立つリロイへと声をかけた。

「……静かになったかな？」

「退いたようです」

　振り向かないまま、リロイが返事を寄よ越こしてくる。明かりのついた室内側から見れば、窓ガラスは鏡のように、その厳いかつい顔立ちを映していた。

　ここに拠きよ点てんを構えたのは正解だったようだ。町中での戦いは避さけたかった。シロネクロたちのテリトリーであることに加え、得真たちとて、目立ちたくないのは同じだからだ。全力を出して戦える場所があれば負けはしない。

　にしても、こちらの存在に気づかれていることは知っていたが、これほど早く攻せめてくるとは思っていなかった。日和見主義的なシロネクロたちにしては見事だ。ルビウスの内通がなければ、思わぬ痛手を被こうむっていた可能性はある。

「──来なかったね、〝彼ら〟」

　得真はデスクワークに強こわ張ばった背筋を伸ばし、入り口のドアに視線をやりながら言った。

「勘かん付づかれたかも知れませんな」

「あからさま過ぎたかもね」

　ルビウスのおかげで、敵側の配置もある程度わかっていた。手が回らないのは確かだったが、それならばと裏口を敢あえて手薄にしておいたのだ。彼らが侵しん入にゆうしてくれば自分たちで相手取るつもりで、リロイを残した。

「まあ、まだ機会はあるだろう。追討の指揮は任せていいかな？」

「了解しました」

　リロイの返事を聞いて、得真はモニターへと視線を戻もどす。

　信しん頼らいできるクローダムたちとメールでやり取りをして情報を集めたり、四札スートたちを遣つかわして得た情報をファイリングしたり、文書ソフトに打ち込んだ始祖復活術式の見直しをしたり。やることは多いが、目指すべきは一つだ。たった一つ。

　シロネクロやネクロノミコンなど、正直な話、彼にとっては些さ事じに過ぎない。







　──私は夜の荒こう野やを歩いていた。

　咽むせび泣なくような風が砂すな埃ぼこりを舞まわせながら、ひび割れた大地を渡っていく。干ひ乾からびた草が揺れる。しんしんと降る月光に、ポツリポツリと立たち枯がれた木々が、刺とげ々とげしいシルエットとなって浮かび上がっている。道らしい道はなく、足あし跡あともすぐ風に消されていく。

　向かう当てはない。倒れるまで歩き続けるだけだ。首を僅わずかに巡めぐらせれば、遥はるか地平線の辺りが、ぼんやりと色いろ鮮あざやかな光に染まっているのが見えた。都ま市ちだった。あまりに遠すぎる都市。

　少し病んだような月明かりも、都市から届くきらびやかな光も、暗い地を照らすには心もとない。私は転んでしまわぬよう、俯うつむきがちに歩を進める。

「──よー高たか峰みね、何やってんのオマエ？」

　声をかけられて顔を上げれば、いつの間にか真横に、制服姿の不ふ二じ君がいた。私と歩調を合わせるように、のんびりと歩いている。

「歩いているのよ。キミこそ何をしているの？」

「オレ？　散歩」

　私は足を止めると、彼方かなたに集う光を指差して言った。

「早くあそこに戻もどりなさい、ここは危険だから」

　不二君も立ち止まった。

「なら一いつ緒しよに行こうぜ」

　私は首を振った。

「行かないわ。ここが私の居場所だもの」

「じゃーオレもココに居るよ」

　能のう天てん気きな物言いに、苛いら立だつ私。

「危険だって言ったでしょう！　散歩したって、見るものなんてないわ！」

「そーかあ？」

　不二君はふと、視線を放り投げるように、夜空へと向けた。

「んなコトねーだろ、ほら、見てみ？」

「……何よ？」

　怪け訝げんに思いながら、不二君の視線を追って、同じように空を見上げた私は息を呑のんだ。

　頭上には、うねるような星空が広がっていた。恒こう星せいは高らかに輝かがやきを謳うたい、星雲は虚こ空くうを神秘の色に染め、銀河は果てしなく渦うず巻まいてさんざめく。まるで生きているような、光に埋うめ尽つくされた空。

「俯いて歩いてたら見えねーだろーけど、な？　綺き麗れいなモンじゃねーか」

「い、いや、そうだけど、そういう問題じゃなく……って!?」

　やや呑のまれかけながら、それでも言い返そうと星空から視線を下ろし……目を見張った。

「どっ、どうしたのよ、それ!?」

　不ふ二じ君の全身から、もうもうたる白はく煙えんが上がっていた。

「え？　あ、これ？　燃えてるみてーだな」

　不二君は自分の体を見下ろしながら、ヘラヘラ笑っている。

「燃えてるって、な……なんでよ、どうして？」

「さあ？　まあ大だい丈じよう夫ぶだって、こんなの」

　パチパチ、不二君の周囲に火の粉が弾はじけ始めたかと思った次の瞬しゆん間かん、炎は一気に燃え上がり、その体を呑み込んだ。暗い夜の荒こう野やが明るくなるほどの火勢で。

「ふ、不二君っ!?　くっ！」

　私は慌あわてて上着を脱ぐと、不二君に被かぶせて消そうとした。勢いを増した炎は、既すでに天を焦こがすほどで、私の上着は一いつ瞬しゆんで灰と化してしまう。

　不二君の全身が紅ぐ蓮れんの炎に包まれている。爬は虫ちゆう類るいの舌のように這はい回まわる炎は、不二君の体を見る間に消し炭に変えていく。不二君はボロボロと崩くずれていきながら、それでも無む邪じや気きに笑っていた。

「大丈夫、だいじょうぶ……これくらい、なんてことねーよ……心配すんなって……」

「いっ、いや……いやああーっ！」

　私は叫さけび、必死に手を伸ばす──




「……ハッ！　ハッ……ハアッ……！」

　目を覚ました私は、仰あお向むけになったまま荒あらい息を何度か吐はいた。心臓が肋ろつ骨こつの内側で、痛いほどに暴れている。辺あたりは寒くて、手足の先は冷たいのに、嫌いやな汗あせが止まらない。後頭部と背中に、ゴツゴツと冷たく固い感かん触しよくがあった。ああ、まったく、これ以上に最悪の寝ね覚ざめは、そうそうない……

　どうなったんだ、私は？　どこだ、ここは？　私たちが目指していた、あの大学講堂だろうか。

　辺りは夢の中よりも暗く、物の輪りん郭かくはすべて朧おぼろだった。視線の先には、天然石らしき天てん井じようが見える。酷ひどく寒いというわけではないが、空気はしんしんと冷たい。

　……不二君は無事なのか？　ソファイアは？

　一度目を閉じて、どんよりとした眠りの余よ韻いんを追い払う。ずきりと痛む腹部に手を重ねる。当て身一つで気絶させられるとは思わなかった。綺麗に急所を打うち抜ぬかれてしまった。かなりの腕前だ。

　上体を起こせば、かけられていた毛布が、サラリと肌はだの上を滑すべり落おちて……

　私は目を見張った。

　下着姿にさせられているが、驚おどろいたのはそこではない。肌はだのむき出しにされた部分に、ビッシリと複雑な紋もん様ようが書き込まれていたからだ。幽かすかな光を帯びている。魔ま術ほう文字だった。それも、かなり複雑で高度な。顔や背中は鏡でもなければ見られないので、全容は把は握あくできない。ざっと見たところ封ふう印いん術じゆつのようだ。おそらく私の技を封じているのだろう。

　岩にこすり付け、皮ひ膚ふごとはぎ取とってやろうかとチラリと思ったが、これほど高度に結ばれた術式なら、一箇所を削けずれば良いというものでもないだろう。しかるべき手順を踏ふまなければ、効果は消えない。

「──おや、お目覚めかい」

　と、闇やみの向こうから静かな声がして、反射的に首を巡めぐらせた。

「丸一日は起きないかと思っていたが、流石さすがに打たれ強いな」

　目を凝こらせば、鉄格子が見えた。いつの時代のものか、天然の岩がん盤ばんを刳くり貫ぬいて作られたらしい古びた牢ろう屋やに、私は囚とらわれていたのだ。鉄格子の向こうは暗い。どこから届くかわからない、僅わずかな明かりを頼みに見れば、どうも廊ろう下かがあるらしい。その闇の中に、腕組みをした人ひと影かげが立っていた。フードの奥おくに一層濃い暗黒を湛たたえた人影が。

「……エマノン、だったかしら」

　上うわ擦ずらないように気をつけながら、低く声をかけた。胸の奥で不安が渦うずを巻き、体が震ふるえ出だしそうになる。この男が無事と言うことは……戦っていた不ふ二じ君は？

「そう呼ばれているね」

「ソファイアと……不二君は、どうしたの？」

　私はジリジリと立ち上がりながら、強く声を投げる。毛布で体を隠かくそうかとも一いつ瞬しゆん思ったが、両手は自由にしておかなければならないので、やめた。

「ソファイアはまだ寝ている。不二君がどうなったかは知らないな。彼を相手取るのは骨が折れるので、逃げさせてもらったんだ。シロネクロ協会は敗走したらしいが、まあ死んだという話は聞いていないから、無事だろう」

　シロネクロ協会が敗走した。それは確かに悪い報せだが、それよりも私は、不二君が彼に殺されていないとわかったことで、安あん堵どで膝ひざが崩くずれそうになった。

　でも、不二君が今どんな目にあっているのか、わからないのに変わりはない。焦しよう燥そうは拭ぬぐいようもなかった。早くソファイアを助けて戻もどらなければ。

「……貴方あなた、何者なの？　自分にオーダーを出すゾンビなんて、聞いたこともないわ」

　気絶させられる前に見た光景を思い出す。確かに彼は、オーダーを自分に出していた。セルフオーダーではなく。セルフオーダーは、ゾンビ用のオーダーを生きている人間に適用させるものであり、その効果はオーダーに比べれば薄い。

「難しい話ではないよ。僕は〝半死人ゾンビ〟じゃない。〝死体憑きワイト〟だ。自分で蘇よみがえったから、自分でオーダーが出せる。それだけさ」

　さも当然のことであるかのように放たれた言葉に、私は驚おどろきを禁じ得なかった。自らを生ける死者アンデツドとして蘇そ生せいさせる術、〝死体還りレイス・フオーム〟は、遠い昔に失伝した、ネクロマンシー至高の技の一つだ。並なみ大たい抵ていの才覚ではない。つまり彼は、伝説級の使い手だということ……いや、『使い手だった』か。

　エマノンは言葉を続ける。

「さあ、質問に答えたんだ、僕からも一つ訊きかせてくれ。その為ために君が起きるのを待っていたんだから」

「……何？」

　私は鉄格子越しに、見通せないフードの奥おくを睨にらみ付つける。得体の知れない存在感自体が影かげとなり、そこにわだかまっているかのようだ。

「不ふ二じ君のあの、凄すさまじい力のことだ。あれは君が何か仕掛けたのか？」

「……いいえ」

　エマノンは片手を上げると、人差し指と親指で自分の顎あごをつまむようにした。

「ふーむ、やはり自然発生的なものか……原因は何だ？　ネクロノミコン……いや、違うな。何らかの術が発動した形けい跡せきはなかったし……心象からすると、もっと根源的な何かだ……ネクロマンシーではない？」

　ブツブツと一人の世界で考察を続けるエマノンへと、私は再び口を開く。

「……まだよ」

「もう一度文ぶん献けんを調べてみるか、今度は別系統の魔ま術じゆつにまで範囲を広げて……ん？　今、何か言ったかな？」

　エマノンが注意を向けてくる。

「さっきの質問には、まだ半分しか答えてもらっていないわ。貴方あなたは何者なの？　クローダムの一人なんでしょう？　なぜ私たちを殺さないの？」

「ああ……まあ君もソファイアも、事が成るまで帰す心算はないから、もう隠かくす必要もないんだがね。だからと言って、此方こちらから敢あえて教えてあげる理由もない」

　少しだけ楽しげな声でそう言うと、エマノンは踵きびすを返した。

「悪いが僕は戻もどるよ、研究があるんでね。まだ時間はあるし、そう難しい問題でもないから、暇ひま潰つぶしに推理してみてはどうかな？　それではね」

　幽かすかな足音を残して、闇やみの向こうへと消えていく。そして私は、湿しめって冷え込む牢ろう獄ごくに一人残された。もう少し話ができれば情報を引き出せたかもしれないが、あの男を引き止められるだけの交こう渉しよう材料が、此方にはなかった。

　ひんやりする石の床ゆかに座り込んで、溜ため息いきを一つ。毛布を肩からかけ、立てた片かた膝ひざに頬ほおを乗せるようにして、私は思考に埋まい没ぼつする。考えをまとめなくてはならない。

　エマノン、彼の目的は何だろうか？　私とソファイアを生かしておく理由は？　彼の素性もそれらがわかれば自おのずと浮かび上がってくるだろう。それらは数式上のＸとＹのように、互いに関連している。分けて考えるべきではない。

　真っ先に考え付くのは生いけ贄にえだ。東西のあらゆる魔ま術じゆつに於おいて、高次の存在を呼び出す為ために用いられるスタンダードな手段。私もソファイアも、まあ、生贄としての条件は満たしているだろう、その……色々な意味で。

　しかし、生贄には大体、捧ささげる対象の名前なり印なりを刻むものだ。のし袋ぶくろに宛あて名なを書くような感覚で。でもこの紋もん様ようはあくまでただの封ふう印いんのようで、そういう雰ふん囲い気きが全くない。背中側に書かれているのか、魔術的に暗号化されているのか。完全な読解ができれば、もう少し情報が得られるのに。

　さらに、ここは何ど処こなのか？　私たちが目指していたあの講堂に、こんな牢ろう獄ごく施設があったのだろうか。クローダムの拠きよ点てんなら、それも不思議ではないが……

　……ああ、まとまらない。

　さっきまで見ていたあの悪い夢が、私の心に爪を立ててかき乱す。不安と焦しよう燥そうが苛いら立だちを呼び、キリリと奥おく歯ばを噛かむ。心は焦こげ付つきそうなのに、手足はひんやりと冷たい。駄だ目めだ、焦あせっては。冷静にならなければ。

　深呼吸を一つした。そして、

「……不ふ二じ君」

　その名をポツリと呟つぶやけば、気持ちは少し落ち着いた。魔ま法ほうのように。やるべきことは一つ。たった一つだ。

　考え方を変えよう。私は今、彼の為に何ができる？







　　四　暮らしてる、スラムの王国







「──記き憶おく喪そう失しつゥ？　適当ブッこいてんじゃねェぞコラ」

　助手席の万ま里り王おサンが、切って捨てるように言った。後部座席のオレから顔は見えないが、どんな表情をしているかは大体想像がつく。まあでも、自然っちゃ自然な反応だよな。オレだって、知り合いが記憶喪失とか言い出したら、鼻で笑うわ。借金でも踏ふみ倒たおしてーのかって思う。

　だがしかし、コレを信じてもらえなきゃ話が進まない。オレは助手席と運転席の背もたれをそれぞれ両手で掴つかむと、グイッと身を乗り出した。

「マジなんですって！　自分の名前も思い出せねーんスよ！」

「そうか、テメェの名前はフジユーマだ。はい記憶喪失終了」

「何も終わってねええ！」

「悲ひ壮そう感かんがねェんだよ、テメェには。マジならもっと焦あせるだろフツーはよ」

「んなコト言われても、焦ってますよ！　ちょ、信じて下さいよ、フジとかって呼ばれてたから、あーそれがオレの名前なんだなーって、そういうレベルなんスよ」

　窓の外を過ぎていく風景には、相変わらず見覚えがなかった。市街地をしばらく走った後、車は今、橋へと差し掛かっていた。欄らん干かんの向こうには雨にわき立つ川の水面が広がり、夜の闇やみと町の明かりを映し込んで、暗く輝かがやいている。

　これから向かう橋のあっち側は、こっち側と比べて電気の光が少なく、全体的に薄暗く見えた。川一本隔へだてて、雰ふん囲い気きがガラッと違う。橋の上を行き交う車もそう多くはない。

「──まあ、それほど信じられない話でもありませんね」

　運転席のフルフェイス男が言った。おお、見てくれは怪あやしいけど、理性的っぽい？　プラトーンさんだっけ。どう考えても本名じゃねーよな。偽ぎ名めい使ってるって時点でアウトローな香りはプンプンするけど……

「マァジスかァ？」

　万里王サンは胸ポケットからタバコを取り出すと、ケースに噛かみ付つくようにして一本抜ぬき取とった。百円ライターをシュボッ……うっ、クッセ！　片手をパタパタ。

「貴方あなたがいやに素直に従うので、妙みようだとは思ったんですよ。万里王と視し聴ちよう覚かくを共有していたので、経けい緯いは把は握あくしています。ある程度は交こう渉しようになると思っていましたし、いざとなれば力づくで連れて来なさいと言ってあったんですが」

　プラトーンさんの首が僅わずかに動いた。バックミラー越しに、こっちに視線を向けてきている……ような気がする。バイザー越しだからよくわからん。

「不ふ二じ君、貴方あなたと我々は、まあ行き掛かり上共きよう闘とうすることもありましたが、基本的には敵対関係にあるんです。その我々に記き憶おく喪そう失しつという〝弱み〟を、態わざ々わざ教えるメリットがありませんからね。逆に信しん憑ぴよう性せいがあります」

「て、敵対関係？」

「ええ、殺し合ったこともありますよ」

　ゴクリ……オ、オレってそんな、荒すさんだ人生過ごしてきたのかよ……い、いやそれより、今この状じよう況きようってひょっとして、敵に捕つかまってるって状況なの？　ヤバくねえ？　あのビルに居た方がよかったのか？　背もたれを掴つかむ手を離し、ソーッと身を引くオレ。

　車は既すでに、それほど長くもない橋を渡り終えたところ。電灯の数が減り、暗くなっていく窓の外が、オレの不安を助長する。窓にスモークがかかっているので、車内は余計に暗い。

「──もし、それがマジだっつーンならよォ」

　キィコッと、車に備え付けの灰皿を引き出しながら、万ま里り王おサンが言う。

「コイツ早ェとこブッ殺して、ネクロノミコン奪うばっちまった方が良いんじゃねェすか？」

　ビシッ、タバコを間に挟はさんだままオレを指す指先が、まるで銃じゆう口こうかナイフの切っ先みたいに見えて、ヒェッと喉のどを鳴らすオレ。ネクロノミコン？　な、ナンスかそれ？　ブッ殺すって言葉、さっきまでピストルとか手しゆ榴りゆう弾だんとかで暴れてた人の口から出ると、スゲェ迫はく力りよくだ。今すぐドア開けて脱出エクソダスるべき？　アクション映画みたく。でも逃げるったって、そっからドコ行ったらイイやら……

「私もそれは考えました。選せん択たく肢しとしてはアリですが……」

「い、いやいやいやいや！　それナシです！　ナシの方向で！」

　慌あわてて口を挟むオレ。

「まあ落ち着いて下さい。我々にも幾いくつか事情がありましてね。貴方を助けたのは、ある人から頼たのまれたからです。その人の元まで貴方を送り届けなければならないので、今殺してしまう訳にはいかないんですよ」

「どーでも良いじゃねェスか、〝猫〟の依い頼らいなんざ。ネクロノミコンが手に入るんスよ？」

　フゥーッと万里王サンが息を吹けば、車内が薄っすらと煙けむった。ゴホゴホッ！

「あの人とは友好的な関係を保っておきたいのでね……まあそういう訳ですので、不二君、取とり敢あえず安心して下さい」

「は、はあ……」

　ンなコト言われても不安ッスけどね！　まな板の上の鯉こいには変わりないワケで。その猫とかいうヒトもわからねーし！　オレを連れて来いって、どういうコトだろうか。

「チッ！　手間ァかけさせやがって、クソが」

　舌打ちする万里王サン。うう、やっぱり怖こえー！

「あ、あの、なんかサーセン……助けてくれて、あざーした」

　ちょっとでも心象をよくしておこうという下心もあって、オズオズと言うオレ。

「あ？」

　ピキッ！　え、ちょ、万ま里り王おサン、なんでキレかけてるんですかねえ……？

「テメェ、礼なんか言うンじゃねェ！　礼を言われるってことは、そりゃ、まるで俺おれが良い事したみてェじゃねェか？　善意からテメェを助けたみてェじゃねェか？　ねェよ！　俺に善意を強要するンじゃねェ。自分が無む償しようで他人に助けて貰えるほど、価値のあるヤツだとでも思ってんのか？　おめでてェな」

　うわー、ヒネくれてんなーこの人！

「な、なら撤てつ回かいしますよ」

「あァ？　それはそれでムカつくな……」

　どうしろと!?

「……っと、プラトーンさん、あそこですわ」

　オレの戸と惑まどいを華か麗れいにスルーし、万里王サンがフロントガラス越しに指差したのは、端は切ぎれみたいな土地を無理やり利用しました感のある、寂さびれたコインパーキングだった。黄色い電でん飾しよくの看板が、町工場とか、材木屋とか、家賃安そうなアパートとか、雑居ビルとかが軒のきを連ねる、雨に煤すすけた町の隙すき間まをボンヤリと照らしている。

　車は敷しき地ち内ないに頭を突っ込んだところで止まった。あれ、駐ちゆう車しやしねーの？　と不思議に思っていると、カッ！　闇やみを切り取るヘッドライトの範はん疇ちゆう内に、数人の人ひと影かげが立ち上がった。ジャージやパーカー姿の、ビニール傘かさをさした若者たちだ。眩まぶしそうにしながら……え、コッチ来るぞ？　皆さん結構いかつくて、なんつーか、ケンカ上等なカンジだ。なんかコレ、絡まれる流れのよーな……結構ゾロゾロと……うわ、車の周りに集結し始めたぞ！　ヤベェ！

『おいコラァ、降りろ！　免めん許きよ持ってんのか!?』

　とか、

『とりあえず土ど下げ座ざしろよ、この野ヤル郎オオ』

　とか言われたりして、怖こわい目に遭うんじゃ……ガクブルしてるオレを他よ所そにウィーン、無防備にも助手席のパワーウィンドウを細く開ける万里王サン。いったい何が始まるんです？　大だい惨さん事じ？

「──おゥ、元気そうだな」

　万里王サンが、先頭の一人にそう声をかければ、

「ウス、万里王さん、お久しぶりです」

　あ、あれ、なんか……さわやか？

「どーしたんすかァ？　最近顔見せてくんねーし、皆チョォオ寂しがってますよ」

　別の一人が調子イイカンジで言う。

「仕事が忙しくてな、まァ勘かん弁べんしろや……これで全員か？」

「いえ、夜勤のヤツとか結構いるんで、ソイツらにも一応気ィつけといてくれとは言ってあります」

「おゥまァ、宜よろしく頼たのむわ。くれぐれも手は出すんじゃねェぞ、面めん倒どうなヤツラだからな」

「ウス。んじゃ、連絡しますわ」

「失礼シャス！」

「今度また焼肉連れてって下さい」

「マージャンしましょうよマージャン、次は負けねースから」

　気安いカンジで口々に言ってから、若者たちは三々五々、パシャパシャと雨の町へと散っていった。

　ウィーンと窓が閉じ、車は再び走り出す。

「──ま、万ま里り王おサン、今のは？」

　リアガラス越しに遠のいていくコインパーキングの明かりを見ながら、オレは尋たずねる。

「俺おれのツレだ。この辺は俺のシマなんでよ、馴な染じみが多いんだよ。川向こうから怪あやしい奴やつらが来たら連絡するよう言ってある」

　ハァーなるほど……なんかスゲーな、マフィアみてえ。オレってマジでこんな人と敵対してたのかあ？

「ところでプラトーンさん、そろそろ腕ェ、生やしちゃァくれませんかね？　片腕だと不便なんスけど」

　え、ちょま、腕を生やすって、んなバカな、トカゲのシッポじゃねーんだから。それともプラトーンさんって、ひょっとして医者とか？　いやいやいやいや、医者でも無理だろ、腕一本生やすのは。それともオレがすっかり忘れちゃってるだけで、現代医学ってそこまで進歩してんのか？

「ああ、忙しくて忘れていましたよ……『指令オーダー・再生リジエネレーシヨン』、万里王」

　ハンドルから離した片手を、ヒュッ！　横に振るプラトーンさん。その指先から光る糸のよーなモンが飛んだかと思うと、万里王サンの胸辺りに、トスッ！　突つき立たった。な、なんだアレ、手品か？　どういう……

　──と、間かん髪はつ入いれずにズリュッ！　めりめりめり、ミチミチ！

「ウェエエエエイ!?」

　思わずオレは叫さけんだ。なっ、なななな、なんだ!?　万里王サンの、う、腕、腕が！　生えてきてる！　骨がグギギッと伸びて、その上を血管と筋肉がズモモモと覆おおって……うわー、かなりグロい！　けどそんなの問題じゃない、なんだこの現象、現代医学!?

「なんだよウルセェな、大声出すな」

　腕を再生させつつある万里王さんが、何事もないようにオレを睨にらみつけてくる。

「ちょ、いや、あの、腕が、メキメキって！」

「あ？　あァ……なんだテメェ、記き憶おく喪そう失しつってマジなのか？　魔ま術じゆつだよ魔術。テメェだってさっき、ビルから落ちて再生したじゃねェか」

「ま、マジュツって？　え、なに、ドユコト？」

　混乱のキワミに達するオレへと、プラトーンさんが言った。

「まあその辺りも、あの人に説明して貰もらいますよ。我々の口から話すより、余程わかり易やすい筈はずですので」

　あの人って、猫とかいうヒトか。なんつーか、空そら恐おそろしくなってきた。この二人や、その猫って人も当然怖こわいが、オレって物凄く重大なコトを幾いくつも忘れちまってるんじゃねーか？　自分の中に得体の知れないブラックボックスがあるような感覚。それが一番ゾッとする。

　一般常識、例えば未成年は酒飲んじゃダメとか、身長四十メートルの人間はいないとか、そういうのは忘れてないと思ってたのに。土台がグラグラと揺らいでるカンジがした。

　オレが悶もん々もんと思い悩んでいる間に、万ま里り王おサンの腕は再生していき、車はくたびれた町並みをかき分けて脇わき道みちに入り、ゆるやかな坂道を上っていく。

　困こん惑わくしたまま窓の外に視線を向ければ、雨のヴェールの向こうには、灰色の町並みが、黒々と横たわる川が、そして今や遠くなったネオンの明かりが見渡せた。オレが辿たどった逃亡の軌き跡せきだ。それらを見下ろす坂の上まで来て、車は停まった。

「──着きました。行きますよ」

　ガチャガチャ、バタム。二人に続いて車を降りる。

　果たして目の前にはスゲーボロい二階建てのアパートがあった。なんつーか、土台からキノコ生えてそうな。壁かべにはアートと迷めい惑わく行為の隠かくし子みたいな落書きがあったりして、現役だって言われたらそうかなとも思うが、廃はい墟きよだと言われても信じられるレベルだ。

「え、こ、ここッスか？」

「オラ来い役立たず、逃げたら殺すからな？」

　万里王サンが先せん陣じんを切る。腕は今や完全に再生していた。続いてプラトーンさん、最後に慌てて続くオレ。

　カンカンカン、外付けの階段を上がる。トタンの屋根を雨あま粒つぶがパラパラと叩たたいている。錆さびびた手すりはトゲトゲしく、手を乗せる気にはとてもならない。壁の塗と装そうはハゲて、ヒビ割れたコンクリの下地が見えてしまっている。

　電灯はあるけど点ついておらず、上り切った先の廊ろう下かも暗い。側そつ溝こうには雨水が溜たまっている。排はい水すい口こうにゴミとか詰まってんだろうか。ドア、窓、ドア、窓と、それぞれ二つずつ並んでいるのが見える。カーテンを締しめ切っているらしくて、窓も真っ暗だ。

　……なんか、ボロいを通り越して不気味だった。ホラー邦ほう画がのロケとかに使われてそう。『人を外見で判断するな』ってよく言うけど、それじゃ初対面だったら、何を以もって判断すりゃイイんだ？　こんな薄気味悪いアパートに住んでる人ってだけで、オレはちょっと腰が引けちまってる。

　──と、万ま里り王おサンは、呼よび鈴りんも鳴らさずノックもせずに、いきなり手前のドアをガチャリと開いてダイナミック入室。プラトーンさんも躊ちゆう躇ちよなく入っていく。オレ一人だけビクビクしながら二人に続いた。

　中は、と……うわ、暗！　と思いきや、ブゥン、微かすかな唸うなりを上げながら明かりが点いた。つっても蛍けい光こう灯とうとか電球とか、そういう類たぐいの明かりじゃない。もっとずっと薄暗い。

　入ってすぐ右手にキッチン、左手に風ふ呂ろ場ば、多分ユニットバスかな。正面にフローリングのワンルーム。家具らしい家具は何一つなくて、生活臭がしない。ガランとした空間にタコ足配線が伸び、不自然にも一つだけ中央にポツーンと机。その上にデスクトップ型のパソコンが置かれていて、二十四インチのディスプレイが青白い光を放っていた。

　二人が机の前に立つのに、肩と肩の間からオレも画面を覗のぞき込んだ。フルスクリーン・モードで、なにかのブラウザが立ち上がっている……チャットか？

『笑わらい猫ねこ　＞＞　ちょｗもうついたのかｗｗｗはやいｗｗｗ俺おれ様さま今出かけてるからｗｗｗ後二十分ぐらい待っててｗｗｗ』

　と、独りでに文字が打ち込まれる。やだ……なにこのノリ……

「……仕方ありませんね」

　プラトーンさんが肩を竦すくめて言うのに、

「カアァッ！」

　万里王サンは苛いら立だちを吐はき出だすように叫ぶとドスドス、肩を怒いからせて部屋の一角に向かった。備え付けのクローゼットだと思われる、二つに折れるタイプの戸をガバッと開ける。そのまま中に入って行く……え、そこ、偉大なライオンが統治する不思議の国にでも繋つながってるんすか？

　ガシャ、ゴソ、メキャ、なにやら破は壊かい的な足音に続いて、

「──ヤッパ居ンじゃねェかクォラッ！」

　万里王サンの怒ど声せいが轟とどろいた。

　ソーッと覗き込んでみれば、やはりそこはクローゼットだったようで、ハンガーを掛けるための横棒が目の前にあった。でもフツーのクローゼットじゃない。服は一着も入ってないし、なにより奥おくには壁かべがなかった。ああコレ、壁をブチ抜いて、アパートの部屋二つを繋げてあるのか。

　隣となりの部屋は……うわっ、なんだコレェ!?

　床ゆかには雑誌やコミックス、文庫本などの本類と一いつ緒しよに、空のペットボトル、発はつ泡ぽうスチロールの容器などのゴミが散らばり、まさに足の踏み場もない有様。半分ぐらい中身の詰まったゴミ袋ぶくろが倒れ、中身が溢あふれ出したりしている。その混沌カオスを縫ぬうようにしてコードが何本も走り、それらは無数の壁掛けディスプレイへと繋がっていた。変な折れ線グラフとか、町の夜景とか、ニュース番組とか、画面には様々な映像が映し出され、窓もカーテンも締しめ切きったまま、エアコンフル稼か働どうでぬくもる部屋を、不健康な光で満たしている。

　そして部屋の奥おく、広いデスクの正面と左右斜ななめ前に展開した三台のディスプレイに囲まれ、座り心地の極楽そうなリクライニング・チェアーに座る、人影らしきもの。これがまた奇き妙みような風体で、パッと見なんかモコモコしたのが居ると思ったら、どうやら布団ふとんを頭から被かぶっているようだ。

　……と、コッチに背を向けたままの布団オバケの手元から、カタタタタタタ、タンッ！　凄すさまじい速度でキーボードを打つ音がした。パッ！　壁かべ掛かけディスプレイの映像が、一いつ斉せいに切り替わる。さっきのチャット・ウィンドウに。

『笑わらい猫ねこ　＞＞　おまっｗｗｗ勝手に入ってくんなヴォケｗｗｗｗｗ俺おれ様さま今ここに居ないからｗｗｗ精神はｗギルメンたちと共にｗレアモンスターの狩かり場ばに旅立っているのでなｗｗ』

「ネトゲやってンじゃねェか！　こちとらテメェの依い頼らいで死ぬような目に遭あってんだぞ！　いつ追っ手が来るかもわからねェんだ、二十分も待ってられっか！」

　布団オバケの斜め後ろで、万ま里り王おサンが怒ど鳴なれば、カタタタタ、タンッ！　キーボードの音だけが返る。

『笑い猫　＞＞　はいはい愚ぐ痴ち乙ｗｗｗｗｗ元々交こう換かん条件だろｗｗ俺様はおまいらに聖せい杯はいの情報を渡すｗｗｗおまいらは不ふ二じ由ゆう真まを連れてくるｗｗｗ武器だって貸してやったんだからｗ文句言うなよｗｗつか追っ手ってオイｗｗｗｗｗキャンプ戻もどるなら敵のタゲ切ってからにしろよなｗシロートめｗｗｗ』

　聖杯？　なんのこっちゃ……と、プチッ！　あっ、万里王サンの堪かん忍にん袋ぶくろが！

「ウッガアァーッ！」

　ガシャガシャ、万里王サンはゴミを蹴け散ちらし、布団オバケへと掴つかみかかった。布団ごと椅い子すから引きずり下ろそうとしている。

『笑い猫　＞＞　ちょｔｔんｗ９う０やめｗｗプラトーンたすけｌｔｋｋｗ』

　キーボード打ってる場合か!?　暴れてるから誤字がひどい。

　もみ合うことしばし、

「──フンヌァッ！」

　万里王サンはついに片腕で布団オバケを持ち上げると、ドッシャァ！　ゴミの散らばる床ゆかへと放り投げた。ブヅッと言う音がして、どこかにあるスピーカーからゲーム音楽が鳴り始めた。ＰＣのイヤホンジャックからプラグが抜ぬけたっぽい。

　プラトーンさんがオレの脇わきを抜け、部屋へと踏み入りながら言った。

「すみません、急いで助けようとしたのですが、間に合いませんでした」

　ウソだろアンタ！　そんな素振りまったくなかったじゃん！

　ガサゴソとゴミをかき分わけ、布団オバケだったモノが上体を起こした。布団は既すでにはぎ取られ、その正体が青白い光に浮かび上がっている……

　え、お、女の子だ!?

　どー見ても二十才は過ぎてない、眠そうな顔をした女の子が、ペタンと座っていた。ダブダブのＴシャツと短パンというラフ過ぎる服から覗のぞく肌はだは、痛々しいほどに白い。日を浴びてないからとか、そういうレベルじゃない。寝ね癖ぐせでボサボサの長い髪かみも色が薄く、生まれつきそういう体質みたいだった。首にはゴツいヘッドセット。

[image: ]

　……ウッ!?　オレの肉体下部に高エネルギー反応が！　おっぱいは悲しいまでに直ちよつ滑かつ降こうだが、ヤベェ、むき出しの太ふと股ももが異様に艶なまめかしい！　ああ、ナンだろう、なんだか凄すごく……ナメたい！　ペロりたい！　けどそんなコトできるワケが……お、おおっ、そうだ、我天てん恵けいを得たり！　アイスだよ！　太股型のアイス・キャンディーを作るんだ！　あの脚あしをモデルに型を取ってだな……ハッ!?

　オ、オレは、オレはひょっとして……スケベヤロウだったのか!?　なに興こう奮ふんしてんだよオレ、記き憶おく喪そう失しつになってるんだぞ、そんな状じよう況きようじゃねーだろ！　ああ自分が恐おそろしい！　神様、どうかオレが、希代の性犯罪者じゃありませんよーに……

　前のめりになりながら苦悩しているオレを他よ所そに、女の子はノロノロとした動きでチェアーによじ登っていく。途と中ちゆうで短パンの裾すそが捲まくれ、カラフルな布切れのようなモノが見えかけたが、慌あわてて目を逸そらした。ヤバかった。まともに見ていたら精神が破は壊かいされていただろう。

　カタタタタッ！

『笑わらい猫ねこ　＞＞　万ま里り王おｗ暴力反対ｗｗｗ平和が一番ｗｗｗしょうがないからゲームは落としてやるｗｗｗ』

「最ハ初ナッからそうしとけや、クソが」

　万里王サンの声を横に、しばしそのままカタカタとキーボードを操ってから、女の子はグルリとチェアーを回してコッチに向き直った。チェアーの上に両足のカカトを乗せた、かなり際どいポーズで、膝ひざの上にキーボードを抱だくようにして。その姿は、電子の城じよう砦さいを統すべる王としての風格を感じさせた。

『笑い猫　＞＞　おｋｋｋｋｗｗｗ不ふ二じ由ゆう真まｗｗｗ初めましてｗｗｗ俺おれ様さまは【笑い猫】ｗｗｗ情報屋やってるｗｗｗ隣となりの家の晩御飯からｗ好きな娘のスリーサイズｗあと魔術に関することまでｗこの樽たる多た露ろ市に関する情報ならｗ何でも知ってるおｗｗｗうはｗｗｗｗ天才すぎｗｗｗｗｗ修正されるねｗｗｗｗ』

　電子の光に照らされた顔は無表情で、打ち出される文章とのギャップが凄すごい。つか、なんで喋しやべらないんだろ、喋れないのかな？　画面見たり相手見たりで忙しいし、実際は無音だから会話のテンポが掴つかみづらい。

　魔術……マジュツ？　万里王サンもさっきそんなコト言ってたけど……

『笑い猫　＞＞　でｗｗｗ天才の俺様はｗｗｗお前が今ｗｗ一番欲しい情報が何なのかも知ってるぜｗｗｗ高たか峰みねさんとソファイアさんの居場所だろｗｗけどタダじゃ教えないぜｗｗ』

「は、はあ、えーっと……」

　股こ間かんに収束しつつあった謎なぞのエネルギーもなんとか落ち着いたので、オレはおずおずと口を開いた。画面を指差しながら、

「あ、あのですね、信じられないとは思うんスけど、オレ今記き憶おく喪そう失しつなんスよ。この高峰さんとソファイアさんってのが、まず誰だれ？　ってカンジで……」

　シーン……しばしの沈ちん黙もく、そして、カタタタ……

『笑い猫　＞＞　ちょｗｗごめｗｗｗどういうギャグｗｗｗｗ乗れないｗｗ』

　プラトーンさんが口を挟はさむ。

「冗じよう談だんでもなく、本当に記憶喪失みたいですよ、彼」

　再び沈黙……そして、カタタタタタタ！

『笑い猫　＞＞　記ｗｗｗ憶ｗｗｗ喪ｗｗｗ失ｗｗｗｍｊｓｋまじすかｗｗｗｗｗみｗなｗぎっっっっってｗきｗたｗぜーｗｗｗｗｗ』

　なんでみなぎってんスか!?　笑いゴトじゃねーよ！　つかアンタ全然みなぎってないでしょ、無表情だし！　あー存在自体がシュールだーこの人……

『笑い猫　＞＞　おｋ把は握あくｗｗｗ万里王、プリンタに用紙セットよろｗｗ』

「あァ!?」

『笑わらい猫ねこ　＞＞　【聖せい杯はいの情報】』

「……チッ！」

　万ま里り王おサンは舌打ち一つ、ガシャガシャとゴミをかき分わけて歩くと、ガタガタとプリンタに用紙をセットし始めた。あのおっかねえ万里王サンを顎あごで使うとは、スゲーなこの娘こ……

『笑い猫　＞＞　しかしｗｗ運が良いなお前ｗｗｗ記き憶おく喪そう失しつになって俺おれ様さまのところに来るってｗｗｗこれが運命ってヤツかｗｗｗ』

　ヴィーン、プリンタが動き始める。

「え、えーと……？」

　首を傾かしげるオレを、笑い猫さんはジッと見つめてきた。その目には感情らしい感情が一切なくて、それゆえか妙みように澄すんでいる。ブラインド・タッチがカタカタと立てる音で我に返った。いかんいかん、見み蕩とれてたぜ……

　近くのディスプレイに目をやれば、こう書いてあった。

『笑い猫　＞＞　情報屋だって言ったろｗｗとりあえず教えてやるよｗお前のことｗｗ』







　不ふ二じ由ゆう真ま。

　年は十六才、高校二年生。父親は不二那な須す隆たか、大手新聞社の専属記者で、現在は海外に転勤中。母親とは離り婚こん済み、と……ペラリ、ペラリ……

　万里王サンから手渡された、全部で三十枚にも及およぼうかというＢ４の用紙には、驚おどろくほど詳しよう細さいに、そして丁てい寧ねいに、オレらしき人物の来歴が書かれていた。身長体重は言うに及ばず、体脂肪率から初恋の人の名前、交友関係から虫歯の本数に至るまで。

　ふむふむ……この書類によるとオレは〝ややおっぱい派〟らしいな……う、うわ、女性経験ナシとか、どーやって調べたんだよ!?　恥ずかしいし、気持ちワリィ！　あとちょっとショックだ！

　……さて、そんで。

　問題はその先だ。ここまで個人情報ダダ漏もれってのは確かにヤベェが、それすらどうでもよくなるようなコトが書いてあった。

　なんかオレ……死んだとか書いてあるんだが？　痴ち漢かんやっちゃって社会的に、とかそんなんじゃなく、普ふ通つうにカギ爪づめで貫つらぬかれて死んだらしい。カギ爪ってなんだよ、カギ爪って……現代日本に生きててカギ爪受けるコトってあり得んのか？

　殺やったのは万里王サンとプラトーンさんで、その後オレはクラスメイトであり、シロネクロでもある高たか峰みね雪ゆき路じっていう女の子に、ネクロマンシーで生き返らせて貰もらったらしい……むう、この時点でツッコミどころ満まん載さいだが、とりあえずはスルーして読み進めてみる……

　ペラリ、ペラリ……うぐぐ、かなりドトウの展開だぞコレは。それまではパッとしない、ごくフツーの高校生活っぽかったのに……

　えーと……ゾンビとして蘇よみがえった不ふ二じ由ゆう真まは、高たか峰みねさんと彼女の妹分、ソファイア・恵え理り香か・アクセルロッドと共に、クロネクロとの激しい戦いに身を投じていった。

　エロスを原動力とした再生能力を武器に、〝英えい雄ゆう〟八や尾お慎しん一いち郎ろう、〝真の黒クローダム〟の一人ヴィクター・フランクストン、〝魔霊リツチ〟波は多た守もりと、強敵を次々に打ち倒していく。身に宿す秘術ネクロノミコンと、高峰さんを守るため、そして、いずれはフツーの人間として蘇るために……

　なにこの展開、ドラマチック……って言ってイイのか？　エロスで再生するってのがちょっと残念なカンジだよな……ていうか、未練が満たされると成じよう仏ぶつ、つまり〝エロ過ぎ注意〟！　ってマジかよ、ご丁てい寧ねいに赤字で書かれてる。

　そして日付は今日へと至る。シロネクロたちによるクローダムの拠きよ点てん襲しゆう撃げき計画に従事したオレ、高峰さん、ソファイアさんの三人は、作戦中に謎なぞの男エマノンに襲おそわれたらしい。そこで高峰さんとソファイアさんの二人は浚さらわれ、オレは記き憶おくを失った……と、この辺あたりは憶おく測そくで、裏はまだ取れていないって書いてある。

　最後の一枚は、注釈だった。

『屍霊術ネクロマンシーと屍霊術師ネクロマンサーについて──

　数多あまたある魔ま術じゆつ系統の一つで、死体を操ったり、力ある霊れい魂こんを呼び出して占うらないをしたりなど、〝死〟に関わる事物を主に扱あつかうものを指す。その背徳的な性質と強大な力を脅きよう威いとみた他の魔術系統からは禁きん忌きとされ、しばしば激しい争いが起きた。様々な国を追われ、各地を転々とするうちに、ようやく見つけた安住の地の一つがここ、東京都樽たる多た露ろ市だったという。

　以上のように他の魔術系統とは没ぼつ交こう渉しようだったネクロマンシーは、時を経るごとに独自の進化を遂とげていった。例えばネクロマンサーは死者を操る際、霊導索ラインと呼ばれる光の糸を指先から出すが、これは呪じゆ文もんを簡略化したものであり、詠えい唱しようしたり魔ま方ほう陣じんに描き起こしたりするよりも遥はるかに速く術を行使できる、極めて実戦的な技法である。

　現在、ネクロマンサーには大きく分けて、シロネクロ、クロネクロの二つの派は閥ばつがあり、信条の違いから互いに争っている。現代的な価値観に照らし合わせるならばシロネクロの方が道徳的だが、古いにしえに伝わるネクロマンサーの性質はむしろクロネクロに近く、その正当な流れを汲くむのはむしろクロネクロの方であると言える……』

　読み終わったオレは顔を上げた。脳みそがギュリギュリ捩ねじれるよーな感覚。全く突とつ拍ぴよう子しもない状じよう況きように陥おちいると人はどうなるのか？　思考を放ほう棄きするんだな。この半日でイヤってぐらい味わった。今もそうだ。

　信じられない。でも信じるしかない。オレ、見ちまったし、体験しちまったもん。植物を操る花はな山やまさんとか、弾だん丸がんを斬きる霧きり江えサンとか、万ま里り王おサンの腕が再生するトコとか。オレ自身、ビルの屋上から落下しても無事だったりな。

　深呼吸をする……よし、クールにいこうぜ、不二由真。

　この世界には、魔ま術じゆつが存在する──ＯＫ、あるんだな。

　オレは一度死んで、今ゾンビだ──お、ＯＫ、まあ……うん、認めるしかねーよな……

　エロい行為は金こん輪りん際ざい禁止である──うん、まあ、認め……認……

　認められるかァァア、こんなもォォん！　むしろ認めてイイのかよ、男としてさあ！　なんだよその、それ……この、なんだ、おい！　なんなんだよもう、フザケんなよ……灰色の人生か！　ああ、生きる意味を……失う……

　目の前ブラインドネス状態になってるオレの耳へと、カタカタカタ、乾かわいたキーボードの音が届いた。どんよりした視線をモニターへと向ける。

『笑わらい猫ねこ　＞＞　どうだ不ふ二じ由ゆう真まｗ少しは思い出したかよｗｗｗ』

　消毒済みの水道水のような、不自然に澄み切った目がオレを見つめる。

「い、いや……なんつーのか……絶望が……いや、ソッスネ、思い出したかどーかってゆーと、実感はねーっつーか……」

　このド派手で荒こう唐とう無む稽けいな人生がオレのモノだって、どおおおおしても思えない。不二由真として、どーしたいとか、こーしたいとか、そういう風には思えないし、何をすべきかもわからない。はあああ……ため息が鉛なまり色いろ。

『笑い猫　＞＞　うっはｗｗお前の記き憶おくが戻もどらないとｗｗ俺おれ様さまたちも困るんだがｗｗ目的が達成できねえｗｗｗ』

　打ち込まれるレスを見て、オレの脳裏にふと、当然聞いとくべきだろう質問が浮かぶ。

「アンタがたの目的って、ナンなんスか？」

『笑い猫　＞＞　いいのかいｗｗｗそんなにホイホイ質問しちまってｗｗｗ俺様はどんなチンケな情報にだって値段をつけちまう情報屋なんだぜｗｗｗまあさっきのはサービスしてやるけどさｗｗｗ』

「え、金取るんスか？」

『笑い猫　＞＞　まあｗｗ大体はそうｗｗｗ』

　オレは上着のポケットに手を突つっ込こんだ。雨に濡ぬれて、ベトベトして気持ち悪いとか思ってた上着は、乾いてパリパリし始めていた。今にして思えば、コレってオレの血だったのか。

　フェイクレザーの安そうなウォレットを取り出して開く。野の口ぐち英ひで世よさんが四人ほどおられる。小銭入れるポケットには百円が四枚……足りるか？　情報屋の相場なんてわかんねーんだが……笑い猫さんの無表情な顔を一いち瞥べつしてから、画面へと視線を戻せば、すでにレスは打ち込まれていた。

『笑い猫　＞＞　安心しろｗｗｗ学生のはした金なんかアテにしてねーおｗｗｗｗ代わりに体で払ってもらうんでｗｗｗｗｗよろしくｗｗｗｗ』

「かっ、体で!?」

　オレは思わず半身、自分を庇かばうように両手で抱だいた。いやまあ、パッと見み可愛かわいい娘だし、それだとむしろ嬉うれしいっつーのはあるが……いや、でもオレ死ぬんだよな!?　そういうコトしちゃうと！

　……ん？　あれ、今なんか……デジャブ？　誰だれかに口を酸っぱくして、そんなコト言われたよーな気がする。

『笑わらい猫ねこ　＞＞　お前ｗ初めてかここはｗ力ちらか抜ぬけよｗｗｗってｗちげーよｗｗｗきんもーっｗｗｗｗｗ働いて貰うって意味に決まってんだろｗｗｗ教えてやるけど一つ貸しだからなｗｗｗ覚えとけよｗｗｗ』

　言うが早いか、いや、書くが早いか、ガガガガガ、笑い猫さんのほっそりした指が、凄すさまじい速度でキーボードの上を動き始めた。

　貸し、貸しかー、まあしょうがないか……相手の目的もわからないんじゃ不安すぎる。

　タンッ！　とエンターキーと思おぼしき小気味いい音が響ひびいたんで、画面を見れば……うっわ長なげえ！　えーと、なになに……

『笑い猫　＞＞　そこの二十八ページにも名前が出てると思うがｗｗｗ【エマノン】ｗｗｗコレｗｗｗ俺おれ様の目的はコイツの正体を知ることだｗｗｗ時々この樽たる多た露ろ市に現れて意味不明な犯罪行為を繰り返してる愉快犯でなｗｗｗ車を破は壊かいしてみたりｗアパートの爆ばく破は予告を出してみたりｗｗ放火未み遂すいとかもあるｗｗｗ行動に一貫性がないｗポリもコイツを追ってるけどｗ成果はあがってないようでなｗｗｗｗまあ実は俺様にもサッパリでさｗｗｗずっと追ってたんだがｗｗｗ』

　ガガガガガ、タンッ！　はい長文おかわり。つか〝ｗ〟打ちすぎだろ、相当ウゼェんだけど。なんつーのこの感覚、目が……そう、目がウルサイ感じ！

『笑い猫　＞＞　ところが今日ｗようやくボロを出しやがったんだｗｗｗｗ女の子二人連れて全部の痕こん跡せき消すのはｗ流石さすがの【エマノン】さんでも無理だったみたいでなｗｗｗ今ｗ俺様の使つかい魔まをやって調べさせてるｗｗまだもう少し時間はかかりそうだけどｗｗｗ一度食い付いた尻しつ尾ぽはｗｗ絶対にｗｗ離ｗさｗねｗえｗぜーｗｗｗｗうぇｗｗ』

　ふーん、笑い猫さんでもわからねーのか。さっきこの町で知らないコトはねーとか自慢してたクセに……でも、オレのコトあんな、気持ち悪いぐらい知ってたしな。相手が凄すごすぎるってカンジか。

　オレはチカチカする目を一いつ旦たん画面から離し、笑い猫さんを見た。

「あの、この……使い魔って？」

『笑い猫　＞＞　あｗ知らねーかｗ魔ま術じゆつ師しがサポートの為ために呼び出すシモベのことだｗｗｗ俺様も魔術師なんだよｗｗｗ屍霊術師ネクロマンサーじゃないけどなｗｗまｗその辺は気にスンナｗｗ』

　カタタタタ、タンッ！

『笑い猫　＞＞　つーわけだｗｗｗ俺様の目的は【エマノン】の正体を探ることｗｗｗ不ふ二じ由ゆう真まｗｗｗお前はきっと高たか峰みねさんを助ける為に動くだろうと思ってたｗｗお前に情報をやれば【エマノン】を追ってくれるだろーってなｗｗそうすりゃ俺おれ様の目的も達成されるはずだったｗｗｗまさか記き憶おく喪そう失しつになってるとはｗ流石さすがの俺様でも予想できなかったぜｗｗ』

「は、はあ、なんかサーセン……」

『笑わらい猫ねこ　＞＞　いや謝られてもなｗｗｗ万ま里り王おは俺様が情報で釣つって働かせてるから良いけどｗｗｗどうするプラトーンｗｗｗお前の目的も【エマノン】だったよなｗｗｗ』

　プラトーンさんに目を向ける。ひっそりと佇たたずんでいた彼は、全すべてを隠いん蔽ぺいするフルフェイスの向こうから、オレへと視線を向けてきた。

「まあ私は一人でも追いますがね、相手の力量がわからない以上、手は多い方が良いのは確かです。それより笑い猫、私の情報を気安く彼に教えないで貰もらえませんか？」

　ゾワリッ！　鳥とり肌はだ！　プラトーンさんが唐とう突とつに放った抜ぬき身みの刃やいばみたいな気配に、オレは意味もわからず土下座したくなったが、笑い猫さんは相変わらず無表情で、カタタ……リズミカルにタイピングを続けた。

『笑い猫　＞＞　隠かくし事ばっかりじゃ信しん頼らい関係築けねっすよｗｗｗｗ』

「大きなお世話です」

　プラトーンさんがため息をついたので、少し張はり詰つめていた空気が緩ゆるんだ。

　オレはホッとしながら、自分の手元にある、自分のものとは思えない経歴書に視線を落とした。

　読んでみた限りじゃ、どーも不ふ二じ由ゆう真ま＝オレは、高たか峰みねさんって娘こにベタ惚ぼれだったっぽい。客観的に見て。それは感情を排するように淡々と書かれた文章からも、容易に読み取ることができた。ずっと一いつ緒しよにいるし、命がけで守ったりしてるし。命の恩人だからってだけじゃないよな、コレは多分。

　高峰、雪ゆき路じ、か……あの写メの娘だろうか？　オレの心を焼き続けている焦しよう燥そうは、彼女に関係しているんだろーか。今すぐ助けに走るべきなのか……ポッカリと胸に、切なく開いた穴の奥おくに、その理由は落ちているのか。

　──ヴーッ！　ヴーッ！

　物思いに耽ふけるオレを現実へと引ひき戻もどしたのは、どこかで鳴ったバイブ音だった。

　万里王サンが片手でケータイを取り出し、横顔に押し当てる。

「オゥ、どうしたァ？　おう……そうか、わかった」

　二つ三つ、短く言葉を交わせば、アッサリと通話は終了。万里王サンはそのまま首を巡めぐらせて言った。

「来たみてェだぜ、シロネクロどもが」

　やや強こわ張ばった声を受け、ガガガガガ、笑い猫さんの指が飛とび跳はねる。

　ややあって、タンッ！

『笑い猫　＞＞　うはｗｗｗｗｗｗマジだｗｗｗ』

　壁へき面めんのディスプレイ一つ、上から三列目の右から五列目が、パッと切り替わった。三階か四階ぐらいの高さから、俯ふ瞰かんで見下ろした町並み。街灯がオレンジ色に照らす車道には四台のバンが停まり、信号待ちをしている様が映し出されていた。あれがそうなのか。

　全日本シロネクロ協会。この書類によれば、高たか峰みねさんやオレとは一応協力関係にあったみたいだが、以前捕つかまりかけてたりと、なかなか複雑な間あいだ柄がらっぽい……

「ど、どど、ど！」

　オレがオロオロしていると、万ま里り王おサンが言いたかった言葉を続けた。

「どォしますか？　ヤッときます？」

　ちょっと物ぶつ騒そうな一言が付け足されてるけど。

　プラトーンさんはヘルメットに包まれた頭を振った。

「さっきは不意打ちで、しかも敗走後の混乱を突いたからなんとかなりましたがね。あちらから来たということは、今度は準備万ばん端たん、きちんと整えているでしょう。真っ向からやり合うのはうまくありません……逃げの一手ですね」

　カタタタ、タンッ！

『笑わらい猫ねこ　＞＞　仕方ねーなｗｗ協力してやるから俺おれ様さまも連れてけｗｗ使つかい魔まの方もｗもう少し時間かかりそうだしなｗｗホントは部屋から出たくねーんだがｗｗ』

　なんつーか、流されてる、流されてるよオレ、激流に……

　記き憶おくがないってのは、どっかフワフワとしてて、踏ふん張ばりが利かない。植物にしてみたら根っこがないってカンジで、ヨットにしてみたらオールがないってカンジで、子どもの頃ころに味わった迷子の心細さって、大きくなると忘れるけど、あれってこんなカンジだったのかな。

　こうなる前のオレに、もし可能なら聞いてみたい。命かけるほど人を好きになるって、どんな気持ちだったんだって。

　……それってきっと、物もの凄すごく満たされることなんじゃないかって思うんだ。







「──オネーサマ……オネーサマ……！」

　片かた膝ひざを抱だいて座り込んだまま、少しウトウトしていたようだ。連日の研究と戦せん闘とうのせいで、かなり疲れが溜たまっていたらしい。芯しんから重たい頭を持ち上げれば、ほつれた髪かみが頬ほおの上を流れた。いかんいかん、寝ている場合じゃない。

　……今のは何だろう？　妙みように甲かん高だかい、小さな声が聞こえたような……

「オネーサマッ！　アア、ゴ無事デちゅカ！　心配ちテオリマちタ！」

　私は咄とつ嗟さに膝ひざ立だちになり、辺りに視線を巡めぐらせた。声の主を探す。声はすれども姿は見えない……いや、あれかな？　薄暗い牢ろう内ない、手を伸ばせば届くぐらいの場所に、拳こぶし大だいの小さな影かげがあった。モコモコしたシルエットの小動物……鼠ねずみだ。ハツカネズミだろうか。後ろ足で立ち上がり、つぶらな瞳ひとみで私をジーッと見つめている。

「……ソファイア？」

　小さく尋たずねてみれば、

「ハイ！」

　後ろ足で立つネズミは、チョコンと前足を上げて答えた。うっ……ちょっと可愛かわいい……

「貴女あなた、封ふう印いんは？」

　これが鼠ねずみのゾンビであることは、想像に難くない。おそらく魂たましいを容いれていない〝手動型〟、オーダーで人の言葉を操る器官を発達させてあるのだろう。そこまでは理解できる。不思議なのは、どうやって施し術じゆつしたのかということだ。ソファイアは封印を施ほどこされていなかったのだろうか？

「エエ、トテモ強イ術デちゅネ……出セル霊導索ラインガ短クテ、辺獄リンバスマデハトテモ届キマセンデちタ。牢ろう屋やノ隅すみニ、ネズミサンノ死し骸がいガアッタノデ、少々オ借リちタノデちゅ」

　私は舌を巻いた。相変わらず凄すごい術力だ。

　敵に勘かん付づかれてはならないので、小声で話しかける。

「連絡を取り合えるのは助かるわ……そちらはどんな状じよう況きよう？」

　鼠は鼻をヒクヒクとさせた。

「オネーサマト、ホボ同ジト思ワレマちゅ。ワタクちハ、ソチラヨリ一階下、フタ部屋ホド離レタ所ニオリマちゅ。服ハ脱ガサレ、脱出ニ役立チソウナ物ハ、何モアリマセン」

「辺りの様子は見てみた？」

　更さらに尋ねる。　私も一度、鉄格子の向こうを覗のぞいてみたが、明かりが少なすぎて何も見えなかった。風の動きから、かなり広い空間が広がっていることだけはわかった。

「ソノ部屋ヲ見ツケルマデニ、少ちダケ。通路ノ各所ニ見張リガ配置サレテイルヨウデちタ。オソラク〝すけるとん〟カト」

「なるほどね……」

　骸骨兵スケルトンはかなり低級な屍造術プラストミツクだ。ゾンビよりも手軽だが、扱あつかいが難しい。脳がないから魂を定着させづらく、臓器がないから維い持じが困難で、筋肉がないから動かすのにも一々リソースを食うのだ。おそらく手動型で、戦せん闘とう要員としてではなく、見張りとして置いてあるのだろう。まあ術者の腕次第ではそれなりに動くので、あのエマノンが操っているとすれば、油断はできないだろうが……さて、どうする？

　不ふ二じ君のことが心配で仕方ない。酷ひどい目に遭あっていないだろうか。そうでなくとも、いざとなるとかなり無茶をするから……

　私は逸はやる気持ちを抑おさえて、再び床ゆかに腰を落ち着けた。顎あごを引き思案し始めるのを、鼠がじっと見つめてくる。その姿が結構可愛いのも、やや気が散るけど……ええと……

　エマノンと交わした、短い会話を思い出してみる。

『──シロネクロ協会は敗走した〝らしい〟が──』

　自分たちの拠きよ点てんを攻めていた敵が去ったというなら、この言い方は少しおかしくないだろうか？　まるで他ひ人と事ごとのようだ。奥おくに引っ込んでいた高位の司祭級ヴオコール・クラスだというならわかるが、彼は前線に出ていた。

　……ひょっとして彼は、真の黒クローダムではない？　その予感はなんとなくあったが、より真実味を帯びてきた。

　だとするなら……ここはあの講堂ではないのかもしれない。

『──丸一日は起きないかと思っていた──』

　つまりあの時点では、少なくとも一日は経っていなかったということだろう。私たちの体にこれほど強力な封ふう印いんを施ほどこしていたのだし、移動に使える時間はそう多くなかったはずだ。であるなら、町からはそれほど離れていないと思われる。気絶した私たちを連れて、公共の交通機関を利用できたとは考え難い。

　見込みはあるか……やってみよう。長々と考えていても仕方がない。早く戻もどらなくては。不ふ二じ君のところに。それが、今の私がすべきことだ。

　沈ちん思し黙もつ考こうの末、私は口を開いた。

「──その鼠ねずみを強化して、牢ろうを破ることは出来ないかしら？　もう試してみた？」

「イイエ、先ズハオネーサマヲ探ソウト思イマちテ。アマリ強化率ノ高イおーだーニハ、コノ子ノ体ガ耐たエラレナイデショウガ……ヤッテミマちゅネ」

　こんなときでも、私を第一に考えてくれる。出来た妹。自分だってそんなに余よ裕ゆうはないだろうに。ルビウスの裏切りが、気になっていないわけはないだろう。その真相を知るためにも、早く外に出なければ。

　……不二君、待ってて。どうか無事でいて。

「オーダー、ここまで届く？」

　霊導索ラインはよくゴムに例たとえられる。一度繋つなげばかなり伸びるが、繋ぐときはそれほど遠くまで飛ばないのだ。物体は透とう過かするから、視線さえ通っていれば、障害物は問題にならない。今のソファイアには鼠の感覚がある。

「ハイ、距離ハソレホド離レテイナイマセンノデ」

　その言葉を証明するように、石の床ゆかからスッと斜ななめに光の糸が生えてくると、鼠へと接続した。この先にソファイアがいるのだろう。

「──ぢゅううっ！」

　鼠は一声鳴くと、モリモリと一回りほど大きくなった。心なしか顔つきも精せい悍かんになった気がする。これなら猫ねこだって簡単に叩たたきのめしそうだ。

「ソレデハ、少々オ待ち下サイ！」

　鼠は尻しつ尾ぽを翻ひるがえし、サッと身を躍おどらせると、鉄格子へと噛かみ付ついた。

　コリ、コリコリコリコリ……鼠ねずみが歯を立てる小さな音が響ひびく中、私はぎゅっと両りよう膝ひざを抱だき、暴れ出しそうな心を押さえ込んで、じっと待つ。かなり時間が掛かりそうだが、今は任せるしかない。

　一秒が、一日のように感じられる。どれほど苦痛に慣れていても、もどかしい気持ちは抑おさえようがなかった。とりわけそれが、自分以外の誰だれかに起因する場合は。







　　五　上手ジヨーズ！　復習編







　部屋を出たオレたちは、急いで車に乗り込むと、消防士さんたちの緊きん急きゆう出動ばりの勢いで、ギャギャギャッと発進した。

　来たときとは別の車。ゴツくてシブいオフロード車。アパートの裏に停めてあったヤツで、笑わらい猫ねこさんのだそうだ。彼女のキャラにはどーも合わないが、結構カッコイイなと思う。ゴツい車って男のコだよな……って、しまった！　さっきもらったエロ本向こうの車に置きっぱじゃねーか！　クッソ、もったいねえコトした……

　運転手には万ま里り王おサン、助手席にプラトーンさん。後部座席に笑い猫さんとオレ、それぞれ右側と左側だ。

　笑い猫さんはさすがにＴシャツ短パン姿ではなく、出るときにロングスカートをはいてコートを羽織り、マフラーを巻いた。ヘッドフォンは変わらず着用。合わせた膝ひざの上にノーパソ置いてズダダダダ、ずっと忙せわしなくキーボードを演奏している。酔よわないんだろーか。

　ちなみにオレの服装は、血だらけの服で動き回るのは問題があるってんで、笑い猫さんのジャージを借りた。ちょっとピッチリしてるが、着られなくもない。貧相なボディしてるよな、不ふ二じ由ゆう真ま君は。おかげで服に困らないが。

　ダッシュボードの真ん中に液えき晶しようディスプレイがあって、地図が表示されてるから最初カーナビかと思ったけど、ひょっとしたらアレＰＣの画面なのかな？　原理はよくわかんねーけど、地図の下に笑い猫さんの『次を右なｗｗｗ』とか、『いや待てｗそれだと追い込まれるわｗやっぱ真っ直ぐｗｗ』とかの指示が表示されるんで、万里王サンはそれに従って、夜の町に車を走らせていく。大通りを走り、入り組んだ裏路地を抜ぬけ、高こう架か線せんを潜くぐって。

　車しや載さいのデジタル時計を見れば、午前三時を回っていた。健全な高校生ならとっくに寝てる時間だろうが、オレはゾンビらしいからな。ゾンビなら、そりゃ夜型だろう。雨あま粒つぶがパチパチとフロントガラスを叩たたいている。

「──まだかよ？　おう、早くしろよ」

　うへえ、万里王サン、かなりイラついてんな……まあ気持ちはわかる。笑い猫さん情報によれば、追っ手はすぐそこまで来てるらしい。

　返答まではしばらく間があった。

『笑い猫　＞＞　おｋｋｗｗ次の通り右折よろｗｗそれで振り切れるハズｗｗ』

　万里王サンが、舌打ちと共にハンドルを切る。

　またしばらく間があって、

『笑わらい猫ねこ　＞＞　よっしゃー成功ｗｗ奴やつら左に曲がったわｗｗｗこれでしばらく大だい丈じよう夫ぶだろｗｗｗやばい俺おれ様さまｗさすが天才ｗｗｗｗｗ』

　張はり詰つめていた車内の空気が、ユルッと弛し緩かんした。

「やンならもっと早くやれや、仕事が遅ェんだよ」

　万ま里り王おサンが悪態をつけば、タタタタタタッ！　笑い猫さんの指が物もの凄すごい勢いで動き、ああ、反論打ち込んでるんだろうなーと思ったら、案の定長文がドン。

『笑い猫　＞＞　ねーわｗｗｗ俺様【超！】仕事してたってのｗｗｗお前みたいな【アルティメット筋肉バカ】に言ってもしょうがないだろうけどｗｗｗｗいいかｗｗ問題だったのはｗ奴らがどうやってこっちを捕ほ捉そくしてるかだｗｗ最初は嗅きゆう覚かく増強系オーダーかと思ったけどｗ雨だから効果薄いだろうしｗｗ町のカメラは俺様が把は握あくしてるしｗｗんで色々調べたら【オルセン・テクニカル社】これｗｗシロネクロ協会の傘さん下かｗ天あめ水み戸とグループ所属のｗ商業衛星サービス企業だｗｗｗ奴らモルニヤ軌き道どう上じようの人工衛星からこっちを監視してたんだよ【な、なんだってー！】ｗｗそっから突とつ貫かん作業で偽にせの映像作ってｗ差し込んでやったｗｗｗ正直金貰もらいたいレベルの仕事ｗｗ我ながら頑がん張ばったｗｗｗほめてｗｗｗ』

「ス、スゲェっす、笑い猫さん！　パネェ！」

　よくワカランけど、人工衛星とか話の規模がデカイ！　映画みてえ！

『笑い猫　＞＞　うはｗｗｗもっとほめてｗｗｗ』

「御苦労様です」

　プラトーンさんが続けて一言。

『笑い猫　＞＞　おｋ満足ｗｗｗんじゃ向かってくれｗｗ状じよう況きように応じて映像作らなきゃいかんからｗ俺様は忙しいｗｗ話しかけんなよｗｗ』

　背中を丸めて、ノーパソとの対話に耽たん溺できし始める笑い猫さん。

「──あァクソッ……なんで俺が、こんな事しなきゃなんねェんだよォ！」

　怒ど声せいと共に、万里王サンがハンドルを切った。ズギャギャ、苛いら立だちをそのまま叩たたきつけるような乱暴なコーナーリングに、横Ｇがかかって体が傾かたむき、オレはムギュウとドアに押し付けられる。

　……って、うわあ、コテンと転がってきた笑い猫さんの頭が、丁度オレの膝ひざの上に乗って、膝ひざ枕まくら状態に！　笑い猫さんはそのまま仰向けになると、腹の上にズルリとノーパソを引き上げて、タタタタ、タン。

『笑い猫　＞＞　【聖せい杯はいの情報】』

「ワカッてるっつーの、一々ウルセェわ！　良いかオイ、ガセだったらテメェ覚かく悟ごしとけよ、鼻の穴に突っ込むからな、割わり箸ばしを。それか、バットをよォ！」

　い、いや、バットは入らないッスよ、ゴクリ……裂さけちゃう！

　さっき読んだ書類には、万里王サンのコトもチラリと書かれていた。死んだ妹さんを蘇よみがえらせる為ために色々と探してて、オレの中に眠ってるらしいネクロノミコンにも目をつけてるとか。聖せい杯はいってのも、その関係っぽい。

　万ま里り王おサンの脅おどしには無反応で、笑わらい猫ねこさんはそのままカタカタやってる。ノーパソの画面には無数のブラウザが開き、目まぐるしく開いたり閉じたりしている。何やってんのかシロートのオレにはさっぱりだ。

　そのまましばらく待ってから、オレはおずおずと声をかけた。

「あ、あのー……笑い猫さん、起きねーんスか？」

　画面の隅すみにウィンドウが開き、文字が打ち込まれた。

『笑い猫　＞＞　俺おれ様さまｗ腹筋ないからｗｗ起き上がるの面めん倒どうｗｗｗ万里王の運転荒あらいしｗこのままで良いわｗｗｗあと話しかけんな気が散るｗｗｗ』

　と、笑い猫さんはヘッドフォンを耳にかけ、一人だけの世界インナー・スペースへ……

　……うわー、落ちつかねー！　この体勢、右手の置き場に困るんだよ。そのまま下ろしちゃうとダイレクトにおっぱいに……でもスゲー集中してるっぽいし、ひょっとして揉もんでも気づかないんじゃねーか……いやいやいや、それはヤバいって！　道徳的にもだし、なによりオレってエロいコトすると死ぬらしいし。いくら揉めるほど大きくないと言っても、おっぱいはおっぱいだ。おっぱい皆平等……うあっ!?　笑い猫さん両りよう膝ひざ立だててるから、スカートが捲まくれて突発性エロスが！　ぐぬぬ！

　……とまあそんなカンジで、オレが身を強こわ張ばらせたり、錯さく乱らんしたりしてるうちに、車は行きと別の橋を渡って川を越えた。窓の外、雨に煙けむる風景は、ちょっと煤すすけた町並みから一転、閑かん静せいな住宅街になった。

「──此こ処こですね」

　プラトーンさんが言って、路地の隅に車が停まった。

「狭せめェし一方通行イツツーだから、長く停めてらんねェぞ。早ェトコ行って来いや」

　まだ不ふ機き嫌げんそうな万里王サンが、タバコに火を点つけながら言う。

「う、ウス……」

　オレは片手でドアを開き、なにか大事な局面なのか、物もの凄すごい集中力でキーボードを叩たたいている笑い猫さんの頭をそっと持ち上げて両りよう脚あしを抜ぬくと、車から降りた。住宅街は寝静まっている……うー、さみーな！

　バタンとドアを閉め、振り向いて目の前の建物を見上げた。なんの変へん哲てつもない二階建ての一軒家だ。明かりは一つもついておらず、冷えた雰ふん囲い気きを纏まとって雨あま粒つぶを受けている。表札には〝不ふ二じ〟とあった。ココがオレん家ちか……なんか、フツーだな。

　笑い猫さんの使つかい魔まとやらが戻もどるのにまだ少しかかりそうだから、その間にオレの記き憶おくを取り戻すため、オレに縁深いトコを巡めぐろうって話になったんだ。笑い猫さんの発案で。プラトーンさんは何も言わなかったが、万里王サンは良い顔しなかった。

『何で俺おれがエロゾンビの為ために動かなきゃなんねェんだよ！』

　とかって、ずーっと不ふ機き嫌げん。付き合わせちゃって申し訳ない気分だ。

　せっかく着替えたばっかだし、なるべく濡ぬれたくない。タタッと小走りで家に向かった。

　建てたとき寸法ミスって土地がちょっと余ったから、無理やり庭にしときました！　ってカンジのスペースを一ひと跨またぎし、扉とびらの前に立つと、財布のコインポケットからカギを取り出した。さっき笑わらい猫ねこさんのアパートで財布開いたとき見つけたんだが、多分コイツで……ガチャリ。うん、ヤッパリナ。

　……む、なんか緊きん張ちようしてきた。ここに〝核かく心しん的てきな何か〟があるんだろうか？　自分のコトを知りたいって想いは、当然強くある。でも、ほんの少しだけ怖こわいとも思う。良いものであれ悪いものであれ、大きな変化ってのは何らかの痛みを伴ともなうモンだって、本能的に知ってる。オレが不ふ二じ由ゆう真まとしての記き憶おくを取り戻したら、今いる〝オレ〟はどうなるんだろう？

　……けどまあ、行かないって選せん択たく肢しはないわな。スーハー、深呼吸一つしてから、

「お邪じや魔ましまーす……」

　小さく声を掛け、玄げん関かんで靴くつを脱いで上がった。暗い廊ろう下かが続いている。ゾンビでも出てきそうな不気味さがあるが、よく考えるともう出てたわ。えーと、電気のスイッチは、と……あった、パチリ。

　とりあえず一階を回ってみるコトにした。リビング、ダイニング、キッチン、風ふ呂ろ場ば……内装はシンプルで機能的、新聞記者の家っぽいかな。でもその分ぬくもりがないってゆーか……いや、それは生活感がないせいか。オレ半年くらい高たか峰みねさんの家にお世話になってるらしいし。人の足が絶えた家ってのは、こんなモンかもしれない。静かな家の中には、雨の打つ音が響ひびいている。

　……にしても、いまさらながらよく考えると凄すごいなオレ、女の子二人と一いつ緒しよに暮らしてたってのは。オッパイで換かん算さんすると四つだからな。よく死ななかったよ、それがスゲーよ……って、逆に考えると、オレってひょっとしてそんなにエロくないんじゃねーか？　女の子二人と暮らして我が慢まんできたってコトは。フツーなら我慢できねーだろ、多分。

　……なんてコトを考えながら、階段を上がって二階へ。一番手前の扉を開けた。

　漫画ばかり並んだ本ほん棚だな、簡素なパイプベッド、勉強机の横にぽつんとスタンドがあって、エレアコのギターが立てかけられている。〝不二由真〟の部屋らしきその空間を見たとき、オレは、

「あ……ああ……」

　急に恐きよう怖ふに襲おそわれて立ち尽くした。いや、それはこの家に入った瞬しゆん間かんから薄々感じていたものだ。確信に至ったと言う方が正しいだろう。

　心の何ど処こかで思っていた。オレには帰るべき場所があって、オレの記憶も全部そこにあって、そこに行けば、失われた全てが再び手に入るんじゃないかと。根こん拠きよもないのに。

　ここには何もなかった。そう何も。

　初めて見る、他人の部屋だった。

　……帰ろう。今すぐ引き返そう。虚きよ無むを見るのは恐おそろしい。

　と、ドアを閉じようとする寸前、誰だれかに呼ばれた気がして手を止めた。

　何かに導かれるように、ベッドの下を覗のぞき込こむ……ん、なにかあるぞ。ズルズル、引っ張り出してみれば、それは巾きん着ちやくみたいにラッピングされた包みだった。

　こ、これは……感じるぞ、ビンビンに感じる！　アヤシサを！　大体からして、思春期の男子がベッドの下に隠かくしてるブツなんて、重要なモンに決まってる。これが不ふ二じ由ゆう真まにとっての〝核かく心しん的てきな何か〟だ！

　オレはドキドキしながら、紐ひもをシュルルと開いて中を見た。不二由真という男がどんなヤツか、ついにわかるのか……

　……ん、なんだ？　小さな布切れ？　両手でつまんで開いてみる……

「こっ、これわあ!!」

　ランジェリー！　基本は白で、黒いステッチと精せい緻ちな刺し繍しゆうが施ほどこされた、豪ごう奢しやにして格調高く、気品に溢あふれたランジェリーだ！　ただエロいというだけではなく、まるで宝石のようで、スゲー美しいぜ……

　って、なんでだあっ!?

　なんでランジェリーが〝不二由真〟の部屋に？　趣しゆ味みか、趣味なのか？　だとしたら変態過ぎでしょ……いや、これはどう見てもプレゼント用だ。自分用ってより遥はるかにマシだが……でもさあ、誰かに下着をプレゼントするって、もう結構レベル高くない!?

　と、まだ何か入ってるぞ、これは……メッセージ・カード？




『高たか峰みねへ

　メリー・クリスマス！

　口に出して言うのはなかなか恥ずかしいんで、こういう形でしか伝えられないけど。

　いつも、本当にありがとう。

　日ひ頃ごろの感謝をこめて、これを贈ります。きっと似合うと思う』

　……なあにこれえ!?　ナニちょっと感動モノっぽくしようとしてんだコイツ！　中身コレだぞ、コレ……って、アレ、ない？　ドコいった？

　……うおっ!?　なんか息苦しいと思ったら、オレ被かぶってた！　い、いつの間に……ああ、そういえばさっき手紙に持ち替えたとき、ごく自然に流れるような動きでスポッとやったような記き憶おくが薄っすらと……い、いや、コレは違うんだ、手が勝手に！　うわあ、なんだよ、なんなんだ!?　オレってなんなんだ！

[image: ]

　来たときよりも、ある意味もっと自分がわからなくなりつつ、フラフラと部屋を後にする。他は見ても意味がないだろう。

　……と、家を出る寸前、ハッと気づいて頭に被かぶったランジェリーをむしり取った。あ、あっぶねえ！　ど、どーするよコレ……とりあえずポケットに入れとくか。ギュム。

「──何か見つかりましたか？」

　オレが車に駆かけ寄よると、助手席の窓が少し開き、プラトーンさんが声をかけてきた。

「え、ええっと……見つかったよーな、見つかんなかったよーな……」

　下着を見つけて、知らないうちにそれを被ってたんだ……とか、ちょっと上手い言い方が見つからないので、お茶を濁にごす。

　うーん、結局オレって、高たか峰みねさんと付き合ってたんだろうか？　クリスマスに下着をプレゼントするような間あいだ柄がらだったよーだが、それって客観的に見て、かなり深い関係だよなあ……

「おゥ早く乗れや、次行くぞ次ィ」

「え、あ、ハイ！」

　万ま里り王おサンの声を受け、慌あわてて後部座席に乗り込むと、ぼすっ！　寝ね転ころがってた笑わらい猫ねこさんがまたオレの膝ひざに頭を乗せてきた。

「えちょ、あの……もしもし？」

　カタカタカタ、無言。あくまで寝転がりたいようだ。あー、こういうトコ、確かに猫っぽいかも、この人。

　そのまま車は発進、オレにゆかりがあるという場所を次々に巡めぐっていった。

　いきつけだというドラッグストアに、駅前のスーパー、カラオケ屋……うーん、正直どこもパッとしなかった。この時間だからどこもやってないし、中に入れないからなのかもしれないが、オレの記き憶おくに訴うつたえかけてくるような感覚はなかった。

　次はオレの通ってる学校に行くんだという。その途と中ちゆうでオレは口を開いた。

「──あのー、万ま里り王おサン、プラトーンさん、ちょっと訊ききたいんスけど……」

「何だ？　便所かァ？」

「ええ、どうぞ。お答えできる範囲内なら」

「二人は、前のオレのコト知ってンスよね？　どんなヤツだったンスか？」

　やっぱ知ってる人に聞くのがイイんじゃねーかと思ったワケ。

「気に食わねェ奴やつだったぜ。俺おれとは全然合わねェな。趣しゆ味みも性格も考え方も、何もかも。どうしようもねェ甘ったれで、いつもヘラヘラしてるような奴でな。馬鹿で臆おく病びようモンのくせに、たまーに根性あるとこ見せやがってよ、そこがまたムカつくんだわ。わかるか？」

　万里王サンの返答には、遠えん慮りよの欠片かけらもなかった。

「あーそりゃムカつきますよねー、わかります！」

　オレがコクコク頷うなずくと、ジロッと睨にらまれた。

「テメェのことだぞ」

　そーでした……

「まあ、私とも相あい容いれませんでしたね。何と言うか、理り屈くつが通じないんですよ。普ふ通つうの人間が大事だと思うはずの色々なもの、例えば自分の命や、プライド……そうしたものより、男性的な欲望に忠実な方でした。まあ……不思議な青年でしたよ」

　と、プラトーンさん。

　つまり統合すると〝不ふ二じ由ゆう真ま〟は『甘ったれで馬鹿で臆おく病びよう者もので、理り屈くつ抜ぬきでエロいヤツ』か……なんだろう、オレ記憶取り戻さない方がいいよーな気が……

　自分が果たしてどんなヤツだったのか、悩み続けるオレを他よ所そに車は進み、目的地へと到とう着ちやくした。

　比ひ良ら坂さか高校。

　校舎は真新しく、グラウンドは広い。プールとか施し設せつも充実してるっぽい。私立だからか、結構金があるんだな。立派な校門は当然閉まってる。

　宿直の先生とか居るだろうし、防犯もしっかりしてるだろうから、車内から眺ながめるだけにしとけと、笑わらい猫ねこさんに言われた。いや言われてないな、書かれた。騒さわぎを起こして、シロネクロ協会に見つかったらヤベェからだ。

　校門前に停まった車の窓から、雨に沈しずむ校舎を眺める。オレはここに通って楽しい学校生活スクール・ライフを満まん喫きつしてたんだろうか。ダチとバカやったり、テストに頭を悩ませたり、ひょっとして、恋愛したり……うーん、思い出せねーな……グラウンドの端はしにある建物、あれがチャペルっぽい。オレは今年の夏、あそこで死闘を繰り広げたそうだが……

　……あ……

　なにかが……なんだ？　頭に……何かがよぎる。

　これは……笑顔？　まるで聖堂絵画のような、神々しい笑顔……それは燐りん光こうを帯びてぼやけていたが、なんとなくあのケータイの娘のように見えた。

　君……君は、誰だれだ……

　……高たか峰みねさん……なの、か？

　目を逸そらせないまま、どれほどそうして固まっていただろう、

「──おゥ、まだかよ？」

　万ま里り王おサンの言葉で、現実へと帰還した。

「あ……はい、いえ……」

　一いつ瞬しゆんのヴィジョンは遠く去り、オレの心は再び焦しよう土どのような空くう漠ばく。でも、あの笑顔が確かにあったという感覚だけが、じんわりと残っている。

「……サーセン、もう大だい丈じよう夫ぶッス」

「んじゃ次だ次ィ、どこだよ、猫ねこ？」

　万里王サンはタバコをギュムッと押し消すと、車をゆるゆる発進させながら言った。ずっとオレの膝ひざ枕まくらで寝ね転ころがってる笑わらい猫ねこさん、今は危地を脱だつしたのか、ヘッドフォンは外してある。カタタタ……

『笑い猫　＞＞　おｋｗｗｗファニーパークよろｗｗｗ』

　ファニーパークって、確かオレが最初に死んだっていう遊園地だっけ。

「あのー……高峰さんの家って、行って貰もらえませんか？」

　言葉は口をついて出た。

　流されるばかりだった心に、ようやく芽生えた感情。高峰さんに会いたい。確かめたい。彼女が今居ないのなら、その痕こん跡せきだけでも。残のこり香がだけでも。

　何もかも、借り物みたいに思えていた。現実感がなくて。大きな舞ぶ台たいの上にいるようで、そのくせオレには何の役やく柄がらも割り当てられていない、そんな途と方ほうに暮れるカンジ。その中で、やっと鼓こ動どうめいたものを覚えた。手放したくなかった。

　慕ぼ情じよう？　違う。こんな利己的な感情を、美しい名前で呼びたくない。ただオレは知りたいだけなんだ。利己的な衝しよう動どうに過ぎない。

「──あァ？　あそこは駄だ目めだ」

　と、万里王サン。

「え、な、なんでッスか？」

　オレが問い返せば、答えはプラトーンさんがくれた。

「一言で言うと危ないんですよ。笑わらい猫ねこ、説明してあげて下さい」

　要よう請せいを受けて、笑い猫さんはカタタ、軽くキーボードを操作すると、オレに画面を見せてきた。テキストファイルだった。

『高峰家の結けつ界かいについて──

　高峰家の周囲およそ二キロ半径には、高たか峰みね雪ゆき路じの父親であり、天才と呼ばれた屍霊術師ネクロマンサー、高峰銀ぎん河がによって張られた結界が残されている。害意を持つ者は近づくだけで嘔おう吐と、発熱などの体調不良が出始め、無理に侵しん入にゆうすれば死に至る。術の構成はおろか、敵味方、魔ま術じゆつ師しとそれ以外など、侵入者の区別をどうつけているのかすら知る者はいない。その完成度の高さから【現代魔術の奇き跡せき】と称しようされており……』

　オレが必死に読んでいると、プラトーンさんが言った。

「貴方あなたはまあ、暮らしていたんだし平気でしょうが、我々は引っかかるでしょうね」

　まだ途と中ちゆうだったけど、テキストファイルが消され、カタカタ……

『笑い猫　＞＞　まあ結構外れの方だから時間食うってのもあるｗｗ近くまで行ってお前だけ下ろしてやるのは可能だけどなｗｗあそこに逃げ込まれたら手が出せないしｗｗ万ま里り王おとプラトーンからしたらｗｗ許すわけにはいかんだろｗｗｗ』

「いやいやいや、そんな、戻もどって来ますって！」

「黙だまれや、信じられるかよ、んな口約束が」

　万里王サンがオレの言葉を切って捨てる。うう、信用ねえなあオレ……まあ当然か。『甘ったれで馬鹿で臆おく病びよう者もので、理り屈くつ抜ぬきでエロいヤツ』だしな……

　会話が途と切ぎれた。静せい寂じやくを乗せて車は走る。また忙しくなってきたのか、笑い猫さんは再びヘッドフォン着用で、キーボードを叩たたいている、その音だけが車内を満たす。夜通し降り続くかと思われた雨は、少しずつ勢いを弱めてきた。

「──あのー」

　オレは再び口を開いた。

「高峰ン家ちなら行かねェぞ」

　万里王サンにドスリと釘くぎを刺さされる。

「い、いや、違くて……ハラ、減りません？」

「はァ？」

「オレもうさっきから、腹がグーグー鳴ってて……」

「緊きん張ちよう感かんがねェなテメェは！　それくらい我が慢まんしやがれ！」

　あ、万里王サンまたちょっとイライラし始めてんな。クッ、耐たえるしかないのか……とか思ってたら、意外にもプラトーンさんから助け舟が。

「そう言えば、私も少々お腹が空きました。万里王、コンビニがあったら止めて下さい」

「ウィース」

　おお、さすがプラトーンさん、鶴つるの一声だぜ！

　ほどなくして、ビルの一階にあるタイプのコンビニを発見。専用の駐ちゆう車しや場じようは見当たらず、車道を隔へだてた反対側の路肩に停車した。と同時に、

「アンパンと牛乳をお願いします」

「コーラ五本と、フランクフルト十本」

　プラトーンさん、万ま里り王おサンが口々に言う。

「え、オレが行くんスか？」

「文句あんのか？」

　万里王サンがギロッ！

「ぜ、全然ないッス……」

　今、この車内でのオレの立場を例たとえるなら、サバンナだったら下草、大おお海うな原ばらだったらプランクトンだ。つまり、ヒエラルキーの最底辺ってコト。

「っと、笑わらい猫ねこさん、なんか要ります？」

　返事はなかった。なんか鬼き気き迫る勢いでガガガガッとノーパソ叩たたいてる。いつの間にか修しゆ羅ら場ばっぽい。邪じや魔ましたら悪いか。

　そーっと笑い猫さんの頭の下から足を抜ぬいて、外に出る。雨に湿しめった外気の冷たさに身み震ぶるいしながら横断歩道をそそくさと渡り、コンビニに駆かけ込こむ。店の中、あったかいナリィ……寒かった反動で、頰ほおがカカッと熱くなった。

　買い物カゴを手に取り、言いつけられたモノをドサドサと入れていく。自分用はマヨネーズ系のおにぎりを二つと、五百ミリペットボトルのお茶。

　……あ、そういや、笑い猫さんも腹減ってねーのかな？　ちょっと余分に買ってくか。財布の中の野の口ぐち先生と相談しながら、色々と買い込んだ。

　で、最後の会計んときに、店員のニーチャンに声をかけて、レジ隣となりのガラスケースからフランクフルトを十本……って、万里王サン一人で食うのかなーコレ。どんだけ肉食なんだよ。

「──あざーしたー」

　店員のニーチャンの眠たそうな声を背に店を出る。パンパンのビニール袋ぶくろ両手に、赤く滲にじむハザードランプへと駆け出そうとしたとき、目の前の歩道を、大型犬を連れた人ひと影かげが横切った。トトッ、人影はそのまま急ブレーキをかけると、オレをクルリと向き直った。

「あれえ、ユマっち!?」

　それが自分のあだ名だと気づくには、ちょっと時間がかかった。

　ポカンとして相手を眺ながめる。ダウンジャケットにマフラー姿の、背の高い女の子だった。キリリとした美人だ。快活そうな目は、今は丸く見開かれている。片手に傘かさをさし、もう片手に犬のリード。レインコートを着た犬はハッハッハと白い息を吐きながら、人ひと懐なつっこそうな顔でオレを見上げてくる。

「ちょ、どーしたん？　こんな朝早くに」

　尋たずねられてオレはビクッ！

「え、いや、えと……か、買い出し？」

「ユマっちの家って馬流原バルハラでしょ？　こんな遠くまでわざわざ？」

　不思議そうな顔の女の子を前に、オレは焦あせりまくる。誰だれだ？　いや、多分友だちだろうな。クラスメイトか？　どーしよ、記き憶おく喪そう失しつとか言っちゃって平気だろうか……いや、それはなんかヤバい気がする。ピストル撃うったり、手しゆ榴りゆう弾だん投げたりする世界と、この娘このまとう雰ふん囲い気きはあまりにかけ離れていた。

「え、なにその顔、聞いちゃマズいコトだった？」

「いや、んーなコトはねーけど……えと、大おお塚つかさん？」

　ギュイーン、脳みそフル稼か動どう。笑わらい猫ねこレポートにあった〝不ふ二じ由ゆう真ま〟の交友関係から予測して呼んでみると、女の子はたじろいだ。

「い、いきなり他人行ぎよう儀ぎっすねー、不二さん」

　クッ、距離感が摑つかめねえ！　ゾンビだのネクロマンサーだの、ショッキングな内容が盛りだくさんすぎて、あんまり他のコト覚えてないんだよな、えーと……大塚、大塚、確か名前は桜だったか。大塚桜。じゃあ呼び方は桜ちゃん？　いや違う、もっと別の……そうだ、ヅカだ！　あーそっか、この娘がヅカなのか！

「えと、そうそう、なんか眠れなくってさー、散歩してたらついつい」

　どうだッ、この言い訳は！

「え、歩いて来たの!?　雨降ってるし寒いのに！」

　うっ、いまいち不自然だったか？　ヤバイ、このままじゃそのうちボロが出そう……いや、待てよ……それも良いのかなと、チラリと思った。

　よく考えれば、ゾンビだのネクロマンシーだの、あまりに異常じゃないか。あの車に戻もどるってのは、そんな異常な世界に戻るってコトだ。

　オレがこの場で記憶喪失だと言えば……どうなる？　冗じよう談だんだと鼻で笑われるのがオチか。でも必死に説明すれば、信じてくれるかもしれない。事件性があるならケーサツに行って事情を話し、それから病院に通って、記憶喪失はゆっくり治す……それがフツーじゃないか？

「──ん、まーいーや。アタシ、モモの散歩あるから行くけど。うち寄って、何かあったかいモンでも飲んでく？」

「い、いや……もう帰るから」

「そ。んじゃ、またね。風か邪ぜひくなよー」

　大塚さんは笑うと、シュルリと自分のマフラーを取った。オレの首にフワリ。

　心の堰せきを崩こわすようなそのぬくもりに、言葉が口から滑すべり出だした。

「あ、あのさ……オレってどんなヤツだった？」

「へ？」

　返しかけた踵きびすを止める大おお塚つかさん。

「オレ今、自分のコトがよくわからなくてさ……キミの目から見て、オレってどういう人間だった？　学校とかで」

「キ、キミときたか……うーん、ユマっちは、そうねー、まあ一見バカみたいなんだけど、一言で言うと……バカ？」

「やっぱりバカなんだオレ！」

　頭の上にガーンと出ているであろうオレの顔を見ると、大塚さんは慌あわてた。

「いや、良い意味で！　良い意味でね！」

　バカに良よし悪あしとか、あるんですかねえ……

「なんてゆーかな、あんまし物事深く考えないタイプでさ。ちょっと空気読まないトコあるけど、それが不思議と嫌いやじゃないのよ。ウジウジとかカリカリとか全然しないし。変なヤツだけど、付き合ってて気楽よ、アタシはね……って、どーしたのよ、悩み事でもあんの？」

　……言いたい。全部ぶちまけたい。その衝しよう動どうを水際で抑おさえているのは、この娘こを巻き込んじゃいけないという思いだ。そんなコトをすれば、向こうの車に乗ってるおっかない人たちが、どうするかわからないからだ。それとあの、光にかすんだ誰だれかの笑顔。なんだかあの笑顔が遠のく気がして、言葉は声にならない。夜は暗くて怖こわいけど、暗くなければ星は見えない。

「……ひょっとして、高たか峰みねさんと何かあった？」

　遠えん慮りよがちに聞いてくる。

「い、いや、何もねーけどさ……オレって、高峰さんのコト、好きだったのかな？　わかんねーんだ、もう……」

　少し間があって──バチーン！　思い切り肩を叩たたかれた。いてえっ!?　なんだ！

「そーゆーの、らしくないって言ったじゃん！　いい？　アンタはね、高峰さんのコトがむちゃくちゃ好きなのよ！　ハタから見てて丸わかりよ。気がつくと一いつ緒しよに居てさ。高峰さんって、普ふ段だんあんまり笑わないの。そういうの、最初好きじゃなかった。何不幸ぶってんだって思ったわ。でも付き合ってみてわかった。あの人のそれは、多分そーゆーのじゃなくて、何かあんのよ、ちゃんと理由が。それで好きになったの。不器用で頑がん張ばってる人、アタシ好きだから。そんな高峰さんが、アンタと居ると笑ってるのよ……だから、元気出しな？」

　機き関かん銃じゆうのように喋ると、大塚さんは踵を返した。

「ごめんねモモ、お待たせ、行こう」

　ワンと一声鳴くと、大人しく待っていた犬も走り出す。

「あ、おい……」

　オレが思わず声をかけると、大塚さんは離れてクルリと一度振り返った。両足でステップを踏ふみながら。笑顔が夜を照らす。

「泣きたくなったらアタシの胸を貸してやるよ！　貸すほどねーけどな！　アハハ」

　タッタッタ、そのまま走り去っていく。

　大おお塚つかさんがいなくなれば、冬の寒さが染しみ込こんでくるようだった。急いで車に戻ると、頼たのまれていたものを渡した。

「──御学友と話をされていたようですね」

　と、プラトーンさん。

「あっと、ちょっと挨あい拶さつを……」

「おいテメェ、これ若じやつ干かん冷めてんじゃねーか、おつかいも満足にできねェのか！」

　と、万ま里り王おサン。

「さ、サーセン！　で、でもほら、コーラは冷えてますから！」

「ったくよォ、マジに役立たずだなテメェはよ！」

　悪態をスタート・シグナルにするように、車は再び走り出した。片手でハンドルを操りながら、ムシャムシャと次々にフランクフルトを貪むさぼる万里王サン。その食いっぷりは野生的だった。妙みように似合っている。

　と、また笑わらい猫ねこさんの頭が、ドサリとオレの太ふと腿ももに落下してきた。その肩をトントン、軽く叩たたいてみる。今はそれほど忙しくなさそうだったから。

　無表情な目が見上げてくるのに、手元の袋ふくろからお菓か子しを取り出して見せた。ビスケットにチョコレートがかかったヤツだ。

「あの、これ、よかったら食べません？」

　オレが言うと、笑い猫さんはジッ……とオレを見てから、おもむろにパクッと口を開いた。ああ、食べさせろってコトか。バリバリと包みを開いてから、お菓子を一つ投げ込んだ。ボリッボリッボリッ……カタカタ！

『笑い猫　＞＞　ウマーｗｗｗでもなんでだｗｗ俺おれ様さま頼んでないぞｗｗ』

「あーいや、頭使ってるみたいだから、甘いモン要るかなーって。色々と手え貸して貰もらってんだし、恩返しっつーか、感謝の気持ちっていうか、まあこれぐらい当然っつーか……あ、お腹減ってたらおにぎりも余分に買ってあるんで、言って下さい」

『笑い猫　＞＞　ｗｗｗｗおまｗｗｗｗ別に感謝とか要らねーしｗｗｗｗ俺様は俺様の目的の為ためにやってんだからｗｗｗｗ』

　なんか、万里王サンも似たようなコト言ってたな。

「でも、感謝の気持ちって、なんつーか、自然と湧わいちゃうモンじゃねーすか？　ああ、ありがてえ、ありがてえなあーって」

　……そういえば、誰だれかオレの為に、ずっと頑がん張ばってくれた人が居たような気がした。その人もこんな風に、自分の為にやってるだけだって、しょっちゅう言ってた気がする。

『笑い猫　＞＞　ｗｗｗｗｗ変なヤツｗｗｗｗｗ』

　タイピングしながら、笑わらい猫ねこさんは再び口をパカッと開く。オレはそこにお菓か子しを放り込みながら返す。

「別にイイッスよ、変なヤツでも」

　妙みように晴れやかな気分だった。ささくれ立っていた心が少し落ち着いている。こりゃどうしたって、ヅカのおかげだろうな。

　ありがとな、ヅカ。ホントに。







　やがて雨が止むころ、闇やみに沈しずんだ遊園地が、フロントガラスの向こうに見えてきた。あれが樽たる多た露ろ市ファニーパークか。

　見たところ何の変へん哲てつもない、寂さびれた遊園地だ。冬の夜のド真ん中で見ると、季節外れの物悲しさがあった。別に遊園地って季節関係ないハズなのにな。

　車は駐ちゆう車しや場じようへと滑すべり込む。すぐ近くに券売所と入り口、遠くにはモノレールやら観覧車やらのアトラクション群が見え、それらには建築現場とかでよく目にする、鉄のカーテンっぽい外がい壁へきが取り付けられていた。取とり壊こわしが近いんだろうか。

　停車して一番最初に動いたのは、意外にも笑い猫さんだった。ジタバタし始めたんでなにかと思ったが、どうやら起き上がりたいのに腹筋がなくて難なん儀ぎしてるっぽい。オレは肩の下に右手を差し込むと、グイと起こした。笑い猫さんはそのまま手を伸ばすと、ウィーン、パワーウィンドウを開いた。雨上がりの、冷たく澄すんだ風が吹き込んでくる。

　……ん、なにか聞こえる？　ニャンニャンニャン、ミャーンミャウミャウ……釣つられて外を見たオレは、

「う、うわっ!?」

　のけぞって叫さけんじまった。

　広い駐車場には、他に車の影かげはない。その茫ぼう漠ばくとした闇の中に、ギラギラギラギラーン！　無数の野や獣じゆうっぽい眼光が車を囲んでる！　尋じん常じような数じゃねえ。あれは……

「な、なんだ、猫？　どうしてこんな……」

　近くで誰だれか、七輪でサンマでも焼いてんのか？

「笑い猫の使つかい魔まですよ。あの猫たち全部が彼女の目となり耳となり、町の情報を集めて来るのです」

　プラトーンさんが解説してくれる。マジすか！　ファンタジック！　いや、魔ま術じゆつとかあるなら別に不思議でもねーのか。

　つまり笑い猫さん、猫の言葉わかるのか？　どうもそれっぽい、鳴き声に耳を澄ませるかのようにしばらく虚こ空くうを眺ながめていたが、やがてズダダダッとタイピングを開始した。

『笑い猫　＞＞　俺おれ様さまｗ情報まとめとくんでｗｗいってらｗｗｗ』

「万ま里り王お、ついて行ってあげて下さい」

　プラトーンさんの言葉に目を剝むく万里王サン。

「はァ!?　なんで俺おれが！」

「彼の記憶が戻った場合、そのまま逃げてしまう可能性がありますからね。見張りは貴方あなたが適任でしょう」

　万里王サンは一度舌打ちをすると、そのままドアを開けて外に出た。

「おゥ、さっさとしろ、役立たず」

「あ、は、はい！」

　オレも慌あわてて続く。男二人で夜の遊園地とか、ロマンティックさの欠片かけらもねーな……いや、あったら困るわ！　そっちのがヤバイ！

　機き嫌げんの悪さをオーラとして発散している万里王サンに少しビクつきながら、二人で駐ちゆう車しや場じようを歩く。ざーっと猫ねこの海が割れていく。

　やがて入り口に辿たどり着ついたとき、

「……うっグ!?　がッ……」

　前まえ触ぶれもなく、激しい立たち眩くらみに襲おそわれた。首を思いっきり絞しめめられてから、窒ちつ息そく寸前にパッと放されるみたいな感覚。それが何度も何度も押し寄せる。爆ばく発はつしそうな頭を両手で押さえてふらつく。

「アァァァン？　どォォしたァァ？」

　半身振り向いた万里王サンの声は、変なエコーがかかって間延びしていた。

　鼓こ動どうを繰り返す世界の中で、オレの脳裏にヴィジョンが過ぎる。視界一杯に女の子の顔。ケータイの画像で見たあの顔だ。流れる涙なみだを拭ぬぐおうともせず、女の子は叫さけんだ。




『不ふ二じ君！　そんな……いや、不二君!!』




　その声がオレの頭ず蓋がい骨こつ内部に響ひびき渡わたった瞬しゆん間かん、前触れもなくやってきた光景は、同じように唐とう突とつに去ってしまう。コンニャクみたいになっていた地面は硬かたさを取とり戻もどし、立ち眩みも収まっている。

「あ、あ……！」

　オレは半ば呆ぼう然ぜんとしながら、よろよろと歩き出した。怪け訝げんそうにしている万里王サンの脇わきを過ぎ、足取りは少しずつ速くなっていく。ウェルカムと書かれた看板の掲かかげられたアーチを潜くぐる。左右には無人のブース。かつてはチケットをもぎる人が立っていただろう。

「オイッ、逃げる気か！　待てコラァ！」

　追ってくる万里王サンの声。

「そ、そんなつもりじゃ、ねーンスけど！」

　なんで自分が走ってるのか、自分でもうまく説明できなかった。飢うえて死にかけた動物がエサを見つけたとき、こんなどうしようもない衝しよう動どうを味わうんじゃないだろうか？

　やがてオレは、モノレールのレーンを支える柱の下で足を止めた。特に変わったところもない、アトラクションとアトラクションの狭はざ間ま、何もない空間。

「──ならどういうつもりだ！　勝手に動くんじゃねェ！　テメエェッコラ！」

　追いついてきた万ま里り王おサンに、ギリリッ！　片手で胸倉を絞しめ上あげられた。ドクンドクン、頭の中が脈打っている。脳が軋きしみを上げている。首が絞まってるせいじゃない。

「な、なんかオレ……ここで、スッゲー痛い思いした気が……そんな覚えが……」

　もつれる舌で呟つぶやく。

　万里王サンは周囲を見回し、ふと思い出したように、

「……ああ、此こ処こァ、俺おれがテメェらと初めて戦った場所か……って、オイ！」

　オレは摑まれた服が破れるほどの勢いで身を翻ひるがえすと、再び走り出している。万里王サンの怒ど声せいを置き去りにして。

　魚ぎよ鱗りん模様に敷しかれたタイルを蹴けり、干ひ乾からびた噴ふん水すいの脇わきを通り過ぎた。水も出ない瓶びんを担いだ人にん魚ぎよ姫ひめが、寂さびしげな視線を投げかけてくる。身を切るほど冷たいはずの夜風は、不自然なぬるみを帯び始めている……




『──鼻息、うるさい。息止めて』




　耳は、空気を震ふるわせない声を聞いていた。ウワァァンという、蚊かの羽音にも似た残ざん響きようをまといながら、遠くからやってきては、また遠くへと去っていく……




『──キミってそうとう能のう天てん気きなのね』




　どこをどう走ったのか、オレは飾かざり気けのない建物の廊ろう下かにいた。舞まい散ちる埃ほこりが、窓からの光を浮かび上がらせている。目の前には鉄製のドアがある。

　ノブを片手で摑んだとき、煮にえたぎった頭が一いつ瞬しゆんだけ冷えた。根こん拠きよはないけど確信した。きっとこの向こうには〝苦しみ〟があるに違いない。〝不ふ二じ由ゆう真ま〟が忘れたかったものが。

　躊躇ためらったのは一瞬だけで、オレは一気にノブを回すと、扉とびらを押し開けた。

　古代生物の化石に似た、がらんどうのラックが壁かべ際ぎわに並ぶ部屋。そのうちの一つに背中を預けた、ほっそりとした人ひと影かげがある。〝彼女〟はオレを一いち瞥べつすると、クールでありながら、どことなくユーモラスな口調で言った。




『──こら、ねぼすけ』
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「あ……ああっ、ああああっ！」

　オレは叫さけびながら、両腕を広げて駆かけ込こんだ。〝彼女〟に抱だきつこうとして閉じた腕は、夜の空気をかき混ぜただけだった。ガシャンとラックに肩をぶつけ、そのままズルズルと崩くずれ落おちた。

「う……うあ、ああ……ヒグッ！」

　喉のどが嗚お咽えつに詰つまる。夏の気配が遠く去れば、濡ぬれた頬ほおは痛いほどに冷たかった。いつから泣いてたんだろう。涙なみだが後から溢あふれてくる。彼女がココにいないことが、あまりにもやるせなくて、切なかった。オレの傍そばにいないことが。

「た……か……みね……」

　唇くちびるが勝手に、その名前を呟つぶやいた。画像の彼女はやっぱり、高たか峰みねさんのようだ。

　──グンッ！

　いきなり横から襟えりを掴つかまれ、無理やり立たされた。万ま里り王おサンのしかめっツラが、滲にじんだ視界一杯に広がる。

「なに泣いてんだよ？　思い出したのか？」

　オレは──こんな状じよう況きようなのに滑こつ稽けいなコトかもだが──泣き顔を見られるコトが恥ずかしくて目を逸そらした。

「わ……わかんねーッス……ひぐっう……」

　押し寄せてくる感情が大きすぎて、頭が全然働かない。〝彼女〟の笑顔が、〝彼女〟の泣き顔が、〝彼女〟の照れたような微笑ほほえみが、オレの中にバラバラに散らばっていた。組み上げる前のジグソー・パズルのように。

「ま、どっちでも良い……残念だったな、時間切れだ」

　万ま里り王おサンの声には苛いら立だちがあった。

「じ、時間切れって？　ぐすっ……」

「猫ねこから連絡が入った。シロネクロが向かって来てるそうだ。早ェトコ車戻もどんぞ」







　急いで駐ちゆう車しや場じように戻ってみれば、あれほど居た猫の群れは一匹残らず消えていた。車外にはプラトーンさんが佇たたずんでいて、オレらの姿を見止めると片手を軽く上げてきた。

「どうでしたか？」

　万里王サンは親指でオレを指し、

「ワケわかんねェすよ、コイツいきなり泣き出しやがって」

　ちょ、言わないで恥ずかしい！　まあ未だに胸が苦しくて、気い抜ぬくとポロポロ涙なみだ出そうになるけどさ……

「エロゾンビの事なんざ、どォだって良いでしょうよ。それよりシロネクロは？　早く車出さねェとマズいんじゃねェンすか」

「今のところ来ているのは一人らしいです。目的地まで追いかけて来られたら困りますし、ここらで返り討ちにしておきましょう」

「はァ、なるほど」

　と、万里王サンは車の後ろに回り込むと、後部座席と繋つながったトランクのドアを開けた。ガチャガチャと取り出すのは、手しゆ榴りゆう弾だんやらピストルやら物ぶつ騒そうな代しろ物ものだ。あんなモン積んであったのか……そこでタバコ吸ってたとか、知ってたらガクブルもんだったぜ。さすがにタバコじゃ引火しねーか？

「あ、あのー、オレはどうしたら？」

　プラトーンさんに尋たずねる。

「車内で待機していて下さい。倒したらすぐに出発しますので……と、来ましたね」

　プラトーンさんは言い残すと、駐車場の出口へと歩を進めた。車から少し遠ざかった辺りで立ち止まる。隣となりに続く万里王サンは、左手に手榴弾、右手にピストルをぶら下げた臨戦態勢だ。ただでさえ冷たい夜明け前の空気が、ヒリヒリと刺さすような迫はく力りよくを帯び始めていた。

　そして、こっちに背を向けて立つ二人の向こう、町の明かりを背負って歩いてくる人ひと影かげが。あ、あれは、見覚えがあるぞ、えと……そうだ、霧きり江えサンだ！　左手は日本刀の鞘さやを無造作に掴つかんでいる。

「やらかしてくれたな？　あんたらのお陰かげで指揮系統は大混乱中らしいぞ」

　がらんどうの駐ちゆう車しや場じように声を響ひびかせながら、霧きり江えサンは足を止めずに向かってくる。

「その割りに貴方あなた、良く見つけられましたね」

　プラトーンさんが、天気の話でもするような、気安い調子で声を投げる。

「俺おれはあまり命令を聞かないからな。大体いつも独断専行スタンド・アローンだ……さて不ふ二じ少年、待ってろよ、今助けてやるから」

「は、はあ……」

　霧江サンの言葉に困こん惑わくする。シロネクロ協会の認識じゃ、オレは悪党に誘ゆう拐かいされた、哀あわれな男子高校生ってカンジなんだろうか……まあ客観的に見ればそうなるか。でもぶっちゃけ、助けとか要らないんだが。逃げたのはオレの意志だし、酷ひどい目にあわされたワケでもない……まあ、ビルから蹴けり落おとされたりしたけど。

「貴方は早く車へ」

　プラトーンさんが背中越し、声を投げてくるのとほぼ同時、

「──『自己制圧セルフオーダー・加速アクセラレーシヨン』、左足」

　ゆるやかだった霧江サンの歩みが、いきなり加速した。コートの裾すそを夕暮れ時の影かげのように伸ばしながら、凄すさまじい速度で突とつ進しんしてくる。

「馬鹿が、吹っ飛べ！」

　万ま里り王おサンが、拳けん銃じゆうを持つ右手の指で左手の手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜ぬき、霧江サンの前方へと投げ放った。霧江サンは足を止めることなく駆かけながら、鮮あざやかに抜ばつ刀とうする。

　──キ、キンッ！　鋭するどい光が二度奔はしれば、手榴弾は四つの破片と化した。あ、あれ、爆ばく発はつしない？　身構えてたオレは肩かた透すかしを食らう。破片が地面に散らばるよりも速く、霧江サンはプラトーンさんへと接近、刀の間合いに捉とらえた瞬しゆん間かん、一いつ閃せん──

　タンッ！　プラトーンさんは迷いなく地を蹴り後退する。空いたスペースに万里王サンが滑すべり込むと、ガギンッ！　銃じゆう身しんで刀を受け止めた。ギギギッ！　鉄の悲鳴。

「クッ、テメェ……」

「その手榴弾の構造は調べた。同じ手は食わん。『自己制圧セルフオーダー・筋力増強ハイストレングス』、右腕」

　──メキメキ、ザギョッ！　霧江サンの刀が無理やり振り抜かれる。火花が散り、ピストルの銃身が斬きれて宙を舞まった。万里王サンは左手を素早く腰の後ろに回し、ズボンのベルトに挟はさんだもう一丁のピストルを取り上げると、ガンマンのようにクルリと一度回転させてから、霧江サンへとチャキ、銃じゆう口こうを向けた──ドドウ！　二発の銃じゆう声せいが響いたときには、霧江サンは既すでに後方へと跳とび去っている──

　う、うわ、始まっちまった！　オレはどっちを応おう援えんすべきなんだ？　心情的には万里王サンだが、シロネクロが情報通り正義の団体だとするなら、霧江サンか？

　……っとと、食い入るように見つめてる場合じゃねえ、とりあえず言われたとおり車に乗っとかないと。

　後部座席のドアを開けると、笑わらい猫ねこさんはまばたきもせずにズガガガガガガガ、鬼き気き迫せまる勢いでキーボードを叩たたいていた。とても話しかけられる雰ふん囲い気きじゃない。オレは挨あい拶さつせずに乗り込むとドアを閉め、ビタンと窓に張り付いて観戦を続ける。

　万ま里り王おサンと霧きり江えサンの攻こう防ぼうは、どんどん激しさを増していく。

　霧江サンの右手は順手と逆さか手てをめまぐるしく入れ替え、左手は鞘さやの位置と角度を多た彩さいに変化させる。そうして生み出される刃やいばの軌き跡せきは、四方八方に翻ひるがえって目で追うことすら難しい。

　対する万里王サンは、プラトーンさんの指先から放たれる光の糸を受けて跳はね回まわる。霧江サンの洗練された動きに比べれば雑だが、獣けものじみた力強さがある。

　廃はい園えんの駐ちゆう車しや場じように銃じゆう声せいが木霊こだまし、刃が閃ひらめいて……

　──トントン！

　いきなり肩を叩かれ、オレはギョッとして振り向いた。笑い猫さんがノーパソの画面を示し唆さしている。覗のぞき込こんでみれば、

『笑い猫　＞＞　さっきから呼んでるのにｗｗｗ気づけｗｗ』

　そのレスの前に、『笑い猫　＞＞　おーい不ふ二じ由ゆう真まｗｗ』『笑い猫　＞＞　おいｗｗこっち向けよｗｗｗ』『笑い猫　＞＞　おいってばｗｗもしもしｗｗ』とかのレスがズラリと並んでいる……ちょ、文字で呼ばれてもな！

『笑い猫　＞＞　時既すでに時間切れｗｗｗ【エマノン】の居場所までの地図はｗｗｗ車しや載さいのＰＣに入力し終わったｗｗ俺おれ様さまの仕事は終わりｗｗ後は【お前】がどうしたいかだｗｗ』

「ど、どうしたい、って？」

　交わす会話に音がないから、戦いの響ひびきが否いや応おうなしに耳に入ってくる。ギンぎゃり、がきん、ドカッ！

『笑い猫　＞＞　【エマノン】を追うかｗｗそれともバックレるかｗｗ俺様は基本ｗ無理強いはしないｗｗｗ無理やり動かしてもｗｗｗ人は必死にはならないｗｗｗ必死にならない奴やつは信用できないｗｗｗどうだ【不二由真】ｗｗ【高たか峰みね雪ゆき路じ】に会いたいかｗｗ』

　病的なまでに澄すんだ目が、オレを見つめてくる。オレはその目を見つめ返し、特に考えるでもなく、思ったコトを口にした。

「会いてーッス」

　この衝しよう動どうだけが、オレに残された最後の道しるべだ。予感がある。それこそが、バラバラのピースを繋つなぎ合あわせる接着剤であり、焦しよう土どに芽め吹ぶいた小さな新芽に注がれるべき雨水だ。

『笑い猫　＞＞　おｋｗｗならこれも教えておいてやるｗｗｗお前の記き憶おくがなぜ失われたかについての考察だｗｗｗ』

　笑い猫さんの指は、それこそ魔ま法ほうのように閃く。

『笑わらい猫ねこ　＞＞　まずｗお前の再生能力を考えればｗ外傷性のものである可能性は低いｗｗそして魔ま術じゆつが原因というのもｗまずないｗｗ現存する魔術ではｗ人の記き憶おくに干かん渉しようするのはかなり難しいからなｗｗお前ｗこないだ修学旅行に行ったときｗｗ女の子の霊れいと対話したろｗｗ』

　うん、らしいな。さっきの紙束に書いてあった……カナちゃん、だったっけ？

『笑い猫　＞＞　なぜ霊れい視しを持たないはずのお前がｗ霊と交信できたのかｗｗ俺おれ様さまはそこが不思議だったｗｗｗまあ色々説明するには時間が足りないしｗｗ結論だけ書くｗｗ【お前の肉体が辺獄リンバスと繋つながっている可能性がある】ｗｗお前の記憶を奪うばったのはｗ辺獄リンバスに居る何者かなんじゃないかってのが俺様の仮説だｗｗ覚えとけｗｗｗｗ』

　読み終えたオレの眉み間けんにはシワ、頭の上には巨きよ大だいな〝？〟が。

「えっと……スンマセン、よくわかんねッス」

『笑い猫　＞＞　うはｗｗおｋｋｗｗｗまあ妙みようなのに狙ねらわれてるかもしれないんでｗｗ気をつけろってコトｗｗｗやれやれｗｗ俺様にしてはえらくサービスしちゃったぜｗｗｗじゃあそろそろ行くわｗｗｗサラバダーｗｗｗ』

「え、行くって、どこに？　この状じよう況きようで？」

　パタンとノーパソを閉じると、笑い猫さんはオレを見た。眠たげな、アクリルめいた光を宿す二つの目に、オレの訝いぶかしげな顔が映り込む。な、何を訴うつたえる目だコレ？　全く読めない……と、色素の薄い唇くちびるが、スウッと息を吸い込んで……

「──お菓か子しとおにぎり、せんきゅー？　けっこー、嬉うれしかった」

　ちょ、こ、この、ちょっと気だるげなアニメ声、すげえ可愛かわいいけど、やや機械音声っぽい声は、まさか!?

「え、シャベッた!?」

　笑い猫さんは決め技を放つ前のプロレスラーか、聴ちよう衆しゆうを盛り上げようとするアイドルか、生後間もない仏ぶつ陀だのように、片手の指を勢い良く突き上げた。その頬っぺたに、かすかな紅がさしている。不健康に白いからわかりやすい。

「まー、お礼くらいは、自分の口で言っとくよー……『機構魔術プログラム・影患いルツキン・グラス』」

　天を指す指先から光の糸が生え、ギュルルル、螺ら旋せんを描いて舞い下りると、瞬またたく間まに笑い猫さんの全身を覆い尽くした。その様はまるで、なんかのサナギだ。ど、どうなるんだ？　とか、先の展開を予想する間もなく、次の瞬しゆん間かん、光の糸は霧む散さんしている。

「──よう〝オレ〟、どうだ、似てるか？」

　そう声を掛けられ、オレは最大級の混乱に襲おそわれた。酸欠の金魚のようにパクパクと口を開閉しても、言葉は一つも出てこない。

　こ、これって……笑い猫さん、なのか？　座席に胡坐あぐらをかき、自分の体をチェックするように眺ながめ下おろしてるその姿は、さっきまでのダウナーな女の子とは全く違う。貧相な肉体をジャージで包んだ、いかにも人生テキトーに生きてますってツラした男子……

「オレじゃん!?」

「そう言ったじゃねーか。これが情報を集め情報を操る、情報術師インフオマンサーたるオレの魔ま術じゆつだ。人の視覚も聴ちよう覚かくも、よーするに情報だからな」

「き、気持ち悪ゥイ……」

　そんな、声まで変わって……ちょっと似すぎてんよー！

「あの霧きり江え礼れい三ぞうってヤツは、協会子飼いの戦せん闘とう員いんの中でもかなり手て強ごわい方だ。このまま続けてちゃ勝てたとしても、被害は大きいだろう」

〝オレ〟の視線を追って、オレも窓の外へと目を向けた……ややこしいな！

　最初は互ご角かくかと思われた勝負の様相は、〝オレ〟の言葉通り、一変していた。思えば兆候は最初からあった。万ま里り王おサンは、プラトーンさんを守りながら戦わなければならない。今や防戦一方に追い込まれていた。

　一対一ならあるいは……いや、無理かな。プラトーンさんは万里王サンへと、光の糸を頻ひん繁ぱんに接続している。きっと二人の力を合わせて、ようやく互角だったんだ。無理やり吊つり上あげられていた天てん秤びんは、本来の形へと戻もどろうとしていた。傾かたむき始めれば早い。あと数回も打ち合えば決着はつくだろう。

〝オレ〟は言葉を続ける。

「だから〝オレ〟が出て行く。ヤツらの今の最優先事項は、不ふ二じ由ゆう真まを取り戻すことだろうからな、深追いはしてこねーだろ」

　お、おお……なんかこのオレ頭良い！

「なるほど、影かげ武む者しやってことッスか」

「そそ。んじゃオレ行くから、オマエはその辺に隠かくれとけ。頑がん張ばって、ちゃんとエマノンのトコまで辿り着けよ」

　ヒラリと手を振ると、〝不二由真〟はガチャリとドアを開け、

「──き、霧江サン、ストオォォップ！」

　転げるように車から飛び出した──ピタッ！　今まさに放たれようとしていた一いち撃げき、突つきに構えられた霧江サンの刀が止まった。その切っ先は、プラトーンさんの胸へと狙いを定めている──うっわ、ギリギリだ。

「出て来んな、殺すぞ！　車に戻っとけ！」

　片かた膝ひざをついた姿勢でそう叫さけんだ万里王サンは、満まん身しん創そう痍いだった。見た目、ゾンビとしちゃあかなり正しい姿っぽくなってる。片足の太ふと腿ももは引っ張ったらもげそうなほど深く斬きり裂さかれ、二丁あったピストルは両方とも、銃じゆう身しんを根元から斬られた状態で地面に転がっていた。

「い、いや、無理ッスよコレ！　諦あきらめるべき！　もう勝負ついてるから！」

　万里王サンに返す〝不二由真〟へと、霧江サンの一いち瞥べつが向けられる。

「……君にこいつらを庇かばう理由があるとは思えんが」

〝不ふ二じ由ゆう真ま〟はポリポリ頭を掻かいた。

「まあ改めてそう言われると、とくにねーんスけどお、結構世話んなったっつーか……オレが逃げたのって、別に誘ゆう拐かいされたワケじゃないし。やっぱ基本、自分のせいで人に死なれたら、気分ワリーじゃねースか？」

　えらく上から目線で〝不二由真〟は続ける。

「オレ、黙だまってついてきますから、その人らは見み逃のがしてやって下さい。弱い者虐いじめはよくねーッスよ」

「ッザケんなテメェ、何勝手に話進めてんだコラ！」

　何とか立ち上がった万ま里り王おサンを、プラトーンさんが片手で制す。

「まあ落ち着いて下さい。そうですね、悪くない落とし所かも知れません。どうです？」

　霧きり江えサンは一度鼻を鳴らすと構えを解き、刀を鞘さやに納めた。一連の動作は流れるようで、躊躇ためらいもない。刃やいばを抜ぬくことにも、収めることにも、何の拘こだわりもないのだろう。

「俺おれは仕事熱心な方じゃない。不二少年が戻るのなら、敢あえて今やりあう理由はないな」

「……勝ったと思うなよ」

　捨すて台詞ぜりふを残し、万里王サンはズルズルと足を引きずりながら運転席へ。プラトーンさんは無言で助手席に向かう。二人の背中へと、霧江サンが声をかけた。

「あんたら、なぜ不二少年を連れ回していたんだ？　最悪殺されているかと思っていたんだがな。ネクロノミコンが狙ねらいじゃなかったのか？」

　プラトーンさんがドアを開き、半身振り向いて答える。

「利害が一致していたので、落ち着くまでは生かしておいた方が何かと便利だと思ったんですがね、殺しておくべきでした。事後処理はお任せしても？」

「おかげで命拾いしたな。ああ、やっとくよ」

「お願いします」

　バタムバタム、ドアが閉じると車は走り出し、駐ちゆう車しや場じようから出て公道に乗った。

　リアウィンドウの向こうに霧江サンと〝不二由真〟の姿が完全に見えなくなってから、オレは背もたれを乗り越え、隠かくれていたトランクから後部座席へと戻った。

　タバコを吸いながら舌打ちを繰り返していた万里王サンが、バックミラー越しに一いつ瞬しゆん、ギョッとした顔をした。

「……あァそうか、さっきのテメェが猫ねこか。あのヤロウ、逃げたかと思ったぜ」

「気付いていなかったんですか。あの人の常じよう套とう手段でしょうに」

　オレは身を乗り出し、プラトーンさんの言葉に被かぶせ気味に言った。

「笑わらい猫ねこさん、大だい丈じよう夫ぶなんスか？」

　心配するオレを、万里王サンは鼻で笑う。

「アイツが本気で逃げたら、捕つかまえられるヤツなんざいねェよ。ンなことより、他人の心配してるヒマがあんのか？　テメェの心配しとけ。記き憶おくはどうなんだ、記憶はよォ」

「えっと、まだ整理がついてねースけど、断片的に思い出してきたっつーか……」

「そうかい、なら、こっからはキッチリ働け。俺おれらの思おも惑わく通りにな」

　ヴォーン、エンジンが咆ほう哮こうする。万ま里り王おサンがアクセルを踏ふみ込んだようだ。ボフッ！　後部座席に押し付けられるオレ。

　笑わらい猫ねこさんの置おき土産みやげが、液えき晶しよう画面に映し出されている。でもそれはただの地図だ。行くべき道を照らしているのは、胸の奥に燻くすぶる衝しよう動どうだった。

　……あの娘こに逢あいたい。この想いさえあれば、後はどうにかなる気がした。







　　六　アフター・ライフ







　二人分の牢ろうを破るのには、かなりの時間が掛かった。何度自分に『焦あせるな』と言い聞かせただろう。千回は超えていないと思うが。

　偵てい察さつから戻もどった鼠ねずみから周囲の構造をあらかた聞くなり、私は毛布を体に巻きつけた。鉄格子をそっと抜き取り、開いた隙すき間まに身を通す。鼠が私の毛布を駆かけのぼってきて、肩の上にちょこんと乗った。

　廊ろう下かが左右に伸びている。すぐ先は闇やみに呑のまれている。ただの廊下ではなく、ゆるやかな弧こを描く回かい廊ろうになっているらしい。同じような鉄格子が並んでおり、鼠が語るには、中に沢たく山さんの動かない人ひと影かげがあったとのこと。死んでいるのか意識がないのか、私たちのように浚さらわれてきた人たちなら見捨てたくはないが、そんな大勢を助けるだけの余よ裕ゆうがあるとは言えない。保留するしかないのが歯は痒がゆい。

　目の前にある石造りの手すりに両手を乗せてみると、冷たくなめらかな感かん触しよくがあった。手すりから身を乗り出し、下を覗のぞき込こんでみる。ゆるやかな風が空間の広がり感じさせる。下は吹き抜けの広場になっているらしい。手すりを隔へだてた向こう側の闇は、こちら側より少しだけ濃度が薄く、床ゆかが見えた。高さは三メートルほどか。

　さらに目を凝こらしてみれば、遠くの床がかなり広い範囲で、ぼんやりと薄く光っているのが見えた。牢ろう内ないまで届いていたのは、あの光だろう……ここからでは良く見えない。

　鼠の下見によれば、回廊は左右どちらに行っても見張りが配置されているという。私はためらいなく手すりを乗り越え、闇へと身を躍おどらせた。

　浮遊感──着地、ややふらつく。

　屈くつした膝ひざを伸ばしたとき軽い足音が聞こえ、反射的に身構えた。軽い衝しよう撃げきがあって、柔やわらかい感触に包まれた──ソファイアだ。

　抱きついてきたソファイアは、無む闇やみに声を上げたりはしなかったが、その体はかすかに震えていた。無理もない。慣れないスキンシップにやや戸と惑まどいつつ、私はソファイアの頭を撫でた。我ながらぎこちない手つきだったが、それでも震えは止まったようだ。

　よほど急いだのか、ソファイアは下着姿のままだった。体がひんやりしている。一旦ソファイアのいた牢ろう屋やまで戻ると、毛布をまとわせた。

　広場を横切ってゆっくりと進む。見張りは壁かべ際ぎわにいるようなので、これなら見つからないだろう。焦るな、私。今はまだ〝静〟の段階だ。この先に扉とびらがあるらしい。そこの見張りを倒してからが、〝動〟だ。

　押おし潰つぶされそうな圧あつ迫ぱく感かんのある闇やみが、歩を進めるにつれ、僅わずかずつ薄れていく。さっき上の階から見下ろした謎なぞの光源へと、徐じよ々じよに近づいて……やがて目視できる距離に至ったとき、足は自然と止まった。

　──魔ま方ほう陣じん。

　それは直線や曲線、数式やシンボル、音おん譜ぷや絵画、漢字にヒエログリフ……あらゆる秘ひ儀ぎを幾いく重えにも塗ぬり込こんだ、深い英知と神秘を湛たたえた図式だった。迷宮のように多層的で、瞬まばたきごとに全く違う顔を見せる。夜の海に似て、底知れぬ深みがあった。千夜の星空を束ねたような美しさと、暗黒宇宙の恐おそろしさが同居していた。

　──突とつ然ぜん、魔方陣を構成する文字が輝かがやきを増し、闇の底から薄っすらと周囲の風景が浮かび上がってきた。

　途と方ほうもなく広大な空間だった。競技場スタジアムや闘技場コロツセオを思わせる構造、円状の広場をグルリと囲むのは、客席ではなく三階層もの牢ろう獄ごく。広場の床ゆかは、芝生でも砂でもなく磨みがき抜ぬかれた石いし畳だたみ。回かい廊ろうには、等とう間かん隔かくでスケルトンがズラリと配置されている。天てん井じようまでは光が届かず、頭上は闇が覆おおっている……そして、魔方陣の中心付近に、小さな人ひと影かげ。

　形の良い唇くちびるが綻ほころび、言葉を紡つむいだ。

「──牢に戻れ、二人とも」

　初夏の雨のような銀の髪かみ。物語然とした美び貌ぼう。モノクロのドレス。貴婦人が挨あい拶さつの折、スカートを摘つむ仕草に似て、僅かに上げられた両手の指先からは、大量の霊導索ラインが伸びて魔方陣と繋つながっている。まるでその人自身が、魔方陣の一部であるかのように。

　身構えたまま、私は言葉を失っていた。ソファイアも両目を見開いて固まっている。

「どうした？　私の命が聞けんのか？」

「……先生、これは……どういうことですか？」

　何とかそれだけ口にした。平静を装えた自信はない。

「質問の内容が曖あい昧まいだな、お前らしくもないぞ……だが、まあ良い、可愛かわいい弟子たちだ、師し匠しようらしく教授してやろう。お前たちが知りたがっていることを」

　マトリ先生は半眼で、その口調にもどこか陶とう然ぜんとした響ひびきがあった。両手の指が繊せん細さいな動きで霊導索ラインを操るたび、魔方陣は胎たい動どうのように光を明めい滅めつさせる。今まさに、描かれているのだ。これほど巨大な魔方陣なのに、まだ未完成だというのか。

「まず、そうさな……この場所についてだな。お前たち、私の城には来たことがあったろ？　ここはその地下だ。聖なる神殿ホウンフオールにして、奇跡を生み出す儀式場ペリステイル、そして、多くの死者が眠る地下墓地カタコンペでもある。私が造ったのではないぞ。ここがあるから、私が上に居を構えたんだ。他にも樽たる多た露ろに、こうした場所は幾いくつか存在する。昨日お前たちが向かったあの大学もだな」

　ズ、ズズズ……先生が語る間にも、魔方陣は蠢うごめいて焦しよう燥そうを煽あおる。あれが完成したらどうなるのだろう？

　……時間稼かせぎをされている？　そんな風には、思いたくない。

「網あみの目のように行き交う地下通路が、それらの空間を繋つないでおる。樽たる多た露ろ市の地下に広がるもう一つの樽多露市、〝死者の町ネクロポリス〟。その基き盤ばんは、始祖が創り上げたものだ」

「……し、始祖とは、〝白の始祖〟のこと、ですね？」

　ソファイアが尋たずねる。そうであってほしいと願うように。かすかに震ふるえる小さな声は、周囲の闇やみに吸い込まれていく。

　先生はクッと引きつるように笑った。

「いいや、〝黒の始祖〟だよ」

「……そんな、せっ、先生……」

　消え入りそうなソファイアの声をかき消すように、先生の語調は強い。

「真の黒クローダムなどと一いつ緒しよにするなよ？　私はもっと純じゆん粋すいだ。ここを念願成就の地と定めてから百年、ただ求めてきた。〝始祖の復活〟だけを。今夜、ようやくそれが叶かなう。お前たちと、牢ろうの中で眠る者たちを生いけ贄にえとしてな。その呪じゆ紋もんは、魂の外的発現を抑よく制せいするものだ。魔ま術じゆつに縁えんなき者は深い眠りに落ち、そうでなければ魔術そのものを封ふうじ込こめる」

　心を無理に抑おさえて、私はようやく投げた。もう一度、同じ問いを。

「なぜですか、マトリ先生」

　言葉に出来ない予感が胸を締しめ付つける。戦いに際して冷静であれと教えてくれたのは先生だった。情を捨てる必要はない、必要以上に冷れい酷こくになることはない。ただ冷静にあれば良いと。殺す度に悩み悲しめ、その代わり、やると決めたら躊躇ためらうな……

「『なぜ』？　何がだ？　何が『なぜ』だ、ユキジ。私がこうする理由か？　愛だよ。それ以外に何がある？　女が命を懸かけるのに！」

　暗く燃える視線に、気け圧おされそうになる。

「わざわざ教えてやったのは、お前たちが愚ぐ者しやではないと思うからだ。他ならぬ私の弟子だからな。地上は遥はるか遠く、満足に術も使えず、お前たちの師である私は──敵だ」

　敵、その言葉が胸に突つき刺ささる。上じよう弦げんの月にも似た先生の目には、冷たい光があった。あれは覚かく悟ごの光だ。決して譲れないもののため、何もかも犠ぎ牲せいにすることを決めた目だ。

「状じよう況きようを理解したなら、大人しく牢に戻もどれ。無む駄だな足あ掻がきはせずにな」

　先生の目を見つめ、唇くちびるを結んで私は言った。

「……私は、帰らなければ」

「帰さんと言っておる」

　続く言葉が喉のどにつかえてしまう。思い出が溢あふれて、心を締しめ上あげるから。




　お母さんが亡くなってしばらく経った頃ころ、修行の為ため、マトリ先生の城で一月ほど暮らすことになった。お母さんを蘇よみがえらせたくて、屍霊魔術ネクロマンシーを学ぶことを決めた私は、必死だった。風ぬるむ三月のこと。

　なぜ母が死なねばならなかったのか？　なぜ父は蘇よみがえらせてくれなかったのか？　初めて味わった理り不ふ尽じんな悲しみと猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれ続けていた私は、さぞ可愛かわいげのない子供だったろう。一いつ緒しよだったソファイアにも、刺とげ々とげしく接した覚えがある。『おねーさま、おねーさま！』と懐なつく彼女を、煩わずらわしいとすら思っていた。それなのに二人は優しくて……今ほど頑がん固こではなかった私は、段々と打ち解けていった。

　帰る日が近づいたある日の夕暮れ、古書に半ば埋うずもれた魔ま術じゆつ師しらしい研究室で、授業を終えた先生は私に言ったのだ。忘れもしない。

『──なあユキジ、近しい者を失う悲しみは、私も知っている。だから乗り越えろだの、受け入れろだのとは言わん。ただ、お前は一つ勘かん違ちがいをしておる』

『勘違い、ですか？』

『ギンガはな、蘇らせようとしたのだ。やらなかったのではない。出来なかったのだ。ギンガが泣く姿を、初めて見たよ』

　自分の耳を疑った。

　泣いた？　お父さんが？　一度も涙なみだなんて、見たこと無い。

『お前の母はな、摂せつ理りを捩ねじ曲まげるほどの未練を持たずに逝いった。当然心残りはあったろうが、安らかだったのだと思うよ。私は、残された者がそれ以上に誇ほこれることは無いと思う』

　当たり前のことに、私はようやく気付いた。何でも出来る、天才だと思っていた、お父さんも悲しかったんだと。愛する人を亡くした、一人の父親だということに。

　涙が溢あふれてきて、後からこみ上げてとまらなくなって……そのとき私は、どれほどぶりにか、心の底から泣いたのだ。




　何が先生を変えたのだろう？　あの日と変わらない姿のままだというのに。

　しかしまた、ソファイアも変わらない。あの日のままの、優しい子だ……こんな言葉は言えないだろう。

　だから、私が言わねばならない。

　声が震ふるえる。でも言った。

「貴女あなたを倒して、帰ります」

　それだけは譲ゆずれない。私は帰る。あの日常に。不ふ二じ君の傍そばに。

「お姉様……」

　悲ひ愴そうな顔で、ソファイアが言う。

　先生は薄く笑った。いにしえの闇やみをまとったその微び笑しようは、凍いてつくほどに美しかった。魔ま方ほう陣じんと同じような、人の背筋を震わせる美しさだった。

「まともな状じよう況きよう判断もできんか。買かい被かぶっていたようだ」

　先生は片手を上げて、大きく振った。魔ま方ほう陣じんから引ひき抜ぬかれた霊導索ラインが宙を舞まい、壁かべ際ぎわに控ひかえていた無数のスケルトンへと繋つながる。カタカタカタ……骨のぶつかり合う音が幾いく重えにも重なり、雪崩なだれのような響ひびきとなる。その大音声を引き連れて、スケルトンたちが押し寄せてくる。一階の者は一直線に、二階、三階の者は手すりを飛び越えて。直接霊導索ラインを受けたとはいえ、その運動性はスケルトンとして規格外だ。急がねばならない。

　私は毛布の内で印を組み、口頭による呪文を唱える。古き世の慣ならわしに則のつとり、かつての魔ま術じゆつ師したちがそうしていたように。

「我が運命の星ゼトアールよ、興おこれ、雷らい霆ていの如ごとく……」

　──カッ！　私の全身の呪じゆ紋もんがひときわ強く輝かがやいた。じんわりと光が収まれば、ソファイアへと指を振り、同じ術式を霊導索ラインに乗せて飛ばした。

「馬鹿な、どうやって!?」

　先生が驚おどろきを隠かくさずに声を上げる。

「ソファイアの顔と背中を見て、全容を読み取りました」

　私は答え、集中を始める。全身に霊導索ラインを張はり巡めぐらせ、死の冷たさを身にまとう。

「一目でか？」

「昔仰ったでしょう、一度見せれば教えたと同じだと。解かい析せきが間に合うかは賭かけでしたが」

　先生はまた笑った。その微び笑しようがいつも通りに見えて、決意が揺らぎそうになる。

「ふん、前言撤てつ回かいだ。お前たち二人、大した才能だよ。いずれは私以上の司教オウンガンとして、名を馳はせることだろう……だが、今このときは、私の方が上だ！」

　スケルトンの軍勢が迫せまり来る。私の術が完成するより、一いつ瞬しゆん速く到とう達たつするだろう。だが私は止めないし、回避行動も取らない。

「……『勅命オーダー・疾風ルーアハ』、ねずみさん！」

「ちゅうっ！」

　ソファイアのオーダーを受けて、ハードボイルドな顔の鼠ねずみは、私の肩を蹴けって飛んだ。今まさに私へと腕を振り下ろさんとする、最前のスケルトン一体の脛すねへと噛かじり付つく──チュイィィン！　歯医者のドリルのような音が鳴り、脛の骨を削けずり取られたスケルトンは、乾かわいた音を立てて崩くずれ落おちる。鼠は電光石火の勢いで次のスケルトンへと向かい、同じように骨を噛かむ。

　──そして、私の術が完成する。不ふ二じ君を甦よみがえらせる為に研究を続けてきたおかげで、私自身の力も強化されている。今なら使える。お父さんの十八番おはこだった秘技……

「──『自己制圧セルフオーダー・超絶強化リインフオース』！」

　世界は色を失う──人を人たらしめる全てを捨て去り、ワタシは変へん貌ぼうを遂とげる。持てる手て駒ごまの全てを使って万難を排はいし、予あらかじめ定められた目的を果たすだけの戦せん闘とう機械へと。それは麻薬的な陶とう酔すい感かんを伴ともなっている。思考の放ほう棄き、イコール、悩まなくて済むという逃とう避ひ。




　戦せん闘とう目的、敵勢の沈ちん黙もく。ただし、可能な限り殺さずに。

　制限時間、約二秒。それ以上は体がもたない。




　──行動開始。

　先生との間合いを詰つめる。距離およそ十メートル。間延びした時間の中、割り込んできているスケルトンを、次々に両手で掻かき分わける。ワタシの手が触ふれるだけで、スケルトンはゆっくりと砕くだけ、骨の破片を撒まき散ちらしながら吹き飛んでいく……




　──攻こう撃げき可能な間合いへと到達。

　踏み込みにより四割減速、残る空間ベクトルを右腕に乗せて放つ。照準点は喉のど。人差し指と親指の間で喉こう頭とうを打うち据すえると同時に脳を揺さぶる。いわゆる喉輪。予想される与ダメージは呼吸困難と脳のう震しん盪とうによる昏こん倒とう……




　──攻撃、命中せず。

　敵、増ぞう援えん確認──エマノン。右手首を捕とられた。直進に横のベクトルが加えられ、両足が床ゆかを離れる。攻撃軌き道どう、修正不可能。完全な重心操作によって投げられる……




　──目標変へん更こう、エマノン。

　投げられながら身を捻ひねり、左ひだり膝ひざによる打だ撃げきを実行。照準点は眉み間けん。予想される与ダメージは脳震盪及および失明……




　──攻撃、目標側頭部を掠かすめるも、命中せず。

　右手首より、敵の霊導索ラインが侵入を開始。瞬またたく間まに術式中ちゆう枢すうに達する……




　──〝横紙破りデイスオーダー〟が発動する。

　術が強制解除される──受身を──衝しよう撃げき！




「──ふはっ!?」

　背中から床に叩たたきつけられ、肺の空気がほとんど搾しぼり出だされた。世界に色が戻もどってくる。すぐに起き上がろうとするが、〝超絶強化リインフオース〟の副作用で、全身が冷たく硬こう直ちよくしていた。死に漬つかり過すぎたのだ。

「お、お姉様……きゃあっ!?」

　焦しよう点てんのブレた視界の中、私に駆かけ寄よろうとしたソファイアが、スケルトンに引きずり倒されるのが見えた。同時に操り手を失った鼠ねずみがパタンと倒れ、ただの死し骸がいに戻る。

「遅かったな。少々危うかったぞ」

　マトリ先生が、エマノンに淡たん々たんと声をかけた。

「すまない、研究に熱が入ってしまった」

　エマノンはそう返してから、私を見下ろして続けた。

「〝超絶強化リインフオース〟は、銀ぎん河がの十八番おはこだった。君は本当に、お父さんに良く似ている」

　倒れたまま視線を上げれば、エマノンと目が合った。フードは後ろに弾はじかれ、隠かくされていた頭部が露ろ出しゆつしている。否が応にも忘れられない、その顔立ち。

　記き憶おくの中と違うのは、眼鏡めがねをしていない点だけ。別に不思議ではなかった。視力の低下も、長年に渡る戦いの後こう遺い症しようによるものだったから。いつだったか〝その人〟は、『この不調は僕の誇ほこりなんだよ』と言って笑った。

「や……お……せん……せ……」

　満足に動かない私の口がその名を呟つぶやけば、八や尾お先生は微笑ほほえんだ。

「予想は当たったかい？　雪ゆき路じ君。問題が簡単過ぎたかな」

　マトリ先生の操るスケルトンに後ろ手を捩ねじり上げられ、うつ伏ぶせに押さえつけられたまま、ソファイアが声を上げた。

「ぐっ……シンイチロウ様、なぜです!?　フジ様との戦いで、〝無尽の悪意ヴアリオラ〟の呪じゆ縛ばくから解放されたのではなかったのですか！　あの後、忽こつ然ぜんと消えてしまった貴方あなたを、わたくしとお姉様がどれほど探したことか。なぜ未いまだにこのようなことを！」

　八尾先生は私の片手を取ったまま、ソファイアへと視線を向けた。その手はダンス・パートナーのように気き遣づかわしげだが、隙すきはまるでなかった。必要になれば、いつでも私の動きを抑おさえ込むだろう。ただでも身動き一つ取れない私に、用心深いことだ。

「挨あい拶さつもなしに去ってしまったのは、紳しん士し的てきではなかったね。すまなかった。しかし僕は、シロクロ両りよう陣じんから恨うらまれる存在だ。死んだと思わせねばならなかった……まあ実際死んだんだがね。原則的に〝無尽の悪意ヴアリオラ〟は、一度捕とらえた者を生かしてはおかない。僕の場合、不ふ二じ君が殺さずにおいてくれたおかげで〝死体還りレイス・フオーム〟が間に合ったが……」

「──エマノン、いや、シンイチロー、お喋しやべりはそこまでだ。陣が完成した。始めるぞ」

　割り込んでくるマトリ先生の声は、熱っぽかった。完成したという魔ま方ほう陣じんは、仰あお向むけに寝ね転ころがっていてもその巨大さがわかった。遥はるか視線の先、天井までもびっしりと光の文字が浮かんでいるからだ。床ゆかを這はい、壁かべを伝い、天てん井じようまでも覆おおう、全方位型の魔方陣だった。

「ああ、いつでも構わん」

　八尾先生の気負わない返事を受けて、マトリ先生は片腕を縦に振った。重たい音を立てて、円形広場の縁ふちにある大おお扉とびらが開く。闇やみの向こうからゾロゾロと姿を見せる小さな人ひと影かげ。あれはマトリ先生の〝生き人形リビング・ドール〟たち……凄すごい数の人形たちが、幾いく重えにも私たちを取り囲む。一体どういう役割なのだろうか。

　続いてマトリ先生は、十字を切るように片手を横に振る。ボボッと空気の弾はじける音と共に、壁かべに無数の光が灯った。燭しよく台だいに揺れる青い炎。鼻をくすぐるこの匂においには覚えがある。反はん魂こん香こうと呼ばれる、術の補ほ佐さをする特殊調合された霊れい薬やくだ。

「──十字路の神を通じ、虹にじの王へと我が望みを奉たてまつる……」

　妖あやしくも美しい、マトリ先生の詠えい唱しようが響ひびき渡わたる。もう打つ手はないのだろうか。回復にはまだ時間がかかりそうだ。

「お待ち下さい先生、わたくしは構いません、どうかお姉様だけは！」

「や……め……」

　止めてソファイア、そんなもの、私には背負えない。口が動かないのがもどかしい。

「ならぬ──『機構魔術プログラム・屍造術プラストミツク』！」

　きっぱりとしたマトリ先生の言葉。術が発動すれば、魔ま方ほう陣じんの文字が激しく輝かがやいた──

「ぐっ!?」

「ふあっ!?」

　私とソファイアの体が跳はね上あがった。

　心を消し飛ばすほどの苦痛がやってくる。激しく暴れる塊かたまりが、喉のどの奥おくをせり上がって来て、思考を乱す。体の内側で、ボコボコという音がする。何かが迸ほとばしり出でようとしている。私は必死に耐たえる……全身が軋きしんで、砕くだけ散ちりそう！

　苦痛に明めい滅めつする視界の中で、人形たちが口から真っ黒な液体を噴ふん出しゆつしているのが見えた。なんだ、あれは……あれは、黒じゃない……黒という色があるのではなく、光が一切届かないから黒い……あれは闇やみの色……覗のぞき込こめば何かが居るような闇……

　牢ろう獄ごくの鉄格子の間からも、同じ液体が流れ出していた。暗黒……粘ねん性せいを帯びた滝たきのように、滴したたる暗黒が風景を塗ぬり潰つぶしていく……奔ほん流りゆうとなって、光と闇が踊る……

「げ、うぶっ！」

「ぼあっ！」

　床ゆかを跳ねる私の口から、背を反らすソファイアの口から、ドロドロと暗黒が流れ出す……暗黒に染まり行く風景の中で、魔方陣が更さらに輝きを増した。文字は溝みぞのように暗黒をその内に落とし込み、混こん沌とんたるその流れに秩ちつ序じよを与えている。中央へ、中央へ……約束の地へ向かう、離散の民たみのように。

「おぼっ……おねえさまっ……はぐっ！」

　ソファイアの声が聞こえる。その声にすがって、必死に意識を保つ。

　苦痛、苦痛、苦痛の波。

　……この苦痛に、必死に抗あらがうことに、何か意味があるのだろうか？　早く意識を手放せば楽になれる……術が発動してしまったなら、生いけ贄にえの死を止める方法はない。〝まともな状じよう況きよう判断〟をするのなら、もう万に一つも見込みはないのに。

　……最後に、不ふ二じ君に、逢あいたかった……いや、違うか……私は喜ぶべきなんだ。彼がここに居ないことを。

「──ユキジ、ソファイア、まだ意識はあるか？」

　永遠かと思われた苦痛の果て。響ひびいたマトリ先生の声は、暑い日の風ふう鈴りんの音に似ていた。

　いつの間にか、暗黒の放出は止まっていた。

　霞かすんだ視線をなんとか持ち上げる。痛みと苦しみに全身が硬こう直ちよくしていて、首が動かせないので、ソファイアがどうなっているかは、わからない。

　マトリ先生の横顔。私を見ずに、陣の中心を見つめている。そこに収束し、形を成しつつある闇やみを。

「つらいなら眠れ。施し術じゆつは成功だ」

　その言葉に抗あらがうように、耳の奥おくで心臓の鼓こ動どうが、生きていると叫さけんでいた。

　マトリ先生は軽く溜ため息いきをつく。

「頑がん固こな奴やつだな、仕方ない。では、寝物語に話してやろうか……お前たちを生いけ贄にえにすると言ったな？　あれはウソだ」

「う……そ……？」

　わけがわからないが、わからないということすらわからないほど、私の意識は混こん濁だくしかけていた。話が聞きたいというよりは、まだ死ねないという想いから歯を食いしばる。

「何としても〝無尽の悪意ヴアリオラ〟を騙だまさねばならなかった。あれはただの術式ではない。知性というには稚ち拙せつだが、それに順ずるものを有している。本能というべきか……あれはな、黒の始祖の、砕くだけ散ちった魂たましいの欠片かけらなのだ。何千何百と世に散らばり、人々の憎ぞう悪おを吸い上げ、いつしか強大な力を蓄たくわえて本体を蘇よみがえらせる」

　そして先生は目を伏ふせた。

「……私はな、ユキジ、愛した男を失ったんだ」

　自分の決意の所在を確かめるように、根源である傷を敢あえて抉えぐるように語り出す。怒いかりと苦痛に顔を歪ゆがめながら。

「イグルーシカは、私と兄妹同然に育ったが、魔ま術じゆつを知らない一般人でな、私は身を引くことを選んだ。幸せになってくれたら、後は望まないと思えるようになるまで、それなりに時を要したが」

　……そのときの先生の気持ちは良くわかる。他ひ人と事ごととは思えない。

「しかし、それがいけなかった……イグルーシカは〝無尽の悪意ヴアリオラ〟に捉われ、憎悪と狂きよう気きを周囲に撒まき散ちらしながら死んだそうだ。次に逢ったときは、見み舞まう者もいない小さな墓の下だった。優しい男だったよ。笑顔の朗らかな男だった。私は誓ちかったんだ。必ず……何があっても、〝無尽の悪意ヴアリオラ〟をこの世から消し去ると」

　開かれた、マトリ先生の目。殺意を伴ともなう覚かく悟ごの眼まな差ざし。あれは私とソファイアに向けられていたのではなかった。私たちの向こうに、あの暗黒を見つめていたのだ。

「奴やつが蘇よみがえるとき、〝無尽の悪意ヴアリオラ〟はその役目を終えて消え去る。急がねばならなかった。黒の始祖が十分な力をつける前に。そして、お前たちの中の〝無尽の悪意ヴアリオラ〟が潜せん伏ぷく期間で、まだ発はつ症しようする前ならば尚なお良いとな。何とか間に合った」

　マトリ先生は私を見て微笑ほほえんだ。身を襲おそう苦痛が少し和やわらいだのは、その笑顔が優しかったからだろうか？　でも代わりに、あまりに切なかった。口が動かない。何も言えない。動いたとしても、かけられる言葉があったかわからない。私なのだ。先生は。不ふ二じ君を失った私なのだ。

「ユーマの傍そばに戻もどると、お前は言ったな。私もそうすれば良かった。一いつ緒しよに居たなら、例たとえ不幸でも後こう悔かいだけはしなかったかもな……」

「マトリ、出たぞ」

　八や尾お先生に促うながされ、マトリ先生は再び眼光鋭するどく前を見た。片手を振って飛ばす霊導索ライン、その向かう先を、自然と私の目は追った。

　魔ま方ほう陣じんは今や全すべて消え去っていた。広大な空間を照らすのは燭しよく台だいの灯あかりのみで、広場の中心に近づくほど影かげが濃い。無数のスケルトンと人形が、薄闇の中に並んでいる。

　──そして、人ひと影かげがあった。

　マトリ先生の霊導索ラインが繋がった先、煮に詰つめた闇やみを織り上げたような外がい套とうは、一点の光も帯びはしない。長い髪かみも同じで、それらには境目がなかった。その中でぽっかりと、両手と顔面だけが白く浮かび上がっている。湿しめった骨のように青白く、瞼まぶたを閉じる前に見た閃せん光こうのように鮮せん烈れつに。整いすぎた顔は男女の差異を感じさせず、双そう眸ぼうは閉じられている。

　声が出ていたら、私は叫さけんでいただろう。

　姿を目にした瞬しゆん間かん、心の一番深いところが震ふるえた。強い風を受けた水面のように、意味不明な感情の波が押し寄せた。恐きよう怖ふ？　嫌けん悪お？　恍こう惚こつ？　安あん堵ど？　そのどれでもなく、全すべてを含んだ震え。

　ボコ、ぼこ、ボコ、ぼこ……液体の弾はじける音がする。水ではなく、もっと粘ねばっこい、乾かわきかけた血のような。黒の始祖の外套が泡あわ立だち、その表面に無数の顔が浮かび上がった。デスマスクのように白い顔。それらが口が開けば、ただぽっかりと闇があった。

《あぁあ、ぁぁあ、あぁぁあ、ぁああ、ぁあ……》

　断だん末まつ魔まの叫び、恨うらみ言ごと、泣き声……心に直接爪つめを立てるような声が、幾いく重えにも響ひびき始める。その中で一ひと際きわ大きな声をあげたのは、始祖の胸に浮かんだ青年の顔だった。

《マトリ、マトリ、僕の可愛かわいいマトリ……どこだ、おいで、傍そばにおいで、頭を撫なでてあげよう、あの日のように……》

　それは声ならざる声だった。言語の壁かべを超越し、脳に直接響いてくる。

「イ、イグルーシカ……」

　マトリ先生が、ぐっと喉のどを詰つまらせる。

《おおマトリ……何な故ぜ、俺おれを捨てた？　お前が傍そばに居てくれたら、俺は何でもできたのに……信じていたのに。ああ、ここは暗くて寒いのだ……》

「お、おお、お、お」

　先生が身を震ふるわせた。

「──お　の　れェェェェエエエエエッ！」

　雷らい鳴めいのような咆ほう哮こうと共に、光が奔はしった。マトリ先生の片手から、激情にも似て溢あふれ出だした霊導索ラインの束が、始祖の体を絡からめ取とる。デスマスクの群れが、流れるように溶とけて消えた。

「許さぬ。断じて、許さぬ……貴様は今や私のゾンビだ、何一つ自由にはさせんぞ！　今こそ非道の報いを受けろ！」







　──どっ、どういう状じよう況きようなんだ、コレは!?

　笑わらい猫ねこさんの情報を頼たよりに、山やま奥おくの孤こ城じようへと辿たどり着ついたオレたち。世界遺産に指定されてそうな、日本っぽくない外観にも驚おどろいたが、その地下にこんな広大な空間が広がってるとは……

ドーム型球場っぽい。そこにひしめき合う、たくさんのガイコツと人形。低予算ホラー映画の一シーンをごちゃ混ぜにしたカンジだ。

　中央には人ひと影かげが三つ。一つはイケメン、一つは美少女、一つは真っ黒。で、その近くに、二つの人影が倒れている……仰あお向むけの方は、高たか峰みねさんか？　てことは、うつ伏ぶせがソファイアさん？　二人はピクリとも動かない。オレは今すぐに駆け寄りたい衝しよう動どうに駆かられる。なんか知らんけど超エロい格好してるし……やっと逢あえそうだってのに、大だい丈じよう夫ぶか？

　もっとよく見ようと思い、大おお扉とびらの影から身を乗り出そうとしたら、オレの真上に顔を出して、同じく覗のぞいていた万ま里り王おサンに首根っこを捕つかまれた。首が絞しまって、

「ぐえっ」

「アホウが、見つかんだろうが！」

　小声で怒ど鳴なるという器用な真ま似ねをしてから、万里王サンは更さらに上に顔を出しているプラトーンさんへと続けた。

「どうしますかね、こいつァ……」

「難解な状況ですね」

　プラトーンさんは思案げだった。

「あの黒い人物が何なのかも気になりますが……何故師し匠しようが居らっしゃるんでしょう」

「あのヤロオ、音おと沙さ汰たねェからくたばったかと思ってたのによォ……隙すき見て殺やりますか？」

「まあ、しばらく様子見ですかね」

　頭の上で交わされる物ぶつ騒そうな会話。師匠とか気になる単語も出てるが、オレには気にしてるほど余よ裕ゆうがなかった。高たか峰みねさんが気がかりで。

　ハラハラしながら見てるうちに、真っ黒な人の全身に、白い顔が沢たく山さん浮かび上がった。あれも魔ま術じゆつか？　気味が悪い……と、プラトーンさんがいきなり、グイッと身を乗り出した。

「あの顔、まさか……」

　オレはダメなのにプラトーンさんはいいのかよ、万ま里り王おサン!?

　……とと、美少女が怒いかりに満ちた叫びを上げて……場が突とつ然ぜん、激しく動き始めたぞ。

　戦いっつーよりは、リンチってカンジか。黒い人ひと影かげは棒立ちで、ガイコツと人形がひたすら攻こう撃げきを加えているだけ、フルボッコだ。遠いし薄暗いし、おまけに速いのでよく見えないが、ガイコツたちは拳こぶしで、人形たちは動くたびにキラキラしてるから、刃は物ものかな。

　派手に血が飛び散ってるけど、あれって本当に血か？　真っ黒だぞ。人影の足元から、黒い水たまりがジワジワと広がっていく……と、その表面がボコボコボコッ、泡あわ立だったかと思えば、次の瞬しゆん間かんジャギギギギギンッ！　錆さびた鉄をこすり合わせたような、耳みみ障ざわりな音が幾いくつも響ひびいた。

　お、オイオイオイ、なんだアレ!?　水たまりから無数のトゲが生えて、至近距離にいたガイコツと人形を串くし刺ざしにしちまった！　見た目かなりエグい。トゲは木々の枝のようでもあり、どことなく墓標のようでもある。つまりシルエットの森か、墓場のように見える。どことなく幻げん想そう的てきだが、メルヘンにしては残ざん酷こくすぎるオブジェ。

「う、うお、うおおおっ、うおわああーっ！」

　オレは叫び、一世一代の勇気を振ふり絞しぼって飛び出した。なぜって？　黒い液体の侵しん食しよくは、少しずつ勢いを増して、もう高峰さんのすぐ近くまで広がって来ていたからだ！

「あ、こら、テメェ!?」

　万里王サンの声を背中に走る。

　やべええ、怖こええ、やべえ、超怖え！　叫んだのは自分を鼓こ舞ぶするためだったが、既すでに心が折れそうだ。足が震ふるえてつんのめりそうになりながら走る。怖いけど、ここまで来といて、このまま終わりなんて、ねーよ！　背中が冷たい汗あせで濡ぬれる。

　永遠にも思える数秒、光年にも思える数歩を過ぎて、ようやく高峰さんの元へ辿たどり着つく。傍かたわらに膝ひざをつけば、見上げてくる目と視線が合って、オレは息を呑のんだ。

「ふ、じ……く……」

　彼女が弱々しくオレの名を呼んだとき、ズビビビッ！　全身に電気が走った。ぐうっ!?　脳が激しく鼓こ動どうし、視界は激しく明めい滅めつし、笑わらい猫ねこさんが教えてくれた事こと柄がらが、ただの情報という範はん疇ちゆうを超えて、体験として息を吹き返すのを感じた。荒こう野やに芽め吹ぶいた花の蕾つぼみが、春風を受けて次々に咲さき綻ほころぶように。

　何の変へん哲てつもねえ日常の風景が、幾つも浮かんでくる。

　朝、ＨＲ前のざわついた教室。夕暮れの通学路。休日、駅前の人ごみ。カンヤがいて、ヅカがいて、ソファイアがいて、当然オレもいて……どの場面でも、気づけば隣となりに、気をつけて見なければわからないくらいの薄っすらとした微び笑しようを浮かべながら、コイツはいた。

　……ああ、わかる。オレは確かに、この娘を大事に思ってた。他の何と引ひき換かえにしても惜おしくはないほどに。

　強い風に向かって立つような、不器用な生いき様ざまに凍こごえた体を、温めてやりたかった。笑顔でいてほしいと思った。憧あこがれて、哀あわれんで、恋した。

　……そうだ……〝オレ〟は、オレは……

　私立比ひ良ら坂さか高校二年Ｂ組、出席番号二十五番──

　二次元の傾けい向こうは童顔巨乳系だが、三次元なら細身だっていけちゃう雑食系男子──




〝不ふ二じ由ゆう真ま〟っだあああああああぁぁぁぁぁぁっ！！！




　シャキーン、頭の中が一気にクリアになった！　今なら微び分ぶん積せき分ぶん古文英文なんでもコイって心境だ！　赤点だろうと気にしねえぜ。

　だがジャギジャギジャギッ！　凶きよう悪あくなトゲを生やしながら、迫せまりくるのは黒い水際。急いで高たか峰みねを背負おうとするが、くそっ、全然間に合いそうもねーぞ！　思い出したら即そく心中？　勘かん弁べんしてくれ、助けに来たってのに！

　──ズドンッ！

　オレの焦あせりを吹き飛ばすような震しん動どうが、地下空くう洞どうに木霊こだました。視界に翻ひるがえるコートの裾すそ、細身なはずなのに、その背中は異様なほど大きく見える。踏み込みの一いち撃げきで黒い水の流れを散らし、左右へと分断させた八や尾お先生は、顎あごを引くようにして片目だけ振り向いた。

「不二君、良く此こ処こがわかったね」

　穏おだやかな弧こを描くその目は、安心しろ、と言っているみたいだ。

「八尾先生、アンタ、生きてたのかよ……」

「まだ僕を先生と呼んでくれるのか？　こいつは張り切らないとな……マトリ、封ふう印いんはどうなっている？」

「既すでにやっておる！　全力でなあ！」

　返る声は苦しげだった。マトリ先生は左手で人形やガイコツを操ってるっぽいが、右手の指先からは眩まばゆく輝かがやくラインが出ていて、黒い人に巻きついている。

「マトリの封印を受けて尚なお、此これほどの力を振るうとはな……恐おそるべきは人の悪意か。身に覚えのあることだ」

　八尾先生の声には、自じ嘲ちよう気味な響ひびきがあった。

「なんなんすか、アレは？　敵すか！」

　オレは高峰を背負いながら尋たずねる。オレは記き憶おくの迷子から立ち直ったばかりだし、高峰を追って来たらこの状じよう況きよう、混乱するのも無理ねーわ。

「ああ、我らの怨おん敵てき、黒の始祖だ」

　八や尾お先生が背中越しに答えてくれるが、なに、なんだって、黒の始祖？　復活しちまったのかよ！

　オレが注視していると、唐とう突とつに黒の始祖がズブッ！　自分の胸に片腕を突つき立たてた。な、なんだ!?　自殺？　閉じられていた目が少しずつ開いてゆく。ゾゾゾッ！　全身に鳥とり肌はだが立つ。突とつ然ぜんやってくる恐きよう怖ふ。一人きりの部屋で、背後に視線を感じたときのような、得え体たいの知れない恐怖がオレを襲おそう。

　──ブチ、ブチブチッ！　全身を震ふるわせながら、黒の始祖が緩かん慢まんな動作で手を引ひき抜ぬく。掲かかげられたそこには、真っ白な塊かたまりが握にぎられていた。鼓こ動どうしている。心臓だ。ホルマリン漬づけの内臓みたいで気色悪い。

《これは我が血肉……我を追つい懐かいし……取りて食せよ》

　呟つぶやかれるその声は老人のようでも、若者のようでもあった。嘆なげきの慟どう哭こくのようでいて、歓かん喜きの歌のようでもあった。夜、不意に聞こえる小さな音のようでも、溶よう岩がんの流れる音のようでもあった。

　──グシャアッ！

　心臓が握にぎり潰つぶされれば、墨ぼく汁じゆうのような液体が大量にザバーッ！　一気にオレらの足元を覆おおい、広場の縁ふちまで達した。もう水たまりとはいえない規模、さざなみ立つ黒い海うな原ばらだ。片足を上げてみる。纏まとわりつくような感かん触しよくがあるが、血の匂においは全然しないし、くっついて汚れたりもしないようだ。

　う、これってヤバくね？　いつあのトゲで貫かれるかわからねーぞ。

「──不ふ二じ君、あの時、僕を止めてくれて有り難う」

　八尾先生は前を向き、オレへと背中を向けて続けた。

「雪ゆき路じ君とソファイアを頼たのむ。二人を連れて退いてくれ。詳くわしい事情を話す余よ裕ゆうはないが、君は〝あの力〟を使ってはいけない。奴やつは僕らが倒す」

　オレが質問や返事をする間もなく、八尾先生は走り出した。黒い飛沫しぶきを上げるその足元から、無数の黒いトゲがジャギギギギンと生えてくるが、それらは残像を貫くだけ。一いち瞥べつすらせずに避よけながら、ガイコツと人形を貫いたままのトゲへと両手を振るう──ヴンッ！　幽かすかな光を帯びた軌き跡せきが虚こ空くうに描かれ──バギャッ！　トゲを容易たやすく砕くだき散らす。

　オレはその間にザバザバ、靴くつに粘ねばつく液体を蹴り散らし、急いでソファイアの元へと向かう。背負った高たか峰みねの弱々しい腕が、オレの首に巻きついてくる。ちょ、高峰、そんなギュッとされたらヤバいんですけど！　背中に柔やわらかい感触が……くっ、考えるな！

　向こうでは、先生が拳の間合いへと、黒の始祖を捉とらえた──ズドドドドッ！　残光と共に放たれる打だ撃げきは鋭するどく速い。この距離でも視認できないほどの、連打、連打、連打。一いち撃げきごとに黒の始祖の肉体から黒い飛沫しぶきが飛び散り、周囲に広がる水面は生き物のようにうねる。

　オレはソファイアの元まで辿たどり着つくと、無理やり片腕で抱かかえるようにした。もう片手は、背負った高たか峰みねの尻の下……くっ、考えるな！　ソファイアの柔やわらかい二つのふくらみが、オレの肩とこめかみに当たっているような気がするが、深く考えてはいけない……オレは二人を抱かかえ、ヨロヨロと出口に向かう。

　先生は圧あつ倒とう的てきだった。足元から無数に襲おそってくるトゲを、もう避さけようともしない。貫かれればそれを折り、傷を負えば再生しながら、連打は止まらない。強い。凄すさまじく。疑いようもなく。負けるところが想像できないほどに。でも……なんだろう、この不安は？

《──見事だ、八や尾お慎しん一いち郎ろう》

　何千匹ものハエの羽音に似た声が響ひびいた。黒の始祖だ。早く逃げなければと思いながらも、オレの足は止まってしまう。目を逸そららすことができない、圧あつ倒とう的てきな存在感。

《霊れい視しによって魔ま力りよくの流れを看破し、要よう訣けつへと〝横紙破りデイスオーダー〟の魔ま術じゆつ式しきを乗せた打だ突とつを打ち込む。その技の前には、あらゆる魔術的な防御は意味を成すまい……君の強さを嬉うれしく思う》

「余よ裕ゆうのつもりか？」

　ズドッ、ドスッ！　先生は攻こう撃げきの手を緩ゆるめないまま、短く返す。

《本心だ。屍霊術師ネクロマンサーは皆、我が子のようなもの。子の成長を喜ばぬ親は居おるまい。そしてマトリ、君の技量も賞賛に値する。ただ一人で〝我々〟を押さえ込むとは。しかし、そろそろ限界だろう》

　マトリ先生は、右手首に左手を添そえた姿勢のまま、無言。その横顔は歪ゆがんでいた。確かな怒いかりと、そして、隠かくしようもない苦痛に。

「……何？」

　八尾先生が手を止めて一いち瞥べつ振り向くのに、マトリ先生は声を荒あらげて、

「構うなッ！　この程度……ぐぷっ!?」

　言葉の途と中ちゆうで大量の血を吐はき、よろめいた。

　黒の始祖が片腕を持ち上げる。蝋ろうのように白い五指が、マトリ先生へと向けられた。

《苦しかろう、先に逝いくが良い。いずれ誰だれもが其そ処こへ逝く……『諸悪の胎嚢マーレヴオルジエ』》

「マトリッ！」

　八尾先生は叫さけんで身を翻ひるがえした。霊視と呼ばれるその目には、何が起こるか見えていたのだろうか？　黒い海うな原ばらを灯台の光のように一閃横切り、その右腕がマトリ先生を突き飛ばしたとき、ボゴボゴボゴッ！　水面が沸わき立たって八尾先生の姿を覆おおい隠かくし、瞬またたく間まに球体を形成した。コンパスで図ったような円であり、神様が色を塗り忘れたかのような黒だ。

《友を喪うしない存ながらえるか、それもまた美しき非ひ業ごう……さらば、英えい雄ゆう》

　黒の始祖の半ば開かれた手がグッと握にぎり込こまれると、球体が凄まじい変形を見せた。ねじれ、ひしゃげ、メギャ、ベギャ、バキャ、グシャリ！　耳を塞ふさぎたくなるような音が響き渡る。黒の始祖の手が下ろされれば、その動きに追従するようにドプンッ！　球体は沈しずんだ。

　マトリ先生は倒れたまま、ピクリとも動かない。嫌いやな静せい寂じやくが舞まい下りる。

「……や、八や尾お先生？」

　呼んでみても返事はない。黒い海面に同心円状のゆるやかな波が立っているだけで、影かげも形もない。

　黒の始祖は、マトリ先生と繋つながるラインを片手で引きちぎった。

《思ったより時間がかかったな。実際のところ、蘇よみがえるのが予定より早過ぎた、力も足りぬ……しかし、蘇ったからには〝我々〟は、成すべき事を成そう。秋の次に冬が来るように、昼の次に夜が来るように、全すべての命を飲み干そう》

　黒の始祖がオレを見た。黒目は白く、白目は黒く反転した瞳ひとみ。光を闇やみで塗ぬり潰つぶし、闇を光と掲かかげる者の、冒ぼう涜とく的てきな瞳。オレが恐きよう怖ふに叫さけびそうになったとき──ドグゥンッ！　頭の奥おくで、思念の粒りゆう子しが弾はじけた！




　──〝英えい雄ゆう〟に、など……




　英雄になど、なりたいわけではなかった。

　僕はただ、やれることをやっていただけだ……手の届く範囲内、例たとえば家族、ゆかりや、銀ぎん河がや、雪ゆき路じ君が守れたなら、それで満足だった。ただ、出来る事をしていただけ。

　……いつからだろう？　下らないプライドが芽め生ばえ始めたのは。銀河がネクロノミコンを継けい承しようしたときだったろうか……いや、もっと前からか。

　なぜ、僕だけが苦しまねばならない？

　なぜ、僕だけが傷つかねばならない？

　努力しているんだ、認められるのは当然だと……ある時、そう思ったんだ。〝無尽の悪意ヴアリオラ〟の侵しん食しよくに気づけなかったのは、僕自身の中に、そんな卑いやしい心があったからだと思う……




　これは……記き憶おく……八尾先生のか……？

　あの人がかつて味わったであろう苦い想いが、現在へと至る激しい悔かい恨こんと無念の軌き跡せきが、オレの心を浸ひたしていく。先生、アンタ……死んだのか……あんなに強かったのに、あんなにあっけなく……

　けたたましく明暗をスイッチする視界の中、黒の始祖が片腕を持ち上げるのが見える……




　──ゆかり、君に告白しなければならない。

　戦いに巻き込まれた君が、僕の腕の中で息絶えんとするとき……僕は……僕は、悲しむよりも先に……ああ君は、ゾンビとして最高の素体だったから……

『これで、銀ぎん河がに勝てるかもしれない』

　そう、思ったんだ。

　僕はそんな身勝手で、どうしようもない男なんだ。しかし、そんな僕に不ふ二じ君は、最後のチャンスをくれた。

　……今度こそ〝正義の味方〟になりたい。

　罪を償つぐなうためではなく、悲しみを忘れるためでもなく、今を必死に生きる人の為ために戦う、彼らの為にだ。

　ああ、それなのに……また及およばないのか？　黒の始祖、これほどとは……ゆかり、頼たのむ、君が生きていた世界を、君が愛した未来を、守りたいんだ。

　どうか、どうか頼む、僕に、勇気と力を！




　──オレは身を屈くつすると、高たか峰みねとソファイアを地面に横たえた。黒い液体になるべく触ふれさせたくはなかったが、二人を抱かかえては戦えない。体が異様な熱を帯びていた。両目から垂れる雫しずくも熱い。八や尾お先生の決意が、悲しみが、オレの中で暴れている。

　二人を置いて前に出た。あいつを許してはおけない。

『不二由ゆう真まよ』

　心の奥おく底そこで、何者かが囁ささやいた。リンゴのように甘い声で。

　──ああ、アンタか……

『お前では、あれは倒せない。あれは非業の運命に醸じよう造ぞうされた、何千何万という魂たましいの、つまりは悪意の集積体だ。軍団を相手に、お前独ひとりで敵かなう道理はない』

　──そうだろうな。

　今やオレの中には、八尾先生の膨ぼう大だいな知識があった。哀しいほどに理解できる。あの人の技を身に着けた今でも、敵わないだろう。

『我が力を使え、不二由真』

　瑠る衣いちゃんやカナちゃんが、セブンさんや波は多た守もりのオッサンが、やめろと何度も言ってくれた理由も、今のオレには理解できた。八尾先生がオレの為に、研究してくれていたからだ。その記き憶おくも残っている。

　──アンタ、オレの体が欲しいんだな？

『そうだ。最も早はや隠かくすこともあるまい。先にお前の記憶を焼やき尽つくしたのも、その目もく論ろ見みあってのことだ。人の魂を形作る全すべてのものは、私を受け入れるに邪じや魔まになるからだ。それでもお前には未練が強く、焼け残ってしまったが』

　──何が目的だ？

『あれを倒すことだ。いずれ蘇よみがえる事はわかっていた。あれは古いにしえの世、私がまだ人であり、王であった頃ころ、〝最も忌むべき秘薬ゾンビパウダー〟を用いて、我が王国を滅ほろぼせし者なのだ』

　それが、どれぐらい古い話なのか、オレには想像もつかない。

『さあ、捨てろ、全すべてを。お前の意思で捨て去れ。全てを私に委ゆだねるのだ』

　……くっそ、惜おしむ暇ひまもねーのかよ。やっと取とり戻もどしたのに……でも、しょうがないか。

　生きる意味。誰だれでもそいつを探してる。一生見つからないで終わる人もいる。オレにとっては、高たか峰みねがそれなんだ。何を捨てても惜しくはない。短たん絡らく的てきすぎるかな？　笑ってやってくれ。ゾンビのオレが生きる意味を語るなんて、ちょっとシュールだな。

　──いいぜ、くれてやるよ。

　深い深いどこかで高まっていく、竜りゆうの吐と息いきの熱を感じながら、オレは焦しよう熱ねつの虚きよ無むへと身を委ねた。

　……そして、オレは……オレ……オ……




　次の瞬しゆん間かん、足元で黒い水面が弾はじけ、球体となって伸び上がり、〝自分〟はその内側に囚われた。〝自分〟……〝自分〟って誰だ？　わからない。

《──憤怒ラス……》

　暗くら闇やみの中、捩ねじれた笑みを刻む唇くちびるが、誰のものとも知れない言葉を紡つむぐ。

　瞬間、両手が爆ばく炎えんを上げた。球体の内ない壁へきに指を突き立て、メリメリメリ！　そのまま力任せに左右に開いていく。手の触ふれた箇か所しよからは煙けむりが上がり、赤熱し、やがて球体は捩れ、ズドォンッ！　大爆発を起こして崩ほう壊かいした。

《憤怒ラス、憤怒ラス、憤怒ラス、憤怒ラアアァァァァス！！！》

　体中から炎を噴ふき上げながら、〝自分〟が一歩踏み出せば、ジュバァッ！　黒い水面が一気に干ひ乾からび、ひび割れが走る。〝自分〟の意志とは関わりなく、肉体は力強く動く。そもそも〝自分〟には、意志らしい意志はない。感情らしい感情もない。ただ、物思うだけだ。この誰のものかわからない肉体の中に、ほんのわずかにこびりついた残ざん滓しにすぎない。

《久しいな、黒の屍霊術師ネクロマンサーよ……長かった、実に長かったぞ》

　また唇が、誰かの言葉を紡ぐ。〝自分〟のものではない心が、激しい歓かん喜きに打うち震ふるえるのを感じている。

《お前は……？》

　どくん、どくん、どくん、鼓こ動どうに揺らぐ視界の中で、黒の始祖が言う。

《忘れたか？　これほど焦こがれて、身も心も捩れるほどに焦がれて、お前を待ち続けたと言うのに。奈な落らくの底で、憤怒ラスの炎に身を焼きながら。見よ、この醜みにくき鱗うろこに覆おおわれた身を！　おぞましき牙きばの並んだ口を！　灼しやく熱ねつの色に染まる吐息を！》

　黒の始祖が身に纏まとう黒衣、その表面がボコボコと泡あわ立だち、みるみる一つの顔が形成された。その口が喋しやべり始める。

《そうか……ゼデキアか。何と言う事だ、亡国の暗君よ、再び現世でまみえるとは》

《そうだ。待まち草臥くたびれた故ゆえ、こうして赴おもむいたのよ》

　──ドドン、ドドドンッ！　〝自分〟の両足が火を噴ふいた。靴くつと靴下が粉みじんとなって燃え尽きる。爆ばく発はつによって得た推進力で床ゆかを砕くだきながら、白面黒衣の人ひと影かげへと、一いつ瞬しゆんで間合いを詰める。

《ガアァァァァァァアッ！》

　咆ほう哮こうと共に振るわれる拳こぶしがズドン、そっと添そえるように掲かかげられた白い掌てのひらに受け止められれば、ボゴゴゴッ！　黒の始祖の腕が、無数の気き泡ほうのように膨ふくれ上がった。だが爆発はしない。

　──やめろ……ここはマズい……

　心に湧わき上がる感情。ここには、大事なものがある。何だったか……とにかく、大事なものなんだ。このままじゃ、巻き込んでしまう。

　──ガッ！　空いていた左手で黒の始祖の首を掴つかむと、再び両足から火を噴いて、〝自分〟は宙を舞まった。そのままの勢いで天てん井じようへと突とつ進しんし、ズドゴォッ！　黒の始祖の体を岩がん盤ばんへと押し付ける。体が白熱する。周囲が融ゆう解かいし始める。烈れつ火かの道が開く。

　岩盤を打ち砕き、融解させながら進み──ドヴァッ！

〝自分〟は地上に飛び出した。そのままの勢いで、高く宙を舞う。噴ふん火かした火山の、火か山ざん弾だんのように。

　周囲は夜明けの空だ。白み始めたグラデーションに、星の名な残ごりと朝の予感が満ちている。大気はさわやかに冷たい。雲に手が届きそうだ。

　遠くに町の風景が見える。ここらは郊こう外がいなのか、常葉樹の生おい茂しげった小高い山があるばかり。木々の梢こずえの間から、チラチラとアスファルトの道路が覗のぞきはするものの、民家すら見当たらない。建造物らしきものは、送電鉄塔と、木々の間から尖せん塔とうを覗かせる、ポストカードから抜け出してきたみたいな、優ゆう雅がで荘そう厳ごんな孤こ城じようだけ。

　頂点を迎え落下を始める中で、左手で黒の始祖を掴んだまま、右拳で連打を見み舞まう。ズゴ、ドゴ、バゴォン！　一いち撃げきごとに炎が棚たな引びき、空に爆発が咲き乱れる。

　──ズリュッ！　黒の始祖の外がい套とうが変形を見せた。体のあちこちから無数の腕が生える。何かの花のようにも見える。手には剣、短剣、刀、槍やり……様々な武器が携たずさえられていた。外套と同じ、朝日を浴びても尚なお黒い、永遠に続く夜の色の。

　──ズガガガガガッ！　刃やいばが振るわれる度、〝自分〟の体からは火の粉が舞う。落下までの数秒間、四十を超える斬ざん撃げきが見舞われれば、ついに手が離れた。

〝自分〟はズドンッ！　身を屈くつして着地。小さなクレーターが生まれる。

　黒の始祖はグッシャアッ！　派手に潰つぶれて、周囲に黒い液体を撒まき散ちらす。

〝自分〟が立ち上がるのとほぼ同時に、黒の始祖もズルルル、関節を想像させない動きで起き上がった。盛り上がった、という動詞が正しいかもしれない。

《──無む駄だだ。〝我ら〟を打うち砕くだくことはできん》

　いっそ優しくすらある声音で、黒の始祖は言う。

《世にあまねく幻げん想そうのうち、〝死〟は最も強きもの。長い旅路の果てに、人が抱いだく最後の夢。お前が如い何かに強かろうと意味などない。ただそれを呑み込むだけ》

　黒い海が、再び広がり始めていた。城の前庭を飲み込み、〝自分〟の足元を流れ、山の斜しや面めんをトロトロと流れていく。

　──おかしい、力が足りぬ……まだ何か、枷かせがある……まさか、残っているのか？　人としての心が。〝不ふ二じ由ゆう真ま〟の残ざん滓しが。何が原因だ？

　……そうか、これだ。

　手が勝手に動き、ジャージのポケットからパンティーを取り出して、投げ捨てた。

　クリスマス。あれは〝不二由真〟の行くはずだった未来のあかし……

　続いて首からマフラーを取り払い、投げ捨てた。

　友情。あれは〝不二由真〟が還かえるべきだった過去のあかし……

《コオオオォォォ……》

　そうして息を吸い込めば、全身が更さらなる焦しよう熱ねつを帯びた。ジャージが焼け落ち、むき出しになった肉体にバリバリとひび割れが走った。ウロコのようにも見える。その下からは、血と太陽を混ぜたような光が漏もれている。夜明け前の冷たい風をチリチリと焦こがし、ケープさながら背に纏まとわれた、怪かい焔えんそのものがなびいた。

《私は憤怒ラス、私は叫びラウド、私は赤錆ラスト……すなわち地獄ラスト。貴様が死だというのなら、私はその先に在りしものだ》

　屈くつしていた姿勢から、立ち上がりざまに片手を振れば、シュン──一いち条じようの閃せん光こうが周囲をなぎ払い、一拍遅れて、ズドドドドドンッ！　爆ばく炎えんが幾いく度ども荒あれ狂くるった。音も風景も消し去るほどの紅ぐ蓮れんが、黒い沼地を干ひ上あがらせていく。

《見せてくれよう、この世の底に燃え続けた、我が炎の煌きらめきを》

　誰だれのものとも知れぬ言葉。その響ひびきが耳じ朶だを震ふるわせるのを最後に、最後に残っていた意識、〝自分〟も、薄れて……







　　七　レジェンド・オブ・パンツフェイス







　意識を取とり戻もどし、急いで身を起こせば、全身に引きつるような痛みが走った。

「っく……！」

　思わず声が漏もれる。超絶強化リインフオースの副作用は、想定していたよりも大きかった。術は使えても、体がついていかない。

　どうなったんだったか……黒の始祖が蘇よみがって、戦いが始まって、それから……そう、そうだ、不ふ二じ君だ！

　彼が走って来たときは、本当に驚おどろいた。どうやって？　とか、なんで？　とか、疑問詞ばかり頭に浮かんで、早く逃げなさいと言いたくても口は動かないし、それ以前に体も動かないし、私はとても無力で、ただ背負われて……それは、嫌いやではなかった。頼たよれる人がいるというのは。これは甘えだ。危険な甘え。

　……不二君、どこに行ったんだろう？　黒の始祖の姿もない。黒い海も消えており、ところどころひび割れた床ゆかが見えた。刻まれていたはずの魔ま法ほう陣じんも消えている。マトリ先生の身に何かあったのだろうか？

「──起きやがったか」

　声が降ってきて視線を上げれば──岸きし谷たに万ま里り王お！　私の脇わきに立ち、火の点いた煙草たばこを二指に挟はさんでいる。

「プラトーンさん、起きましたぜェ、高たか峰みねのクソ女アマが！」

　万里王が首を回す先には、プラトーンの姿もあった。天てん井じようを見上げていた視線を、こちらへと下ろしてくる。

「どうしてここに！　今度は何を企たくらんでいるの！」

　立ち上がろうとした私は、クラリとよろめいて片手を床についた。

「落ち着いて下さい。殺す心算なら起きる前にやっています」

　プラトーンの言うことはもっともだが、この男は狡こう猾かつで油断がならない。万里王が煙草を咥くわえ、スパッと煙けむりを吐はいてから、言葉を継いだ。

「テメェの愛いとしいフジクンを連れて来てやったんだぜ？　感謝しろや」

　私の感情が一いつ瞬しゆんで高まり、一瞬で下がった。

「まったく、これっぽっちも愛しくはないし、かえって迷めい惑わく」

「あ？　ンなラ死ぬか？　お？」

　青筋を立てる万里王を、プラトーンがやんわりと制した。

「一ひと先まず地上に出ましょうか。ここはいつ崩くずれるかわかりませんから。まあ上が安全かどうかも、かなり怪あやしいですがね」

　その言葉を裏付けるかのように、時折ズシン、ズシンという震しん動どうがあって、その度にパラパラと砂が降ってくる。見上げれば天てん井じようには大きな穴が開いており、そこを中心に蜘く蛛もの巣のような亀き裂れつが広がっていた。

「……この音は？」

「恐おそらく不ふ二じ君が戦っているのではないかと思います。まあ、向かいながら話しましょう。我々も聞きたいことがあるのでね。動けますか？」

「ええ」

　私はきゅっと口を結ぶと、少しふらつきながら立ち上がった。弱っているところは見せられない。

「結構。では万ま里り王お、貴方あなたはソファイアさんを運んでください。そちらの方が重そうなので。私がマトリさんを運びます」

「ヘイヘイ……世話のかかるクソ女アマどもだぜ。オラ、とっとと歩け」

　プラトーンはマトリ先生を紳しん士し的てきに抱だきかかえ、万里王は取っ手のない鞄かばんでも持つように、ソファイアを乱暴に小こ脇わきに抱かかえた。そのまま広間を出、懐かい中ちゆう電でん灯とうを持った万里王を先頭に、螺ら旋せん階段を上り始める。

　私は落ち着かない。この二人は一体どういうつもりなのか。

「……どうしたのよ？　人道的ね、今日は」

「善意でやっているわけではありません。目的があるのです」

　──私たちは階段をグルグルと駆かけ上あがりながら、ボクサーがジャブを打ち合うようにして、情報を小出しにしていった。私は不二君が記き憶おく喪そう失しつだったことや、あの天井の穴を開けたのが不二君であることを聞いた。対して彼らが知りたがったのは、ずっと追っていたのだというエマノンの正体と……

「──ではあれが黒の始祖、というわけですか」

「ええ」

　プラトーンの言葉に対する返事は、やや上うわの空そらになってしまった。考えていたのは、不二君の記憶喪失についてだ。要因として考えられるのはやはりあの、謎なぞの力だろうか。エマノン、つまり八や尾お先生も興味を持っていたようだが……

　……八尾先生のことを思えば、胸に複雑な感情が去来する。あの人が私たちを襲おそい、不二君を殺したのは確かだ。でもそれは〝無尽の悪意ヴアリオラ〟に憑つかれたが故ゆえの凶きよう行こうだったはず。現にエマノンとなったあの人は、私が幼い頃ころから知っていた父の親友、八尾慎しん一いち郎ろうに戻もどっていたように思えた。素直に悲しんで良いのかわからず、ひどくうつろな感情になる。さみしさだけが確かに根を張っていた。

　……いや、今は止めよう。私は心の中で深呼吸をすると、プラトーンへと問いかけた。

「貴方あなたたちの目的がエマノンの正体なら、もうわかったでしょう？　この上、まだ一いつ緒しよに行動する理由はある？」

「ええ、残念ながら。黒の始祖に少々用事が出来ました」

「どういう？」

「まあご心配なく、裏切ったりはしませんよ……恐おそらくは」

　答えをはぐらかしながら、質問の意図を読んだ答えを返してくる、こういうところが油断ならない。でも、らしくなくその声には、やや思おもい詰つめたような響ひびきがあるように思えた。

「……まあ、良いわ」

　一刻も早く不ふ二じ君を追いたい。今襲おそって来ないというのなら、それで良い。

　断続的に続く爆ばく発はつ音おんは、地上に近づくにつれ大きくなってきていた。階段を上り切る。半はん壊かいした扉とびらを潜くぐり、石造りの廊ろう下かに出た。マトリ先生の城には何度か来たことがある。地下のことは知らなかったけど。

　落ち着いた色合いのカーペットを蹴けって、城内廊下を走る。轟ごう音おんが轟とどろく度に、天てん井じようから下がった豪ごう奢しやなシャンデリアが揺れる。

「──んう、ん……あら……？」

　ソファイアが目を覚ました。しばらくボーッとしていたが、

「……あ、貴方は!?」

　ジタバタし始めたので、万ま里り王おの足が止まった。

「は、放しなさいこの不ふ埒らち者ものっ！　どこへ連れて行くつもりですか！」

「あァ？」

　万里王は額に青筋を立て、躊躇ためらいもなくソファイアを手放した。

「きゃん!?」

　私はベターンと落ちたソファイアに駆かけ寄より、助け起こす。

「目ェ覚めたんならテメェで走れ、脂し肪ぼうの塊かたまりが」

　一いつ喝かつする万里王。

「え、あ……お姉様？　これは一体、どのような……わたくし、あれ……何を？」

　相変わらず寝起きに弱いようだ。

「詳くわしい話は向かいながら話すけど、今から黒の始祖を倒しに行くところなの。彼らは邪じや魔まはしないそうよ」

　私が言えば、ソファイアは二人のクロネクロを白い目で見た。

「……信用できるのですか？」

「あァ？　ナンだ、その目はァ？」

　万里王が眉まゆを吊つり上あげる。

「まあ、信用しておきましょう、今のところは」

　そう言った私の台詞せりふを継ついで、プラトーンが言う。

「言っておきますが、師し匠しようを倒してしまうような怪かい物ぶつとは、なるべくならやり合いたくありません。当てにはしないで下さい」

　私は頷うなずいた。

「邪じや魔まをしないなら、それで良いわ」

　再び走り出す私たち。ソファイアへと詳くわしい状じよう況きよう説明をしつつ、廊ろう下かを中程まで進んだとき、凄すさまじい震しん動どうが襲おそった。視界が白く染まり、咄とつ嗟さに両腕を上げて顔を庇かばう。熱波が肌はだを炙あぶり、倒とう壊かい音おんが木霊こだました。

「クッ……なんだってんだァ？」

　万ま里り王おの声が聞こえて目を開いた。目を閉じる寸前に見た閃せん光こうが眼底に残っていて、痛みを覚える。

　もうもうと舞まう土ぼこりが、斜しやに差し込む光を何本もの光線として浮かび上がらせていた。煙けむる朝の光の中、私たちの前方、十数歩ほど先から、周囲の部屋ごと廊下が消しよう滅めつしている。流れ込んでくる冷たい外気が肌に触ふれる。

　広がる光景に、私は絶句した。

「こ、これは……こんな……」

　ソファイアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　半はん壊かいした冬の森。何本もの木々が幹の途と中ちゆうから折れて転がり、ブスブスと白はく煙えんを上げている。雨が降っていたようで、空気が湿しめっているのが幸いだった。さもなくば、大きな火事になっていたかもしれない。大地は見渡す限り、黒い液体に覆おおわれている。いつかニュースで見た、タンカー事故で重油が流れ出した海のように。その上で、人知を超えた戦いが繰り広げられていた。

　黒い波のうねる水面からは、大小長短ちぐはぐな腕が無数に生えており、一見すると風にそよぐ花畑にも見える。おぞましいほどに白い。全すべてが真っ黒な武器を手にしており、その種類は多様だった。鈍どん器きから銃じゆう器きまで。人類が研けん鑽さんを続けてきた殺さつ戮りくの歴史、進化の過程を、余さず体現するかのように。命を奪うばう為ための、憎しみをぶつける為の、悲しみを生む為の道具たち。それらの中心に、黒の始祖が佇たたずんでいる。

　そして殴おう打だが、刺し貫かんが、斬ざん撃げきが、弾だん丸がんが狙ねらうのは……あれは……本当に不ふ二じ君なのか？　全身には赤く輝かがやく亀き裂れつが奔はしり、大きく開かれた口からは炎と黒煙を上げ、その姿は地じ獄ごくの悪あく鬼きのように恐ろしげだ。

《──グガアアアァッ！》

　激しい咆ほう哮こうを上げるたびに、亀裂から光が溢あふれては、押し寄せてくる黒白の波をなぎ払はらう。今、また放たれた一いつ閃せんは、おぞましい花を散らせて森の向こうへと消え、地を震ふるわせ天を焦こがす爆ばく炎えんを生んだ。

「困りましたね、話が出来る状態ではない」

「化け物どもが……」

　プラトーンの言葉に続き、万ま里り王おが吐はき捨てた。

　化け物。胸が痛くなる言葉。以前暴走したときと似ている。でも、やや様子が異なる気がする。あれは無差別だった。この攻こう撃げきは志向性がある分、あのときより得体が知れない。

　一見したところでは、不ふ二じ君が有利に思えた。黒の始祖の足元から生み出される暗黒の海は、不二君の近くでは熱に炙あぶられ干上がるようだし、不二君の放つ光は時折黒の始祖を穿うがち、その身を削っていた。しかし気がかりなのは、不二君が咆ほう哮こうを上げるたびに、少しずつ体の亀き裂れつが広がっているように見えることだ。嫌いやな予感がする。

《──バアアアアァァァァァッ！》

　そして、一ひと際きわ大きな咆哮と共にメリメリと不二君の口が裂さけ、次の瞬しゆん間かん、全すべてが白光に呑のまれた。輪りん郭かくだけが一いつ瞬しゆん残り──それも消えて──轟ごう音おんが轟とどろき──やがて、全てが再び色づいたときには、大きく抉えぐれた大地の内側に、半身を消しよう滅めつさせた黒の始祖〟が倒たおれ伏ふしていた。

　流ながれ弾だまに当たったらしい城の尖せん塔とうが、ズズズ……斜ななめにずれていき、滑かつ落らくして激しい震しん動どうを生む。

「ふ、不二君……！」

　思わず私は呼びかける。不二君の体は、もう殆ほとんど崩くずれかけていた。内側から噴ふき出だす炎に巻かれつつある。それでも尚なお、口角が裂けるほど大きく口を開き、

《クアアァア……》

　更さらなる追つい撃げきの光が溢あふれ出だす……

　と、そのとき、倒とう壊かいしかけた森の木こ陰かげから現れた何者かが、不二君へと駆かけ込こみざまの一いつ閃せんを見み舞まった。ギャインッ！　不二君の体から、その硬こう度どを知らしめる、鉄を打ったような音が響ひびく。事を成したのは抜ぬき身の宝ほう飾しよく剣けんと、巌いわおのような男。あれは確か……リロイだ！　リロイ・アルトゥール！

「『王命オーダー・空席と高潔の騎士ガラハツド』」

　低い声で囁ささやきながら、返す刀で二撃、三撃と不二君を打つ。光の破片を散らしながら、不二君はよろめく。

「──お、おお、おおおおお……！」

　その攻こう防ぼうの間に、リロイの来た方角より、ザ、ザ、ザザ、焦しよう土どを踏みしめてやって来た男が、感かん嘆たんとも悲嘆とも判別のつかない声を上げながら、黒の始祖へと駆け寄った。地面に膝ひざをつき、抱だき上げようとしているようだが、ドロドロと形を失いかけた体のどこを持ち上げれば良いのかわからない様子で、その両手は宙を彷徨さまよう。

「さ、サムデイ、ああ、あああ、あああああああ〝いつの日か来たる男爵バロン・サムデイ〟ィィィ！　なんてことを……むごい！　むごすぎる！　うおおおおおおおおおっ！」

　狂きよう乱らんしている男の周囲を守るように、少し遅れて追従する複数の人ひと影かげ。

　ヴィクター・フランクストン──こちらを牽けん制せいするように睨にらみ付つけてくる。その後ろには、年とし端はもいかぬ少年の姿がある。ツナギを着ており、ニコニコと抜けた歯を見せ、無む邪じや気きな笑顔を浮かべている。その顔には斜ななめに抜糸跡が走り、頭には大きなボルトが、右から左に突き抜けて刺ささっていた。新しい彼のゾンビだろうか。

　サイファー──親しげな微ほほ笑えみと共に、小さくこちらに手を振ってくる。その屈くつ託たくのない態度の裏に、深く純然たる暴力と闇やみを感じる。

　そして最後の一人──何の感情も浮かばせない、冷めた表情の青年。背後に、異い形ぎようと表現していいほどに長身な人影を従えている。トレンチコートに中なか折おれ帽ぼうを目深に被かぶり、その顔は見えない。あれは……

「お、お兄様……！」

　ソファイアが呟つぶやききを向けても、反応はない。聞こえているだろうに一いち瞥べつもしない。普ふ段だんは少し抜けたところがあっても、クロネクロを前にしたときはいつも凛りんとしていたソファイアが、捨てられた犬のような表情で、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。無理もない。

〝真の黒クローダム〟のおでましだ……ということは、あの泣いている男が得える真まなのだろう。

「こりゃ、ヤベェッスね」

　万ま里り王おがイライラと頭を掻かきながら言う。

「さて、どうしましょうね、」

　プラトーンが、未いまだ目覚めないマトリ先生を抱だいだまま、淡たん々たんと返す。

　得真であろう男は、迸ほとばしるような絶叫を上げた後は、暫しばらく黙だまって肩を震ふるわせていたが、いきなり頭がもげそうな勢いでこちらに首を巡めぐらせた。涙なみだに縁取られた両目は怒いかりに満ち、これが本当に人間の面相なのかと疑いたくなるほどに歪ゆがんでいた。

「久しぶりだ、こんな気持ち……この激情ッ！　あああッ！　許せん！　お前たちは絶対に殺さないッ!!　五十年か？　百年か？　寿じゆ命みようが尽きるまで苦しめてやる!!　死ぬことだけが救いだと、心の底から理解できるまでだッ！！！」

　万里王が顔を引きつらせ、プラトーンが肩を竦すくめた。とても謝って許して貰もらえそうな雰ふん囲い気きじゃない。

《──気を、静めるんだ、サン・ジェルマン……》

　黒の始祖！　まただ、この声。何度聞いても慣れない。聞こえた瞬しゆん間かん、全身が強こわ張ばってしまう。体の半分を失っていても、その毒物のような迫はく力りよくは衰おとろえていない。魂たましいを犯おかすような。

「お、おおおおおサムデイッ！」

　得真が歓かん喜きの叫さけびを上げる。

《憎むのは良い……恨うらむのも良い……だが、怒りは良くない……我々とは相あい容いれぬ》

「サムデイ！　私はどうしたら良い？　どうしたら君の助けになれる？」

《この身は既すでに形を保てぬ……君の体を……頂きたい》

　得える真まは一いつ瞬しゆんも迷わなかった。

「ああ、捧ささげるとも！」

　瞬しゆん間かん、黒の始祖はドロリと形を崩くずして暗黒となり、得真の口へと飛び込んだ。

「ぐポおっ!?」

　背骨が折れそうなほど身を反らす得真。その体内へと、地面に流れ出ていた凄すさまじい量の暗黒が、どんどん流れ込んでいく。

　私もソファイアも動けずにいた。得真に乗り移ってしまう前に、黒の始祖を倒さねばならないのに。弱っている今がチャンスなのに。真の黒クローダム三人が周囲を守っている限り迂う闊かつに仕掛けられないし、ソファイアの場合、ルビウスのことも気掛かりだろう。クロネクロ二人にも期待は出来ない。

　リロイと不ふ二じ君の戦いは続いている。不二君の腕が振るわれれば、リロイは難なくそれをかわし、反はん撃げきを返す。一いち撃げきごとに火の粉が舞まう。その繰り返し。不二君が弱ってきているのは、リロイの力強い動きと比べれば、一目でわかる。

　……やるしかない、今！

　私は意を決すと、リロイと戦いを続けている不二君へと霊導索ラインを投じた。不二君の意識を取り戻もどす為ために──カンッ！　弾はじかれる。以前不二君が暴走したとき、同じように拒きよ絶ぜつされた。ここまでは予想済み。研究したもの。

　私は手を返し、弾かれて宙を舞った霊導索ラインを再び操る。ヒュンと再び大きく舞わせて、ドスッ、不二君の背へと強く突つき刺さした。よし、いける！　霊導索ラインはガリガリと心の殻からを抉えぐりながら、戦い続けている不二君の奥おく底そこへと潜もぐっていく。もう輝き石せきはないのだ。今度こそ私は、自分の手で不二君を取り戻さなければならない。

　不二君が戻れば何かが変わる？　わからない。どうにもならないかもしれない。でも私は信じる。

「──サイファー、ルビウス、護衛は貴様らだけで十分だろう？　我わが輩はいは動くぞ」

「君はホントに働き者だねえ。いってらっしゃい、頑張って」

　ヒラヒラと手を振るサイファーと、無反応なルビウス、ジュルジュルと暗黒を吸い上げ続ける得真を残して、ヴィクターが歩いて来る。朝日に片眼鏡モノクルが輝かがやく。

「さて、久しぶりではあるが、旧交を温めるような間あいだ柄がらでもあるまい。早速、我が屍機術アデプトマンシーの極みを御ご覧らんに入れよう。冥めい土どの土産みやげとするが良かろう」

「お待ち下さいヴィクター、我々は貴方あなたがたと敵対する心算は……」

「黙だまれ」

　プラトーンが言いかけた言葉に、ヴィクターの怒ど声せいが被かぶる。

「貴様の飼い犬が我わが輩はいにしたこと、忘れておらんぞ。あのような無礼、許す気はない。貴様らも我が新作の実働試験に付き合って貰もらう……さあ、剋かつ目もくせよ！　フランクストン・ナンバーズ最新にして、今年のフランクストン・オブ・ザ・イヤー受賞確実と言われる誉ほまれ高き機体、四百四十八番機の……何をしている！　早く来いシェリィ！」

　足を止め、不ふ二じ君とリロイの戦いを眺ながめていた少年は、怒ど鳴なられてビクリとした。

「ごっ、ごめんなさい、お父さん！」

　慌あわてて駆かけ寄よってくる。

「お父さんと呼ぶな。さあ、皆殺しにするのだ」

「はあーい！」

　少年はパッと表情を明るくすると、いきなり凄すさまじい加速を見せた。両手をグルグル回しつつ、構えすら取れずにいた万ま里り王おへと体当たりした。メキョッという嫌いやな音を立てて、万里王は冗じよう談だんのような距離を吹き飛ぶと、木の幹に背中をめり込ませて止まった。太い木がくの字に折れている。なんてパワー、オーダーもなしで、あれとは……

　次に遊ぶ相手を決めるようにキョロキョロと動いたシェリィの目が、術に集中している私を捉とらえて輝かがやいた。まずい、もう少しなのに。

「仕方ありませんね、『指令オーダー・再起動リブート、剣闘士グラデイエーター』、万里王」

　プラトーンの片手指先からオーダーを乗せた霊導索ラインが飛べば、万里王はメリメリと木の破片を撒まき散ちらしながら起き上がった。

「こ、ォの……クッソガキがあッ！」

　怒ど声せいを上げながらシェリィへと踊おどりかかる。片手で抜ぬき払はらったナイフが朝の光に閃ひらめく。そちらを一いち瞥べつしつつも、回避行動を取ろうとしないシェリィの脇わき腹ばらから、ギャインと耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。突き出されたナイフの切っ先が止まっている。

「クッ、コイツ……硬かてェ！」

　万里王が尚なおもナイフを抉えぐり込もうと力を込めるが、びくともしない様子だ。

「うむ、馬力と動作性は問題ない……装そう甲こうも悪くないな……」

　ヴィクターがブツブツと呟つぶやいている。

　シェリィの笑えみが深まる。

「へええええ、お兄さん、けっこう丈じよう夫ぶなんだ？　じゃあこれは？　ぶっぱしょーりゅー！」

　突き上げた右拳で、咄とつ嗟さに身を反らせた万里王の胸を深々と切きり裂さきながら、シェリィは宙を舞った。クルリと一回転して着地する。鮮せん血けつを迸ほとばしらせて後ろへと倒れていく万里王に、更さらにもう一本、霊導索ラインが飛んだ。

「──『勅命オーダー・歴戦の勇士ギデオン』、マリオ！」

　ザッ！　万里王が踏み止まる。シェリィの笑みが更に深まる。

「すごい、まだ壊こわれない！」

「はっ、ガキのお守りかよ俺ァ、ついてねェ役回りだぜ……しゃあねえ、オラ、掛かって来いよクソガキ、遊んでやらァ！」

　万ま里り王おが、二本目のナイフを抜ぬき払はらいながら、血と共に吐はき捨すててた。深いはずの胸の傷は、膨ぼう張ちようした筋肉が塞ふさいでいる。

　私の視線に気づくと、ソファイアが頷うなずきを返してきた。その目にはまだ戸と惑まどいの色が濃かったが、今やるべきことを見失わない強さも見て取れた。

　シェリィと万里王が激げき突とつする中、私の霊導索ラインはいよいよ不ふ二じ君の核かく心しんへと到いたる──




　……浮かび上がる景色、これは不二君の心象風景だ。

　天も地もなく、ただ炎。普ふ通つうならあるはずの思い出も、感情の揺らぎもなく、轟ごう音おんを上げて逆さか巻まく炎だけ。目を開けば涙なみだが止まらず、呼吸をすれば気管が焼け付くほどの、怒いかりの炎……こんな中で、人間の魂が形を保っていられるのか？　早く不二君を捜さがさないと……

　と、焦あせる私の前で炎が割れ、その向こうに大きな影が伸び上がった。

『──やあ、高たか峰みね雪ゆき路じ』

　一ひと際きわ明るく、巨大な炎が語る。強く輝かがやく双そう眸ぼうを持つ、炎の……竜りゆう？

『そう、竜さ。かつては人の魂であったが、余りに強すぎる怒りで、このように醜みにくく歪ゆがんでしまった。黒き屍霊術師ネクロマンサーに対する怒りによって』

　──貴方あなたなのね、不二君にとり憑ついていたのは。不二君を返して。

『私の力なくして、あの者に勝てはしまい』

　──自分で気づいているのでしょう？　このまま戦っても、相打ちすら危ういって。貴方の炎は強すぎて、不二君の体を壊こわしてしまう。あと一発でも撃うてば、壊れてしまうわ。

『……ならば共に滅ほろびよう。私と不二由ゆう真まは、友だちだから』

　──ダメ！　許さない！　一いつ緒しよに滅びるのは、友だちなんかじゃないわ！　私は不二君と一緒に生きたいの、返しなさい！

『慮りよ外がいなことを。私は不二由真に語りはしたが、全すべて彼自らが選んだことだ。お前たちを救う為ため、何もかもを火にくべたのだ』

　──そう言うのなら、不二君が戻もどると願うなら、文句はないわね？

『願う魂すら、彼にはもう残っていないよ』

　──いいえ、私、知っているもの。不二君は諦あきらめないわ。

　死の苦しみを何回味わっても、不二君はヘラヘラ笑いながら戻ってきた。彼が絶対に捨てられないものを、私は知っている。

　……私は、自分が棲すむ屍霊術師ネクロマンサーの世界、戦いの世界が嫌きらいだった。王子様に憧あこがれる年ねん齢れいの頃ころには、いつか誰だれかが、例えば運命の人が、この荒こう野やから連れ出してくれないかと思ってた……不二君に、淡あわい期待をかけたりもした。

　でも、違った。

　不ふ二じ君、キミは私の手を取って引くのではなく、夜空を指差して、星が綺き麗れいなことを教えてくれた。ここも『悪くはない』と教えてくれた。どこかに逃げるより、もっと大切なことを。キミが居てくれたなら、私はきっとこの先も、『悪くはない』と思っていける。だから不二君……キミの魂たましいを、この竜りゆうに喰くらわせはしない！

　私は心の声を振ふり絞しぼる。

　──ねえ、約束、覚えてる？

　返事はない。続ける。

　いいよ、あれ……約束する。

　竜の炎が大きく揺らめき、内側から声が聞こえてきた。

『マジで？』

　──マジで。

『ガチで？』

　──ガチで。

『ホントに、ホント？』




　──もうっ！　し　つ　こ　い！




　私の叫さけびが響ひびき渡わたれば、目の前の炎の壁かべがメリメリと左右に割れた。

『ヌ、グア、アァア──！』

　裂さけ目めの左右にそれぞれ両手を当て、プルプル震ふるえながら必死に押し開くようにしている、その姿。今にも死にそうなほどひょろひょろなくせに、目だけはキラキラ輝かがやいて私を見つめている。

　私は衝しよう動どうの赴おもむくままに急いで手を伸ばす。痩やせた体を思い切り抱だきしめて炎の中から引きずり出すと、その勢いで思わず……

　思わず、あれ、キス……したのか？　なんで私……い、いや、違うの……これは体が勝手に、いや、弾はずみで、ただの……そう、偶ぐう然ぜん！　偶然なんだから！　軽く触ふれ合あうようなやつで、本当に感かん触しよくすらないほどだったし……そもそもここは現実世界ではないのだし、要するにうん、気のせいというか、妄もう想そうというか……だ、だからノーカウント！

　良い？　不二君、今のはノーカンよ、ノーカン！




　──ボシュウッ！

　全身から上がっていた炎が消えれば、ひび割れた体からは血が噴ふき出だした。ちょっと洒しや落れにならん量だ。かなり深い傷っぽくて、覚かく醒せいしたオレは、

「ヒギィ!?」

　思わず悲鳴を上げた。目覚めて早々、クソイテーし、しかも全ぜん裸らだし、散々だよ！　おまけに、リロイっつったっけ？　イカついオッサンの一いつ閃せんが迫ってて、痛がってる暇ひまも恥ずかしがってる暇もねえときた。

　相手の剣けんを持つ手を片手でいなし、身を低くして半歩推進、体幹たる下腹部へと水平蹴げりを放つ。八や尾お先生の忘れ形見──太たい極きよく蟷とう螂ろう拳けん、鴛えん鴦おう脚きやく！

　ズムッ！　……って、あれ、全然ダメージなさそう？　結構イイとこに入ったんだが……まあいいか、元々距離を離す為ためだし。蹴り足をグイとねじ込み、相手を押すと同時に、反動で自分も後退して──シュタン、着地。

　……クッ！　きっちり土産みやげを返された。蹴り足が骨までザックリだ。しかしこの程度、なんの問題ですか？　下着姿に毛布巻いただけの極上な女の子が二人いる、それだけでもうほらシュバッ！　脚の傷どころか、全身の傷まで全快だ！

「……動きが変わったな」

　リロイの言葉に、オレはフッと不敵な笑みを返した。

「男は経験で変わる」

　高たか峰みねをドヤ顔で一いち瞥べつ。

「ばかっ！」

　おっと、その赤面罵ば倒とう、オレにはご褒ほう美びにしかならねーぜ？　いやあ、キス一つでこれほど自信に満ち溢あふれちまうとは、我ながら単純な生物だと思う。最後までしちゃった日には、どうなっちまうんだろ？

「気ィ抜ぬくなっつーんでしょ？　わかってますって心配無用」

　余よ韻いんを味わってる時間はねーからな、残念だ。後で思い返してニヤニヤするとしよう。

「フジ様、ご無事でしたか！」

　こっちを見る余よ裕ゆうもなさげにソファイアが言う。

「おー、なんとかな！　はぁぁあッ！」

　オレは呼気を吐はいて気を練りながら、両手を軽く開き、左が前、右をそれより少し後ろ、腰を落とした姿勢──坐ざ山ざん鶏けい歩ほの構えを取る。ドワァーン、どこからかドラの音色聞こえてきそうだ。リロイを警戒しつつ、素早く辺りに視線を巡めぐらせた。赤せき竜りゆうに乗っ取られてたときのコトは、一応覚えちゃいるが。

　ええっと、万ま里り王おと、あのシェリィとかいう子の戦いは……結構危ないな。オーダー二つ貰もらってる万里王はさすがにイイ動きしてるけど、シェリィが楽しそうに振り回してる両手足は、ゴウゴウとジェット・エンジンさながらの快音を立てている。問答無用、技術不要、理り屈くつ抜きのパワフルさだ。

　オレの前には、リロイが油断なく構えている。その向こうには、何が楽しいのか、素晴らしい笑顔を浮かべたサイファーと、こっちは何がつまらないのか、仏ぶつ頂ちよう面づらのルビウス。

　そして、二人に守られながら這はいつくばって、床ゆかに零こぼれたスープを直接飲むみてーにピチャピチャと、残りわずかな暗黒液体を啜すする得える真まの姿。その仕草は狂気的だ。

「──ああ、あああ……！」

　やがてユラリと立ち上がると、そのまま暁ぎよう天てんを振り仰いだ。天てん啓けいを得た芸術家のように。

「いる！　私の中に彼がいる！　彼だけじゃあない、沢たく山さんの方がいらっしゃる！　これほど満ち足りた気分は、味わったことがないぞッ！」

　得真は視線を下ろすと、ギョロリとオレを見た。その瞳ひとみは……うっ、キメェッ！　白目と黒目が逆転してやがる。黒の始祖と同じだ。そこからドプッ！　涙なみだのように暗黒が溢あふれ、続いて全身から流れ出した。ドロドロドロドロドロ……凄すさまじい速度で地面を覆おおっていく。

「相当哀あわれな人生過ごして来たんだな、アンタ!?」

　オレはあんな風に、他人の憎悪をガブ飲みして、共有したいとは思わない。それで満たされるってのも正直わからない。喜びの気持ちとかなら、まだ理解できるけど。

「ああ、そうだよ不ふ二じ君、その通りだ！」

　得真は異常なテンションだった。寝起きかヤバいクスリでもキメてんのかってぐらい。

「私は不幸だ。不幸だった。全すべての人間が、いや生物が、生まれたときから保有している筈はずの権利が、私にはなかったからだ！　私はねえ、死ぬことができないんだよ。もう二千年以上も生き続けている！」

「はァ!?」

　ホンキかよ二千年って……でも、波は多た守もりのオッサンやカナちゃんの時代には少なくともいたらしいから、デタラメとも言えねーか。マトリ先生もそういや長生きだったっけ。でもケタが違うよな二千年は。つーか、死なないってコトは……

「アンタも再生すんのか？　オレみたく」

「いいや。私の不死性は、君とはかなり性質が違う。怪け我がをしても治らないし、老化もする。でも死んだと思った次の瞬しゆん間かん、何な故ぜか生が続いているんだ。外見や性別、身体的特とく徴ちようは大体同じだが年齢はまちまちでね、幼児だったときもあれば、老人から始まるときもあった。これは何かの呪のろいか？　病気なのか？　妄もう想そうなのか？　膨ぼう大だいな知識を収集したが、何もわからなかった。わかるのは、私が延々と、終わらないということだけ」

　絶句するオレ。おいおい、どんな原因があったら、そんなコトになるんだ？　それってどんな気持ちなんだ？　何もかも想像できない。

「これ以上の〝異質〟があるか？　最初の五百年は正義の為ために生きた。次の五百年は悪を成した。残りは全て、死に方を探し続ける旅だ。私にとって唯ただ一人ひとり、友人と呼べるのはサムデイだけだった。彼に逢あいたかった。〝再会〟は力をくれる。希望をくれる、そう信じてきた。その信念は正しかった！　ああ、そうだプラトーン……いや、陣じん内ない良りよう介すけ。そして岸きし谷たに万ま里り王お、君たちにも、〝再会〟の喜びあげよう！」

　オレは名指しされた二人へと、隙すきが生まれない程度の一いつ瞬しゆん、視線を向ける。陣じん内ない良りよう介すけって、プラトーンの本名か？

「……ほう、つまり？」

　ラインをめまぐるしく操りながら、プラトーンだけが返した。万ま里り王おはシェリィの相手に手一杯で、余よ裕ゆうがないようだ。

　得える真まは一度目を閉じてから、半ばまで開いて続けた。あれ……なんか、肌はだでわかる。雰ふん囲い気きが、変わった？

「……おめでとう陣内サン、キミらはようやく、この〝僕〟に追いついたってコトさ」

　ねっとりとした、陰いん湿しつな声。さっきまでとはまるで別人だ。声は同じなのに、喋しやべり方一つでこうも印象が変わるもんか。

　プラトーンは一いつ拍ぱく置いて、

「見間違いではありませんでしたか、あのデスマスクは」

「……どういう意味？」

　高たか峰みねが問いかけるのに、

「復ふく讐しゆうだよ」

　答えたのは得真だった。いや、違う……ヤツの中にいる、別の何者かだ。

「僕は陣内サンの恋人と、万里王クンの妹を殺した男なんだ」

　え、はあ？　る、る、瑠る衣いちゃんを、殺したヤツだって？　これ、聞き捨てならねえ！　リロイと向き合ってる今、あんま意識を向けるワケにはいかないが、オレは声を上げた。

「なんだって!?」

　得真は半眼のまま、薄く笑った。

「おっと、何で？　とか、どうして？　とか、訊きかないでくれよ。上う手まく答えられないし、キミらには理解できないだろうさ。今まで百五十九人殺して、解かい剖ぼうして隅すみ々ずみまで調べ尽つくして、漸ようやくわかったんだがね、僕は多分、キミらとは元から違う生き物なんだ」

「──グウッ……アア、アアアアーッ！」

　万里王が咆ほう哮こうを上げた。目をやれば、シェリィの拳を交差したナイフで受け、押され気味だった体勢から一転、全身の筋肉をビキビキと振ふり絞しぼって弾はじき飛とばした。

「お、おおうっ!?」

　シェリィがその迫力に、きょとんとした様子で手を止める。

　既すでにボロボロになっていたが、荒あらく一息ついた万里王は、らしくなく澄すんだ目で得真を見た。シンと冷たい気配を纏まとって。

「遭あいたかったぜ、法ほつ家け門もん……地じ獄ごくに落ちろ」

　静かな口調には、怒ど鳴なり散らしているときよりも、遥はるかに迫はく力りよくがあった。

「……高たか峰みねのお嬢じようさん、状じよう況きようが変わりました。共きよう闘とうさせて頂きたい」

　プラトーンが静かに言った。

　高峰は短く返す。

「よろしく」

　交わされる会話を背に聞きながら、オレは再び得える真まを睨にらみつける。

　大して長くもない人生だし、本当の敵だと思える奴やつに出会ったコトはない。多分、多くの人が出会わずに過ごしていく、絶対の敵対者。あれがそうだ。あれこそが。万ま里り王おみたいに、燃もえ滾たぎるような怒りはない。ただ自然とそう思ったんだ。

　瑠る衣いちゃんや香か奈なちゃんを殺し、プラトーンとマトリ先生の大事な人を奪うばい、波多守のオッサンを弄もてあそび……八や尾お先生を狂わせ、ゆかりさんを殺させ、高峰のオトーサンを奪った……ああ、もう十分だ。そのうちどれか一つだけでも、拳を振るうのに躊躇ためらわない理由になる。

　得真が再び目を閉じた。次に口を開いたときには、もう元の声に戻っている。

「──さて、まだ少し馴な染じんでいないが、もう護衛は要らない。サイファー君、ルビウス君、君らも行ってくれ。彼らを殲せん滅めつし、町に向かう。サムデイの望み通り、全すべての命を飲み干す旅の始まりだ！」

「その言葉、待ってたよ伯はく爵しやく……ようやく許しが出た、さあ踊おどろう、フジ君！　『自己制圧セルフオーダー・獣の日ビースト』！」

　両目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、サイファーが駆かけ出だした。その体はスーツを突つき破やぶり、メキメキと変へん貌ぼうしていく。黄金色の毛を持つ二足歩行の獣けものに。それとは対照的に、ルビウスはゆっくりと歩を進めながら、両手を閃ひらめかせた。朝日に舞い踊るライン、背後へと繋つながれば、長身の影かげがそれを受けて動き出す。

「ふん、マリオ・キシタニ、何やら息巻いている様だが、貴様如ごときがシェリィを倒し、伯爵の元まで辿たどり着つくというのは、万に一つもないことだ」

　ヴィクターの言葉に、万里王の舌打ちが返る。シェリィも攻こう撃げきを再開し、場が再び動き出す中で、オレは背中越しに言った。

「高峰、オーダーは出すな、そこにいてくれ！」

「え、な、どうして？」

「どーしても！」

　八尾先生がオレに残していってくれたものは、武術の技ばかりではない。その知識や魔ま術じゆつの技、そして、あらゆる怪かい力りき乱らん心しんを見通す目、〝霊視眼イーグル・アイ〟だ。クロネクロたちが恐おそれた、すべてのもの。

　先生の目が、オレに教えてくれる。高峰はフツーに見えるが、立っているのもやっとなハズだ。強い術を使いすぎて、体はボロボロになってる。これ以上は無理だ。

「──バオオオォォォォオオオォォォッ！」

　サイファーの咆ほう哮こうが傷ついた森を揺さぶる。針の振り切れた獣じゆう性せいの赴おもむくままに、オレへと爪つめを振ってくる。その速度は、以前、修学旅行の夜に戦ったときを完全に超えていた。手加減していたというのは本当だったようだ。右、左、右──激流に浮かぶ木の葉のように、最小限の動きでかわすと、ガッ！　サイファーの頭の毛を掴つかみ、下に引き落とすと同時に、ズガッ！　膝ひざ蹴げりを顔面へと叩たたき込んだ──太たい極きよく蟷とう螂ろう拳けん、白はく猿えん偸ちゆう桃とう！

　大してダメージはないだろうが、鼻面を打たれればどんな獣けものも怯ひるむだろう。生まれた僅わずかな隙ひまに、オレはそのまま横に跳とんだ。一いつ瞬しゆん後、飛び込んできたリロイのすくい上あげの一いつ閃せんが、残ざん影えいを掠かすめて過ぎる。

　オレはリロイを〝視る〟。

　……おお、視えるぜ、魔ま力りよくの流れが！　暴風の中の、女子高生のパンツより丸見えだぜ。海流のように渦うずを巻いたり、勢いを強めたり、弱めたりしながら、体の表面を覆おおって流れる、半はん透とう明めいのオーラ。

　……なるほど、あの剣にはたくさんの霊れい魂こんが宿ってて、その力をオーダーで引き出してるわけか。竜りゆうの炎を警戒してか、今は防ぼう御ぎよをかなり高めてるっぽい。生半可な攻こう撃げきは効かないだろうが、あのとてつもない力を、攻撃に使われないのは幸いだ。

　──シュバッ、ザン、バシュ、ザシュ！　雨あられと降りしきる攻撃を、右に左にかわしていく。攻撃にも流れがある。それを油断なく読み取りながら、たまに手を出して、流れにたわみを作る。やがてたわみは大きくなり──僅かな隙すきが生まれる。

　そこでオレは、勢いよく両手を左右に振り下ろした。五指から眩まばゆい光の糸が打ち出され、今や得える真まの生み出した黒い液体に覆おおい尽つくされた大地へと突つき刺ささる。

　よおおおっし、ラインが出た！

　術者でもないオレは今まで、〝夢の渚ズルワーン〟の端たん末まつが持つ、本当の力を引き出すことはできなかった。けど、今ならやれる。八や尾お先生、アンタの力、借りるぜ。

　いつか、誰だれかが見た夢の欠片かけらたちよ。

　純じゆん粋すいで、実直で、真剣であった光たちよ。

　お願いだ……どうか、オレらに力を貸してくれえ！

　両手を交差するように引けば、ビシィッ！　霊導索ラインが突き立ったトコを基点にして、地面がひび割れた。

「──ぬぐオ、オオお、ォオォォォ『天命オーダー・屍山血河の黎明ドーン・オブ・ザ・リビングデツド』ォォオッ！」

　全力を込めて両手を振り抜けば、ガゴォンッ！　地中より現れたのは、二つの棺かん桶おけだった。

　そして、オレには多大な隙が生まれていた。術の完成と同時に、リロイの剣に右腕を切り飛ばされ、サイファーに体当たりをされている。その衝しよう撃げきで、どっかの骨が折れた音がした。たぶん背骨だ。仰あお向むけに倒れたオレへと、サイファーが飛びかかってくる。牙きばの狙ねらいは……首か。まずいな、もたないか？　エロいコト考えてるヒマがねえ！　と、オレが思ったとき、ドッゴォン！　二つの棺かん桶おけが内側から弾はじけとんだ！




　──棺桶の破片を散らしながら飛び出し、ズドォンッ！　大地を震ふるわせる踏ふみ込こみとともに、右拳の一いち撃げきでサイファーを、左拳の一撃でリロイを、左右へと殴なぐり飛ばしたその人は、静かな呼気を朝焼けに流した──




　──続いて、ギュイィィィィンッ！　轟とどろく機械音。

　猛もう攻こうに次ぐ猛攻で、調子よく万ま里り王おを追い詰めていたシェリィの頭上、ガソリン臭くさい排はい気きをなびかせて急降下する影かげ！　シェリィが咄とつ嗟さに身を退けば、ギュイィィンッ！　恐おそろしげな音を立てて空振る破は壊かい的てきフルォムの鋼鉄、即すなわちチェーンソー。

　空いたスペースに、スタンッ！　小さな影が着地した。ドルンドルン、ドッドッド……

「あうあー？」

　チェーンソーの雄お叫たけび轟く中、その子はカクリと首を傾かしげる──
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　……覚かく悟ごしていたのに、オレは両目がじんわりと輪りん郭かくを失うのを感じた。自分がやったコトだってのに。そんなに涙なみだもろいつもりはねーんだけど。

　ソファイアと万里王が、息を呑のむ音が聞こえた。

「……う……うそ、そんな……う、うそです、こんな……」

「お、オイ!?　ドッ、どう、どうなってんだ、お、お、ど、どう……なにが……」

　仰あお向むけに倒れたままのオレの唇くちびるが、戦慄わななきながら勝手に言葉を紡つむいだ。

「……プラトーン、ソファイア、瑠る衣いとセブンに霊導索ラインを繋つないでやってくれ。良く、諦あきらめずに追い続けたね。少し早いが、これは〝僕〟からのクリスマス・プレゼントだ。彼らと、そして……勝利を」

　八や尾お先生の気配が、オレの中から消えていく。けど、受うけ継ついだ想いは忘れねーぜ。アンタが守りたかったモンを守れるように、オレも頑がん張ばってみる。

「せ、セブン……セブン、ああ！」

「る、瑠衣、瑠衣ィィィィイ！」

　ソファイアはわかるけど、万ま里り王おまで涙なみだぐんでる。これレアだろかなり。オニの目にも涙ってヤツか……いや、オニいちゃんの目にも涙か。プラトーン、遅れてソファイアがラインを飛ばし、それぞれ瑠衣ちゃんとセブンさんへと繋がった。

　距離を隔へだてた、得える真まの呟つぶやきが聞こえる。訝いぶかしげな。

「二度目の復活とは……〝遺産〟か？　まだ奇き跡せきを起こす程の力が残っていたのか。それとも不ふ二じ君、これは君の力なのか？」

　ふん、答える義理はねーし、そんな余よ裕ゆうもねーよ！　こちとら再生するために、この感動的な雰ふん囲い気きの中でエロネタを探さにゃならんのだから……

「不二君、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　息せき切って、高たか峰みねが駆かけ寄よって来ると、オレを抱だき起こそうとした。

「ちょ、ま……待っへ、触さわっちゃ駄ら目めえ……！」

　背骨が折れてるからか、舌がもつれる。毛布一枚纏まとっただけの、今の高峰に抱き上げられたりしたら、なんかの弾はずみで死んじゃう恐おそれが！　プニョッとかしたらアウト！

「あ、ご、ごめんなさい！」

　高峰がビクッとして動きを止める。お、おお、このアングルは、毛布の中が覗のぞけそうだ！　よし、これで再生して……って、あれ？　再生しねーぞ、なんかエロい気分になれない！　なんつーか、性欲ってより愛情のが強くて……キスしちまったから？

　……や、やべえ意識が薄れてきた！　は、早く、早く何か……何かないか？　エロスだ、エロスをくれ！　オレは必死で、周囲へと視線を向ける。

　霞かすんだ目で捉とらえた戦せん況きようは、二極化していた──




「──ウオォラァァッ！」

　万里王が叫び、

「あははははははー！」

　瑠る衣いちゃんが笑う。

　ナイフが閃ひらめき、チェーンソーが唸うなり、ガキュ、ガリガリガリ、ガチュンッ！　シェリィの肉体から激しい火花が散った。どういう硬かたさなの……あの子、主成分なんなんだ？

「うわっ、いたたたっ！　お、お父さん！」

　しかし、さすが兄妹だぜ。交わす言葉はいらないようだ。半年のブランクを感じさせない、一朝一夕じゃ考えられない息の合ったコンビネーションに、シェリィが押され始めていた。

　ヴィクターがイライラと舌打ちをする。

「いかんせんお前は、ソフトに問題ありだな。ハードは最高級だというのに、愚おろか者ものめ……だが、まあ良いか。そろそろオーダーの耐用試験に移るとしよう。『号令オーダー・電気羊の夢を見ろエレクトリツク・ドリーム』、シェリィ！」

　ヴィクターの指先からラインが飛べば、バヂッ、バヂヂヂッ！　オーダーを受けたシェリィの全身が、青白く放電し始めた。工事現場とかで溶よう接せつしてるとき発生するような、見てると目がチカチカするほどの光だ。イオン臭しゆうがこっちまで届いてくる。触さわっただけでもヤバそう。

「ありがとうございます、お父さん！」

「お父さんと呼ぶな！」

　そんなやり取りの間に、ソファイアがプラトーンへと言う。右手のラインを万ま里り王おに、左手のラインをセブンさんに、それぞれ接続しながら。額には、この寒いのに玉の汗あせ。

「すみませんが、此方こちらをお任せしても宜よろしいでしょうか？　できればわたくしは、セブンへのオーダーに専念したく思います！」

　プラトーンは、相変わらずピクリとも動かないマトリ先生を片腕で抱かかえながら、

「そうですね、正直辛つらいですが──」

「バァカが、好きにしろ！　テメェのオーダーなんざ今いま更さら要らねェ、瑠衣と俺ァ無敵だ！　こんなクソガキ、相手にならねェんだよ！」

「あい！」

「……だ、そうです。まあ私も、複数のゾンビを操る技術は貴女あなたより上という自負もありますので、どうぞ御自由に──『指令オーダー・鉄人兵団アイアン・マン』万里王、瑠衣！」

「恩に着ます！」

　指先からラインを迸ほとばしらせるプラトーンを背に、ソファイアは駆かけ出だした──




「──グゥゥオオォォォォオオッ！」

　サイファーの咆ほう哮こう。狙ねらいはあくまでオレのようだ。一直線に向かって来ようとしている。セブンさんが立ちはだかってくれているが、リロイがそこに加わり、ついにはルビウスのゾンビまでやってきた。巨きよ躯くのセブンさんより頭一つ分高い、異様な長身。

「『厳命オーダー・殺戮の園マーダー・ランド』、十一番ジヤツク」

　ルビウスからオーダーが出されれば、ズババババッ！　ジャックと呼ばれたゾンビの周囲に幾いく筋すじもの光が奔はしった。ズタズタに裂さかれたコートの下からニュウッと出てくる、一、二、三、四、五……六本の腕！　それぞれが手にしたナイフが、縦じゆう横おう無む尽じんに閃ひらめきセブンさんを襲おそう。

「『勅命オーダー・戦神ツアバー』、セブン！」

　ソファイアが走りながらオーダーを飛ばした。激しい戦いを続けるセブンさんの肉体がミチイィッ！　厚みを増した。パパパパンッ！　三方からの攻撃を、閃くような手さばきでいなしている。さすがに防戦一方みたいだけど、やっぱスゲェ！

　熱を増していく戦いの隅すみでは、遂ついにソファイアとルビウスが相対した。目線が交差する。一つは哀あい切せつの、もう一つは冷れい酷こくの。

「──やはり、何もお答えしてはくれないのですか？」

　ソファイアが切り出し、

「何を聞く気だ？　聞いてどうする？　やる事は変わらないのに。お前もアクセルロッドの娘だろう。肉親との戦いには慣れているはずだ」

　ルビウスが応じる。互いにラインを繊せん細さいに操りながらの会話。

「はい、手を抜ぬくなと教わりましたから……けれども、それが如い何かに悲しいことであるかが、あの家を離れた今、わかります。お姉様とフジ様との暮らしが、教えてくれたのです……お兄様」

　ソファイアは息を吸い、

「わたくしは、貴方あなたと戦いたくありません！　ずっと、ずっと、誰だれとも戦いたくはありませんでした！」

　慟どう哭こくのような言葉に、ルビウスは目を細めた。

「……あの家を厭いとうなら、お前はそれこそ戦わねばならない。僕はあの家そのものだ」

　セブンさんの拳が、サイファーの牙きばが、ジャックのナイフが閃く戦場の傍かたわらで、繰り広げられる家族の語らい。これがアクセルロッドという一族の日常風景だとするなら、やるせねーコトだ。

「それは……どのような意味です？」

　ソファイアが問いかけに、ルビウスは一度薄いため息を吐ついた。

「……アクセルロッドはな、かつて黒の始祖の高弟でありながら、シロネクロに寝返った、裏切り者の家系なんだ。未だに〝黒の始祖〟の影に怯え、分家の数名を真の黒クローダムに差し出して許しを乞こい続ける、臆おく病びような一族だ……僕は〝真の黒クローダム〟となるべくして育てられた」

　息を呑のむソファイア。

　セブンさんは戦い続けている。リロイの剣を、サイファーの爪つめを、ジャックのナイフを受けて傷つきながら、それでも一人とて後ろには通さない。その広い背中はいつだって、何かを語っている。それに勇気を貰もらったのか、ソファイアは力なく落ちかけた両手を持ち上げ、キュッと唇くちびるを結んだ。ラインが朝日に輝かがやく。

「お兄様……わたくし、戦います」

「そうだ。それが僕たちの宿命なんだよ」

「いいえ！」

　ソファイアはきっぱりと言った。

「わたくしはセブンと一いつ緒しよに戦って、戦い抜ぬいて、当主になります。当主になって、アクセルロッドを変えます！　お兄様のことも！」

　あれ、一いつ瞬しゆん、ルビウスが苦しそうな顔をしたような？

「なら来いよ。全力で相手してやる──」




　──クソッ！　皆が戦ってんだ、オレものんびり寝てるワケにはいかねー！

　うぐぐぐ……つってもこの状況、エロスの要素が皆かい無むなんだが……

「不ふ二じ君、しっかりして！」

　高たか峰みねが、自分もツラいだろうに、ずっと回復系オーダーくれてる。けど焼け石に水だ。逆に申し訳ないし心配になっちゃって、再生しづらくなるって、どうよ？　業ぶけえ体質！　うう、ヤバイ、逝いく、逝っちまうよ……

　……お……おお、アレは!?　屈かがみ込こんだ高峰の足元近く、灯台元暗し的にヒラヒラしてるアイツは！

　オレは必死に残された左腕を伸ばし、ああ、届け、届け、よし、〝それ〟を掴つかんだ。瞬しゆん間かんギュバァッ！　肉体が活性化し、メリメリと右腕が生え、ゴリゴリと折れた骨がくっついて、再生完了！

「ふー……助かった」

「……」

　高峰の目が白い。なぜか？　それは立ち上がったオレが、世の暗黒を破は壊かいする帝てい王おう、破暗帝ぱんていを頭に被かぶっていたからだろう。そう、高峰へのプレゼントに用意させて頂いた御お方かたである。ヒュー、やっぱり効くぜ、破暗帝ぱんていは！　よし……

「高峰、ソファイア……頼たのみがあるんだが！」

「……なにかしら？」

　高峰はやや警けい戒かいしているようだ。

「はい、なんなりと！」

　そう言うソファイアは余よ裕ゆうがなさそうだ。セブンさんとジャックがぶつかり合い、拳とナイフの凄すさまじい応おう酬しゆうが繰り広げられている。どちらも譲ゆずらぬ激げき闘とうだ。うーむ……緊きん迫ぱくした状況で、こんなコト頼んでいいモンか？

「よし！　えーとその、さすがに言いづらいんだけど……その」

「だから、何？」

　早く言え、的な高たか峰みねの表情。

「……コレが欲しいんだ。こういう形の……ほらコレだよ、コレ！」

　オレは両手の人差し指と親指で三角形を作って、二人に見せた。

「え、ちょっと、わからないんだけど……」

「スコーンですか？」

　高峰、ソファイアと言う。

「いや、食べ物じゃなくて……いや、食べる人もいるのか？　知らねーけど、ほら布でさ……ええい、オレが今被かぶってるヤツだよ！」

　言っちまった！　一いつ瞬しゆんキョトンとした後、その意味に気づいた様子の高峰が、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

「……脱ぬげって言うの!?」

「やましい気持ちはねーよ？　いやまあ、あるけどさ！　必要なの、わかんだろ!?」

「よくはわかりませんが、フジ様が必要だと仰おつしやるのなら！」

　余よ裕ゆうがないからだろうか、ソファイアのレスポンスは早かった。スポーンッ！　片手で脱いで、ヒラッ！　オレへと投げ渡してくる。まずはそいつを片手で受け取った。白い布地に花はな柄がらのレース！　うおおおお、辺りが寒い分、余計にぬくもりを感じられやがる！

「……く、うう……うーっ！」

　少し遅れて、顔を真っ赤にした高峰は前のめりになり、毛布の下から両手を入れて脱ぐと、涙なみだ目めでオレへと差し出してきた。その極上シチュエーションのせいでオレも前のめり、サラリーマン同士の名刺交換みたいになりながら、ともかくソイツを受け取る。一見地味な造りだが、小さなフリルで縁ふち取どりされた、職人技の光る水色……ＦＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！　ＮＵＧＩＴＡＴＥ！

『──さあ、皆の者、パワーを由ゆう真まに！』

　高峰の水色が言った。もちろんオレの脳内で。

『いいですとも！』

　ソファイアの白が答える。

『由真よ……余は、余は、まだ一度とて穿はいてもらえておらぬ……こんな余でも、お主の力になれるのだろうか？』

　いけません王子、弱気になっては！　まだ未使用と言うことは、それはそれで素晴らしい価値なのです！　貴方あなた様もまごうことなき帝てい王おうの血族、高峰に履いてもらう未来の為ためにも、どうか今このとき、力をお貸し下さい！

　バチバチバチ……オレの脳内で、三角形の力トライ・フオースが高まっていく。

　……とと、今思い出したけど、オレ全ぜん裸らじゃん！　さすがにこれはちょっと問題だよな倫理的に考えて……お、イイモンみっけ。ヅカのマフラーだ。拾い上げて首に巻いた。うん、長いヤツでよかった。丁度先せん端たんで隠かくれるな。風が吹いたらヤバいけど……

　さて、と。

　破暗帝ぱんていの加護を受けし両拳、つまり巻きつけてるってことだが、ソイツをガツンとぶつけ合わせて得える真まを睨にらみ、ロック・オン！

「よおォし、ブッとばす！」

　とりあえず、ボコボコにしてやる確定。死なないらしいけど、別に最初から殺す気ないから、関係ねーし。この若さで殺人とかカンベンだしな……そうそう、波は多た守もりのオッサンの秘法も奪うばい返さねーと。

「その格好は、一体何だね？」

　得真が訝いぶかしげに言うのに、オレは堂々と、

「勝負下着バトル・スーツだ！」

「……うん、まあ良いや」

　あっ、ヤロウ、理解を放ほう棄きしやがった！

「ようやく〝我々〟の魂たましいが、この体に馴な染じんできたよ。どうしようか？　そうだな……こういうのはどうだ？」

　得真はおもむろに両手を持ち上げた。ザザ、ザザザ、ザババババ、得真を中心にして、黒い海に波が生まれる。八や尾お先生の眼を通せば、途と方ほうもない魔ま力りよくの流れが、光のうねりとなって見える。

　そして波が過ぎれば、至る所に咲き乱れる、腕、腕、腕！　ああ、気色悪ィ、鳥とり肌はだ！　黒の始祖ンときと違うのは、何も持ってないトコだ。それらが水面に手をつけば、ザバッ、ザバッ、ザパンッ！　う、うわっ、なんか出てきた！

　のっぺりと白い人ひと影かげたち。体毛も、性別を示す器官もない。時とき折おり、引きつるように震ふるえたりする。皆、どこかしら欠損している。皮ひ膚ふがなく筋肉がむき出しだったり、肘ひじから先や、膝ひざから先が骨だけだったり……限りなくゾンビっぽいが、直感的にいうなら、彼らは壊こわれかけてんじゃない。出来かけだ。いつだったか、ゾンビたちの目の光にオレが感じた悲しみも、苦しみも、その目からは読み取れなかった。まるで昆こん虫ちゆうみたいな目。吐き気がするほど異質な、死し蝋ろうの軍団。

「さあサムデイの子らよ、行進せよ。思う様に喰くらい、滅ほろぼすのだ」

《ぎ、ぐぎ、ぐぎあ……ぐぼぼ……》

《……お、おぐ、おぎゃ……おぎゃああ……》

　得真の言葉に答えているのか、それともただの呻うめき声か、無数のどよめきが重なり合って地を揺する。凄すごい数だ。人気のない郊こう外がいの山が、いきなり渋しぶ谷や駅前スクランブル交差点並みの人口密度に！　オレらに向かってくるヤツもいれば、いきなりガリガリと木の幹に噛かみ付ついてるヤツも、山を降りていくヤツもいる。ヤツらが町に出たら、あきらかヤベェぞ。その前にカタをつけねーとだ。

　クソッ、どうする？　高たか峰みねを守るか？　いや、これは……防戦に追い込まれたら負ける。

「──万里王、セブンさん、高峰たちを頼たのむ！」

　言うが早いか、オレは矢のように駆かけ出だした。

「あっ、テメェ、クッソ……俺おれの分残しとけよ！」

　万里王の言葉を振り切る速度で、人ひと影かげの間を走り抜けて、目指すは得える真ま、マフラーが棚たな引びく。朝の風はスゲェ冷たいが、肉体は限りなくＨＯＴだった。

　エマノンは、八や尾お先生は、省みることを知らない強さは悲しいと言った。それを思い知ったオレが今、駆け出せたのは、背中を預けるべき人たちがいたからだ。任せられる人たちがいるからだ。

　さあ、迷わず行くぜ、下半神様！







「ガウウゥゥウウッ！　ハァッハッハッハ！」

　背後から、獣けものの息いき遣づかいがぐんぐん近づいてくる。サイファー、追ってきたな！　ドギャズギャバギッ！　連続する破は壊かい音おんは、白い人影たちが体当たりで弾はじき飛とばされる音だろう。

「──『王命オーダー・金糸の雨と太陽の騎士ガウエイン』！」

　おっと、リロイもか！　得真が狙ねらわれて、ついに防ぼう御ぎよを解いたようだ。縦に振り下ろされた刃から、朝日よりも尚なお眩まばゆい三日月形の軌き跡せきが飛んでくる。それは、ズバババッ！　白い人影たちを行き過ぎ、腕やら足やらを何本も宙に舞わせながら、やがてオレの体を、シュバアッ！　通り抜けた。だがオレは足を止めない。斬きられた瞬しゆん間かんにもう再生してる。脱ぎたて破暗帝ぱんていナメんな！

　追いついてきたサイファーが左右の爪つめを振るい、オレの肉体を切り刻む。爪が体にズッと入って、ズバッと抜ける頃ころには、もう再生済み。

　アンタらの相手はしないぜ、狙うべきは一人……けど、やべーな、得真に近づくにつれ、白い人影の人口密度は高まっていく。向かう先とか、ライブの最前列クラスだ。物理的にこれ、近づけねーじゃん。一人ずつ倒してたんじゃ時間がかかりすぎるし……くっ、右、左！　それぞれリロイの剣とサイファーの爪を紙一重かわして、オレの足が止まる。

　任せてきたけど、やっぱ気になる後方。チラリと見れば高峰たちは一箇所に固まっていた。セブンさん、万里王、瑠る衣いちゃんが外側、高峰、ソファイア、プラトーンが内側。力を合わせて、ヴィクター、ルビウスの猛もう攻こうや、押し寄せる白い人影たちに何とか対たい抗こうしている。

「──不ふ二じ君、君は本当に得体が知れないよ」

　人ごみの向こうから得真が言った。うん、まあオレ自身、自分が良くわからなくなるときがあるけど。

　得える真まが掲かかげた右腕の掌てのひらを、天へと向けて返した。そこからズルッ！　宙に浮かび上がったもの──夢の渚ズルワーンの端たん末まつと同じ形状、光の糸束──あれ、秘法か!?　なんか真っ黒だぞ！　こすり過ぎて黒くなっちまったのか……いや違うか。

「私にはサムデイがついているし、この通り〝夜鳴き虫の書キタブ・アル・アジフ〟もあるというのに、何な故ぜだろうね、〝私たち〟は君にこそ脅きよう威いを感じているんだ。あの赤い竜りゆうよりもね。そこで考えた。君の戦う意志を奪うばい去るには、どうしたら良いかを」

「無理だね！　タギってるぜオレは！」

　八や尾お先生の技術を頼みに、サイファーとリロイの攻こう撃げきを、掴つかみかかってくる白い人ひと影かげたちの腕を忙せわしなく捌さばきながら、オレは返す。

「愛フイリアに拠りて元素リゾーマタは集合し、憎悪ネイコスに因りて離散す……」

　得真がブツブツと何かを唱えれば、ギュルルルルルッ！　光の糸束が高速回転を始めた。な、なんだ？　首筋がチリチリする……ふくれ上がる魔ま力りよく光こう。

「全すべてを失ったとき、君はどうなるだろう？　再び怒りに駆かられるのか、それとも泣なき崩くずれるのか。どちらにせよそれは、〝私たち〟の勝利となるだろう。ヴィクター君、ルビウス君、避けてくれ！」

　得真の呼びかけに、交戦を続けていた二人が自分のゾンビを連れて、ほぼ同時に後ろへと跳び退った。そして……

「──『秘匿されし元素の火アルケイン・フオーテイアー』！」

　得真が声を上げれば、高たか峰みねたちが戦っている場所の地面、黒い海がボコンと盛り上がり、次の瞬しゆん間かん──ズドォォォォンッ！　閃せん光こうと震しん動どうが炸さく裂れつした！　熱風がここまで押し寄せてくる。一いつ瞬しゆんで膨ふくれ上がり、数十人の白い人影ごと高峰たちを飲み込んだ爆ばく炎えんは、ゴゴゴゴゴ、黒こく煙えんを上げて空を燻いぶしている。

「あ、あ……あああァ!?　な……」

　オレは言葉を失う。ちょ、お、おい、オイオイオイオイオイ!?

「ふふ、上う手まくいったね、一いち網もう打だ尽じんだ……どうだ不ふ二じ君？　これでもまだ戦えるか？」

「……グルルルル……」

　足を止め、爆ばく発はつを瞳ひとみに映していたサイファーが、ギョロリとオレを見た。リロイが刃やいばに指を這はわせる。剣が光を増す。

　ああ、ヤツらが来る。戦わねーと……けど、腕が……腕が上がらない。ざわつく心の裏側に感じる。赤い双そう眸ぼうがオレを見つめるのを。だから言ったじゃないかと。私の力が必要だろうと……ダメだ赤せき竜りゆう、お前の力は借りない。高峰が救い出してくれたんだ、あの干ひ乾からびた世界から。オレはもう、お前に何一つ委ゆだねない。絶望の足音が聞こえても、それだけは出来ない……

　──そのとき、ヒュッ！　まだ燃え盛る炎の向こうから飛来した光の糸が、オレの胸にトスリと突き立った。

「──『命令オーダー・加速アクセラレーシヨン』、不ふ二じ君！」

　戦え！　という叱しつ咤たにも似たオーダーに、体は弾はじかれたように動いた。サイファーとリロイから放たれる攻こう撃げきを、加速したステップでかわし、オレは収まりつつある炎の向こうを、食い入るように見つめた。

　煙けむりが晴れてきて最初に目に入ったのは、黒々と焼やけ焦こげ抉えぐれた大地と──

「ふー……ゴホッ！　危機一髪だな……」

　マトリ先生だ！　真っ白な顔に汗を浮かべて、苦しげな表情。両手から放たれたラインが地面に光の円を描き、その内側だけが暴力的な破は壊かいを免まぬかれていた。魔ま方ほう陣じんってヤツか？

「馬鹿な、防いだと言うのか？」

　得える真まが驚きよう愕がくの声を上げる。

　煙の向こうに見えたのは、光の円だけじゃなかった。円の縁をピッタリとなぞるように空中、横一線の列を作って何枚も浮かんだ、方形の紙。千円札や万札よりも少し大きい。

「色々と説明が欲しいところですが……まあ、後にしておきましょうかな」

　マトリ先生の隣となりでそう言ったのは、あちこち触さわったら切れそうなほど鋭えい利りな狐きつねヅラ、阿あ倍べ野ののオッサンだ！　円状に配置された紙と同じものが、掲かかげられた両手の指にズラリと挟まっている。

「アベノ、お前に救われるとは……私が死んだ方が、都合が良いだろうに……」

　軽口を叩たたくも、マトリ先生はつらそうだ。

「傷つきますな。私もシロネクロです。倒すべき敵は知っている」

「町は無事か？」

「花はな山やまさんに指揮を任せてあります。山やま裾すそで食い止めてくれていることを願う他ありませんな。それより、こちらがまずい。あの威い力りよく、長くは耐たえられませんぞ」

　煙が完全に晴れ、皆の無事な姿が見えたとき、不覚にもオレは泣きかけた。リロイとサイファーの攻撃は続いているから、力の抜けそうになる体を叱咤して、なんとか動く。ラインから流れ込み続けるオーダーが、足運びを驚おどろくほど軽くしてくれる。

「無茶すんな高たか峰みね、オーダー出すのキツいんだろ!?」

　安あん堵どのあまり過保護になったオレが言えば、高峰は片かた膝ひざをついた姿勢で、

「この格好で下着脱ぬがされてる段階で、十分無茶はしてるわ」

　た、確かに！

「うむ、ならば、こうしようか。愛フイリアに拠よりて元素リゾーマタは集合し、憎悪ネイコスに因よりて離散す……」

　得真が力を溜ため始めた様子、秘法がグルグルと回転の速度を上げていく。ヤバイ、ヤバイヤバイヤバイ──トスッ！　焦あせるオレの背中に、これは……もう一本のライン？

「フジ様、お願いします！」

　ソファイアの声──トスッ！　続いてもう一本。

「あまり貴方あなたに頼たよりたくはありませんが……」

　プラトーンの声──トスッ！　更さらにもう一本。

「ユーマ！　頼む！　そやつらを！」

　マトリ先生の声。必死な叫さけび。そして、

「不ふ二じ君……」

　小さな、小さな高たか峰みねの、申し訳なさそうな声……

「おうっ！」

　オレは返して、首の左頸けい動どう脈みやくを狙ねらってきたサイファーの爪つめ、その手首を右手で掴つかんで止めた。ほぼ同時に、右脇わき腹ばらを襲おそうリロイの剣を、左手の二指に挟はさんで受け止める──ズシンッ！　二人の攻こう撃げきのうち、二割の力は受け流しきれず、両足が地面にめり込む。

　そして、残る八割の力を、そのまま流した。右腕と左腕で、大きく周囲に円を描くように。リロイとサイファーが、弾はじけるように左右に吹き飛んだ。

　受け取ったぜ、皆の力をよ！

『──不二由ゆう真まよ』

　ん？　え……誰だれだ、また竜りゆうか？　呼んでねえけど……いや、声が違う？　誰スか!?

『私だ、波は多た守もりだ』

『カナもいます！』

　──あ、ああ、二人とも、どーしたん？

『私も御お主ぬしの力になりとうてな。今から御主に我が秘術、化け楽らく天てん魔ま法ほうを貸し与える。〝根来彼方にらいかないの秘法〟に近しき〝遺産〟が御主の元にあり、御主が下を曝さらけ出だしておる今ならば、行使できるはずだ』

　し、下を出すのって、ホントに重要だったのかよ……脳裏に波多守のオッサンの下半身を思い出して吐はきそうになったが、何とか耐える。

『よいか、化け楽らく天てん魔ま法ほうは、己おのが願望を現うつし世よと重ね合わせる秘術。あの白き妖よう魅みども、多くは意思らしい意思も持たず、憎悪のみが残るだけの浅薄なる輩やからよ。ならば打だ撃げきを介かいし、直接力を送り込むことによって、意のままにできよう……さあ往け、不二由真！』

『ふじどの、ごぶうんを！』

　お、おお、おおお!?　オレの体中にギュウゥン、なんだ、なんか知らんけど、満ち満ちてきた！　この感覚、ちょっと説明できない。内臓が一個増えたみたいな、腕か脚が一本増えたみたいな、そんな感覚！

「──『秘匿されし元素の風アルケイン・アエラ』！」

　うわ、しまった！　得える真まの術が完成しちまった──ドゴオオオォォォオッ！　高峰たちの足元から、凄すさまじい竜たつ巻まきが巻き起こってる！　バリバリッ！　紙片が吹き飛んでいく。先せん端たんは上空まで達して、雲を渦うず巻まきの形にかき混まぜている。ハンパねぇな!?

　防ぼう御ぎよの内側まで影えい響きようが出ているようで……ちょっ!?　高たか峰みねとソファイアがマリリン・モンロー状態！　下着はいてない状態でアレってヤベエ！　白い太ふと股ももまで見えて、ウッ、鼻血出そう！　今すぐ引き返し、ナメるようにローアングルから覗のぞき込こみたい衝しよう動どうを抑おさえるのには苦労する。

　竜たつ巻まきが消えると、阿あ倍べ野のサンとマトリ先生が膝ひざから崩くずれ落おちた。防御が解かれ、再びシェリィとジャックが攻め込み始めるのを、万ま里り王おと瑠る衣いちゃん、それにセブンさんが迎むかえ撃うつ。

「ウオオオォォォッ！」

　オレは叫さけびながら得える真まへと突とつ進しん、白い人ひと影かげの壁かべへと駆かけ込けみ、拳を振るった──メゴシャッ！　オレの拳と破暗帝ぱんていを頬ほおに受けた人影が、ボウンッ！　一いつ瞬しゆん濃のう霧むに包まれ、その霧きりが流れ去ったときには……

「──ヘェイ貴方あなた、今私のこと見てたでしょう？」

　お、おおっ!?　そう言って舌なめずりしているアナタは！　アメリカ西海岸はビバリーヒルズ在住、最近仕事で帰らない夫のおかげで、熟うれた肢し体たいを持て余している野や獣じゆう系人妻！　名前は、そうだ、確か……キャサリーン！　八や尾お先生との戦いで失われた、我が青春の聖書バイブルに記されていた女め神がみだ！

　なるほど、願望が形になるって、こういうコトか……ニヤリ！

　オレはスゥゥ……呼気を一瞬溜ためて、

「──ウォオオララララララララララララーッ！」

　両拳での連打を開始した──不ふ二じ流、欲望足りてる百ひやく烈れつ拳けんんんんんん！

　──ボウンッ！

「ねえ、不二君、今夜暇ひまなら焼肉行かない？」

　そうオレに問いかけてくるのは、クール系の外見と言動から、職場の男性連中からは敬遠されがちだが、その実ピッチリと着込まれたスーツの下に、熟れた肉体を持て余している年下好きのベテランＯＬ、山やま田ださん！

　──ボウンッ！

「不二君、今日は撮さつ影えいだけど、終わったら遊びに行こうね！」

　おお、水着姿のキミは、清純派として売り出したものの運が向かず、やむなくちょいエロ系の仕事を入れるようになり、『はあ、私なんでこんなコトしてるんだろ』とたまに落ち込んだりもするけれど、それでも前向きに頑がん張ばりながらも熟れた肢体を持て余しているアイドル、ナナコさん、マジ応援してます！

　──ボウンッ、ボウンッ、ボボボボボボウンッ！　一いち撃げきごとに受肉していく、我が青春の偶ぐう像ぞうたち。女教師がいた。メイドさんがいた。女医さんもいた……

「何だ、その術は！　やめろ！　〝私たち〟の憎悪ネイコスを汚すな！」

　怒いかりも露あらわに叫さけぶ得える真まへと、美少女の海をザーッと割りながら、オレは駆かけ込こむ。

「んーなの、大事にするようなモンじゃねーだろ！」

　忘れられるんなら忘れちまえばいい。憎しみなんて。

「君らには所しよ詮せんわからん！　超越者の苦悩などは……愛フイリアに拠よりて元素リゾーマタは集合し、憎悪ネイコスに因よりて離散す、『秘匿されし元素の地アルケイン・ゲー』！」

　ボゴボゴボゴッ！　周囲、黒い水面を飛沫しぶきかせながら、無数の岩がん塊かいが無重力なカンジで舞まい上がったかと思えば、オレに向かって殺さつ到とうしてくる──ドゴゴゴゴゴッ！　両の拳を振るってそれを叩たたき落しながら、足を止めずに進む。オーダーがオレに力をくれる。

「いやわかるし！　ワリーけど！　アンタ結局寂さびしくて、未来が怖こわいんだろ？　そんなんフツーに男子高校生だって、結構味わっとるわ！」

　毎日カラダもココロも寂しいし、あーこのまま一生、下半神様は排はい泄せつ以外の用よう途とで使うコトねーのかなーと、未来に絶望を覚えたりもするっつーの！

「黙れえ！　愛フイリアに拠りて元素リゾーマタは集合し、憎悪ネイコスに因りて離散す、『秘匿されし元素の水アルケイン・ネロー』！」

　ポコ、ポコポコッ！　続いて周囲、黒い海から湧わき上がってくるのは、無数のシャボン玉だ。一見幻げん想そう的てきだが、霊れい視しすると物もの凄すごい魔ま力りよくが篭っているのがわかる──ボシュウッ！　触ふれた瞬しゆん間かん、オレの体が、熱ッ!?　うわ、ドロドロに溶とけやがった！

　けど、止まらねーよ。再生しながら進む。痛みに身が引きそうになるけど。

「アンタ、黒の始祖をトモダチとか言ってたが、アンタに憎しみしか教えてくれなかったんなら、ソイツはトモダチなんかじゃねえッ！」

　たまには愚ぐ痴ちを言い合うのもイイかもだけど、やっぱ一いつ緒しよにいて楽しいのが一番だろ。なあ、カンヤ、ヅカ、そうだよな？　トモダチって、そういうモンだよな？

　──よし捉とらえたぜ、拳の間合いだ！　長い道のりだった！

「はあァァァッ！」

　呼気と共に腰を入れながら、得真の鳩尾みぞおちへと左手の掌しよう底ていを打ち放つ──ズドンッ！　肋ろつ骨こつの間、柔やわらかい肉にめり込むオレ渾こん身しんの一いち撃げき。身をくの字に折った得真の背中から、ドパァッ！　大量の暗黒が溢あふれて、空中でジュウジュウと蒸発していく……けどコイツ、倒れねえ！　凄すごみのある笑えみを浮かべてやがる！

「く、ふふ……効かない……この程度ッ！　まだまだ、この身に宿した憎悪ネイコスは尽きん！　いつか、誰だれかが流した涙なみだの雫しずく、不運で、悲ひ惨さんで、無残であった暗黒のきらめきが、私に力を貸してくれるのだ！　私を守ってくれるのだ！　愛フイリアに拠よりて元素リゾーマタは集合し……」

　呪じゆ文もんを受けて、黒く染まった秘法が回転を早めていく。

　──そして、間近から得真の暗黒に染まった目を覗のぞき込こんだオレは、突とつ然ぜんに理解していた。得真も囚とらわれているんだ。八や尾お先生が無尽の悪意ヴアリオラに囚われていたように。オレが赤い竜りゆうの憤ふん怒ぬに囚われていたように。今ならわかる。真に倒すべき相手は、このオッサンじゃない。

　八尾先生が残してくれた技はもう、過ぎ去っちまった。武術も、魔術も。けど、受け継いだものは忘れない。想いは消えはしない。

「憎ネイ悪コスに因よりて離散す……」

　得える真まの呪じゆ文もんが紡つむがれる中、オレは両手の肘ひじを腰の後ろへと引いた。拳という矢を、筋肉という弓に番つがえるように。そのまま見み据すえる。得真を。その向こうの闇やみを。

「……他人の憎悪に浸ひたるより、孤独でいるべきだ。そんなアンタを大事に思って、理解しようとしてくれたヤツらだって、居たんだろ……だから──オレが解き放ってやる！」

　コオオォッ！　破は裂れつするような呼気と共に、両腕を真っ直ぐに突き出した。得真の胴どうへと、両腕を真っ直ぐに突き出す。得真の胴どうへと両手が奔る。ストンと心臓を、心を包み込むような双掌の打だ撃げき。それがトン、触れた瞬間に、パンッ！　乾かわいた小さな音。オレの踏み込みの音。威い力りよくが伝わる。得真の奥おく、暗黒の海の底、悲しみの中ちゆう枢すうを打ち抜く──え、技名？　えっと……ふ、不二流、破暗拳ぱんけん？

　一いつ瞬しゆん後──ドッパァンッ！　得真の背中から、凄すさまじい量の暗黒が噴ふん出しゆつした。

「ぐっぶ、ぐあァブッ!?」

　よろめく得真。全身から黒い液体をドロドロと垂れ流しながら倒れる。地面に零こぼれ落おちた秘法からも同じように暗黒が流れ出し、朝日を受けて蒸発していく。幾いく重えにも重なって聞こえる、呻うめきとも悲鳴ともとれない声を上げながら。

　ゆっくりと両手を引き、残心の構えを取るオレの周囲、白い人ひと影かげたちも同じように……ああ、美女たちも！　微笑ほほえみながら消えていく……うう、ありがとう、ありがとう！　お世話になりました！

　白い人影たちが消えた今、妙みようにだだっ広く思える荒あれた森。

　戦いの熱が収まってゆく。冷たい風の吹く中に、

「……な、なんと言う事だ……伯はく爵しやくが……敗れた……？」

　呟つぶやきが一つ落ちた。振り向けば、呆ぼう然ぜんと立つリロイの姿。必死に走ってたから気づかなかったが、かなり間近まで迫って来てたんだな。

　リロイの隣となり、いつの間にか人の姿へと戻もどっているサイファーが、遠くに視線を放りながら口を開く。愕がく然ぜんとしているリロイとは対照的に、その振る舞いは相変わらず飄ひよう々ひようとしていた。

「……潮時だろうね、シロネクロたちも、じきに来るだろうし」

　うわアイツ、全ぜん裸らじゃねーか！　全然恥ずかしがるそぶりもないし、むしろ堂々として、なんか、やだ、かっこいい……あれ？　オレ感覚おかしくなってる……？

　リロイは額を片手で覆おおい、悩ましげな息を吐はいた。信じがたい事実を突つきつけられ、何とかそれを理解し、対処しようとしている仕草だった。

「……已やむ無しか……ヴィクター、ルビウス、撤てつ退たいするぞ！」

「馬鹿な、我わが輩はいはまだ戦える！　伯爵とて負けてなどおらぬわ！　負けるはずがない！」

　喚わめくヴィクターを他よ所そに、ルビウスは頓とん着ちやくなく構えを解く。あっちも対照的だ。

「聞き分けろヴィクターッ！　信じがたいのは俺おれとて同じよ！　伯はく爵しやくの身を鑑かんがみるのだ！」

　リロイが叫さけぶのに、ヴィクターは顔を歪ゆがめて口をつぐむ。

「待てやコラ、逃げんのか、オウ!?」

　万ま里り王おが、ボロボロなくせに威勢良く言い放った。背後に瑠る衣いちゃんを庇かばいながら。

「ええい黙だまれ！　貴様らのようなクズどもに割いてやる時間は終わりだ！　行くぞシェリィ！　実戦データは取れた、帰って調整だ！」

　額に青筋を立てたヴィクターが、先んじて踵きびすを返す。

「は、はい、お父さん……えと、失礼しまーす！」

　ペコリと頭を下げたシェリィが、その後にトテトテと続いた。

「お兄様……」

　ソファイアが呟つぶやく。すがるようなその視線を容易たやすく振りほどき、ルビウスも踵を返した。アクセルロッド・ナンバー・ジャックを従えて、そのまま数歩行くと、ふと立ち止まって言葉を落とした。

「……お前が選んだのは、余りにも険しい道だ。この程度の腕前では辿たどり着つけない」

「はい、お兄様……わたくし、強くなります」

　朝日を浴びるソファイアの決然とした表情は、下心なく綺き麗れいだと思えた。

「……僕が出来なかったことを、泣き虫のお前が出来るとは思えないが……まあ、期待しないで待ってるよ」

　今度こそ、歩き去るルビウス。氷のようだったその顔が僅わずかに緩ゆるんでいるように見えたのは、きっと見間違いじゃない。

　繰り広げられる光景を、遠巻きに見守っていたオレへと、サイファーが声をかけてきた。

「で、どうする？　まだやるなら付き合うけど」

「い、いや、もうイイって！　アンタらが退くなら。オレもヘトヘトだし、得える真まって死なないんだろ？　トコトンまでやっても意味ねーし……あ、でもこれは返してもらうからな！」

　そう言ってオレは、ドス黒い色が抜ぬけ、淡あわい光を取とり戻もどした〝秘法〟へと手を伸ばす。掴つかもうとすると、ヒュポンッ！　おお、手に吸い込まれた!?　イェーイ、波は多た守もりのオッサン、見てるー？　ようやく取り戻したぜ、ヒャッホウ！

「残念だな、パーティーはおしまいか……」

　サイファーが心底残念そうに言う。コイツ怖こええよ！　こちとら必死だったっつーの。

「う、うぐ……うう……」

　得真が呻うめきながら身を起こした……と、芯しんを失いジワジワと蒸発しつつある黒い水を、すぐさま両手でかき集め始める。

「あ、ああ、私の……私の希望……」

「だから希望なんかじゃねーってソレ！　たくさんの人の悲しみなんて、幾いくら集めたって、さみしくなるだけだろ、常識的に考えて！　孤こ独どくだからこそ、一人じゃないって感じられるもんなんじゃねーのか、人間ってのは！」

　得える真まは手を止め、オレを見上げた。その両目はもう、ネガポジ反転したホラー仕様じゃなかった。暗黒が抜ぬけたからか、今まであった強きよう烈れつな迫はく力りよくが失せて、しぼんだように見えた。憔しよう悴すいしている。

　リロイに助け起こされながら、もう一度オレを見た。

「……不ふ二じ君」

「な、なんスか？」

「君なら……永遠をどう乗り切る？」

　いきなり問われて面食らう。

「え、いや、うーん……永遠かあ、永遠なあ……えっと、エロ本が数冊あれば……いや、違うかな、ええっと、想い出？　想い出があったら結構いけるよーな……色いろ褪あせないくらい濃いヤツ……あーんー、でもなあ……ゲームとか？　飽あきるかな……」

　得真をチラチラ見ながら列挙するオレ。こっちをじっと見つめてきてるので落ち着かない。授業中先生に当てられ、ノーアイディアで黒板の前に立ってる心境だ。

　オレの場合、高たか峰みねだよな、やっぱ。ソファイアや、ヅカとかカンヤもいたら、もうそれダケで相当楽しいんだけどさ。アイツらとなら永遠とかドンと来いってカンジなんだが。

　思考を色々とこねくり回して、頭のてっぺんから煙けむりが上がりそうになりつつ、悩みに悩んで到とう達たつした結論は……

「──え、ええと、コンニャク！　コンニャクがあったら、イイ……のか？」

　自分でもどうしてこうなったか、もうわからなかった。

　得真は、ふと口くちの端はしを上げた。

「……今すぐでなくて良いよ。納得のいく答えが見つかったら、教えてくれるかね？」

「な、なんだよ、オレに聞いたって、頭悪いぞ？」

「待つ時間なら沢たく山さんあるからね……いつか、君から聞いてみたい」

　そう言い残し、リロイに連れられて去って行く。痩やせてくたびれたその背中。許したワケじゃない。許せるワケもない。でも、哀あわれだと思った。

　後に続くサイファーが、一度振り返ると、妖よう艶えんな微ほほ笑えみを向けてきた。

「また逢あおう、不二君」

「ノーセンキュー！」

　クローダムたちの姿が森の向こうへと消えるのを見送ってから、オレはこっちに駆かけてくる足音へと視線を向けた。

「──不二君！」

　高たか峰みねだ。おいおい、そんな走るなって、お前だって足腰ヘロヘロじゃねーか、転んだらアブネーだろ……いや待てよ？　今転んだらスゲー光景が見えるんじゃ……ああっ、転んで欲しいぞ！　尻しり餅もちついて欲しい！　でも怪け我がとかしないか心配……ああ、転ばないで、いや……怪我しないように転んで！

　オレが葛かつ藤とうしてるうちに、高峰は無事に到とう達ちやく。

　で、これってアレだろ、抱だき合あって勝利を喜ぶシーンだろ？　まず高峰が抱きついてくるじゃん？　その細いけど出るトコ出てる肉体を抱きしめたまま、オレら一つになってクルクル回転すんじゃん？　そのままの勢いで教会行くじゃん？　そしたらリバーサイド・ブライダルさ……よし、シミュレーションはバッチリだ！

　両腕を広げ万全の体勢で鼻息ボフーッ、待っていたオレへと、足を止めた高峰はやや焦あせり気味に言った。

「下着、下着返して！」
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　　終章　最後に去るのはクサい







　あ、アッブネーアブネー、冷静になって考えたらオレのカッコ、どう見ても変態じゃないですかーやだー！　そのまま学校行けと言われたら行けるレベルで受け入れてたわ。徹てつ夜や明けのテンションって怖こわいなー……

　家か宝ほうにしたかったが断腸の思いで持ち主二人に破暗帝ばんていを返上し、マフラーで股こ間かんを隠かくそうと思ったけど、貸してくれたヅカに申し訳ないので両手で隠しながらブルブル震ふるえていると、阿あ倍べ野のサンがすぐ車に連れて行ってくれた。

　少し離れたアスファルト道に横付けされたファミリーワゴン。助手席にマトリ先生、オレ、高たか峰みね、ソファイアが後部座席に乗り込む。セブンさんはトランクを一人で占せん拠きよ。

　万ま里り王おたちは、いつの間にか姿を消していたらしい。協会員たちがやって来る前にだ。まあそりゃそうだよな。瑠る衣いちゃんと話ができなかったのは残念だけど……まあ、また会えるかな、多分。

　暖だん房ぼうのあたたかさにウトウトしていると、協会員たちに指示を出し終えたっぽい阿倍野サンが戻もどってきて、車が発進した。

「──さて、何から訊きけば良いやら」

　阿倍野さんが言うのに、マトリ先生が答える。

「戻ったら私から話すさ……取とり敢あえず、彼らを家まで送ってやってくれ。死ぬほど疲れてるだろうから」

　まあね、死んでますけど。

「貴女も随分とお疲れのようですな」

「まあな、年だからな……ユキジ、ユーマ、ソファイア、巻き込んですまなかったな。本当に感謝している。ありがとう」

　セブンさんが貸してくれたコートを掛かけ布団ぶとんがわりにして、口から〝Ｚｚｚｚ〟が出かけてたオレはビクッとする。高峰は当然シャンとしたもんだが、こと眠りに関しては少しだらしないソファイアすら、窓の外を眺ながめて起きている。緩ゆるんでるのオレだけかよ。

「い、いや！　余よ裕ゆうッスよ！」

「何か礼をしたいと思うんだが、何が良い？」

「え、いや、イイッスよ別に！」

「私がそうしたいんだよ。お前たちのおかげで、終生の悲願を果たすことができたんだ。何でもするから、言ってみよ」

　ん？　今何でもするって言ったよね？　……じゃなくて！　ゲスかオレは！

「そ、そんな、急に言われても……欲しいもの、欲しいもの……センター試験の点数？」

「勉強しなさい」

　高たか峰みねにピシャリと言われる。ですよねー……

「まあ、何か考えておいてくれ。私を恩知らずにしてくれるなよ。いつでも良いが、なるべくなら私が帰国する前が良いな」

「帰国？」

「私はこの国の生まれではないからな。イグルーシカの墓前に報告してやりたいのだ。全すべて終わったと」

　あー、やっぱりそーなのかー、日本人離れした妖よう精せいっぷりだもんなあ。

「寂さびしくなります」

　高峰がポツリと言った。珍しく素直だ。

「なに、すぐ帰ってくるさ。私がおらんと、アベノも張り合いがなかろう」

　阿あ倍べ野のサンは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「ゆっくりして来て頂いて構いませんよ」

　前の席の二人が軽口を言い合う中、オレはずっと物思わしげなソファイアのことが気にかかっていた。意を決して話しかけてみる。

「なあ、ソファイア……大だい丈じよう夫ぶ？」

「？　なにがです？」

　キョトンとした顔を向けてくるソファイア。あれ、な、なんか普ふ通つう？

「いや、その、静かだからさ。お兄さんとあんな風に別れて、寂しいのかなって……」

　ソファイアはふと微笑ほほえむと、ゆるゆると首を振った。年ねん齢れいにやや不相応な幼さを宿していたはずの顔が、ひどく大人びた表情に見えた。元々綺き麗れいな瞳ひとみは影かげを帯びて、強きよう烈れつな美しさを湛たたえていた。

「セブンがいて、お姉様がいて、フジ様もいて。寂しいなどとは全然。ただ……わたくしもそろそろ一度、実家に帰るべきかと思っていたのです。お兄様との約束もありますし」

　急な報せに目を剥むくオレ。

「え、いつ!?」

「ああいえ、今すぐという話ではなく」

　なあんだ……と、ホッとしかけてから、ふとその意味を思い出す。

「それって、戦いに行くってコト？」

「はい、恐おそらくは」

「えー、イイじゃんそんなワザワザ！」

　差し出がましいよなーと思いつつも、身を乗り出して言わずにはいられない。

「わたくしはずっと逃げ続けておりましたから」

「良いんじゃない？　逃げたって」

　え、高たか峰みね、らしくねえセリフ!?

「貴女あなたが無事なのが、何より大事なことだもの。どうしても行くのなら、絶対に無事に帰って来るって約束して。つらいときは頼たよって。私、ルビウスなんかに負けないくらい、貴女の家族である心算でいるのよ」

　げ、言いたいこと全部言われた……まあいいけど。

　ソファイアは両手を組み、目を潤うるませて、

「……ああ、何とお優しい！　お姉様、お慕したい申しておりますう！」

「ちょ、や、くすぐったい、そこ、くすぐったいって！」

　うおー、美少女二人が広くもない車内で抱だきき合あっておられる！　かっ、下半神様が！　ええい、控ひかえい！　控えおろう！　下半神様が顕けん現げんなされるぞ！　鎮しずまれ、鎮まれーい！

　高峰を抱きしめながら、ソファイアが顔を上げた。屈くつ託たくのない笑顔で。

「お姉様とフジ様がおられるところが、わたくしとセブンの帰るべき場所です。絶対に、絶対に、絶対に帰って来ますから！」

　これ以上見ていると、意図せずセブンさんのコートに不ふ謹きん慎しんなマネをしてしまいそうになるので、オレは窓の外に目をやった。

　忙しすぎた週末が終わっていく。記き憶おく喪そう失しつになって、高峰を探して、決戦をして……そうだ、冬休みじゃねーか。暖だん房ぼうに曇くもるガラスの向こうに山並みを眺めながら、オレはドコに遊びに行こうかとか考え始める。高峰は当然誘さそうとして、ソファイアや、ヅカやカンヤや……オレの最強のトモダチたちと。







　その後の日々は、まあ、平へい穏おん無事に過ぎてった。世間じゃ十二月って師し匠しようが走っちゃうくらい忙しいらしいが、高校二年生にはあんまし関係ない。のんびりしたもんだ。来年は三年だし、忙しくなってそうだけど。

　ああ、そうそう、一つデカい変化があった。

「──おーっ！　可愛かわいいじゃん、二人とも」

　高峰邸、玄げん関かんで待ってたオレの元へと、高峰とソファイアがやって来た。ソファイアはやっぱり華はなやかな白、高峰は黒で落ち着いたカンジにまとめている。二人ともドレス系だし、結構気合入ってんな。オレはいつも通りパッとしないジャケット姿だけど……

[image: ]

「おかしくはありませんか？」

「全然！　むしろオレが浮いてるかなー」

　ソファイアと言葉を交わしながら外に出れば、セブンさんが扉とびらの脇わきに、ＳＰよろしくドーンと立っていた。いつもの中なか折おれ帽ぼうはなくタキシード姿、かなり窮きゆう屈くつそうだがガタイが良いから似合ってる。やっぱ洋服は体で着るもんだよな。

　四人連れ立ってバス停まで歩き、バスに乗り込んだ午後四時過ぎ。そう、今日はクリスマス・イブだ。これからパーティーっつーワケ。

「──体の調子はどう？」

　高たか峰みねが尋たずねてくる。

「ん、絶好調！　この分なら、マジに成功してるかもだぜ、人間化！」

　デカい変化ってのはコレだ！　いやー、ついにやってくれたよ、高峰！　術が完成したのは昨日の夜で、全身に複雑な紋もん様よう書き込んで、妙みような液体塗ぬったまま一晩過ごし、それから地下書庫で儀ぎ式しきを幾いくつかやって、終わったのはついさっきだ。漬つけ物ものと仏像の気分がなんとなくわかった。治ってるか試したいから、おっぱい揉もましてくれと言ったら、叩たたかれた。そのまま死んだらマズいんで、とりあえず様子見ってコト。

　けど、よくぞ今日に間に合わせてくれました！　だって、クリスマス・イブよ？　バチ当たり極まりねーコトだが、日本じゃホラ、だいたい恋人同士が愛を語らう日ってコトになってるじゃないッスか！　ああ、今日こそ、今日こそオレは……ポッポウ（汽笛）！

　欲望の蒸気機関を搭とう載さいしたオレを乗せて、バスは行く。窓が曇くもっているのは、オレが発する熱気のせいではないハズだが。

　幾いくつか乗のり継ついで、目的地へと辿たどり着ついた。降りるとき、

「あれ、ここ潰つぶれたんじゃなかったっけ？」

「なんか今日だけやってるらしいよ」

　窓の外を見た大学生っぽいアンチャンたちの、そんな会話が聞こえた。

「──わあ！」

　降り立ったソファイアが歓かん声せいを上げる。外気の冷たさに頬ほおが赤らんでいる。星をちりばめたように瞳ひとみを輝かがやかせるものは、傾かたむいた西日ではなく、その視線の先にそびえる遊園地のネオンだ──樽たる多た露ろ市ファニーパーク。

「スッゲェ、マジかよ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくオレ。ジェットコースターが轟とどろき、ティーカップが回り、お化ばけ屋や敷しきが呻うめき、メリーゴーランドが巡る。それら全すべてが光に包まれている。ここがパーティー会場だ。

　マトリ先生に、

『クリスマスにデカいパーティーしたいです！』

　って言ったのは確かにオレだが、まさかこうなるとは。今日一日だけって条件で施し設せつごと借りたらしいけど……マジ底知れないぜ、シロネクロ協会！

　入り口前、中心に植え込みをグルリと囲んだ円形のベンチに腰を下ろして待っていると、

「うおー、マジでやってる！」

「おまたせー！」

　バス停の方から、ヅカとカンヤがやって来た。カンヤはオレと大して変わらねーカッコだが、ヅカは結構気合入ったドレスだ。私服でスカートは珍しい。

　手を振りながら近づいてきた二人は、セブンさんを見てややたじろいだ。

「えと……その人が、ソファイアちゃんの、おじさん？」

　ヅカが尋たずねれば、

「然さ様ようです」

　ソファイアの言葉を受けて、セブンさんはズイッと前に出た。片手を突つき出だし握あく手しゆの構え。ヅカ、カンヤと、順に挨あい拶さつを交わす。

　オレの隣となりへと歩いてきたカンヤが呟いた。

「なんか、迫はく力りよくあるオジサンだなー、手とか分厚いし」

「まあな、オレも最初会ったときはビビったわ」

　素手で暴走バス受け止めたからな、とは言わない。

　六人で連れ立って入り口を潜くぐれば、ワッとざわめきが押し寄せてきた。人の溢あふれるメインストリート。カモフラージュの為ため、クリスマス・イベントと銘めい打うって、一般客も入れてるそうだ。貸し切りなんてしたら目立つという判断だろう。

「よし、ジェットコースター乗ろう、ジェットコースター！」

　はしゃぐヅカに、オレは肩掛けバッグから取り出したマフラーを突つき出だした。

「おいこれ、ありがとな」

「ん？　ああ、うん。仲直りしたみたいね、よかった」

　ヅカはそう言って、屈くつ託たくなく微笑ほほえんだ。







　──樽たる多た露ろ市中央区、平へい分ぶん町。オフィス街に程近い、高級住宅地。

　立ち並んだ高級マンションの一つ、最上階にある自室から、得える真まは夕暮れ迫せまる町を見下ろしていた。壁かべ一面のガラス張りに、メガロポリスの切きれ端はしが広がっている。

「どうしたんだい、伯爵。何か面白いものでも？」

　ソファーに腰を下ろしたサイファーが、片手のワイングラスをくゆらせながら言う。

「……いや、ネオンが綺き麗れいなものでね。あれは何だろう？」

　窓の外を指差す得真に、サイファーは身を乗り出して、

「ああ、遊園地だね。クリスマス・イブのイベントをやってるそうだよ」

「へえ……遊びに行ってみようか？」

「何を暢のん気きな！」

　二人の会話に、食しよく卓たくに着いているヴィクターが声を荒あげた。卓たく上じようにはケータリングで取り寄せた、贅ぜいを尽つくした夕食が並んでいる。

「遊んでいる場合ではありませんぞ！　この度の失敗により、他の真の黒クローダムどもが、伯爵の後あと釜がまを狙ねらっております。早々に手を打たねば……」

　と、隣となりに腰を下ろしたシェリィが、前菜のコキールを素す手でで掴つかみ、

「あーん……」

　大きく開いた口に持っていくのを、ヴィクターはベシリとステッキで叩たたき落おとす。

「貴様ッ！　食器を使えと何度言えばわかる！　品のない！」

「ご、ごめんなさい、お父さん！」

　背後でのやり取りに少し笑いながら、得真は半身振り向いた。

「元々、権力に興きよう味みはないよ。やりたい者にはやらせておけば良いさ。君たちもしばらくは〝四札スート〟ではなく、自由に動くと良い。私は暫しばらく休むよ。そうだな……不ふ二じ君の答えを聞くまでは、かな？」

「ええい、そのような、弱気なことを！　一体どうしたと言うのです！」

　ヴィクターの問いに、得真は微び笑しようを浮かべたまま、どこか遠くを見る眼まな差ざしを返す。

「不二君と戦っている内に、かつて私がまだ正義を信じていた頃ころの事を、なぜだろうね、思い出してしまった……彼が最後まで私を、人間と呼んでいたからだろうか？」

「つまり、絆ほだされたと？」

「私の絶望は消えないよ。しかし、いつか恐おそれずにもう一度、希望を信じられたら良いなという気分も、今はあるんだ」

　枯かれた雰ふん囲い気きをまとう得える真まの様子に、ヴィクターが眉み間けんに、ナイフで刻んだようなシワを寄せる。憤いきどおりはあるが、相手の腕前や知識に敬意を評すとき私情を挟はさまないのは、彼の数少ない美徳の一つだった。

「ヌグウウッ……我わが輩はいは決して諦あきらめませんぞ！　いつの日か、必ずや黒の始祖を再び──」

　その言葉に被かぶせて、サイファーが言う。

「そう言えばリロイは？　ルビウスが居ないのはいつものことだけど」

　台詞せりふを邪じや魔まされ、ヴィクターは面白くなさそうに顔をしかめながら、

「知らんわ。何ぞ探し物があると言っていたがな、興味もない」







　──以前住んでいた安アパートを引き払い、川沿いに建つマンションに越してきて半月ほど経つ。五階の角部屋、地下には駐ちゆう車しや場じよう。家賃は二倍近くなったが、収入的には問題ない。アパートを離れなかったのは、後うしろ髪がみを引く思い出があったからだ。

　レザーのジャケットにハンチング帽ぼうという、普ふ段だんからするとやや落ち着いたいでたちの万ま里り王おは、ガラガラとキャリーバッグを引いてフローリングの廊ろう下かを歩き、

「──おゥ、瑠る衣い、準備出来たかァ？」

　声をかけながら扉とびらを開いた。

「んあう？」

　奥おくの壁かべ際ぎわで、中腰になっていた瑠衣が振り向く。釣つり鐘がね型のコートをスッポリと羽織り、片手にはクレヨン。ベッド以外何もない、飾かざり気けのない部屋の壁を、芸術的センスの爆ばく発はつが、エキセントリックな装いに変えていた。

「なんだァ？　線路……電車か」

「あうあー」

　ベッドの上にはアザラシのぬいぐるみと、開かれたままのスケッチブックがある。部屋中を走り回る線路の始発駅はそこだ。瑠衣の前の壁には、丸と三角と四角で構成された汽車が描かれていて、大小一つずつの、人ひと影かげらしきものが乗っている。

「そのデケェの、もしかして俺おれかァ？」

「あい！」

　瑠衣は両手を大きく上げ、満面の笑顔。

　万里王は不意にこみ上げて来たものを抑おさえ切れず、片手で両目を覆おおった。

「似てねェなァ……」

「あうあ……？」

　……まだだ。こんなもので、こんな幸せで、満ち足りてどうする。気を緩ゆるめてどうする。予想以上に大変な仕事だったが、笑わらい猫ねこから情報は手に入れた。聖せい杯はい──様々な伝承に語られるその秘宝ならば、きっと瑠る衣いを人間に戻もどすことも出来るだろう。ここが旅の始まりなのだ。

「……ま、電車ならこれから乗るからよ、楽しみにしとけや。飛行機にも乗ンだぞ。だから、ほら、早く来いよ」

　踵きびすを返す万ま里り王おの後を、クレヨンを放り出してトテテテ、瑠衣が追う。

　玄げん関かん脇わき、洗面所の前で、万里王はふと立ち止まると、瑠衣の手を引いて鏡の前に立った。ブラシを手に取り、自由奔ほん放ぽうに跳はね回まわる妹の髪かみを梳すいてやる。

「相変わらず頑がん固こな天パしてんな」

「あうー……」

　ある程度まとまったところで良しとするしかない。

　家を出て、ドアを閉じる前に、万里王は薄暗い室内を眺ながめた。瑠衣が帰って来ると信じて、２ＤＫのマンションにした。ザマァ見ろと言ってやりたい。誰だれに？　多分、神にだ。

　地下に行き、車に乗った。シロネクロとの戦いで愛車が大破してしまったので、中古で買い付けたハッチバックのミニ。万里王のセンスではないが、足代わりには悪くない。

「あうあー！」

　窓の外に流れていく風景を眺めて、助手席の瑠衣が瞳ひとみを輝かがやかせる。夕暮れの町並みには、街路樹に施ほどこされた電でん飾しよくが灯ともり始めている。そういえばクリスマス・イブだったか。

　樽たる多た露ろ駅に到とう着ちやくする。ロータリーに停車してすぐ、人ごみの中から歩いて来た陣じん内ないが、後部座席に乗り込んだ。大きなトランクを手にしており、ヘルメットはしていない。

「時間通りでしたね」

「ウス」

「あっす！」

　万里王の返事を真ま似ねて、瑠衣が両手を上げた。

　車が走り出す。最寄のインターチェンジへと向かって。これから首都高に乗って、飛行場を目指すのだ。

「あうあっ！」

　不意に瑠衣が、ハンドルを掴つかむ万里王の袖そでを引っ張った。横目に一いち瞥べつすれば、もう片手で窓の外を指差している。その先には、夜空を霞かすませるほどの電飾が輝いていた。

「ん？　ああ、ファニーパークか。今日やってるらしいな」

「あう」

「行きたかったか？　まァ我が慢まんしろや、オメェを人間にしてやる為ためだ」

「クリスマス・イブに聖せい杯はい探たん索さくの旅に出るというのも、なかなか洒しや落れが利いていますね」

　後部座席から、陣内が口を挟はさむ。

「ん？　そりゃ、どういう意味スか？」

「あうー？」

　二人には通じなかった。

「……いえ、なんでもありません」

　自律型ゾンビ二体を維い持じするのは、かなりのスペックを食う。瑠る衣いのせいで、万ま里り王おが少しバカになっていないかと、陣じん内ないは心配になった。今まででも相当なのに、これ以上厄やつ介かいになられたらと思うと胃が痛い。

「二人とも、気合を入れて下さいよ、気合を。聖せい杯はいといえばビッグネームですからね、容易たやすくはいきませんよ。危険な旅になるでしょう」

「あうあ！」

「気合いっつーなら、俺おれらァ十分スよ？　にしてもプラトーンさん、良かったんスかアレで」

「何がです？」

「法ほつ家け門もんのヤツだきゃあ、どうしてもテメェの手で殺したかったんでしょう？」

　陣内は少し考えてから、口を開いた。

「そうですね……個人としては、そうした想いもあります。しかし私し怨えんよりも、あれを野放しにしてはおけないという想いの方が強かったようでね。どうやら私はまだ、性根は刑けい事じであったらしいです」

　と、万里王と陣内の携けい帯たいが同時に鳴った。二人がメールボックスを開けば、短く一文。

『件名：ｗｗｗｗｗ

　本文：ｗｗｗおみやげヨローｗｗｗ』







　──アトラクション乗り放題、フード食べ放題、夢のような一時が、矢のように過ぎていく。日が落ちたら冷え込んできたけど、ナメるなよ、冬。そんな気温で若い情熱を抑おさえられると思うなよ！　オレたちを止めたかったら氷河期連れて来るんだな。

　何回目だかわからないジェットコースターに乗り終わって、三半規管が疲れたので小休止をとっていると、人ごみの向こうから、

「よう、楽しんどるか？」

　あ、マトリ先生！

「ガチで楽しまして貰もらってますよ！」

　オレが片手を上げると、ヅカが目を丸くした。

「え、何この子、知り合い？　めちゃくちゃ可愛かわいいんだけど……モデル？」

　マトリ先生は子ども扱あつかいされてムッとしたが、可愛いと言われてまんざらでもないという、複雑な表情を浮かべた。

「まあ、ユキジとソファイアの、姉のようなものだ。よろしくな」

「え、妹じゃなくて？」

　カンヤが言うのに、マトリ先生は今度こそムッとした。

「姉と言ったら、姉なのだ！　それより、そろそろホールでのプレゼント交こう換かんがあるから来ると良い。飯も用意してあるぞ」

　うおー、至れり尽くせりじゃねーか！　歓かん声せいを上げるオレら。

　マトリ先生に連れられて行ったホールでは、立食パーティーが開かれていて、たくさんの人たちがいた。お酒も入って和わ気き藹あい々あい、全員シロネクロ協会の関係者だそうだ。ヅカとカンヤには、ソファイアの父親の仕事仲間とか適当に説明してある。まあ間違ってはねーし。

「あら、今晩はぁ」

　おおっ！　アナタは花か梨りんさん！　ドレスやっぱ似合うわー！　隣となりに霧きり江えサンもいるけど、こっちはスゲー浮いてる……パーティーの招待客ってよか、ＳＰってカンジだ。そういうならセブンさんもだが。

「なあ、不ふ二じ少年」

　と、いきなり霧江サンにがっつりと肩を組まれた。

「な、なんスか？」

　ヅカとカンヤに聞こえないように、ヒソヒソと耳打ちされる。

「今度機会があれば教えてくれ。どうやって俺おれの目を盗ぬすんで、マトリさんの城まで行ったのか。不思議でならないんだ」

「え？　あ、あー、まあ……はい」

　まだあの笑わらい猫ねこさんが、オレだと思ってんだな……難しい話だなコレ。今度までに言い訳考えとこう。

　そんなこんなで、ワイワイとプレゼント交換を終え、オレの手元には……えーと、なんだコレ、スゲー難しそうな本だけど……ヴィトゲン……何？　哲てつ学がく関係？

「──ああ、俺のだな。読書し給たまえ」

　霧江サンのかよ！　わーすげーいらねー！　とか、口に出すのはさすがに失礼すぎるので、心の中で言うに留めてそっと肩掛けカバンへ。まあ折角貰もらったんだし活用させて貰いますよ、えっと、押し花作るときとかに！

　プロヴァンス風だの、シチリア風だの、地中海風だの、長い名前がついてそうな料理を適当にツマんでから、オレらはまたアトラクション巡めぐりを再開した。

　──で！

　おお、ついに、ついにオレらは辿たどり着ついたのだ……ファニーパークの王、都内有数の巨きよ体たいを誇ほこる、大観覧車の御お膝ひざ元もとへと！

　正直な話、観覧車ってのは、やや乗るタイミングが難しいアトラクションといえる。アッパー系かダウナー系かといえばダウナー系、来てすぐのハイ・テンションなときに乗ると『あれ、これ何か違くね？』感が出てしまうし、かといって終しゆう盤ばんの疲れてきたときだと『なんかコレ昇のぼって降りてくるだけで時間の無む駄だじゃね？』と、〝遊園地の魔ま法ほう〟が解けてしまう恐おそれがある。そして、個人的には夜景がいい。

　となれば、今だ、今しかない！　様々なアトラクションを経て少し落ち着いた今の境地なら、このロマンティック・マシーンを乗りこなすことができるだろう！

　人は結構入ってるっぽいけど、行列にはなっていなかった。階段を昇った先の乗り場で、カンヤがヅカを親指で示しながら、

「んじゃ、おれはコイツと乗る」

　ヅカは目を丸くする。

「え、なんで？　アタシと乗りたいの？」

「ソファイアさんはおじさんと乗るだろ？　で、さすがにクリスマス・イブに男同士ってのは痛々しいじゃん？　かといっておれが高たか峰みねさんと乗るってのもなんかビミョーだし、消去法でオマエ」

「そこは乗りたいって言っとけよ!?　アンタのそういう空気読みすぎるトコ、すげーけどたまにダメだわ、受け付けないわ！」

「うっせーなーもーはいはい、乗りたい乗りたい！」

　ギャンギャン言い合いながら二人が乗り込んで行き、続いてやってきたゴンドラに、

「行きましょう、セブン！」

　ワクワク感を全身から発散させ続けるソファイアと、セブンさんが乗り……うおっ、超ちよう傾かたむいてんだけど大だい丈じよう夫ぶかアレ!?　それを見送って、オレと高峰の番。

「ほら」

「ありがと」

　と、自然と高峰の手を取ってエスコートするオレ、ジェントリーだ。

　ドアが閉じると、風の音が止んで静かになった。グイイイーンと浮遊感。このフワフワしたカンジ、降りるまで続くんだよな。苦手ってヒトもいるだろうが、オレは結構好き。観覧車の醍だい醐ご味み。ゆっくりと建築物のシルエット群が下に流れて行って、一気に夜景が広がる。クリスマス・イブだからか、あちこち眩まぶしい。光の海にボートで漕こぎ出だした感。

　……ちょ、あのさ、緊きん張ちようすんだけど！　なんで高峰、何も言わねーの？　え、これひょっとして結構ロマンティック？　あー、対面に座っちゃったけど、隣となりのがよかったか！　しまったコレ痛つう恨こんのミス！

「シュボッ……シュボ……シュボッシュ……」

　黙だまって夜景を瞳ひとみに映していた高峰が、チラリとオレを一いち瞥べつし、

「なんだか息が荒あらいけど……大丈夫？　高所恐怖症？」

「い、いや、シュボッ！　別に、シュボッ！」

「変なの」

　高たか峰みねは再び夜景に目を移し、

「……やっと乗れたね」

「え？」

「前、ここに来ようって、誘さそってくれたことあったでしょう？」

　あ、あーそうか、そうだったな。あれは今年の春だったか。オレはまだ、ゾンビとかネクロマンサーとかの世界と関わりのないフツーの男子高校生で、高峰のコトをフツーの大人しい女子だと思ってた。まさか、ナイフ抜いて超高速で動き回る戦せん闘とう系女子高生だったとは……もう何年も経ったように感じる。

「色々ありがと、不ふ二じ君」

「なんだよ急に改まって……」

「ちょっと、言っておきたくて。本当はごめんって謝りたいのだけど、またうるさく言われそうだから、それは止めておきます」

　少し傾かたむけた首、柔やわらかい微笑ほほえみ、両目には夜景の星……こ、コイツ……天使か!?　荒こう廃はいした地上に神が遣つかわしたのか？

「あ、あ……ああ！　そそそ、そうだ、コレ！」

　オレはテンパりつつ、バッグから巾きん着ちやくラッピングされた包みを取り出し、高峰に押し付けた。交こう換かん会かいには無難に目覚まし時計なんて用意しといたが、本命はコッチ。

「何？」

「プレゼント、オマエ用の！」

「え、私、何も用意してない……」

「いいからいいから、開けてみてくれ！」

　リボンを解いて袋ふくろを開けた瞬しゆん間かん、期待の微び光こうを帯びていた高峰の表情が、シュンと無表情になるのがわかった。一度閉めたのをもう一度開け二度見、メッセージ・カードを読んで、ため息。

「……これ、この前被かぶってたやつ？」

「そうそう！　穿はいてよし、被ってよしの逸いつ品ぴんです！」

　オレが言うと、もう一度ため息をついてから、高峰は笑う。

「キミらしいわね……って言うのも、ちょっと複雑だけど」

　そして──ギシリ、ゴンドラが揺れた。

　立ち上がった高峰が、オレの隣となりへと移動してきたのだ。ゴンドラが少しだけ一方に傾く。え、ちょ……いいにおい！　ヤベェって心臓が苦しい！　オレを心筋梗こう塞そくで殺すつもり？

「……えっちなこと、考えちゃ駄だ目めだからね？」

「え、な、何……」

　フワリと、高たか峰みねはオレに抱だききついてきた。オレはビシリ、固まる。

「私ね、不ふ二じ君、キミのことが嫌きらいなの……大嫌いなのよ。本当に、嫌い……」

　耳元で、少しだけ泣いているような囁ささやき声ごえ。うッおおおォォッ産うぶ毛げが全部立ったよ！　全産毛がスタンディング・オベーションしとる！

「た、高峰えっ……！」

　オレは少しだけ身を離すと、ドクンドクン、鼓こ動どうの導きに従って、高峰へと唇くちびるを近づけていく。吸い寄せられる……磁石のように！　重なっ─────た！　脳内でファンファーレが木霊こだまする！　お、おいおいコレどうするの、息止めた方がイイの？　鼻で息したらダメ？　ファーストキスは何の味かなんて、全然わからん！　少なくともイチゴとかレモンとかじゃねーのは確かだ、敢あえて言うならプロヴァンス風とかシチリア風とか地中海風とかそんなん！

　……あ、ああ、得える真ま……オレわかったかも。フツーすぎる答えかな？　でも、永遠を耐たえるのは、多分、愛だよ！　愛！

「んっ……む、ん！」

　シュボッシュボッシュボボボボボボ──プツーン！　オレの頭の中で何か切れる音がした。多分理性とかそういう。ああああああ、辛しん抱ぼう限界ィ！　唇を重ねたまま、オレは高峰のドレスの肩に手をかけて、ヌルリと脱ぬがしにかかった。

「ぷは……ちょ、ちょっと、不二君……こっ、こんなところで、何して……っ!?」

　唇が離れれば、高峰がうわずった声で言う。

「約束！　約束だから！　今、果たされるときだから！　大だい丈じよう夫ぶ、都内有数だから！　降りるまでに後五分くらい最低かかるから！　すぐ終わるから！」

「ちょ、ちょっと、あっ、やめっ……ふっ……！」

　ガタンガタン、ゴンドラが揺れる……

「──不二君」

　………………え？

　……ちょ……い、い、今……な、こ、こっ……このバリトンボイス……まっ、まさか!?

　ピタリと手を止めたオレはギギギギギ……ホラー映画の一シーンで、背後から音がしたときの登場人物ばりの動きで振り向いた──今は空っぽのはずの、ゴンドラの対面の席に、中年男性の姿が！

「いいのかいそれで」

　そして、

「いや、僕はいけないと思う」

　合いの手を入れるオトーサンの隣となりにもう一人、イケメンでメガネ──ちょ、八や尾お先生!?　何で！　二人してオレたちの方を、まばたきもせずにジーッと……

「それでいいのかい」

「僕はいけないと思う」

　……う、う、うわああああああああァァァァアッ!?




　──チュンチュンチチチ、鳥の声がする。ベッドの上で目を覚ましたオレは、戦せん慄りつに震ふるえる体を抱だきしめた。ふ……増えてた……八や尾お先生が増えてたァー！

　昨夜、つまりはクリスマス・イブに、高たか峰みねと二人でゴンドラに乗ったまでは、リアルの記き憶おくだ。抱きつかれたのも……多分？　現実だと、その瞬しゆん間かんにオレは崩くずれ始めたワケだが……つまり、まあ、うん、理由はたった一つ……たった一つのシンプルな答えだ。高峰の術が失敗だったってコト。

　おお、神よ！　この聖なる日に、あなたを呪のろいます……

　──トントン。

　扉とびらがノックされ、続いて声。

「不ふ二じ君、まだ寝てる？　片付かないから、朝御飯済ませて欲しいんだけど」

　朝御飯！　そういうのもあるのか……

「たっ……高峰えぇぇー！」

　オレはベッドからダッシュで扉をドバムッと開けると、驚おどろいて目をパチクリさせてる高峰へと、半泣きでまくし立てた。

「な、なあオマエ、オレのコト好き？　好きだよな？　だって精神的にだけど、キスしたもんな、オレら！　嫌きらいなヤツとキスはしないだろフツウ？　なあ、高峰！」

　高峰はため息をついて、

「昨日言ったじゃない？　嫌いだって……」

　ちょっと目を逸そらして言った。ぐっ、このクールさ！　オレは今、泣いてイイ！　くそっ高峰め、エプロンなんかしちゃって新にい妻づまっぽいじゃねーか。布団ふとん干ほしちゃいたいとか、家庭的な台詞せりふもグッドじゃねーか！　この可愛かわいい生き物が絵に描いた餅もちだなんて、なんつー拷ごう問もんだ？

　ガクウッと膝ひざから床ゆかに崩くずれ落おち、脱力しているオレを、高峰はチラッチラッと見てくる。『言い過ぎたかな？』と顔に書いてある。

「そんなに落ち込まなくても……重要なこと？　好きとか嫌いとか……」

「当たり前だろ！」

「……あのね、私は……別にキミに、あ……愛して欲しいなとか、そんな風には思わない。愛して死ぬくらいなら、嫌われても良いから、生きてて欲しいって思うわ……」

　え、それって……とか、ポカンとしたオレが何か尋たずね返かえすより早く、顔を薄っすら赤くした高峰は踵きびすを返し、パタパタとスリッパを鳴らして小走りに去っていく。

「早く食べちゃって！」

　……生きてて欲しいって言われても、結局オレはゾンビのまま、半分死んでるワケで。やれやれ色々あったくせに、この堪たまらないくせに溜たまりまくる日常は、当分続くみてーだ。

　でも、変わったことが一つあるとするなら、今ならオレ、確実に言える。失いかけて大切さに気づくってのは、よくある話なのかな？

　高たか峰みね、オレ、オマエのこと好きだよ？　死ぬほど好きだよ……

　いやっ！　死んでもオマエを、愛してるぜえええええええええええええッ！！！







　　　あとがき




　皆様、お久しぶりで御座います、多た宇う部べです。

　……もう、もうね……言い訳も出来ませんな！　待っていて下さった皆様にはホント申し訳ありません。何とか仕上げられましたが、カレンダーを見てみれば……うわァ、一年も経ってる！　ナゼェ!?　スタンド攻こう撃げきか？　一巻の刊行から数えたら三年ですぜ！　中学生だった方は高校生に、高校生だった方は大学生になっているだけの時間が過ぎたと言う事ですね……感かん慨がい深いのも当然ありますが、まずは筆の遅さを猛省せねば……！

　ともあれ、皆様の青春と共に歩んできた、不ふ二じ由ゆう真まの色々と不自由な物語は、之これにて一段落となります。如何いかがでしたでしょうか？　楽しんで頂けましたでしょうか？　決して平坦な道ではありませんでしたが、此こ処こまで歩き続ける事が出来たのは、読者の皆様のおかげです。続きのアイディアもなくはありませんが、一ひと先まずは心機一転、新作の執筆に向けて邁まい進しんして行く所存であります。もっとワクワクしてもらえる物語をお届け出来るように頑がん張ばりますので、応おう援えんしてやって下さい。

　そういえばツイッターを初めました。数日に一度、思い出したときにログインする程度ですが、皆様の声を直接聞けて、大変励はげみになります。しかし、電子の交わりも良いですが、やはり私は三次元に生きる生身の人間。天空の城にたどり着いた某美少女は、土から離れては生きられないのよ！　と仰おつしやいました……えっ？　つまり何が言いたいのかと？　いやいや、別にそんな、ファンレターが欲しいだなんて、そんな大それたことは……（チラッチラッ！）

　さて、頁ページも残り少なくなってまいりました。またまた私事ではありますが、この場を借りましてお礼の言葉を述べさせて頂きたく思います。

　担当編集の佐さ藤とう様、粂くめ田た様、編集部の皆様。いつもながらお手数をおかけしました。木き村むら樹しげ崇たか先生、遅くなってしまって本当にすみません。またも素晴らしきお仕事ぶり、感謝の念に堪たえません。出版に携たずさわって下さる全すべての方々にも、尽きせぬ感謝を。

　ああ、そして、読者の皆様！　本当に、本当にありがとう御座いました！　私が書いて、本にして頂いて、皆様が読んでくれて……そのどれが無くても、この物語は完成しなかったのでしょう。皆様と一いつ緒しよに歩けた事を、何より幸せに思います。

　と、このまま感謝と愛を記し続ければ、一冊の本になってしまうほどですので、そろそろ筆を置かせて頂くとします。名な残ごり惜おしくはありますが、寂さみしくはありません。由ゆう真またちの人生は、まだまだ続くのです。いつかひょっこり、皆さんにお目にかかる日もあるかもしれません。それこそゾンビのように！

　それでは、また、近い内……ええ、近い内に！（切実）


多宇部貞さだ人と
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　　　ソノゴノネクロ







　まァ、一ひと筋すじ縄なわじゃあいかねえだろうってな、ハナから分かってた。

　聖せい杯はいといやあビッグネームだからな。どんな不勉強なヤツだって魔ま術じゆつに携たずさわってたら、名前ぐらいは知ってンだろう。ジーザス・クライストが最後の晩ばん餐さんで使ったとか、その血を受けたとか。プラトーンさんが色々話してくれたが、そんな来歴に興味はねえ。オイルの切れた百円ライターほどの価値もねえ。俺おれにとって肝かん心じんなのは、ソイツが奇き跡せき的てきな力を秘めてるらしいって事だ。俺と瑠る衣いにとっちゃあな。

　いやァ、苦労させられたぜ。笑わらい猫ねこのヤロウ、情報を盾たてに、人を顎あごで使いやがってよォ……気に食わねェが、これで瑠衣のヤツを人間にしてやれるなら安いモンだ。

　飛行機を何本も乗り継いで、最後にゃクルーザーまでチャーターして、漸ようやく辿たどり着ついたのがこの赤道直下の無人島だ。まったく、プラトーンさんには頭が上がらねェ、俺ァ英語なんて喋しやべれねェからな、交こう渉しようは全振りよ。なんだかんだで面めん倒どう見みは良い人なんだよなァ。俺が唯ただのチンピラだったときから、世話ンなってる。

　ウゼェぐらい茂しげった南国の木々を掻かき分わけ、山の中腹にある洞どう窟くつに入ってみりゃあ、中は明らかに人工的な、何百年も前の地下通路って様子でな。壁かべから矢は飛んでくるわ、床ゆかから槍やりは突つき出だすわ、天てん井じようは落ちてくるわ……殺意満点の罠わなが、ダース単位で仕掛けられてやがった。俺がゾンビでなけりゃ、とっくに死んでただろう。

「──けど、プラトーンさん、俺ァ思うんスよ」

　走りながら言う俺の背中には、さっきプラトーンさんを庇かばって受けた矢が何本も刺ささってるが、抜ぬいてる暇ひまはねェ。

「何をですか？」

　右みぎ隣どなりを走るプラトーンさんが尋ね返してくる。その声には余よ裕ゆうがない。俺たちの手にした懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりが、動きに合わせて忙せわしなく揺れている。

「こんだけ大掛かりな仕掛けがあるってこたァ、こりゃマジかも知れませんぜ。ヤル気がムンムン湧わいてきやがった！」

「ならそのやる気で、この状じよう況きようを何とかして下さい」

「あはははははー！」

　俺の左隣を走る瑠衣の笑い声が、通路に木霊こだまする。その笑顔の眉み間けんにも矢が突き立っている。ああ可か哀わい想そうによォ、なんとも間抜けっぽいじゃねェか！　ひっこ抜ぬいてやりてェのは山々だが、今は暇がない。何な故ぜなら、俺たちの背後数メートルには、ズゴゴゴゴゴゴ！　と通路一杯を埋うめ尽つくすほど巨きよ大だいな丸い岩が、回転しながら迫せまっているからだ。通路が傾けい斜しやしてるから、どんどん速度が増してやがる。

　俺おれは背後を一いち瞥べつし、

「……ヤル気だけじゃ、どーにもならん事もありますわ」

　そう返して視線を前にやれば……なんだと、行き止まりだァ!?　オゥ、この罠わなを仕掛けたヤツァ、とんだサディストだ！　出て来いブッ殺してやる！

「チィッ！　ナメんなクソ岩がァ！」

　俺は立ち止まって振り向くと、両手を前に突き出した。受け止められるか？　この圧あつ倒とう的てき質量差。だが、やるしかねェ、瑠る衣いとプラトーンさんは俺が守らねェと──俺の指先が岩に触ふれた瞬しゆん間かん、ボッガァンッ！　破は砕さい音おんと共に岩が砕くだけ散り、俺は岩の破片と一いつ緒しよに吹っ飛んだ！

「あうあーっ！」

　体重の軽い瑠衣も、衝しよう撃げきでコロコロと転がっている。

「グッ……な、何だァ!?」

　俺の指先が、岩の秘ひ孔こうでも突いたのか？

　舞い散る粉ふん塵じんの向こうから足音、続いて声がした。

「……無事か？」

　なっ！　テ、テメェは!?

「リロイ・アルトゥール！　何な故ぜ貴方あなたが此こ処こに？」

　プラトーンさんの質問に、リロイのヤロウは手にした剣を一振り、刃に纏まとった燐りん光こうを散らせながら答える。

「さる筋から情報を得てな、聖せい杯はい探たん索さくと聞いては捨て置けん。後を追って来た」

「あ？　やろうってのか、オォ!?」

　俺は立ち上がりながらメンチを切る。

「やる気なら、最初から助けはしないぞ。情報の交換条件は、お前たちに協力する事だったんでな。所有権については後々に交渉するとして、一ひと先まずは手を組まんか？」

　俺は舌打ちをする。誰だれの差し金かは丸わかりだ。猫ねこのヤロウ、余計な事しやがる。あの程度の岩、俺一人でどうとでもなったわ、クソが！

「それは助かりますね、正直、罠の多さに辟へき易えきしていました。宜よろしくお願いします」

　まァ、プラトーンさんがそう言うんじゃしょうがねェ、手ェ貸してやるぜ……

　──しかし、流石さすがは真の黒クローダムだ。罠を避けようとか、解除しようとか、そういう必要はまるでねえ。罠を造ったヤツからすりゃ、泣きたくなるだろう。ひたすら破は壊かい、破壊、破壊して、直線距離を強引に進む。こいつァ楽で良いぜ。

　やがて周囲とは造りが異なる、いかにも現代的な鉄製のドアの前へと辿たどり着ついた。隙すき間まからは明かりと一緒に、何やら雰ふん囲い気きありげな煙がシュウシュウと漏もれてきている。一いつ瞬しゆん毒かと疑ったが、それならとっくに影えい響きようが出てンだろう。

　いよいよか？　この向こうに聖せい杯はいがある、そんな気配がビンビンしやがるぜェ……何が起きるかわからねェから、俺おれは罠わなと、ついでにリロイのヤロウにも油断なく気を配りながら、ドアノブに手をかけた。ガチャリ……

「──な……なんだァ、此こ処こァ……？」

　扉とびら一枚隔へだてた向こうは、此処までとは打って変わった有様だった。和風な木造の広間で、一面鏡張りの洗面台が並び、ヴィーンと空気を読まねえ扇せん風ぷう機きが回り、体重計やら小型の冷蔵庫やらが置かれている。カポーン、どこからか聞こえてくる桶おけの音。俺たちが今しがた出てきた扉には、通用口と書かれている……なんだこりゃ、これじゃァまるで……

「此処は……銭湯、か？」

　リロイが俺と同じ疑問を口にした。

「む……誰だれじゃ？」

　と、声に目をやれば、誰か居やがる？　誰だ？　バスローブ姿で、マッサージ・チェアに腰掛けた小さなジジイだ。全身からホカホカ湯気立てやがって、どう見ても湯上りだ。

「テメェこそ誰だよ!?　つか、何だ此処は!?」

　その余りに暢のん気きな様子に、俺ァ思わず声を荒あらげる。

「ワシは花はな山やま菊きく五ご郎ろうっちゅうモンだが……此処か？　此処はワシの別べつ荘そうじゃ。良い温泉が湧わくんで湯治に来ておる。御前等、裏口から入って来たのか？　良く無事だったな。昔の海かい賊ぞくのアジトをそのまま改造したから、罠があったろうに」

「あン、べ、別荘だァ？」

「……すみません、つかぬ事を御お伺うかがいしますが……我々は此方こちらに聖杯があると聞いて来たのですが、何か御存知ありませんか？」

　プラトーンさんが尋たずねる。流石さすがだ、こんなわけのわからねェ状じよう況きようでも冷静だ！

「ん？　おお、セイハイ？　あるぞ。湯上りに牛乳飲むのに丁度良いんでな、使っとる」

「ハァ!?　あるだと!?　聖杯が!?　此処に!?」

　俺が身を乗り出せば、ジジイは遠い目をして語り始めた。マッサージ・チェアがヴイイイイイイと唸りを上げている。

「んむ……あれは戦後間もない頃ころだった。まだ年若かったワシは、新しん橋ばしの療養所にいた娘に恋をしていた。彼女は病弱で、その体質を治してやりたくてな。新宿の闇やみ市いちにいたテキ屋のサブローから情報を得たワシは、海軍の復員輸送船に乗り込んで大陸に渡り──（中略）──いやはや、手ごわい相手じゃったよ。ともかく長く苦しい旅の末、セイハイを手に帰国してみれば、娘は……」

「死んでいた？」

　リロイが律りち儀ぎに尋ね返す。

「いや完治していてな、それが今のワシの妻だ……今じゃもう婆ばあサンだが、若い頃ころはこれがまた、良い女だったんだ」

　もう我が慢まんの限界だ。俺ァブチキレた。

「話が長ェんだよクッソジジイッ！　ただの昔話じゃねェか！　もう良い、聖せい杯はいがあるっつーなら、とっととこっちに寄よ越こしやがれ！」

「なんじゃ御前等、物もの盗とりか？　くれと言われて、タダで渡すのもなあ……」

　俺が凄すごんでも物もの怖おじしないとは、肝きもの据すわったジジイだ。こりゃ少し痛い目をみせてやるしかねェかと思い一歩踏み出すと、トコトコと瑠る衣いがジジイに近づいていった。ニコリと笑顔を浮かべて両手を突き出し、

「ちょーらいっ！」

　ジジイもつられるように笑顔になると、マッサージ・チェアから立ち上がった。冷蔵庫へと歩み寄り、ガパァッ！　戸を開くと、中へと手を突っ込んだ。

「やれやれ、可愛かわいい子にねだられたら仕方ないわな……持ってけ」

　お、おい……こっ……これが、聖杯だとォ!?




　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□




「──おゥ、エロゾンビ！」

「おわっ!?」

　声と共に、勢い良く飛んできた何かを、バシィッ！　何とか両手で受け止めた。

　一月一日、元がん旦たん。高たか峰みねとソファイアと連れ立って、近場の神社まで初はつ詣もうでに行った帰り道、駅前のバス停でのコト。せっかく二人の晴れ着姿にデレデレしてたってのに、新年早々、あまり会いたくないヤツが、ガードレールに腰を預けるように立っていた。すなわち万ま里り王おだ。今しがた謎なぞのブツを放った片手を、スカジャンのポケットに仕舞った。反射的に身構えた高峰とソファイアに鼻を鳴らして続ける。

「やるよ、それ」

　オレは万里王と、手の中の謎の物体を交互に見る。なんだコレ……銀で出来た、アンティークのグラスみたいな……う、うわっ!?　なんか持ち手のトコがスッゲェ卑ひ猥わいな形してる！　モザイクかけた方が良いレベルだ！

「……何よこれ？」

　高峰が訝いぶかしげに、万里王に尋たずねる。

「セイハイだそうだ」

「セイハイ？　聖なる杯、ですか？」

　キョトンとして言うソファイアに、万里王は吐はき捨すてるように、

「いや、性的な杯、らしいぜ。持ってると絶ぜつ倫りんになるんだってよ……クソがッ！　瑠る衣いを人間にしてやる為に探してたってのに、こんな精せい力りよく剤ざいみてェなブツはお呼びじゃねェんだよ！　テメェにはお似合いだろ、エロゾンビ」

「い、いやオレだって要らねーよ、こんなの！　インテリアにしても躊躇ためらうレベルだろ！」

　そう返せば、万ま里り王おはガードレールから腰を持ち上げ、ポケットに両手を突っ込んだまま、ツカツカと歩み寄って来た。

「でェだ、テメェ、俺おれに借りがあったよな？　返して貰もらうぜ」

「え……？　ああ、まあ……色々世話にはなったけど……なんだよ」

　イヤな予感がして、一歩引くオレ。

「猫ねこのヤツ締しめ上げて、他のお宝の情報を吐はかせた。ソロモンの指輪っつーんだが、コイツがまた一ひと筋すじ縄なわじゃいかねェようでな。テメェの再生能力が要る。手伝えよ」

　万里王がポケットから取り出した片手の指には、飛行機のチケットが三枚、挟はさまれていた。高たか峰みねとソファイアが顔をしかめている。

　まだ正月も空けてないってのに、トラブルは待ってくれないってコトだ。万里王に借りがあるのは確かだし、瑠衣ちゃんの為っつーなら、断れねーよなあ……オレはやれやれと苦笑いしながら片手を持ち上げ、チケットを手に取った。

　……ゾンビなだけに、腐くされ縁えんってか？
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多た宇う部べ貞さだ人と

↓著者遺影（Yeah!）

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。二〇一二年夏、喉が突然の痛みを訴え、何かヤバい病気じゃないかとの不安から死亡。その後病院に行き、魚の骨が刺さっていただけだとわかり、ゾンビとして復活。
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木き村むら樹しげ崇たか

最終巻お楽しみ頂けたでしょうか？　私はイラスト担当という立場ではありましたが、少しでも何かが皆さんの中に残っていれば、それほど光栄な事はありません。またどこかで！
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多た宇う部べ貞さだ人と
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